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海 人 草 の 純粋 有効 成分 だ サン ト 
ニン ミ を 最も 効果 的 に 配合 と 、 
最高 度 の 駆虫 率 を 駿 揮 する …… 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 刻 虫 薬 マ ク 
ニン らら は 、 そ の 高い 刻 虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン ぢ は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
突 に 回 踊 を と る と と が で きま す 。 


マク ニ 2 


安全 で 、 高 い 駆 虫 率 を も ち 、 配布 に 
F 3g 下 便利 な の で 集団 駆虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特に 低廉 な の で 、 学校 、 工場 
会 往 等 で 非 営 な 好評 を えて いま す s 














(包装) 3 錠 ( 大 人 一 人 分 ) 80 円 ・6 負 ]50 円 
団体 用 2 錠 X190 (大 人 100 人 分 ) 
学童 用 nn で … の の oe… ee 300 負 
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四 和 


海 人 草 の 純生 有効 成分 さ サ ント 


ニン さ を 最 も 効果 的 に 配合 し 、 2 
最高 度 の 駆虫 系 を 控 揮 する …… ne 
多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 度 虫 薬 マク 敵 の 
ニン S は 、 そ の 高い 記 虫 率 が 多数 の 臨床 突 験 名 測 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 句 わ ! 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 
マク ニン SS は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き に 夫 ] 
て すぐ の むせ だ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 衰 < 
実 人 回 由 を と る と と が で きま す 。 0 トラ 








団体 用 お よび 学 意 用 マク ニン S は 、 に り , 
容 全 で 、 高い 駆 由 率 を も ち 、 配布 に S れ c 
便利 な の で 集団 虹 虫 に 最 適 で す 。 9 
価格 も 特 低 誠 な の で 、 学校 、 工場 2 9 
会 入 等 で 非 党 な 好評 を えて いま す e に ME 
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共 子 油 の 殺 卵 作用 に 関す る 研究 


(3) 昭 是 卵 の 酸素 消費 量 に む な よ ぼ す 草子 油 の 影響 


国 井 
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に こっ 
喜 章 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 肖 


(昭和 33 年 2 月 24 日 受領 ) 


緒 言 


顕 虫 卵 の 酸素 消費 量 の 測定 に つい て は , いま 7? 
研究 が 行わ れ て いな い 。 そ し て 。 測定 方 法 に も 多く の 考 
上 憲 す べき 問題 点 が ある 。 顕 虫 卵 の 生理 的 研究 を 進め る た 
め に ゃ も, 呼吸 代謝 に 関す る 研究 は 大 い に 期 待 さ れ , その 
測定 方 法 の 確立 が 1 日 も 早く 解明 され る こと が 望ま れる 
わけ で ある 

閉 者 は 第 1 報 お よび 第 2 報 に お いて , 名 虫 卵 に 対す る 
草子 油 の 殺 卵 作用 に - いて 検 詩 し た の ・ ご ある が , 第 3 報 
で は , 草 子 油 の 9 人 を ] す る た め の 一 手段 と し 
て , 普 虫 卵 の 酸素 消費 量 が 草子 油 処 理 を 行う こと に ょ つ 
て , どの ょ うに 変化 する か を 検討 し た の で 報告 する 





実験 材料 お よび 方 法 
怠 虫 卵 は 豚 上 虫 子宮 内 受精 卵 を 使用 し た 。 we 子 油 は , 
Ally1. Phenyl, Buty1, Toly1 の 各 草 子 油 を Tween 80 
番 て 乳剤 と し て / \ た 。 
倍 濃 度 の 乳剤 を つ 


実験 方 法 は , 上 記 5 種 夫 子 油 の 10* 
くり , と れ を お の お の 腰 高 シャ ー レー に 100m1l づつ と 
り , 充分 に 水洗 し た 鋼 昌 卵 の 約 2 g ( 湿 つ た ) を と 
れ に 加え て , 28 で 信 温 器 中 で 7 日 間 処 理 し た 。 半 と し 
て は 蒸溜 水 を 用 いた 。 

処理 後 , た さち に 上 澄 の 共 子 油 乳剤 を す て , 銅 虫 卵 を 
数 回 蒸溜 水 で 洗 花 , he て 湿 つ た 素 焼 板 上 に の せ て 酸 
素 消費 量 の 測定 に 供 し 


また , Pheny1 電子 油 で は 3 日 処理 , 1 日 処理 の 場合 





YOSHIAKI KUNII: Studies on the ovicidal 
effect of mustard oil. (3) Infuence of mustard oil 
on the oxygen uptake of ascariS eggs (Labo- 
ratory of Nematology, Kanto-Tosan Agricultu- 
ral Fxperiment Station and the Department of 
Parasitology, National Institute of Health) 





に つい て も ゃ 測定 を 行 つた 

測定 は , Warburg 氏 検 圧計 に よ ょ つた 。 

素 焼 板 上 の 豆 卵 を 測定 用 フラ スコ (容量 15 一 20ml) 

2 筒 と 科 量 管 1 筒 に それ ぞ れ 0.5g づ つ 冬 取 し た 。 フ ラ 
スコ に は , 更に Ringer 氏 液 1.0ml, 妖 酸 緩衝 液 (pH 
7.0) 1.0 ml, 202KOH 0.2ml を 加え て 。 た さち に と 測 
定 を 開始 し た 。 測定 は 10 分 間隔 で 60 分 間 継 続 し , 温度 は 
30' で 振 は 毎 分 80 回 で ある 。 

. 科 量 菅 は 105C6 恒温 器 内 で 約 2 時 間 乾 燥 し , 乾燥 重 
量 を 求め た 。 

更に 。 残り の 加 虫 卵 の 一 部 を 検 鏡 し て , 測定 時 の 発育 
状態 を SA 寺 , そ の 他 は 2 劣 formalin 水 を 加え て , 28 で C 
て 培 。 培養 1 ヶ月 後に 再び 発育 状態 を 観察 し, 
了 形 成 の 有無 ょ つて 生死 の Smo 行 つ た 。 


実験 成績 


酸素 消費 量 は , すべ て 顕 虫 卵 の 乾燥 重量 100mg あ た 
り に 換算 し て あら わし た 。 

( 1 ) 数 種 井 子 油 処理 問 虫 卵 の 酸素 消費 量 

第 1 表 , 第 1 図示 す 通 り , Allyl, Pheny1, Butyl, 
Benzy1, Tolyl の 5 種 草子 油 に ょ つて 7 日 間 処 理 し た 頭 
昌 卵 の 酸素 消費 量 は , 処理 を 行わ な い 対照 の 融 卵 の 酸 
素 消費 量 に 1 レ し て 。 い づれ や も か な り 低 下 し て いる と と 
が 明 ち か と な つた 。 し か し 草子 油 の 種類 に よ つ て その 低 

下 の 程 度 に 差異 が 認め られ た 。 す な わ ち , 対照 の 顕 虫 卵 
の 60 分 間 の 酸素 消費 量 の 平均 が 65.84』 に 対 し て , 最も い 
ち が し い 低 下 を 示し た も の が Tolyl 草子 油 の 3.9Ad 

ほ ま と ん ど 0 つい で Pheny1 草子 油 の Y.0A, 

Ally1 草子 油 の 9.5A』。 Benzy1 草子 油 の 19.04』 と な り 
最も その 程度 の 少 な か つた も の が Buty1 草子 油 の 25.8 
4』 で あつ た 。 
な お , と れ ら 遇 虫 卵 の 測定 時 お ょ び 1 ヶ月 培養 後 の 発 


y 
に ちか く 。 
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第 1 表 数 種 電子 油 処理 鍼 卵 の 酸素 消費 量 





測 定 時 間 (分 ) 
菩提 軍 …ーー デ ーー ビーー 
10 20 30 340 50 60 





まま らら 30 3 きり 3.5 う 2 065 
Allyl ] 2 0.3 3.0 3.0 5.1 7。2 12.5 
均 0.9 3.0 3.0 4.3 6.2 9.5 





1 2.3 3.3 4.3 5.3 6.0 7.1 
Pheny1 草子 油 に : 2 まま 9 だ 9 2.7 4.1 を の 9 6.8 
呈 均 2.1 2.6 3.5 4.7 5.5 7.0 





1 3.5 7.3 13.0 16.3 23.2 26.0 
2 3.6 6。.7 11.1 16.0 23.0 25.6 
F 均 3.6 7.0 12.1 16.2 23.1 25.8 





2.9 4.8 8.1 12.0 12.9 15。8 
7.9 8.9 8.9 16.8 16.8 22.1 
平均 5.4 6.9 8.5 14.4 14.9 19.0 


Buty1 弁 子 油 。 
Benzy1 草子 油 |: 























し の 929 の の: 229 2 の 
Tolyl 草子 油 | 人 0 0 0 0 っ 多 作 
+.5 も 9 も 1.5 3。9 
| 1 11.9 23.9 34.1 45.8 56.4 68.0 
対 照 2。 計る 22.5 33.9 |.2 50.5 3.5 
9 olio 
下 
70 | 
60 
S9 
49 
36 上 
> の L 
IO 
) 
9 10 っ 0 39 40 バリ 60 ww 


策 1 図 数 種 草子 油 処 理 虫 卵 の 酸素 消費 量 
借 - 借 財 : 〇 - 〇 Buty1 草子 油 : メーX Benzy1 借 
子 油 : へ - へ Ally1 草子 油 : 里田 Pheny1 草子 油 : 
品 - 口 Toly1 草子 油 . 
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第 2 表 測定 虫 卵 の 発育 状態 
観 発育 状 惑 (%) 夫 
察 種 類 ー 率 
時 単 細 多 細 桑 桃 昭 射 仔 晶 () 
期 内 肥 期 期 期 吉 タ 


Ally1 草子 油 95 





測 | Phenyl 弁 子 油 99 1 0 0 0 
.) Buty1 弁 子 油 10 80 10 0 0 
と Benzy1 草子 油 70 30 0 0 0 
時 | Toly1 草子 油 99 1 0 0O 0 
対 照 15 20 50 15 0 
Ally1 草子 油 99 1 0 0 0 100 
夷 | Pheny1 草 子 油 100 0 0 0 0O 100 
. | Buty1 草子 洒 5 50 5 25 15 85 
寺 Benzyl 草 子 油 45 55 0O 0O 0O 100 
後 | Tolyl 草子 油 100 0 0 0 0O 1oo 
、 対 照 、 肖 細 、 R28 


育 状 態 は 第 2 表 に あげ た 。 と れ に よ ょ る と , 測定 時 に 
Ally1, Phenyl, Toly1 井 子 油 は わ づ か ( ee 交 
た が , ほとん ど は 単細胞 期 久 で あつ た 。 Benzy1 共 子 油 
は 30 多 が 多 細 胞 期 期 と な り 。 他 の 70 は 単細胞 期 卵 で 
ある 。 また , Buty1 共 子 油 で は 80% が 
桑 橋 期 に まで 発育 し て いた 。 

1 ヶ月 培養 後 の そ れ ぞ れ の 殺 卵 効果 を みる と , Butyl 
香子 油 が 8522, その 他 の 電子 油 で は 100 多 の 殺 卵 率 を 示 


) 
レ 7 こ o 


第 3 表 Pheny1 共 子 油 処理 (3 日 ) 虫 卵 の 


酸素 消費 量 ( 局 ) 





測 定 時 間 (分 ) 

種 類 回 数 
10 20 30 40 50 60 
1 まあ 2 あき: 林 チ 馬 | 殺 
2.0 3.7 6.6 7.8 9.7 11 
1.9 3.5 6.5 7.1 8.4 9. 
5.1 15.4 22.4 27.6 33.6 40. 
2 14.9 23.3 31.7 40.7 47.8 55. 
平均 10.0 19.4 27.1 34.2 40.8 48. 


1 
2 
平均 


Pheny1 草子 油 1 
対 * 


top uo om 


ェ 
は 


(3 ) Phenyl 共 子 油 3 日 お よび 1 日 処理 貞 虫 族 の 
mia 


* 培 濃 度 ( 


を 診 商 明 は 


) Phenyl 介 子 油 で 六 9 日 処理 し た 場 合 の 央 
Y 日 処理 の 場合 と ほとん ど 同 様 , 
> る し い 低下 を みた 。 すなわち , 対 


rg ガリ ンー ノ 
対照 に くら べ て いち ! し 


多 細 胞 期 , 1022 が - 
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第 2 図 Pheny1 草子 油 処理 虫 卵 あ 
酸素 消費 量 (3 日 ) 
上 段 : 対照: 下段 :Pheny1 草子 油 
Phw 和 e: 分 間 の 酸素 消費 量 平均 が 48.2 如 で ある 
- 対 し て , Pheny1 草子 油 3 日 処理 の 占 虫 卵 は 9.8Au 
で あつ た 。 


第 4 表 測定 虫 卵 の 発育 状態 








堆 発 育 状態 ( め ) 殺 卵 " 
祭 種 類 率 

時 コ ” 。 単 細 多 細 双 棋 早計 仔 虫 ( め ) 
期 " 胞 期 胞 期 期 期 期 "“^ 


測 Pheny1 草子 油 100 0 0O 0O 0O 
時 対 柳 39: 90. @.。 -/ 0 





塔 Pheny1 草子 油 100 0 0 0O 0O 100 
後 称 照 0 0 0 2 98 


この 時 の 責 虫 卵 の 発育 状態 は , Pheny1 共 子 油 処理 の 


も の が 100 単 細胞 期 , 対照 が 102 単 細胞 期 , 902 が 多 


の かい イィ 


: 親 胞 期 で あつ た 。 


月 培養 後に は , 対照 は 98 多 が 仔 昌 を 形成 し た が , 
第 5 表 Pheny1 草子 油 処理 日 ) 顕 虫 卵 
の 酸素 消費 量 ( 





測 定 時 間 (分 ) 
10 20 30 40 50 60 


種 類 回 数 


| 1. 2.9 5.7 13.3 13.3 20.3 26.2 
2 1.7 3.1 10。.4 23.0 23.0 26.7 
き ぁ 2.3 4.4 11.9 18.2 31.7 26.5 


| 1 4.4 10.8 20.4 22.3 28.7 36.0 
昭 2 1.9 4.1 13.0 26.4 26.4 36.0 
きち 3.2 7.5 16.7 24.4 27.6 36.0 


Pheny1 草子 油 


対 





ん - 表 : ) 


電子 油 処理 を 行 つ た 顕 虫 卵 は 100 多 単細胞 期 の まま ,。 ま 
つた くく 発育 し な か つた 。 


直 











9 10 っ >0 30 40 50 60 mW. 
第 3 図 Pheny】 草子 油 処理 虫 卵 の 
酸素 消費 量 (1 日 ) 
上 段 , 対照 : 下段 Pheny1 弁 子 油 
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第 4 図 pheny1 草子 油 処理 映 虫 卵 の 酸素 消費 量 
人 …-⑱ 1 日 処理 : ベーX 3 日 処理 : 人 へー へ 7 日 処理 


Pheny1 草子 油 で 1 日 処理 し た 場合 の 上 虫 卵 の 酸素 消 


吉 量 は 26.5/』 で , 対照 の 鍋 虫 卵 の 酸素 消費 量 36.0l よ 


りゃ 低下 し て いる と と が わか つた 。 し か し 。 7 日 処理 , 
3 日 処理 の 場合 に 比較 し て みる と , 1 日 処理 の 場合 に は 


対照 と の 差異 が あま り 明 らち か で は な か つた 。 


3 


策 6 表 測定 虫 卵 の 発育 状態 








ト - 発育 伏 、 ( 殺 弁 
六朗 類 生 編 多 細 : 率 

期 胞 期 期 " 期 期 
測 em 草子 油 100 0 0 0 0 

時 ! 千 虹 100 90 0 0 o 

培 Pheny1 草 子 油 50 15 0 5 30 70 


後 対 | 





* た 。 測定 時 の 顕 虫 卵 の 発育 状態 は , 処理 遇 虫 卵 も 対 


照 の も の も いづ れ も 100 が 単細胞 期 で あつ た 。 





1 ヶ月 培養 俊 の 観察 の 結果 は 第 6 表 に 示す 通り で , 草 
子 油 処理 を 行 つ た も の は 502 単 細胞 期 , 152 多 細胞 期 5 
欠 時 斗 期 , 3022: の 生 導 隊 晶 と か つ て いた た 。 対照 の 顕 虫 卵 
は 100 狗 が 仔 虫 を 形成 し て い : 


考 察 


介 子 油 処理 を 行 つ た 顕 虫 卵 の 酸 
で ある が , と の 方 面 の 研究 は あ 
いた め 。 に た 
測定 方 法 ふ ら 考 察 を 行 つ て みる 。 

顕 虫 卵 2 素 消 傘 最 - 供 する 顕 虫 卵 の 量 に -~ 
柳沢 (1957) は , 魚 虫 卵 の 100 万 ー1000 万 個 を 含む 浮遊 
液 2.0ml を 用 いた と ある 。 著者 が 今回 行 つた 実験 で ! 
測定 と 同時 に 名 虫 卵 の 乾燥 重量 を も 測定 する 方 法 を と つ 
た 。 と れ は 洗 敬 し た 顕 虫 卵 を 湿ら せ た 素 焼 板 上 に の せ て 
出来 る だ け は や く 測 定 用 フラ スコ と 笠 量 管 に 0.5g を 各 
り , 乾燥 重量 を 靖幸 わけ で 
の 顕 虫 卵 を と り だ し て 乾燥 重量 を 笠 る 。 


酸素 消費 量 を 測定 し た の 


ーー こま 
し ゝ 


まり ひろ く 行 は れ て いな 


vV ユ ス 


測定 偽 に フラ スコ 中 
スコ に 附 


ー 一 


誕 し : た 負 貝 罰 が 完全 に と りき れ な か 合 が ある の で , 


の 方 法 キ 用 いた わけ で ある 。 と の 場 『 に は 。 あく まで ぁゃ る 
ら 時 と er 


ト い が , 素 焼 板 を 
2 ne H の 湿度 人 
C 80 一 100 mg) 和 用 いな 
ま 困 難 で 
7 Jah - よ れ ば , 頭 虫 卵 を 培養 後 3022。 
antiformin で 除 近 白 妥 に 測定 し て いる が 。, 者 の 場 
合 に だ は と れ を 行わ づ ,。 その まま の 状態 で 測定 し た 。 
草子 油 処 理 (10* 倍 濃度 ) を 行 つ た 軸 虫 卵 の 酸素 消費 
量 は , 処理 を 行わ な い 対照 の 斑 虫 卵 に 比較 し て , いづ 】 
も その 酸素 消費 量 が 低下 する よう で ある 。 し か し , 
油 の 種類 に よ つ て , 酸素 消費 量 の 低下 の 程度 に - 奉 凌 2 
め ら れ た 。 ae た 5 種 の 草子 油 の 間 で は 。 と の 低下 
の 最も いち じ る し か つた も の が PToly1 共 子 油 で , 下記 
の ど と き 有 順に な つた 。 
Toly1 ニ Phenyl Allyl -Benzy1 Butyl 
れ は , と れ ら 草子 油 の 顕 虫 卵 に 対す る 殺 卵 作 四 の 高 
係 が ある よう に 思わ れる 。 す な わ ち , 第 1 報 に 述 
に , と これら 草子 油 の 殺 卵 作用 も また 
Toly1- Pheny1 に Ally1 Benzy1 Buty1 
の 順に 低下 する 傾向 が みみ られ た か ら で あ る 。 そし て , 高 
い 殺 卵 作 用 を も つ 薬 剤 ほど , と れ で 処理 し た 顕 虫 卵 の 酸 


素 消費 量 の 低下 が いち 
は な か ろう か 。 

人 ee (にょ つて も , 顕 虫 卵 の 酸 消費 量 の 
低下 に 差異 が 生じ , 処理 日 数 が 長い 場合 に は , 短 か い 場 
。 そし て 。 処理 日 数 

全 に 殺 卵 を 確認 
し く 低 下す る と と 


合 よ り い ち じ る し い 低 下 が み られ た 
が 長く , 同時 に 行 つた 培養 実験 結果 
し た 魚 虫 卵 も , に Mr なさ \ ち じ る 
が わか つ 
と れ と 同様 に , 電 拉 
酸素 消費 量 に 差異 が 生じ る で あろ うと 
更に 。 RF 六 抽 人 の 半 友 寺 了 と 583 
つて 異な り , 発育 が 進む と に つれ て 酸素 消費 量 は 増減 す 
る も の と 考え られ る 。 と の 点 に つい て は , 柳沢 (1957) 
の 報告 が ある 。 
以上 の と と か ら 考 えて , 顕 虫 卵 の 酸素 消費 量 の 低下 は 
Max 用 と な ん ら か の 関係 が ある よう に 思わ れる の で , 
i( こ と の 点 を 追求 た な ら , 現在 用 いら れ て いる 培養 法 


: の 濃淡 に よこ , 占 虫 卵 の 


と が 推 を 主 多 され る し 


に と の 酸素 費 最 を 測定 する 方 法 を 併 
Wes の : を より 座 実 な 条 効 果 の 判定 


っ か? 7 ンジ) ホキ ) 、 フ 日 ! ナナ 


ee ラ 
ゝ ・ の の y 1 
ん さる の て は な いか と 加わ れる 。 


要 約 


1) 魚 虫 卵 の 殺 卵 機 作 解明 の 一 手段 と し て , Warburg 
氏 検 圧計 を 用 いて 魚 虫 卵 の 酸素 費 量 を 測定 し た 。 

2) Ailyl. Phenyl, Buty1, Benzy1, qa の 5 種類 
の 草 wm 3 倍 の Tween 80 番 で 乳化 し , 10* 倍 濃度 に 
稀釈 し て 用 いた 。 

3) ea は 28 で で , 処理 日 数 は 7 日 , Pheny1 借 
子 油 に つい て は 3 日 処理 , 1 日 処理 も ああ わせ て 4 

4) 測定 は 30C で 60 分 間 継 続 し , 10 分 間隔 に 行い , 上 
虫 卵 は 湿 つ た も の 0.5g (乾燥 重量 80 て 100 CS を 用 


と 


5) 草子 油 処理 を 行 つ た 台 虫 卵 は , 対照 の 顕 虫 卵 に 比 

し の 酸素 消費 量 が 低下 し た 。 

種類 の 草子 油 の 間 に は , 酸素 消費 量 の 低下 の 程 
な か で も Toly 電子 油 が も つと も 


いづ れ も る 


処理 日 数 の 長短 も また , 酸素 消費 量 の 低下 に 差異 
を あたえ , 長く 処理 し た 顕 虫 卵 ほ ど , 酸素 消費 量 が 低下 
する ょ う で ある 。 
8) Ye っ 生 を M 薬剤 の 殺 卵 作用 と 
関係 が あり , 殺 卵 作用 の 高い も の ほど , 酸素 消費 量 の 低 
下 も 著しい ょ うに 思わ れる 。 





昭和 34 年 2 月 1959)] 


稿 を 終る に あたり 。, 御 指導 と 御 校 闘 を 賜 わ つ た 農業 技 
術 研究 所 川上 行 蔵 博士 , 予防 衛生 研究 所 小宮 義孝 博士 に 
深 て 感謝 の 意 を 表す る 。 ま た , 実験 に あ た つ て 御 援助 を 
願 つた 農業 技術 研究 所 池内 まき 子 技官 に 感謝 する 。 
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Surmmmary 


1) The author measured the oxygen conSumnption 
of ascariS eggs by the means of Warburg'S resDi- 
rometer for the analysiS of the mode of ovicidal 
action. 


2) Five species of mustard oil, which are allyl, 
pheny1, buty1, benzyl, and tolyi, emuesified at the 
ratio of 1 :3 by Tween 80 were used at 1 : 10^* 
concentration, 

3) The experiments were run at 28"C and for 
seven days。 Treatments with phenyl mustard oi 
were carried out for both one day and three days: 
besides. 

4) Reading were taken at 10 minute intervala 
for 60 minutes at 30“C. 

5) Oxygen consumption of eggs treated with anY 
mustard oil were all decreased as compared with 
those of the control eggs。. 

6) There were differences in oxygen conSurnption 
among the five species of mustard oil. above all, 
the consumption of eggs treated with tolyl mus- 
tard oil decreased sharpIy。 

7) The period of treatment also yjelded the dif- 
ference in the decrease Of oxygen ConSurnption : 
the longer period of treatment, the more de- 
creaSed. 

8) The decrease of oxygen consurmption Of as- 
cariS eggs iS connected with the ovicidal action of 
dosage. It seems that the oxygen consumption, 
立 any, iS on the decrease as the ovicidal effect 
TiSeS. 
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肝 星 症 の 凝 集 反 応 Rapid FJocculation Test に 関す る 研究 


(2) 各種 抗原 液 の 検討 


進 貞夫 歳 元 虎 蔵 


化学 及 血 清 療法 研究 所 


市 原 強 市 原 稚 雄 


(所 長 竹屋 男 網 博士 ) 


(昭和 33 年 7 月 11 日 受領 ) 


緒 言 


肝 駿 虫 体 抗原 の 抗原 性 に 関し て は , Oliver-Gonzalez 
(1953), Uroquhart ら (1954), 吉田 ら (1954), 前 川 
ら (1954), 椿 ら (1955), 小野 ら (1956) の 従来 の 諸 報 
告 は 。 いずれ る 多糖 体 及 び 邊 白 抗原 に 注目 し た 研究 に 限 
られ て いる 。 閉 者 等 は , 虫 体 の 脂質 抗原 を と りあ げ , 先 
般 来 実験 を 行 つ て いる が , 池 降 反応 に お ける 成績 は 棄 幸 
(1956) し た 通り で ある 。 前 報 (1958) に お いて は , 山 
羊 肝 軽 症 血清 を 用 いて , 所 主 凝 集 反応 その 基礎 
的 反応 条件 を 主として , 種々 の 検討 を 行 つ た 。 と の 実験 
は , 凍結 乾燥 虫 体 の ア ル ニ ー カ 可 江 性 有 折 【 分 画 (抗原 葉 ) 
に た, コレ ステ リン を 添加 し た 抗原 に 基 ず いた も の で あつ 
た 。 と の 場合 , コレ ステ リン 抗原 粒子 に 適当 な 大 き さ を 
20 た oc す も の で ある 。 一 般 に , と 
の 凝集 反応 に お いて は , 抗原 と し て 菌 体 , 虫 体 若しくは 
臓器 等 の 抽出 物 が 用 いら れる の は , 他 の 血清 反応 と 同様 
で ある が , 更に , 増 感 剤 と し て , 種々 の 非 抗原 性 物質 が 
用 いら れる 。 例え ば 。 コレ ステ リン の 他 に ,。 ベン トナ イ 
ト 及 び カ オリ 本 二 , 三 の 研究 者 は , 
増 感 剤 に よ つ て 鋭敏 化 た 反応 を , 更に , 的 子 の 
ee し 。 間 定 を 正和 こす る た め , 抗 
原 粒子 に 種々 の 色素 を 吸着 させ メ . 省 人 抗原 液 を 使用 し て 
いる 。 

本 報 に お いて は , 上 記 の ょ うな 増 感 剤 の 他 に 更に , 





SADAO SUSUMI, TORAZO KURAMOTO, TSU- 
YOSHI ICHIHARA, 之 TSURUO ICHIHARA : Stu- 
dies on the rapid flocculation test for fasciolia- 
SiS (2) Examination for various antigen ermul- 
sions (The Chemo-Sero Therapeutic Research 
Institute, Kumamoto) 


二 , 三 の 非 抗原 性 物質 を 増 感 剤 と し て 用 いた 場合 ,. こ とれ 
ら の 増 感 剤 に 色素 を 吸着 させ , 着色 抗原 と し た 場合 及び 
抗原 工 以 外 に , 虫 体 の 多糖 体 抗原 (抗原 B) を 用 いた 場 
合 の 各種 抗原 に つい て , それ ら が 示す 反応 原 性 の 考察 を 
試み た 。 


材料 及び 方 法 


1. 正 清 

前 報 と 同様 に , 当 6 # 沈 所 て 購入 し た 生後 1. 芋 誠 よ の 成 
熟 山羊 血 清 を 用 い , 更に , 血清 対 て , 離乳 前 の 幼 
若山 羊 材料 を 用 いた 。 

2. 抗原 液 

Table 1. に 示し た よ ょ うに, 9 種 の 抗原 液 に つい て 実験 
を 行 つ た 。 すなわち, と れ ら の 抗原 液 は 大 別 す る と 。 8) 
二 , 三 の 非 抗原 性 物質 を 増 感 剤 と し た も の (抗原 1, 2, 
の 4 及び 5), bD) これ ら の 増 感 剤 に 色素 を 着色 せしめ 

た も る の ( 拉 馬 で 太 及び 7 ) 及び c) 下 体 の 精製 多糖 体 分 画 
を 抗原 に 用 いた も の (抗原 8 及び 9 ) の 3 区 分 に な る 。 
各 抗 原 誠 は , 次 の よう に し て 調製 され た 。 

区 分 a) 抗 原 1 に つい て は , 前 報 に 詳細 に 記さ れ た 。 と 
れ は 抗原 工 感 作 コ レス テリ ン 液 で ある 。 抗原 2 に つい て 
は 。 まず Stock Bentonite を Bozicevich 法 (1951) 
に 準じ て 次 の ょ うに し て 作 つ た 。 ベン トナ イト (和光 
製 ) の 0.5g を 蒸溜 水 100cc に 懸 濁し , 1 分 間 Waring 
Blendor に か けた 。 と れ を 更に , 蒸溜 水 を 加え て 全量 を 

500 cc に し た 。 烈 し く 振 し て 1 時 間 放 置 し た 。 上 清 を 
と り , と れ を 1.,300 rpm, 15 分 間 遠 心 後 , 再 び 上 清 を と り 
1.600 rpm, 15 分 間 遠 心 を 行 つ た 。 と の 最後 の 沈 滅 を 集 
め 酸 緩衝 液 100cc に 懸 濁し , Waring Blendor に 1 分 
間 か け , 冷暗所 に 保存 し た 。 と れ を Stock Bentonite と 
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Table 1. Various antigen emulsionS exarmined. 





Antigen n0。 Constituent of antigen 





Buffered sol. 
Buffered sol。 
Buffered sol. 
Buffered sol. 


Antigen 葉 Cholesterin 
Antigen 上 し Bentonite 
Antigen し KKaolin 
Antigen し Diatomite 


Buffered sol。 十 Dye 
Buffered sol. 十 Dye 
Buffered sol. 
Buffered sol. 


Antigen し Cholesterin 
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し , 実験 に 際 し て は , 抗原 工 , 生理 的 食塩 水 及 び Stock 区 分 c) 抗原 8 及び 9 に 用 いた 精製 多糖 体 (抗原 B) 
Bentonite を 抗原 区 分 1 (1: 4 : 5) 抗原 区 分 HI は 既報 に 従 つて 調製 し た 。 す な わ ち , 洗 藻 し た 新鮮 正体 
(1 : 9 : 5) 及び 抗原 区 分 (1 :14 : 5) の 割合 に を 8 三 塩 化 酷 酸 で 抽出 し , この 抽出 液 の 透析 内 液 に つ 
混合 し , ae Wet トナ イト 粒子 の 均一 な 浮 流 液 を いて 75% ア セト ン 濃 度 で 沈 泊 き と 集め , と れ を 4 多 三 塩化 
得 ,。 とれ ら を Test Antigen と し て 反応 に 用 いた 。 抗 酷 酸 に 不溶 性 の 沈 滅 が 生じ な く な る 迄 反 覆 する 。 最後 に 
原 3。 4 ee 5 に お いて も ゃ , Stock Kaolin, Stock Dia- 得 ら れ た 粉末 を アセ トン , アル コー ル 及 び ェ エー テル で 脂 
tomite 及び Stock Talc は , 大 体 Stock Bentonite に 質 を 洗 藻 除去 後 , 真空 乾燥 し て 白色 粉末 を 得 た 。 こ と れ を 
従 つ て 調製 され た 。 抗原 2 の 場合 に 同 じ く , それ ぞ れ の 抗原 B と し た 。 こ と れ は , 糖 定性 反応 陽性 で あり , 邊 白 定 
Stock 液 と 生理 的 食塩 水 及 び 抗 原 工 と を 上 記 の 割合 に 混 性 反応 陰性 で あつ た 。 抗原 8 は , 峯 酸 緩衝 液 で 抗原 B を 
合 し , 抗原 区 分 1, 及び 胃 を つく つた 。 800 倍 。1,600 倍 , 3,200 倍 及 び 6,400 倍 に 稀釈 レ 
和 D) 抗原 6 及び 7 は 。 前 者 は , 色素 を 炎 酸 緩衝 液 れ ぞ れ の 稀 和 液 に , コレ ステ リン 加 抗 原 1 L 液 を 10% 
こ 溶 解 し , と れ に 前 報 の ュ コレ ステ リン 加 抗 原 葉 液 を 10 多 る ょ う 懸 濁し , 1 時 間 放置 後 , 抗原 工 , B 感 作 コ レス テ 
に な る ょ う 懸 濁し て , 30 分 間 冷 暗 所 に 放置 し て 感 作 し , リン 液 と し た も の で ある 。 抗原 9 は , 抗原 2 に 記し た 
色素 吸着 抗原 工 感 作 コ レス テリ ン 粒 子 の 浮 江 液 を Test Stock Bentonite に , 抗原 B を 400 倍 。 800 倍 , 1,.600 
Antigen と し て 用 い , 役者 は 抗原 3? の Stock Bento- 倍 及 び 3,200 倍 に な る ょ うに それ ぞ れ 藩 解 し , 1 時 間 放 


nite と 公 来 を 区 療 き せ , 1 時 間 放 置 後 , 抗原 工 液 を 10 置 後 , 抗原 B 感 作 ペ ント ナイ ト 液 と し た も の で ある 。 
に な る ょ うに 懸 濁し て , Neo 所 に お いて 感 作 3。 反応 術 式 

を 行い , 色素 吸着 抗原 工 感 作 ペ ント ナイ ト 液 と し た 。 前 報 の よう に , ガラス 板 (直径 20mm, 深 さ 3mm の 
色素 ,・ て は エ オ ジン CMerck 製 )) クリ スタ ル 紫 凹み を 有する も の ) の 凹み に 血清 を 0.05cc 入 れ , 1 cc が 
CMerck 製 ) ゲン チア ナ 紫 (和光 製 ) プリ リア ント ク 60 滴 に な る ょ うに 調製 され た 1 cc 注射 器 で , 抗原 液 を 1 
レジ ル 青 (Merck 製 )) マラ ヒッ ト 緑 (片山 製 )) テイ 滴 C り sscc) 加え た 。 と れ を 5 分間, 0 の 連 度 で 
ト 緑 (Merck 製 )) アズ ー ル H (和光 製 ) チオ = ニン ( 和 水平 回 転 し た 人 役 , ち に , 80 倍 光 頭 下 若しくは 肉 則 で , 
光 製 ) ラク シン (片山 製 ) メチ レン 青 (和光 製 )) メチ 抗原 粒子 の 凝集 度 を 観 窒 し , 世 二 エー' 及 びー に 分 け 
ル 紫 (片山 製 ) 及び ナイ ト 青 (Bayer 製 ) の 12 種 類 を 用 て 成績 を 判定 記載 し た 。 沿 , 以上 の 凝集 を 反応 陽性 と 
い , コレ ステ リン 及び ベン トナ イト に 対す る 吸着 性 を 検 た 。 

し , 更に , と の 間 色 増 感 剤 の み の 懸 濁 液 を , ガラ ス 板 上 4) 沈降 反応 術 式 

(に 0.05cc の せ , 120rpm で 5 食間 回 転 を 行い , 80 倍 光 沈降 反応 は , 既報 に 準じ て 行 つ た 。 す な わ ち , 56'C30 
学 斑 微 鏡 下 (以下 80 倍 光 顕 下 と 略 ) で , 自然 凝集 性 を 分 間 加 温 し た 非 働 性 血清 を 小 試 験 管 に と り , と れ に 抗原 
調べ た 。 と の 吸着 性 及び 自然 凝集 性 の 二 者 より, 良好 と 液 を 等 量 に 重層 し , 1 時 間 静 置 後 ,. その 成績 を 判定 し 
思わ れる 色素 を 選択 し 。 実験 に 使用 する こと と し た 。 た 。 抗原 に は , 抗原 工 を 少量 含ん だ 抗原 B の 800 倍 乃至 
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1,600 倍 溶 訟 を 用 いた 。 


実験 成績 


1. 0 生ま 

Table 2. に 示し た よう に 。 ベン トナ イト に お いて は 
和 に お いて 陽性 反応 が み ら れ , 抗体 価 4 に お いて 
は , 疑 陽性 反応 (判定 は 陰性 ) の み ら れ る も の が 若干 認 
め ら れる 程度 で ある 。 抗原 区 分 T, HI 及び を みる と , 
明 が や や 弱 反 応 を 示す ょ うに 思わ れ た 。 

カオ リン , 弄 河 土 及 び タ ルク に お いて は ,。 い ずれ も 抗 
本 あっ た ダ , 感染 陰性 血清 に 対 し て いずれ も 
全く 反応 を 示さ な い の は , 供 試し た どの 増 感 剤 に つい て 
や 同様 で あつ た 。 

2. 色素 吸着 抗原 液 の 抗原 性 

先ず ぜ , コレ ステ リン に 対す る 色素 の 吸着 性 及び 自然 凝 
集 性 を 検討 し た と と ろ , アズ ー ル l エ , エ オ ジン , マラ ヒ 
ッ ト 緑 及び テラ イト 緑 の 4 種 の 色素 が 最も 適当 で あつ た 
られ ax ホオ 1 連 細 
然 凝集 性 は いずれ も あま り 良 好 と は いえ ず , それ ら の 色 
素 の 緩衝 液 に 対す る 藩 解 性 か ら , エ オ ジン 及び テイ ト 緑 
の 2 種 の 色素 を 選定 し , 以下 の 実験 に 用 いる と と と し た 。 

色素 吸着 抗原 工 感 作 コ レス テリ ン 液 に つい て は アズ ー 
ル l, エ オ ジン , マラ ヒッ ト 緑 及び ライ ト 緑 の 4 種 の 色 
素 を て それぞれ 用 いた 場合 の 反応 と , 対照 と し て 行 つ た 抗 
原 工 感 作 コ レス テリ ン 液 に よる 反応 と は , Table 8. の 
よう に 全く 差異 は 認め られ な か つた 。 双 。 色素 吸着 抗原 
液 の 場合 は , 抗原 粒子 の 凝集 度 が 肉眼 的 に 容易 と 観 祭 さ 
れ , その 肉眼 に ょ る 判定 成績 は 80 倍 光 顕 下 の 成績 と よく 
一 致し た 。 

Mn の 

イト 緑 の 場 合 , Table 4. の ょ うに , Table 2. の 抗 

9 ohonag 全く 差異 は 認め 
られ な か つた 。 

3、 抗原 上 , B 感 作 コ レス テリ ン 液 の 抗原 性 

該 抗原 液 は コレ ステ リン 粒子 を 抗原 工 及 び 各 濃度 の 抗 
原 B で 感 作 し た も の で ある 。 すなわち , 前 述 の 抗原 工 
コレ ステ リン 液 を 最終 濃度 10 2 に な る ょ ふう, 抗原 B の 
800 倍 , 1,600 倍 , 3,200 倍 及 び 6,400 Mr 


も つて 濁 し た 。Table 5. に 示さ れ た ょ う 6 0 
原 と し て 実験 し た 抗原 感 作 コレ ステ リ の 反応 


成績 と , 抗原 上 , B 感 作 コ レス テリ ン 液 に ょ 衝 い mn 
と に は 者 f 計ら の 相 條 が 認め られ た 。 いずれ の 抗原 8 濃度 に 


お いて も , お ゝ むね 抗体 価 に お いて 1 段 用 の 低下 が 認め 















られ 


折 


8. 
低下 


前 
抗原 
ー て 


例 , 









人 9 


を | 
2 


ババ の ヴ | 品 


役人 【 清 


o 


2 ツ | ( ツ ! 


ブッ ーー 8 の Y 


WW を りす 補 


| すき マツ シリ. 7 。 の 


、 











昭和 34 年 2 月 


(1959) 〕 


























Table 3. Antigenic property of stained cholesterin sensitized with lipid antigen 
Dyes Not stained Azur-II Eosin Malachite Light 
Serum no。 一 一 Pr 3 ヒーーー ーー 
32 64128 32 64128 32 64128 32 64128 32 64128 
31 + キ ーー エキ ーー エニ ーー エエ ーー エー 一 
32 キ ーー 一 定 補 一 キ - 索 一 中 束 ー 9 
33 替 で デ キ ご 一 や 放 一 を 一 一 ー 一 一 
34 oe mr = he 3 Pe 定 
36 事 才 二 必用 ーー 性 奉 一 : 放 演 デ 性 2 ご ご 
38 っ hi lm No 9 時 MS 
40 SS 人 。 利 。 キ 部 寺 
42 柏 ーー 和夫 公 一 帝 や 一 を ポーー 0 
48 キ ーーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー 一 
53 ーー my 一 ue 2 Em 
43† ーー 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 
52† ーー 一 ーー 一 ー 一 ーー 一 ーー 一 
Table 4. Antigenic property of stained bentonite sensitized with lipid antigen 
3 Dyes Eosin 6 Light し こ 。。。.5 太 提 明 に 
Serurm 1n0. ーー TI TI ッ ! 1 TI ャ 
dems 1 を 2 を まま よう 入 本 員 本 5 
32 ーー ー ーー ーーー ニ ーー ーーー ニ ーー ーーーー 一 
36 g 和 2 ro が デー 3 aa を が て ak の SE NO 
40 ーー ーー ーー ーー ーー ーー ーー エー ーー ーー 一 一 
42 平 ーー キ デー キ ーー ーー 
48 ー ーー ーー ーーー ニ ーー 一 ーーーー ニ ーーーー 一 
60† 一 ー 一 ーーー 一 ー 一 一 一 ーーーー 一 
られ た 。 を 用 いて , 未 色 抗原 液 に ょ る 反応 と 比較 検討 を 行 つ 
4。 抗原 B 感 作 ペ ント ナイ ト 液 の 抗原 性 た 。 善 色 抗 原液 と し て は , アズール, マラ ヒッ me 
抗原 BC 本 席 400 倍 , 800 倍 , 1,600 税 及 び 3,200 倍 ラテ イト 緑 に ょ つた も の を 用 いた 。 着色 撤 原 液 に よる 
NR の 4 段階 に つい て 実験 し た が , Table 6. の ょ うに 応 は 。 すべ て 肉眼 的 観察 に より 判定 する こと > ゝ し, Me 
いずれ も 抗体 価 1 妃 至 2 の 到 反 応 を 示し た 。 抗原 B の 抗原 と し て 用 いた 抗原 コレ ステ リン 液 に よる 反応 は , 
8,200 倍 稀 秋 の 場合 は , 他 の 濃度 に 較べ て 若干 抗原 性 が 肉眼 的 観察 に よる 判定 及び 80 倍 光 顕 下 判定 を 併用 し た 。 
低下 し て いる ょ うに 思わ れ た 。 その 成績 は Table 7. に 示し た 通り で ある 。 すなわち 。, 
5. 弟 色 抗 原 に よる 山羊 血清 に お ける 反応 成績 F 分布 表 に ょ り 危 険 率 5 2 と し て , 各 抗 原液 に ょ る 反応 


前 述 の 実験 より 


Pe 


(て 5 


例 , 


。 コレ ステ リン 以外 の 
抗原 液 で は 所 期 < は 的 を 期待 得 な いと 
肝 星 惑 染 陽 性 山羊 血清 36 例 及 び 


と が 解 つ た 。 


増 感 剤 を 用 いた 


- デ テ 


欠 性 山羊 血清 54 


合計 90 例 に つい て 抗原 工 感 作 着色 コレ ステ リン 液 


( 9) 


陽性 率 の 信頼 限界 を みる と , 肝 星 感染 山羊 血清 36 例 に つ 
いて , 未 着色 抗原 ( 光 顕 下 判定 )81.9 て 99.3 少 , 未 着色 抗原 
(肉眼 的 判定 ) て 1.6 こ 95.8 多 , アズ ー ル HI (肉眼 的 判定 ) 
81.9~99.3, マ ラ ヒ ッ ト 緑 (肉眼 的 判定 ) 81.9ー99.32%. 
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Table 5 Antigenic property of cholesterin sensitized with antigen L and B 
em Control* 800** 1.600** 3,200** 6,400** 
dilutions 
Serum noO. es ー 
Turmm 
diiutions 32 64128 32 64128 32 64128 32 64128 32 64128 
31 圭一 一 エー 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 
32 2 cc に SEP he be 
33 ie キ ーー 一 キー ーー 一 キ ーー 一 2 
34 = に ーー 一 ea 2 wake 0 es 
36 キ  ー サ キー に キ キー 呈 一 
38 キ 一 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 
40 Gi ラー ヤー 一 キャ ーー 一 Pe 二 呈 op 
42 ササ す ギー 半 寺 エ せ 寺 キ 性 信二 2 2 還 
48 十 2 EE ーー PE と 本 時 に 3 な エー 
53 土 一 / 一 2 ap 本 で 守 ・ 
43† ーー 一 cr Se ーー 一 ーー ーー ー ーー 一 
52† We 
* ま Antigen L only. ** The concentration of antigen L is equal to the control. 
Table 6. Antigenic property of bentonite sensitized Table 7. Results of rapid flocculation test with 
witn polysaccharide antigen (antigen B) stained antigen emulsions for 90 goat sera 
ご Antigen B 1nfestati ith* 
5 eowee 400 800 1.600 3,200 や wi ss 
ビ Bpecipikatonbeet 手 生 " キ 一直 ご 聞こ = 
8 1 人 
上 CT* 1 
了 8 か ao LC*** +ー+ エ エキ ーー 一 
内 MC に も LC 二 Azur-T**t 上 十 十 十 + 
に ry で 9 Paovmo 
42 キキ ーー キーー ニ ーーー デ エー ムイ ーー ag 二 を 中 主 呈 一 二 下 
48 エー エーーー オキ ーー エー ニー ーー 一 上 上 十 C 十 Light ee | あし 本 
キョ RS 
No. of cases 95 きっ まま を ま まま 。 生還 
及び テイ ト 緑 (肉眼 的 判定 ) 78.2 て 98.2 タ で あつ た 。 と 


れ に ょ り , 肉眼 的 判定 に ょ る 着色 抗原 液 の 成績 は , 未 着 
SS Meoeo - 全 く 有 意 の 差 
ヽ つ た 。 且つ , 抗原 粒子 の 凝集 度 の 判定 が 

みか ら , 前 者 は 後者 より 優れ て いる と 考え 
上 際 性 血清 54 例 中 3 例 に つい て 併行 実 

和牛 し た 沈降 反応 も 含め て , いずれ の 反応 に も 陽性 成績 が 
示 され た と と は 感染 の “きめ て " の 判定 方 法 の みな ら 
と の も の の 特質 を , ょ り 一 層 検 討 す (る と と を 要 
- 求 する も の で あろ う 。 と の 2 例 の 山羊 に お いて は 糞便 検 
査 及 び 剖 検 の 結果 いずれ も 一 般 寄生 昌 は 陰性 で あつ た 。 


られ た 。 沿 商 。 


ず 9 反応 - 








* Tudged by autopsy, egg examination of the 
feces and gall bladder contentS. 
**※ Observed microscopically at a magnification 
of 80x. 
**※ Observed macroscopical1y. 
上 iS antigen 革 , and C iS cholesterin. 


考察 
所 主 凝 集 反応 の 肝 蜂 症 に 対す る 試み に つい て , 前 報 及 
人 か PR と れ ら の 種々 の 実験 , 特 


に 種々 の 供 試 抗原 の 検討 成績 か ら , 抗原 物質 と し て 忠 体 
の 脂質 分 画 を , 増 感 剤 と し て コレ ステ リン を 用 いた 抗原 


( 10 ) 











th 


ne 








昭和 34 年 2 月 (1959)〕 


砂 濁 液 が , 最も 優れ た 反応 原 性 を 与え る と と が 解 つ た 。 
旋 毛 虫 定 に お いて は , Suessenguth eg7 (1944) は 
体 の 息 白 及び 多糖 体 作画 を 示す アル カリ 抽出 物 で , コレ 
ステ リン を 感 作 し た 。Bozicevich e7 27 (1951) は 虫 体 の 
彼 白 及び 多糖 体 分 画 を 示す 生理 的 食塩 水 抽出 物 で , ベン 
トナ イト を 感 作 し た 。 そ し て , 両 報告 いずれ も 好成績 を 
て いる 。 肺 吸虫 症 で は , 横川 (1956 a, b) が 虫 体 の べ 
ロ ナー ル 緩 衝 流 抽出 物 で ベン トナ イト を 感 作 し , 好 結 果 
を 報告 し て いる 。 肝 双 症 に お いて も , と れ ら の 諸 研 究 に 
述べ られ た 抗原 の 六 方 法 を 試み た が , いずれ も 所 期 の 
成績 は 得 ら ちら れ な か つた 。 虫 体 の 脂質 分 画 及 び 多 糖 体 分 画 
で ベン トナ イト を 成 作 | し 内 が 。 Table 2. 及び Table 6. 

に 示さ れ た ょ よう に, 抗原 性 は 全く 微 只 で あつ た 。 更に, 
増 感 剤 と な る 非 抗原 性 物質 と し て , ベ ント ナイ ト 以 外 に と , 
タル ク を 用 いた 場合 に も , 同様 に 


或 は 会 く N 示さ れ な な か 7 こ o つま 


カオ リン , 琴 党 土 及び 
原 性 ! ト 條 で ある ヵ 


PD 衝 細 * て は , 少く と ぁゃ 脂質 抗原 の 増 感 剤 と し 
て は , コレ ステ リ リン が 最 き f と と が 解 つ た 。 多 


和 愛 れ て いる 

講 体 は , コレ ステ リン を 埋 巧 剤 と し た 所 証人 友 店 の 
原 と し て は , 脂質 抗原 に こ 思 われ た 。Table 5。 
脂質 及び 多糖 体 作画 の 2 者 で コレ ステ リン を 
ーー と MarcRerr た 場合 より も , 反応 原 性 
若干 低下 する 成績 が 得 ら れ た と と は , 本 反応 の 興味 を 


ラ ュ へ 、 テ 寺 フン 


防 長 する ゃ の て あめ る 。 


劣る よう ( 


> は 
(よう (に 。 


色素 を 所 原 和 子 に 吸着 させ , 着色 抗原 と し て , 反応 を 
試 2 み た 報 折る が に あわ る す な わ ち 。 梅 婦 (井出 ら 


1986) に お いて 。 クリ スタ ル 紫 及び アズ ー ル を 用 い 。 


定 毛 虫 症 (Bozicevich ge g7 : 1951) に お いて 。 チ オニ ン 


百 Oo メ が 用 し いる 。 敵 , 後者 は , 吸着 させ る 色素 と 
し て は , 酸性 色素 より 塩基 性 色素 の 方 が 適当 で ある と 述 
べ て いる 。 著者 等 は 12 種 の 色素 に つい て 実験 し , アズ ー 


ル I, マラ ヒッ ト 緑 及び ライ ト 緑 の 3 種 に ょ より, 最も よ 
い 結 果 を 得 た 。 こ と れ ら の 間 色 抗原 液 を 検討 する 目的 は , 

増 感 剤 の 添 加 に eat 
容易 に な つた 反応 を , 感 剤 の 着色 に よ , 更に 判定 を 
確実 に し よう こう する と と に ある 。 感染 山羊 ror 
, 抗原 工 感 作 コ レス テリ ン 液 ( 未 着 
の 判定 は , その 肉眼 的 判定 成 
し に 反し , 着色 抗原 液 に ょ る 


より 鋭 租 化 さ れ [ 


いて の 結果 を み 、 
包 ) に よる 反 
| 


績 よ り 若 F 優 


し て いる 。 し 


反応 は , 肉眼 的 判定 を 行 つた 場合 , 未 着色 抗原 液 の 光 頭 
下 判定 成績 と 同一 の 結果 が 和伸 ト られ た 。 

いずれ に し て も ゃ , 
質 抗原 の 精製 , 蛋白 抗原 の 検討 等 


本 反応 の た め の 抗原 に つい て は , 脂 
, 未だ , 検討 の 余地 が 


( 11 ) 
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* 更に と ,。 種々 の 問題 を 追求 し な けれ . 


要 約 


前 報 に 続い て , 更に , 二 , 三 の 抗原 液 を 調製 し , 肝 時 : 
症 の 所 調 凝 集 反 応 に つい て , 検討 を 加え た 。 そ の 成績 を 
生 短 する と 。 火 の ょ う て る る 。 

1. 脂質 抗原 を 感 作 原 と し た 場合 
コシ ステ 9 ン が 最 や 適当 で ,。 ベン トナ イト , 
侍 藻 土 及 び タ ルク は 不適 当 で あつ た 。 

2. 脂質 抗原 感 作 コレ ステ リン 液 を 着色 抗原 液 と する 
に は , アズ ー ル Il, マラ ヒッ ト 緑 及び テイ ト 緑 が 良好 で ~ 


増 感 剤 と し て は , 


カオ リン 


あつ た 。 
3。 多糖 体 抗原 を 感 作 原 と し た 場合 ,、 コレ ステ リン 及 
び ベ ント ナイ ト は いずれ も ゃ , 増 感 剤 と し て 適当 で は な か 


アー 

お わり に , 所 長 竹屋 男 綱 先 生 に 敬意 を 表し , 御 指導 , 
御 校 聞 を いた ゞ いた 熊本 大 学 教授 大 反田 藤吉 , 岡村 一 郎 
両 先生 に 厚く 御礼 申 上 げ ま す 。 な 3, 本 研究 に 御 協 力 下 : 


"きつ た 河内 山 建 子 嬢 普 び に 所 員 各位 に 心から 感謝 いた レ 


ます 。 
本 報告 の 要旨 は 第 43 回 日 本 獣医 学会 (昭和 32 年 4 月 ), 
に お だい て 発表 し た 。 
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Summary 


In a previouS report the examinationS of founda- 
mental conditions of the rapid flocculation test 
RF test) for goat fascioliasiS were carried out 
using the cholesterin crystals sensitized with ]ipid 
antigen (antigen し) As a reSsult, we observed 
that the specific reactions Show the antibody titer 
of 1:32 or above. In the present paper the eX- 
perimental results with various antigen emulsionS 


prepared by means of other procedures were 
Showed. 

Nine kinds of antigen emulsions were employed 
in the examinations. These emulsions could clas- 
sified as follows : (T) the emulsions that used some 
nonantigenic Substances, (IT) the emnulsions that 
contained the coloured particles, (III) the emulsions 
that contained the micro-particles sensitized with 
polysaccharide antigen (antigen B). When lipid 
antigen (antigen L) was used, the excellent de- 
veloping material was cholesterin crystal, and 
bentonite, kaolin, diatomite and talc were all 
inferior. Twelve dyes were used for staining the 
Sensitized cholesterin crystals and bentonite 
particles. Among these dyes, azur-II, malachite 
green and light green were applicable. The 
reactivity of emulsion sensitized with antigen B 
and L was slightly weaker than the one with 
antigen 上 only. Morever, the bentonite particles 
were not sensitized with antigen B as same aS 
antigen L only. The reactions with ali pre- 
parations for the infested goat sera showed the 
antibody titer of 1:32 as the minimum titer。 
The agglutinant of the stained cholesterin crystals 
sensitized with antigen 上 L were easily observed 
macroScopically. There were no difference betwe- 
en with stained emulsions (macroscopically ob- 
served) and unstained emulsion (microscopically 
observed at a magnification of 80X) on the jud- 
gements of the reactionS。 
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D 静岡 県 下 に お ける いわ め る 野犬 の 寄生 螺 
)Y 
Jas- (2) 犬 回 昌 む ょ よび 犬 多 東 
0T ハ Ge 
that W 
8 _ 盆 藤 二 叙 渡 辺 強 三 
3 静岡 大 学 教育 学部 保健 教室 

di 野 口 政 輝 望 入 前 川藤 造 
静岡 県 立 衛 生研 究 所 

じ ! 

the (昭和 33 年 7 月 15 日 受領 ) 
Jite 
jite 
「he 筆者 ら は 第 1 報 に お いて , 静岡 県 下 19 ヶ ケ所 の 保健 所 み い ,。 さら に その 息 体 は 外見 上 甚だ 老衰 し て いた 。 寄生 虫 
ゝ B ら 集 め ら れ た 192 頭 の 野犬 に つい て , その 寄生 路上 虫 の 概 体 数 の 少 い 例 で は ある も の は 空腸 に の み , ある も の は 大 
fth 要 を の べ , 更に 野犬 の 寄生 帳 虫 調査 に 関す る 既往 諸家 の 腸 に の みな どの 如く で あつ た が , 最高 の 48 匹 寄生 例 に つ 
0 文献 を 概説 し た 。 本 報 に お いて は 犬 回 束 と 犬 釣 虫 の 寄生 いて みる と , 胃 2, 十二指腸 7, 空腸 38, 廻 腸 1 の ょ う 
Pe- 状況 に つい て 報告 する 。 特に 犬 釣 虫 は 今回 の 調査 の 結 な 分 布 で あつ た 。 
the 果 , その 寄生 率 は 最も 高く , また 既往 諸家 の 報告 比較 以上 の 寄生 状態 を 地域 的 お よび 季節 的 に 検討 し て みた 
er. し て も ゃ 最も 高く 。 すなわち 犬 釣 虫 に つい て は 寄生 正体 が , 寄生 例 数 が 少 い の で 何ら 結論 を 得る に 至ら な か つ 
ae 数 , 虫 体 の 性 比 , 寄 生 部 位 , 野犬 の 年 齢 と の 関係 , 季節 , た 。 た ぶ ゞ 地域 的 に は 下田 , 修善 , 部 交 , 御 恨 場 河 
6 と の 関係 な ど に つい て , 種々 の 統計 的 観察 を 報告 する 。 な どの 県 東部 生地 割合 に 多く , 寄生 率 10.0 蛇 , 総則 体 
9b- な お 実験 方 法 は 第 1 報 に の べた の で と と で は 省略 する 。 数 69 匹 で あつ た が , 県 中 部 で 6 多 ,。 5 匹 , 県 西部 で 3 狐 , 
Uy 8 匹 の 結果 を 得 て , 概して 県 東部 の 伊豆 , 駿東 地方 に 多 
id- 観察 結果 


犬 回 虫 7oxocgzZ cgz2S Johnston, 1916 

静岡 県 の 192 頭 の 野犬 を 解剖 し た 結果 。 消化 管内 に 認 
め ら れ た 犬 回 虫 の 寄生 率 は 割合 に 低く , 僅か 13 頭 (6.8 
) を 認め 得 た に すぎ な か つた (第 1 報 の 第 3 表 参 照 )。 
お の お の の 寄 上 人数 も また 割合 に 少く 。 1 匹 寄 生 4 
例 , 2 匹 寄 生 2 例 , 3 匹 寄 生 2 例 , 5 忠 寄生 2 例 で , 
の た 4 匹 , 6 匹 , 48 匹 寄生 が 各 1 例 。 総 昌 体 数 82 匹 で 彼 
寄生 犬 1 頭 に つき 平均 6.8 匹 に 相当 じ た 。 そ れ ら 82 匹 の 
犬 回 上 の 寄生 部 位 は , 胃 2 匹 , 十二指腸 22 匹 , 空腸 43 匹 
廻 腸 3 匹 , 大 腸 12 匹 の 如く で , 大 腸 に 比較 的 多数 存在 し 
て 居る 如く で あつ た が , それ ら は 何れ も 少数 寄生 例 に 多 





JIRO TTO*, KyozO WATANABE*。 MASATERU 
NOGUCHI**。 HISASHIh MOCHIZUKI** TOZo 
MAEKAWA** キ .。 An investigation of the helmi- 
nth parasites of dogs in Shizuoka Prefecture. 
(2) 72zocZ7zZ CZS and 47cy/OsZO の 222  C742424772 
(*Hiygiene laboratory, Faculty of Education, Shi- 
zuoka University,、**Shizuok Prefectural Hygiene 
Research Labotarory, *** Department of Public 
Health, Shizuoka Prefectural Of 抽 ce) 








し 傾向 が 琴 め られ た こ o 


Table 1. Relation of infection rate of 7ozocg7 の 


c の 2S to age and sex of dogs 





No. of No. of 














Age of ン No. of worms 
dogS dogSs レノ 3 
dogs examd. infected in each dog 
3。 ま 。 法 。 提 
1 age 43 8 18.6 45.6 
人 53 0 一 ーー 
3 51 2 3 
4 26 2 < 家 「 
5 and 
more tban 5 ツ 9 2 コス < 
Total 182 12 6.6 
Sex of dogs 
Male 91 か 
Sh デン ンー 
Female 91 7 2 3。 6。 48 





(0.55 Pr>0.30) 
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次 に , 1932 の 野 大 こつ いて そ て の 年 齢 , 性 別 , 

ど を 調査 観察 し て , it の 導 和 を の 人 人 を 村 し た 
(第 1 表 )。 年 齢 と の 関係 で は 1 歳 の 幼 犬 ヒ 18.6 多 の 寄生 
率 で 最も 多く , 3 歳 犬 で 3.92, 4 歳 犬 で 7.7 多 と な り 
5 蔵 以 上 の 老 犬 で は 全く 寄生 犬 を 発見 で き な か つた 。 す 
な わ ち 犬 回 虫 は 明らか に 幼 犬 に 多い 傾向 が 認め られ た 。 
野犬 の 性 別 と 犬 E の 関 | 係 は 表 に 示し た 如く て, Z" 
検定 で 有意 差 を 認め ず , 更に 品種 系 統 別 に も 何ら の 関係 
を も みい だ し えな か つた 。 

173 頭 の 野犬 に つい て は 特に AMS 還 沈 滅法 に よる 下 
卵 検査 を 行 つ その 成績 と 実際 に 解剖 に よ つ て 確 め 
た 虫 体 の 有無 と は 必ず し ゃ 一 致し な か つた (第 1 報 の 第 
4 表 参 照 )。 結論 的 に は 虫 体 寄 生 は 12 例 (6.9 ) で 忠 卵 
陽性 は 15 例 (8.7 多 ) で あつ た が , そ 
虫 体 よ 虫 卵 が 一 致し た の は 


た が 
/ こ の )。 


の 内 容 を みる と , 


僅か 7 例 に すぎ な か つた 。 若 


し 検便 を 主体 に 考え る な ら ば , 検便 に よる 適 中 率 は 
三 46.6 用 と な り , 検便 に ょ る 見 逃し 率 は "7』 ニ 38.3 と 
な る 。 さ ちら に 重要 な と と と し て 。 忠 体 が 陰性 に も 的 ちず 
東独 が 陽性 に な つた 例 を 了 放 の 疑 陽性 と する な ら ば , そ 


の 疑 陽性 率 は ?"/』 ニ 53.3 用 と な る 。 見 逃 4 に 


中 に は 解剖 所 見 に ょ り 息 体 数 の 僅少 な も の が 大 部 分 で , 
例 へ ば 見 逃し 例 の 5 例 中 , 犬 回 東 の 1 隻 寄 生 が 3 例 , 3 
隻 寄 生 お ょ び 4 隻 寄生 が お の お 


の 1 例 の 如く で あつ た 。 
さらに 比 の 検便 が 拉 革 硝子 1 枚 の み の ル ー チ ン 検 査 に よ 
つた の で 確率 諭 的 に re 見 逃す 危険 も 充分 あ り 得 < る 
の で 一 応 理 解 が 出来 た 。 る に 一 方 , 疑 陽 性 例 に つい 
は な ほ 充 分 に は そ の 理由 を 鋭 明 し 得 な か つた が , 詳細 

に つい Oo 人 

な ぼ ほ 最 後に , 以上 の 検便 に 際 し , 人 回 政吉 し く は 訂 
回 虫 卵 と 思 に は れる も の が 2 例 。 い ずれ も 2 歳 犬 か ら 検 
出 き れ た 。 

犬 釣 虫 4zcy/os7o2zZ c2Z2 が 72 Hall, 1913 

1。 寄生 率 並び に 寄生 虫 体 数 

第 1 図 は 192 頭 の 野犬 に お NN し ター 
の 度数 分 布 を 示 し た 。 すなわち 結論 と し て は 犬 釣 虫 の 寄 
生 率 は 192 頭 中 168 頭 で 84.922 と な り , 寄生 正体 数 は 被 
寄生 犬 1 頭 あ た り , 最低 1 匹 , 最高 23 総 下 体 数 41 
78 匹 。 平均 虫 体 数 25.6 匹 と な つた 。 寄 点 休 数 の 鹿 数 分 分 
布 を みる と ポア ソン 分 布 に 近似 し , 少数 寄生 の も の が 圧 
倒 的 に 多い 。 10 匹 以下 の 寄生 例 は 83 頭 (512), 20 匹 以下 
の それ は 108 頭 (662), 30 匹 以下 の それ は 122 頭 (75 
2) の 如く で , 100 匹 以上 の 寄生 例 は 9 頭 に すぎ な か つ 


アー 
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Fig. 1 Histogram of the number of 42cy/Os7o22Z 


CZ22272 1n each dog 


: の 結果 を 地域 的 な ふら ( びに 季 す E 節 的 に 検討 すろ 4 た め に 
生み を あげ た 。 し か し 今回 の 調査 で は 各地 域 が お の お 
の 異な る 時 季 に 調査 され た の で 。 す な わ ち 変動 する 二 つ 


Table 2. Geographical and seasonal distribution 


of 4zcy/os7c72Z c の 7222422 in Shizuoka Prefecture 





Date No. of No. of No. of worms 








in each dog 
Locality Of dogS dogSs 
examd. examnd. infect. Me Total Pe 
1956 
Shimizu July 10 10 1 一 95 247 24.7 
Yoshiwara Aug. 9 9 2 一 152 204 22.4 
Numazu Aug 10 9 2 一 26 9911.0 
Fujinomiya Sept. 9 5 一 157 225 45.0 
Gotemba Sept. 10 9 1 一 - 62 164 18.2 
Fujieda Oct. 10 10 1 一 213 461 46.1 
Iwata Oct. 10 8 ーー .99 .175 21.9 
Hamamatsu Oct. 15 15 3 一 112 401 26.7 
Kakegawa Nov 10 9 3 一 84 269 29.9 
Mori Nov. 10 8 トー139 202. 3227 
Shizuoka Dec. 10 10 クー3904 250 25 
1957 

Shimada Jan, 10 に 1 一 134 160 32.0 
Haibara Feb. 10 8 ーー あー 3 5 導 
Shuzenji Feb. 10 6 1 一 47 96 16.0 
Mishima Mar. 10 8 1 一 156 195 24.4 
Shimoda Apr. 10 6 1 一 74 167 27.8 
Atami May 10 10 2 一 78 296 29.6・ 
Mikkabi June 10 9 7 一 70 316 35。1 
Futamata July 9 9 1 一 75 16918.8 





Total 192 163 する 9 76 4 


( 14 ) 


























2 昭和 34 年 2 月 (1959)〕 15 
要因 の 組合 せ の 結果 し か 得 ら れず , さら に は 解剖 犬 数 Table 4. Relation of infection rate of 
さ ee く な か つた の で 確実 ctiwe 9 で と は で き な cy/2s7274Z C の 222472 tO age and 
みつ た が , 一 応 の 傾向 を 記す と 次 の 如く で あつ た 。 先ず er 
最 初 地域 的 傾向 を 検討 る た SO 各 保 健 所 毎 に 犬 釣 No_ of No. of Number of worms 
Age of ロ in each dog 
取 の 寄生 率 を 比較 し た が 有意 の 差 は 認め らち れず , さち に dogs do3 ーーーーーーーーー 
寄生 表 作 散 っ いて みる と , 析 原 , 修善 寺 , 沼津 地区 な dogs AE ted Max. Min. に っ am 
ど 部 分 的 に は 虫 体 数 の 少 い 地域 も あつ た が , 全体 と し て ー 
2 れ ば な - の 価 洒 人 議 め られ な か つた 。 きち 49 1 age 43 38 88.4 1 一 213 1195 31.5 
2 53 47 88.6 1 一 134 1249 26.6 
所 の 地域 を 富士 川 , 大 井川 を 境界 と し て 便宜 的 に 東部 , 51 44 86.2 1-157 1008 22.9 
中 部 , 西部 た 大 別して 検討 し た が 何ら の 有意 差 を も 認め 4 26 18 69.3 1 一 60 299 16.6 
られ な か つた 。 東 , 中 , 西 の 3 つの 地域 に 大 別 し た の po 3 s 7 77.7 2 一 96 111 15.9 
は , それ ら の 各地 域 で 各 時 季 に 解剖 が 行わ れれ た の で , 一 Total 182 154 84.7 1 一 213 3862 25.1 
応 季節 に よる 変動 要因 は 無視 ご でき た か ら で あ る 。 以 上 に ーー ブー デー 昌 タ ー ン 
に ト つ て 静岡 県 下 に お いて は 殆 ん ど 総 べ て の 地域 に 一 様 に 2 8 
に 多 上 が 間 息 し て いる と 結 底 す る と と が で きる 。 ーーーーーーーーーーーーーーーー ーー ー 
か 次 に 地域 に よる 差 が な いと いう 結論 の も と に 季節 的 変 Male 91 87 95.6 1 一 213 2498 23.7 
の 動 を 検 対し た 。 すなわち 季節 区 分 を 看 (3 一 5 月 )。 夏 、 Female 91 ' 67 73.6 1 一 139 1364 20.4 
C6~ て 8 月 ), 秋 C( 9 て 11 月 ) お よび 冬 (12~ 2 月 ) の 四季 ( ズ * 3. 3 Pr>0.05) 
が 73.622 を 示し , 雄 犬 に 寄生 率 が 高い 様 に みえ た が , 
の Table 3. Relation of infection rate of ! test の 結果 有意 差 を 認め る に 至ら な か つた 
2 cy/os7272Z C27722472 to the season 2。 大 釣 虫 昌 体 の 」 
に No. of No. of No. of 既 述 の 如く 192 頭 の 野 ト 解剖 の 結果 163 頭 に 犬 釣 虫 を 
ge WOrIS ao と 
こつ Season OIDS 0 検出 し た の で ある が , その うち の 154 頭 に つい て 忠 体 の 
7 examd. infect. Total ポー 雌雄 比 お よび 上 単 性 寄生 な ど に つい て 観 窒 し た 。 154 想 の 
0 ce Mo か 30 24 80.0 _658 27.4 rm ーー | ws RS を 
"9 Summer (June-Aug.) 48 46 95.9 1035 25.9 Na に pa > 4s 4 がき その 性 比 て 礁 虫 1 に 対し て 
Autumn (Sept.-Nov.) 74 64 86.51957 30.5 の 雄 胡 う は:68 で あら た 。 
* Winter (Dec.-Feb.) 40 29 72.5 528 18.2 以上 に より 概して 雌 昌 の 多い 事 が 判明 し た が , 154 頭 
9 人 の 寄生 犬 の うち 単 性 寄生 28 例 を 除外 し た 126 頭 の 犬 に つ 
*9 上 いて 基 細 に 観察 する と , 個々 の 犬 が 必ず し ゃ 人 金 部 雌 東 が 
W に 分 け , 夫 さ の 二 信 素 。 導い 、 生じ で 生ま 3 多く は な か つた 。 す な わ ち 釣 虫 虫 体 の 性 比 0.9 以 下 ( 雄 
7 表 に あげ た 。 そ れ に ょ る と 寄生 率 の 最高 は 夏 の 95.9 多 に 虫 数 より き * 1 間 典 際 6 少 い 例 ) の 例 数 は 上 述 の 126 頭 中 Y 
の み ら れ , 次 いで 秋 の 86.5 多 , 春の 80.0, 最低 が 冬 の 72 頭 5.5 多 ) に み ら れ た 。 釣 虫 の 性 比 は 最低 0.3 か ら 最 
.5 多 と な り , % 検定 の 結果 は 1 狐 以下 の 危険 率 で 有意 差 高 Y.0 に 迄 お ょ ん だ が , es 布 と 一 頭 の 犬 
い * が 認め られ た 。 さ ら に 寄生 虫 体 数 を みる と , 春 , 夏 , 秋 に 寄生 する 虫 MA は 相関 係数 一 0.47 と いう 可 成 
6 は 大 差 が な い が , 科 季 に は 明か に 少く , 結論 的 に は 犬 釣 ” り 高い 相関 関係 が 認め られ, すなわち 寄生 er 
4 虫 は 冬季 に お いて は 寄生 率 , 寄生 濃度 共に 最も 低い 結果 程 性 比 が 総 平均 の 1.52 に 近く な つて いる と と を 示し 
8 が 得 ら ち れ た 。 ンー 
.6 犬 釣 虫 の 寄生 率 お よび 寄生 濃度 と 犬 の 年 齢 お よび 性 別 犬 釣 虫 の 単 性 寄生 例 は 154 頭 の 寄生 犬 の な か で 28 頭 
1 と の 関係 を 192 頭 の 野 大 に つい て 調査 し た 結果 を 第 4 表 (18.22) に お ょ よび, 雄 虫 単 性 寄生 は 6 例 , 雌 虫 単 性 寄 
5. は に あげ た 。 す な わ ち 寄生 率 , 寄生 虫 体 数 共に 若年 大 に な 生 は 22 例 で あつ た 。 勿論 これ ら の 単 性 寄生 例 に お ける 寄 
5.6 る 程 高 く , 相関 係数 を 算出 し て みる と ー0.34 と な つた 。 生 齋 体 数 は いずれ も 甚だ 僅少 で , 雄 虫 単 性 6 例 で は 1 匹 
陸 犬 の 性 別 と 寄生 率 と の 関係 は 雄 犬 が 95.6 多 に 対 し て 雌 犬 . 寄生 3 例 , 2 匹 寄生 3 例 の 如く , 雌 下 単 性 22 例 で は 1 匹 
( 15 ) 
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Table 5. The condition and localization of 


cy/osZo22Z C の 22272 in the intestine of dog 





Localization of 
the worm Ratio 
Condition Totat 
Duo- Jeju-Ile- Co- ( ぢ ) 
denumnum um lon 








Tota1l 34 547 447 5 1033 90.3 め 


Biting 


male worm 12 206 176 3 397 
female w. 22 341 271 2 636 





Total 1 72 36 1 110 9.7 め 


male W。 0 18 14 1 33 
female W. 1 DE ジンク 0 7 


No biting 





Total 35 619 483 6 1143 


Ratio ( 和 ) 3。 1 54.2 42.2 め 0.5 易 100.0 め 





寄生 15 例 , 2 匹 寄 生 4 例 , 3 匹 寄生 2 例 , 4 匹 寄 生 1 例 
の 如く で あつ た 。 す な わ ち 単 性 寄生 例 者 RMoo は 
いずれ も ゃ 4 匹 以内 の 少数 寄生 例 で あつ た 。 

以上 に の べ へ 犬 釣 虫 の 性 比 の 関係 を 地域 的 ある い は : 
節 的 に 観察 し て みた が , 特記 し うる 傾向 を 認め る に 至ら 
な か つた 。 

8. 犬 釣 虫 の 寄生 部 位 お よび 喧 着 状況 

犬 釣 虫 寄生 犬 163 頭 中 , 特に 42 頭 を 任意 抽出 し て , 虫 
体 の 寄生 部 位 お よ Rh (第 5 表 参 照 )。 
ra 虫 体 の 大 部 分 は 空腸 部 お よび 因 有 前 に 寄生 し 。 

二 脂 腸 部 に 寄生 し て いる 息 体 は 全体 の 僅か 8 多 に す 

As つた 。 な お 極め て 稀 に , す な わ ら 総 東 体 数 1 143 
匹 中 6 匹 (0.5 少 ) の 虫 体 は 大 腸 部 に 認め られ た 。 それ 
ら 6 匹 は 雄 虫 4 匹 , 雌 虫 2 匹 で あり , 且つ 吹 着 虫 が 5 
匹 。 遊離 上 が 1 匹 で あつ た 。 と れ ら の 大 腸 部 に 寄生 し て 
いる 虫 体 は 一 般 に 黄色 味 が 強く , ある い は 老衰 虫 体 か と 
も 考え られ た が 詳細 は 不明 で ある 。 

訪 着 皮 体 遊 区 下 体 の 比率 は 。 前 者 が 約 00 多 に 対し 後 

が 約 102 の 結果 を 得 た が , 観察 操作 の 関係 で 短 時 間 で 


は ある が 冷水 ( こ 浸 潰さ れ メ た こ や の も ある の で 流離 虫 体 数 


が 実際 より も 多少 過大 評価 され た か と も 考え られ る 。 と 
れ を 躍 体 の 雌雄 別 , 寄生 部 位 別 に 検討 し た が , 特記 すべ 
き 傾向 は 認め られ な か つた 。 

4. 解剖 所 見 と 検便 成績 の 比較 

173 頭 の 野犬 に つい て の 解剖 結果 は , 144 頭 (83.32) 
に 犬 釣 虫 の 寄生 を 認め , 
180 頭 (75.2 め ) に 


AMS 法 に 』 る 虫 卵 検査 で は 
虫 卵 を 認め た (第 1 報 の 第 4 表 参 





(16 ) 
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照 )。 虫 卵 と 虫 体 が 一 致し た 例 は 127 頭 に お よび , 検 便 に 
ょ る 適 虫 率 を 9797.8% と すれ ば , 犬 回 虫 の 場合 の 
46.6 多 と 比較 し て 著しく 良好 で あつ た 。 検便 に よる 見 逃 
し 率 は 9718.1 で , と の 17 例 の 内 訳 は 雄 虫 単 性 寄 
生 4 例 , 雌 由 単 性 寄生 10 例 , 両性 寄生 3$ 例 ($1,\1: 
$1。 や 2:$4? 4) の 如く < 一般に 10 匹 以下 の 場合 で あ 
つた 。 一 方 疑 陽性 が 3 例 認め らち れ た が , 虫 卵 の 性 質 上 犬 
回 由 の それ の 場合 に 比較 し て 僅少 で あつ た の は 当然 で あ 
ら う 。 


考 突 

犬 回 虫 生生 で 最も 多い の は 戸 張 (1988) に ょ る 東 
虫 体 数 の 平均 も 約 9 匹 と 報告 し て お り , 
て 岡野 (1957) の 東京 に お ける 15.8 多 を 
あげ る と と が で きる 。 それら に 比較 する と 今回 の 成績 は 
寄生 率 , 虫 体 数 と も に さら に 低 率 で だ , すなわち 静岡 県 は 
一 般 に 犬 回 由 は 少 い も の と 考え られ る 。 犬 回 虫 の 寄生 事 
と 犬 の 年 齢 と の 関係 に つい て は 吉川 1938), 戸 張 (1938) 
徳 毛 (1954) ら に 報告 され て v 明か に 幼 犬 に 
寄生 率 が 高い 結果 を みた が , 成 犬 に お いて 必ず し ゃ 和 皆無 
で は な く , むし ろう ろ 案外 に 成 犬 ( し お いて 大 天下 の 害 生 を 
認め る と と が で きる 。 

解剖 所 見 と 検便 結果 の 著しく 不一致 ご で ある 点 に つい て 
は 既に 豊田 (1928) に よ WO 指摘 され て お り , 吉川 ら 
(1938) も 犬 回 県 に お ける その 適合 度 は 56.8 め と 報じ て 
いる 。 検便 に よる 見 逃し 率 は , 犬 回 昌 の 産卵 数 , 犬 糞便 
の 特性 。 検査 方 法 の 吟味 な ど で 一 応 説 明 で きょう 。 一 方 
検便 に よる 疑 陽性 に つい て は その 最も 大 き な 理由 と し 
て , 犬 の 習性 に 由来 する 所 の 一 過 性 の 虫 卵 を 考え る と と 
が で きょう 。 その 説明 と し て 展 々 人 回 由 卵 が 検出 され る 

ち げ る と と が で きる 。 既往 の 犬 検便 の 諸 報 告 に も 

濡 常に 例 が 多く 。 例え ば 安藤 ・ 小 堀 (1926) の 11.122, 
豊田 (1928) の 8 2 の 人 回 虫 卵 検出 系 に 加え て , 筆者 ら 
ゃ 今回 の 調査 に お いて 人 回 虫 卵 若 し く は 豚 回 昌久 と 思わ 
れる も の 2 例 (1.0 め ) を 検出 し て いる 。 す な わ ち 野犬 


京 の 55.9 で 


最も 少 い 例 と 1 


ーー う 
つっ ol 


7 \ 


隊 ( 深 
Q に 9 
( oO 


ー 


を 


は , その 習性 上 口 端 を 地面 に 接触 する 機会 か 多い の て, 
他 動 物 の みな ら ず 野犬 同志 の 守 和 も の みこ と ん で て で , 


それ が 一 過 性 に 便 中 に 混在 すろ る も の と 考え られ る 
Se は , 犬 回 虫 の 場 人 と は 反対 
に , 既往 諸 報告 の どれ より も その 寄生 率 お よび 寄生 濃度 
が 高 か つ た (第 1 報 の 第 1 表 参 照 )。 静岡 県 内 に お ける 
その 分 布 は ほ ゞ 一 様 で , 特定 の 地区 に 集積 し て いる 様 な 
傾向 は 認め られ な か つた が , 季節 的 に は 冬期 に お い て 寄 








た 。 
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生 率 , 寄生 虫 体 数 と も に 減少 し て いる 傾向 が 認め られ の 関係 に お いて は , 社会 情勢 , 衛生 知 織 た など で 種々 の 
た 。 と の と と は 既に 豊田 (1928), 戸 張 mi ら に ょ つ 影響 た うけ て いる の で , その 自然 の 本 態 を 知る と と が 困 

て 同様 の 所 見 の あつ た と と が 報告 され て いる が , 低温 の 難 な 場 合 が 多い か ら で あ る 。 

季節 に お いて 新 感染 が Me く 減 少 する 為 と bn4 近年 Beaver ら (1956) に よ つ て 犬 回 虫 , 犬 釣 虫 仔 虫 

っ 新 感染 の 減少 だ け で も 充分 に は 説明 し 尽 せ な い 点 も が 人 体 に 迷 入 し て 異 所 寄生 を な し , 種々 の 病 症 を 起す と 

。 例 へ ば 昌 体 の 寿命 が 諸家 に よる 4 年 ~ 8 年 な ど よ と が 知ら れ て 来 た 。 犬 に お ける それ ら の 寄生 率 が 上 述 の 

SO つと 短 か い の で は な いか , ある い は 冬期 に 様 に 高 率 で ある と と は 人 間 の 公衆 衛生 上 重要 な 問題 と な 

お ける 野犬 自体 の 生理 的 条件 が 変化 0 る で あろ う 。 

に 作用 する の で は な いか な ど 考 えら れる が , それ ら に 

いて は 将来 の 研究 に まち た い 。 少く と も か 

に お いて その ょ うな 報告 を 開か な いし , よし あつ た に せ 1。 第 1 報 の 概況 に 続い て , 本 報 で は 特に 犬 回 東 と 犬 

ょ その 場合 は 新 民 の 減少 1 か う 釣 虫 に つき 詳細 な 検討 を 報告 し た 。 

で あり , ON 2。 犬 回 昌 の 寄生 率 は 6.82, 平均 虫 体 数 6.3 匹 。 空 
犬 釣 虫 寄生 率 と 犬 年 齢 と の 関係 に つい て は 吉川 腸 部 に 最も 多く , 犬 年 齢 と の 関係 で は 幼 犬 に 著しく 高 率 
(1938), 戸 張 (1938) 0 明か に 負 の 相関 関係 で あつ た 。 

の 存在 する と と が 報告 され て お り , 更に 岡田 (1980) に 3. 犬 回 貝 の 検便 よ 解 前 所 見 を 比較 し , 検便 の 適 中 素 
寺本 Sh の 今回 の 筆者 ら の 46, 疑 陽性 率 532, 見 逃し 率 8922 な ど に つき 考察 し た 。 

調査 に よ つ て も 同様 の 結果 が 得 ら れ た 。 即ち 犬 釣 虫 と 犬 4. 犬 釣 虫 は 寄生 率 84.922, 平均 虫 体 数 25.6 匹 。 季 節 

と の 間 に 年 齢 抵抗 の ある と と は 略 々 確実 と 考え られ る 。 的 We 期 に 少く , 年 齢 と の 関係 で は 一 0.34 の 相関 係数 

犬 の 性 別 と の 関係 に つい て は 戸 張 (1938), 徳 毛 Ma 独 示 し た 。 

ト り 僅少 で は ある が 雄 犬 に 寄生 率 の 高い と と が 記 多 5. 犬 時 典 内 人 の 仁 肛 1 :1.52 で 雌 虫 が 多く , 単 性 
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1 


要 約 


り 


ら に こよ ょ し 
され て いる か 今回 の 調査 で も 僅少 な 差 で は あつ た が 雄 け 寄生 は 18.22 に 及び , 帳 体 の 寄生 部 位 は 空腸 , 廻 腸 が 大 
に 高 率 で ある と と が 認め られ た 。 その 原因 が 野 大 の 生理 部 分 で , 更に 虫 体 の 約 9 割 は 只 状 態 に あつ た 。 

出 原 因 に ょ る か ある い は 生態 的 原因 に よる か は 将来 の 研 6. 犬 釣 虫 の 検便 と 解剖 所 見 の 比較 で は , 検便 の 適 中 
究 に まち た い 。 率 97.8 多 。 見 逃し 率 132, 疑 陽性 率 2 2% で あつ た 。 


犬 釣 虫 虫 体 の 雌雄 の 比 ! 半生 Me 徳 毛 (1954) と 
2 本 研究 の 一 部 は 1958 年 日 本 寄生 虫 学会 第 27 回 総会 で 発 


の 1 : 1.4 と 略 々 類似 し て 1 : の 比 を 認め ,。 さら に 
これ は 05004 ナ る 場 2 し も ye 入る 致す る 1 も の っ 
人 あめ る Oo 腸管 に ら 寄 E 部 位 も 53 諾 2 守 て の 報告 ( 「 - 加 レコ る < ヽ 


9 文 本 : 

き 程 の 新 事実 : な か つた が 」 虫 体 が 吹 着 状 態 に ある か 遊 

離 状 態 に ある か に つい て は いま だ その 報告 を み ない 。 す 1) 安藤 亮 ・ 小 堀 印 太郎 (1926) : 岐阜 県 下 肺 デス ト 
マ 病 流行 地 に る 犬 猫 の 糞便 検査 成績 に つい て ,】 

な わ }】 ea 調査 で は 約 9 割 が 唆 着 状態 に あつ た が , 犬 流行 地 | 3 ける 犬 猫 の 美 便 検 査 成績 に つい て , 愛 

知 医 雑 。 33 (4), 619-634. 一 2) Beaver, P. C. 





の 生体 内 S い て も その 比率 を 下る と と は ある まい と 考 = 

の 生体 内 に お いて も その 比率 を 下る こと は ある まい さこ 考 (1956) : Larva migrans (Parasitological RevieWs) . 
えら れる 。 と の と と は 釣 虫 病 の 病因 の 考察 に お いて も 種 Exptl. Parasitol., 5 (6), 587-621. 一 3) Dent, ]. 
示唆 に 富む も の と 考え られ る 。 H., e7 7 (1956) : Visceral larva migranS with a 


現在 。 いわゆる 野犬 の 犬 釣 虫 に 対す る 予防 対策 が case report. Amer. Jour. Pathol., 32 (4), 777- 
2 vec 8 の Pray 5 PP 803. 一 4) 伊藤 二郎 ・ 渡 辺 張 三 ・ 野 口 政 輝 ・ 望 月 久 ・ 
(1 5 前 川藤 造 (1958) : 静岡 県 に # け る いわ ゆる 野 大 の 
犬 と 犬 釣 虫 と の 種々 の 関係 は , 結論 的 に | 時 放 状態 に 寄生 映 虫 1, 概況 。 寄生 躍 誌 。7 (6), 674-679. 一 
ける 自然 的 乃至 始原 的 状態 と いう と と が で きょう 。 そ て 5) 岡田 良一 (1930) : 犬 十二指腸 虫 の 経口 的 並 に 経 
う (59 大 に 9 い いて Oo 半 交 寄生 貝 体 数 , 年 齢 拭 皮 和 的 感染 に 関す る 実験 的 研究 , 第 一 編 , ーー 
所 で JA 虫 の 固有 宿主 ( 犬 ) に 於 ける 初 感染 率 。 再 感染 率 及 び 
抗 , 季節 と の 関係 , 宿主 犬 の 性 と の 関係 , 寄生 部 位 , 咳 負 ib-A0waarioay か ジッ 
重 感染 率 に 就 て 。 実験 医 雑 。 14 (6), 686-708. 一 
誕 状 態 。 検便 上 の 比較 な ど 種 々 の 点 に お いて , 人 釣 昌 の 6) 岡野 薫 (1957) : 京都 市 に 於 ける 所 講 野 犬 の 寄生 東 


- 場 合 に 対 し て 類推 比較 する と と が で きる 。 人間 と 人 釣 委 に つい て ,。 (2 ), 寄生 虫 誌 。 6 (3-4), 358. 一 7) 戸 





( 17 ) 
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張 寅 之 助 (1938) : 犬 腸 内 寄生 虫 知見 補遺 , 慶応 医学 , 
18( 1 ), 89-95, 一 9) 徳 毛 誠 三 (1954) : 呉 地方 野 大 
小腸 内 寄生 虫 に 就 て , 広島 医学 ,。 7 (6), 218-222. 
ー10) 豊田 一 長 (1928) : 犬 猫 の 寄生 虫 に 就 い て , 動 
雑 , 40(479), 357-371. 一 11) 吉川 元久 ・ 西 村 真 二 ・ 
上 艇 茂 (1938) : 神戸 市 の 犬 寄生 虫 に 就 いて 昔 , 中 
央 上 獣 医 林 , 51 (6), 535-543. 





Summary 


Parasitic helminth of 192 dogs 
Prefecture was examined by autopsy in the period 
from 1956 to 1957. In this paper the results of 
detailed observations about 7oxocg7Z C の ZS and 
47cy/os7o72Z C の 722722272 Were reDorted. 

The results about 7oxoc7Z CZ22S Were as follows : 
the number of infected case was 13(6.8 め ), 
average number of worm per one infected dog 
was 6.3, and the younger was the dog the higher 
was the infection rate. No remarkable data con- 
cerning the relation of infection rate to the 
other factors, Sucn as Sex and race of dog, date 
and ocality of autopsy, etc. was obtained because 


in Shizuoka 
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of insu 生 cient number of infected case. Jt was 
noticed that 8 out of 15 positive cases of stoor 
examination were false positive. 

The results about 44cy/Os7727 C の 77722422 WeTG aS 
follows. The number of infected case was 163 
84.9 グ ), and average numer of worm waSs 25.6. 
本 hese results showed the highest infection rate 
aS compared with the other such reports. There 
existed the age resiStance between the dog and 
44zcy/os7o72Z c の 222777, the correlation index of them 
waS -0.34. No remarkable data about the geo- 
graphical distribution, but the seasonal fluctuation 
was observed. In winter the infection rate and 
also the number of worm were higher than in 
another season. 

Geneally the number of female worm of 44zcy/o- 
Ss7o72Z CZ72222772 WaS Superior to that of male worm, 
they were in the ratio 1.52:1. The great majority 
of worm was obtained from jejununmn and ileum, 
the few was from duodenum and colon. About 
90 of such worm was found in the condition ot 
biting the epidermis of intestine。 
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員 虫 の 体外 飼育 時 に お ける 代謝 像 の 変動 
(2) 消化 酵素 に つい て 

ー 井 照 五 松 本 

昭和 医科 大 学 医 動物 学 教室 


(昭和 33 年 7 月 17 日 受領 ) 


寄生 の 意義 を 追求 する ー つ の 手 懸 り と し て 。 体外 飼育 


中 の 環 昌 の 代 詩 像 の 変動 を 経時 的 に 追求 する ー 連 の 実験 
を 行 つ て いる 。 食塩 水 飼育 中 豚 上 虫 の 体 菩 体腔 液 並 び 
腸管 の ATP, Glycogen, Ascorbic acid 量 の 消長 に 
- 井 ・ 杉 浦 ・ 松 本 : 1957)。 今回 


官 並び に 体腔 液 中 の 消化 酵素 (Amylase, Esterase 


報告 し た ( 









ゴア f・ こ * 


- Protease) 活性 度 に つい て 報告 する 。 


材料 及び 方 法 


東京 都 品川 層 疫 場 に お いて 採集 し た 豚 ? 虫 を 用 い 
材 # ん び 食塩 水 飼育 法 は 第 一 報 と 同様 で あ 





台 虫 の 尾 端 を 切除 し て 滴下 する 体腔 液 を 採集 し た 








を 腸管 を 往 意 深く 分 離し, 10 倍 量 の 蒸溜 水 と 

ホモ ゲ ナ イズ する 。 と れ の 一 定量 を 採り 。 各 酵素 活 

性 を 測定 体腔 液 は 採集 し た も の を 遠心 し (3000 
rpm) その 上 澄 液 定量 を 酵素 液 と し て 用 いた 。 


Amylase 活性 度 の 測定 : 0.154WL NaCl 溶液 と 0.1 
液 pH 7。2 を 1 : 1 に 混合 1 
名 溶性 滅 粉 (Merck 製 ) を 溶解 し た も の を 基質 と し , 
詩 間 イン キュ ベー ト し た 後 , 遊離 


Dinitrosalicylic acid 法 で 定量 する 


こ 溶液 に 0.522 





レ し た Glucose を 


デ と ちと ャ ルト F 二 。 消 有 | テ ) " 
- こ ベツ ジィ 結 こり 條 レ / こ o 





Esterase 活性 度 の 測定 : 522 Tributyrine (Merck 

製 ) 溶液 0.02N NaOH で pH 7.0 に 調整 ) を 基質 と 
し, 酵素 液 と 共に 37 で C, 2 時 間 イ ン キ ュ ベ ー ト 後 , 遊離 
し た Butyric acid を 0.01N NaOH で 滴定 する こと に 
2 て 行 つ た 。 
Protease 活性 度 の 測定 : 0.5 Hammarsten Casein 
SHocO ICHII, KATSUHIKO MATSUMOTO 包 
KENICHI SUGIURA : Metabolic changes in 4sczzzs 
7 の め 77Co7es var。 S22272 during the culture 2 2777 の 
(2) Digestive enzymes (Laboratory of Medical 
Zoology, Showa Medical School, Tokyo) 
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克 書 杉 浦 


健 一 








(Merck 製 ) 溶液 を 0.A 焼 酸 一 ク ェ ン 酸 緩衝 流 で pH 


を 5.0 に 保ち , 酵素 液 と 37C, 24 時 間 イ ン キ ニュ ベー トレ 
( よ ト り 0.01N Na- 





ここ アミノ酸 を Formol 法 に 


OH で 滴定 する と と に ょ つて 測定 し た 。 


結 果 


食塩 水 飼育 中 上 虫 の 陽 管 並び に 体腔 
液 の Amylase 活性 度 を 第 1 表 及び 第 1 図 に 示す 。 数 値 
或 は 1ml の 体 陵 液 の 37O。 2 時 


ャ ーー 


間 の 活性 度 を 遊 見 し た Glucose 量 (mg) で 表わし て あ 





1) Amylase : 


に 凶 ます も ャ の 旧 引 
新鮮 重量 1 g( 月 


子 
oo 


Amylase の 活性 度 は 飼育 1 日 で 採集 直後 の 約 Y0 多 に 


第 1 表 顕 虫 腸 並び に 体腔 液 の Amylase 活性 度 





飼育 日 数 0 1 2 3 5 7 9 


腸 123.8 84.3 92.7 91.6 67.3 77.2 68.8 
体腔 流 19.50 6.90 7.72 4.80 7.16 4.46 3.44 
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Fig. 1 Amylase activity 
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減少 し , 3 日 目 迄 大 体 と の 活性 度 を 保ち 。 以後 潤 減 し て 
9 日 目 で は 60 に 達し た 。 一 方 体腔 液 の 場合 は 第 1 日 目 
で 約 の 活性 度 に 減少 し , 以後 わずか に 減少 する 傾向 
を 示し た 。 

2) Esterase: Esterase 活性 の 変動 を 第 2 表 及 び 第 
「 魚 重 量 1 g 或 は 体腔 液 1 ml あ 


NR 
に を 









2 図 に 示す 。 数 値 は 腸 
た り 387'C, 2 時 間 で 遊離 する Butyric acid を 中 和 す る 
に 要 し た 0.01N NaOH 量 Cml) で 表わし て ある 。 


腸管 Esterase 活性 度 は 飼育 : 





と 比べ て ほとん ど 変 化 を 示さ な か つた 。 
減少 し 日 目 で 初期 2 約 66% 


rase や 第 1 日 目 で は 初期 の 活性 


1 日 以後 は 親 次 
体腔 液 Este- 
保つ が 。 2 日 目 か 





と ここ も * デ ー 1 この) リ ふ の と S 華 し FE 輝 ニー こ ュ リー 中 ユマ プ > っ 
ら 和 急減 し て 。 7 日 目 で は 25 多 の ょ 示す に 過ぎ な みか 
つた 。 8 日 以後 の 活性 度 に は ほ と 化 は 見 られ な か 
ン ン リン 


策 2 表 顕 虫 腸 並 びに 体腔 液 の Esterase 活性 慶 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 *・ 第 1 二 


第 3 表 誤 虫 腸 Protease の 示 適 pH 





pH 8.0 5.0 2。2 
活 性 度 53.0 145.4 28.2 








第 4 表 顕 虫 腸 各部 位 に 訟 ける Protease 活性 慶 





腸 部 位 前 部 中 部 後部 





活 性 度 135.0 134.0 167.0 








双 そ の 酵素 の 活性 の 條 布 を 見 る 為 に 全 
腸管 を 大 体 前 。 中 。 後部 と 3 等 作 し て その ホモ ヂ ネ ェ イ 
ト に つい て それ ぞ れ 活性 度 を 測定 し た 。 その 結果 を 第 4 
表 に 示す 。 数 値 は 腸 新 鮮 重量 1 g た り 37 で , 24 時 間 で 遊 
離す る アミ ノ 酸 の 滴定 値 も を 0.01N NaOH の ml, で 示 
し た も の で ある 。 表 よ り 見 られ る 様 に 占 虫 腸 Protease 


は 5.0 附 近 に 





この 至 適 pH を 持ち も 。 と れ は Cathepsine 


第 5 表 昭 忠 腸 並び に 体腔 液 の Protease 活性 度 





飼育 日 数 0 1 2 3 4 5 7 


腸 115 
体腔 液 3.7 
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Fig. 2 Esterase activity 


3) Protease: Protease 活性 度 を 測定 する に 先立ち 
その 至 適 pH を 検討 する た め に , Trypsine, Cathep- 
Sine, Pepsine の 至 適 pH で ある 8.0。 5.0, 2.2 の pH 


で 腸 ホ モチ ネェ イト を Casein に 作用 させ て 見 た 。 結果 
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Fig. 3 Protease activity 

- れ に 相当 する 。 Carpenter(1957) も 占 虫 腸 Protease- 

到 適 pH は 6.0 附 近 に あり Cathepsin 系 の Protease 


みろ と * 末 / ぶ て 、 ぶ なせ と ヶ の 廷 里 ま と れ ( に 上 ぐ 一 贅 
ろう と 述べ て いる が, 我々 の 結果 も と これ に よく 一 致 








で ィ / 


dH 








昭和 34 年 2 月 (1959)〕 


体外 飼育 時 の 腸 並び に 体腔 液 の Protese 活性 度 の 変 
化 を 第 5 表 及 び 第 8 図 に 掲げ た 。 腸 protease の 活性 度 
+ 1 日 で 85 狐 , 3 日 で 70 多 に 減少 する が 以後 は ほとん ど 
基 少 + ず 。 7 日 を 経て も 67 多 を 保つ て いた 。 体 朋 液 Pro- 
tease は 体外 飼育 と 共に 急激 に 減少 し 第 1 日 で 27% に 


る が 以後 は 大 体 一 定 の 活性 度 を 保つ て いた 。 
考 投 
顕 虫 の 体外 飼育 液 中 に 種々 の 栄養 物 を 添加 し て も , - 


F 
長 せ し め る こと と に 失敗 し た と いう 多く の 


の 飼育 期間 を 延 
報告 が な され 9 これ ら の 事実 か ら 体外 飼育 中 の 
二 の 生理 状態 一 消化 吸収 能力 ーー が 正常 に 保 た れ て いる ヵ 

どう か と いう と 2 けれ ば な ら な い 一 つの 要因 
と 思わ れる 。 

器 虫 の 消 化 酵素 に つい て は Rogers (1940, 1941a,b) 
Carpenter (1957), Savel (1955)・ ら に ょ り 種 々 の 酵素 
の 存在 並び に 性 状 が 報告 され て いる 。 我々 は 体外 飼育 魚 
東 腸 の 生理 状態 態 を 知る ーー つの 目安 と し て Amylase, Es- 
terase, 並び に Protease 2 2 

一 般 に の : 0 単なる 食塩 水 と いう 培養 条 
変動 ( = う て 少 い 様 に 思わ れ た 。 三 酵 
本 外 用 日 を 経過 し て き ゃ 補 攻 の 大 体 70% の 活性 
度 を 保つ て い た 。 と の 事実 よ ん る と と ・ 講堂 相 
は 比較 的 変化 を うけ に くい も の と 思わ れる 。Amylase, 
Protease に お いて 3 日 目 ま で 活性 6 の 少 流 2 * 見 られ た が , 
と て れ 以 後 は ほ ゞ 一 定 の 活性 度 を 示す 様 に な る が ,。 と の 事 
は 昭 虫 腸 内 の 残存 内 容 物 と の 関連 が ある も の と 思わ れ 

他方 体腔 液 の 酵素 活性 は 体外 飼育 と と も に 急激 に 減少 
し て いる 。 体腔 液 量 が 体外 飼育 と 共に 増加 する 事 が Ro- 
gers (1945) に ょ り 見 出さ れ て いる が , と の 減少 量 は 単 
な る 稀 息 に ょ つて は 説明 出来 な い 。 前 報 て 報告 レ た 様 に 
体 膝 液 の Ascorbic acid も 体外 飼育 と 共に 急激 に 減少 し 
て いる 。 こ とれ ら の 事実 を 考え 合せ る と 体腔 液 の 生理 状態 
は 体外 飼育 と 共 ( - 激 変化 し , と れ が 普 虫 の 体外 飼育 
を , 極め て 困難 な も の に し て いる も の と 推測 され る 。 

要 旨 

の 腸 及び 体 膝 液 の Amylase, Este- 
ぎ 的 に 測定 し た 。 

1) 腸 JNN び Protease は 3 日 目 迄 滞 減 し 以 

は 活性 度 に 変化 は 見 られ な い 。 9 日 目 と 日 目 で 初期 

の それ ぞ れ 70 多 , 及び 672 を 示し た 。 
2) 腸 ESterase は 3 日 目 迄 初期 の 活性 度 を 保ち , 以 
後 汰 減 し Y 日 を 経て 67% に 減少 し た 





体外 飼育 中 魚 虫 
rase, Protease 活性 度 を 経 『 
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に 保 た れる が , 体腔 液 の 変化 は 極め て 


れる 。 
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3) 体腔 液 の これ ら 酵 素 活性 は 体外 偏 育 と 共に 急激 な 


減少 を を 示 レ た 。 


4) MSN より , 体外 飼育 中 腸 の 生理 状態 は 良好 
きい る の と 思わ 


稿 を 終る に あたり 御 指導 , 御 校 開 を た まわ つた 礎 和 雄 


教授 に 対し 深 甚 な る 謝意 を 表し ます 。 
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As an approach to successful culture of intestinal 
parasites, a series of experiments in 4scgzzs 7 の - 
ZZ と OZ7es Var. sz62272 haS been carried out on the 
metabolic changes occurred in the parasite which 
maintained in physiological saline 2 2 の. In 
this paper the changes in activities of digestive 
enzymes (amylase, esterase and protease) in inteS- 
tine and hemolymph of ascaris being maintained 
in physiological saline, were observed. 

Activities of all enzymes in the intestine of 
ascariS decreased very gradually by the time 
elapsed, and reached to a level of 2/3 of the 
initial value at 5th day or 1ater the beginning of 
the experiment. While the activities of the 
amylase and the protease in hemolymph of 
ascariS decreased rapidly in the early period of 
incubation、but the activity in esterase of Ihemo- 
ymph remained at the high degree in the early 
period of the observation and then reduced 
gradually. 

From the result obtained, i iS suggested that 
the digestive function in the intestine of ascaris 
was retained throughout the experirnental period. 
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南 伊豆 地方 の ドロ レス 額 口 是 r 


CZ の 7 の S7272Z 07 の 7es7 Tubangui, 1925 PR 
(1) そる の 分 布 と 形態 学 的 知見 補遺 る 


穫 川 宗雄 吉村 栓 之 鈴木 重 一 
千葉 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 


(昭和 33 年 7 月 17 日 受領 ) 


の 他 に 1 13 頭 の イノ シシ の 中 5 頭 に 頸 口 昌 の 


え が に 0 1 を 明 
ま き 下部 寄生 公 出し た 。 そ と で 本 口 虫 に つい て 寄生 貝 








ドロ レ 当日 虫 Cz27 が os7c22Z go/ozesz は 1925 年 学 的 検索 を 行 つ た と と ろ , 本 口 中 は ドロ レス 昭 昌 て Ye 
Tubangui (こよ つて フィ リッ ピン の 豚 か ! が 発 ちる と と が 明か に な つた 。 本 県 に お いて は 既に 有 球 口 
見 され , その 後 Maplestone (1930) が イン ド で 49 頭 の 虫 Cz7os7o22Z S の 272ge72776 Owen, 1836 患 ca の 報 DA 
朋 人 N 二 か 6 ら 其 放 肥 方 の 成虫 を 多数 に 見 出し た 。 我 が 例 及 び その 中 間 宿 主 と し て 野鳥 に 幼虫 が 証明 ほれ て で 


ez 


国 ee) 郎 教 授 (1950) が 東京 品川 層 殺 場 の 豚 か ら は いる が , 宅 口 虫 の 分 布 に 関す る 詳細 な 報告 は な され て 


ルキ っ に て ー だ = 


が 最初 で ーー 


か 1 広 モ ルアー 1 ゃ 人 ィ | | 上 は 


は その 後 の 再 調査 に よ つ いな い 。 特に ドロ レス 頸 口 虫 CZ 太 os7o7Z の opZesz 





て 既に 40 年 以 衣 に 同 所 の 豚 か ら 発見 され て 隊 東 Tubangui, 1925 に 関し で は 未だ 会 く 報告 が な され て い 


に 5 2 に 25 2 * 2 
CZZ 娘 osZo22Z 2S の 222 と し て 保存 され て いた も の が な い の で 。 と と に と りあ え ず その 調査 成績 と 本 頸 口 昌 の 哨 








だ は ドロ レス 頸 口中 で ある 事 を 明か に され た 。 宮崎 教授 寄生 虫 学 的 観察 所 見 と を 報告 し , 最 近 Sandosham (1953) 


ト れ ば 本 頸 口 虫 の 終 宿主 は 腔 エイ ノシ シ で あつ て 我国 が マレ ー に お いて 豚 の 肝臓 か ら 本 鍵 口 足 を えた 報告 例 


ぉ いて も 可 成 り 古 く よ り 広い 地域 に 見 られ る も の と さ や 。 既に Tubangui(1925) や Maplestone (1930) が 報告 


ye ズ を FF/ の に ゲ アゲ あな = に と ュ ッッ キン ョ 還 - 本 ED 名 持 7/ー エナ ) と ニー に rh ロ 上 上 レ あ な 有 た けり E 
4 し て いる 。 同 J ち 民 ( 1957 F 木 :"ー オ ける 調査 成績 に オル [ - 本 虫 と 比較 レ 。 祭 れ た C 明 , 
ルッ ンー 
ァ レ ス 額 口上 虫 の 認め られ た 地方 は 財 児 島 , 宮崎 , 大 分 ご この 点 に つい て も 財 か 補 う お 





。 長崎 , 愛媛 , 徳島 , 高知 , 山口 。 岡山, 島根, 取 イ 
6 ス 孤 京都 , 和歌 山 及 び 長 野 の 諸 府 県 で 西日本 の 殆 検査 材料 


1 


ん どす べ て の 地域 に イノ シシ え の 寄生 が 認め られ て い ーー 


57 年 末 よ り 本 年 (1958 年 ) 2 月 末 迄 に 南 伊豆 地方 て 
{タチ 830 頭 , タス キ 16 頭 , 及 


十 獲 され た イノ シン 2 頭 の 食道 








著者 等 (1957) は 先 に 静岡 県 南 
虫 の 感染 状況 を 調べ , 各種 ( 
吸虫 (ZZgoz226S 97727 Miyazaki, 1937) の 感染 状況 
を 知り 。 そ の 際 イ フシ シン の 1 頭 に も 本 肺 吸虫 の 寄生 を みみ 
ey oy 年 末 よ り 和 信 に か り の に 9| 読 き 同 地方 の 検査 成 結 6 
野獣 調査 を 行 つ た 結果 は , 従来 報告 し て 来 た 大 平 肺 吸虫 





e 





# を ホル マリ ン 固 定 さ れ た も の を 譲り Ni 


か > Eu アァ ャ mag テイ エロ つら ば 月 に か > 
メ け ,。 肺 吸虫 及び 口 虫 の 寄生 状況 を 検査 し た No 


MUNEO YOKOGAWA, HIROYUkI YOSHIMURA 寄生 状況 ・ Se 
層 JUICHI SUZUKI: CZ 万 os7o み 2Z の o7p7esz uban- Table 1 に 示さ れ た 如く 。 顕 口 虫 の 寄生 13 頭 の イノ が 夫 
gu 1925, its distribution in South Izu province, シシ の 内 5 頭 に みとめ 4 寄生 を 認め た イノ シシ は 入 き さき 
Shizuoka Prefecture, Japan, and the suppliments 

of the mmorphological findings (Department of 





何れ も 南 伊豆 地方 で 捕獲 され た も の で あり , 感染 率 は 平 寄生 


Parasitology, School of Medicine, Chiba Univer- 均 45.5 有 で あつ た 。 (Fijg. 1 参照 ) 猫 大 平 肺 吸 虫 の 寄生 は に 企 
67。 Japaa) 今回 は 同 地方 の 30 頭 の イタ チ に 15 頭 , タヌキ 16 頭 の 内 4 孔 と 


(2 ) 
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Table 1. The results of the survey of CZ/ が os7o72Z 
infection jn the wild animals 
No. of No. of 
Ca4SeS CaSeS 2 半 プ ]ocality (town) 
examined infected g 
Nishina, Nishi 1zu 
| 4 2 50 town, Shizuoka 
| Pref. 
wild Nakagawa, 
| < 4 90 Matsuzaki town. 
boarS 、 
js まき 2 40 Kamikozu village. 
| Mount Tanba, 
| 2 9 9 Kanagawa Pref. 





Minato, Minami 
Izu town and 





weasels 30 0 ーー Kisami, Shimoda 
town. Shizuoka 
Pref. 

badgers 16 0 ーー Same aS above 





Appendix: Lung fukes ( ア Z7Zgo227226S の 272) 
were found in the lung of 15 cases of the weas- 
els and 4 cases of the badgerSs。. 


を 


ーー ミイ うう 、 と 「 テッ ル < お は) よ ビ ン ゃ の "= 
頭 に 認め られ 夫々 の 感染 率 は 50 め 及び 2522 で あつ た 。 


イノ シシ に お ける ドロ レス 口 虫 寄生 状況 及び その 捕 


獲 場 所 を 示し た の が Table 2 で ある 。 5 頭 の イノ シシ の 
内 1 頭 は la \ に され て いな い が 4 頭 の 中 雌 2 
頭 , 雄 2 頭 で Di し も 寄生 部 位 は 胃 の 大 畿 側 に 近い 部 
に 寄生 し て いた 。 そ の 寄生 状況 は 1 虫 , 2 虫 若 く は 3 下 


Table 2. The results of the examiration of the 


infected wild boars with CzgZ 娘 2s7o222 go/ の 7es2 








Cases Parasi- No. of の 9f 
Sex tized the の PLocality 
infected Organ worms "Ormm- 
CaVitieS 
No. 1 male stomach 1 1 Nishina 
No. 2 male stomach 3 5 Nishina 
No. 3 female stomach 3 6 Nakagawa 
No. 4 female stomach 2 3 Kami-KOzu 


+ー 


No. 5 unknown stomach 1 Kami-KOzu 





夫々 寄生 部 位 を 異 に し て 頭 部 を 胃 粘 膜 組織 内 に 深く 宰 
入 きせ , 尾 端 を 5 て 10mm 胃 腔 内 に 遊離 突出 し た まま で 
寄生 し て いる も の が 大 部 分 で あつ た が , ー 部 史 ら に 深層 
- 宰 入 し て 胃 粘 膜 下 組織 内 に 埋没 し 外部 より は た ぶ ゞ 虫 道 


孔 と し て 米粒 大 の 穴 を みとめ る に すぎ ぬ も の 1 られ 





( 23 ) 
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月 する も 虫 体 を 見 出し えな いも 
これ ら の 虫 体 存在 部 位 若く は 虫 道 孔 の 存在 
部 位 は と MP 点 と し て 周囲 粘膜 組織 と 共に 著 


た 。 或 は 穴 の み 存 在 し 切開 
の も あつ た 。 
に 膨 較 , 粘膜 肥厚 キ を み と め , 正常 粘膜 に 比 
し て 3 一 4 ) 則 厚 を 示し , 且 硬 度 も 極め て 硬く ふれ 
だ 。 ON リン 破 に 浸 さ れ た まま 
で - 摘 出す る と と は 可 成 り 困 難 で あり 所 々 
に 切開 を 加え 生 ら 摘出 に 努め た た め BW 
り 慣 端 ま で 摘出 され た も の は 2 虫 の み で あつ た 。 と の 2 
の 主人 も 雄 昌 の み で あつ た が 大 き <: 


明 に 胃 腔 内 


分 議 さ れ た 


テ ノ ムル ンー ロ 折 基 8 ャ 
用 々 完全 に 頭 端 よ 





0 


測定 及び 皮 較 を 観 窒 し た の が , Table 3 及び Figure 2 
て ある 。 
Table 3. Measurements of two male worms of 


zos7c72Z の o/o7esz from the wild boars in 
the South Izu province-of Shizuoka 








Prefecture mn. / 

worm No. No。 1 No。 2 
body length 25.5 31 .2 
Body width 1.5 一 2。4 1。 を 一 3。4 
dist。 from ant. end to 0.7 1.1 
nerVe Ting 
length of the oesophagus 6.2 5.8 
rowSs of the hooks of 8 ae 
head-bulb 9 一 10 12 一 13 
size of the hooks in 
head-bulb 


0.023X0.012 0.024X0.012 
0.025X0.012 0.025X0.014 
0.031X0.016 0.034X0.017 


the first row 
the sixth row 
the tenth row 


SDicule 
left 2.39 9 
0 (not meaSured) 
right 0.74 





形態 学 的 所 見 : 

Figure 2 の 如 3 
密生 し 。 そ の 形態 も 部 位 に ょ ~ 
て いた 。 頭 端 よ り 大 凡 

より 急激 に 増加 し て や や 腹 側 に 紛 曲 し 未 端 部 は 特に 強い 
屈曲 を みとめ た 。 頭 球 の 前 端 に 1 対 の 口唇 が 突出 し 両側 
に 2 対 宛 乳頭 の 存在 が みとめ られ , 頭 球 に お ける 釣 列 数 
は 8 列 よ り 18 列 に 及 ん で いた が 最も 上 位 列 の も の は 中 途 
別に な り , PP H に 乱れ て いる 


* ) 乏 


も 断定 され えな い ゃ の が お 多 


皮 載 は 尾 端 に 至る まで くま な く 全 身 に 
形状 。 大 き ほ さ を 異 に し 
ご は 比較 的 体 巾 が 細く と れ 


が へ) て 
ご い 。 


に 2 列 る 
や も の も 多く 。 必ず し ゃ 10 列 と き 
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Fig. 2 The shape of the cuticular Spines of the 
male worm, CZ27osZo722 の 9 の 7es7 Tubangui 
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Fig.3 The tail part of the male Worm, 
Cg77os7o72Z の o/o7esz ubrngui, 1955 


(PP: Spiculle. P」-。 : 


Small 
P」-,: Large papillae。 


か つた 。 頸 受 は 食道 の 左右 に 対称 性 に 2 対 宛 認め られ 
た 。 尾 端 部 は 巾 が 狭まり , 且 鈍 円 に 終り Cloaca の 存在 を 


(て 


の ) あ 


め 。 と の 部 より 2 本 の 変 接 針 を みとめ た 。 Figure 3 
に 示 し た 如く 左側 の も る の は 右側 に 比 し て 著しく 長く 且つ 
太く 外部 まで 和 曲 し 生 ら 突出 し , 夫々 の 起 始 部 も 異な つ 
て いた 。 特 に 左側 の 交接 針 で は 起 始 部 より Cloaca に 至 
る ま て 遂 明 な 和 の 多い 膜 様 物 に 包ま れ て いた 。 尾 端 に お 
ける 乳頭 の 配列 は 交接 針 を 境 と し て 左右 4 対 宛 の 大 乳頭 
が 存在 し , 前 端 よ り 数 えて 第 2 及び 第 3 の 乳頭 問 と 第 3 
及び 第 4 乳頭 問 と に 位置 する 部 に 内 側 に 偏 し て 更 と 2 対 
の 小 乳頭 の 存在 が 認め られ た 。 (Figure 3 及び Photo 1 
の 2 ) 猫 1 虫 の 雄 に お いて は Photo 4 の 如く 頭 球 直下 の 


腹 側面 に 径 0.75mm の 略 々 円 板 状 の 隆起 部 を 認め た の で 


ee 
c ス 


之 の 部 を 精査 し た 所 と の 膨 隆 し た 腫 約 の 表面 に は その 周 
辺 部 の 皮 ワ 穫 と 全く 同様 な 皮 革 が 群生 し , 周辺 部 の 体 表 に 
次 第 に 移行 し て いた 。 試み に 割 面 を 検 し た 所 外皮 の 肥厚 
と 思わ れ , 内 容 物 を みとめ る と と が 出来 ず 恐 らく 虫 体 の 
因 形 と 判断 され た 。 猫 雌 虫 は 摘出 虫 体 に は 認め られ ず 

次 に 記す 切片 標本 中 に 横断 され た 虫 体 及 びそ の 附近 に 散 
在 す る 特有 な 虫 卵 の 存在 か ら 雌 虫 と 判断 され る 虫 体得 


ドコ 
/ 











こ oO 


骨 壁 の 病理 組織 学 的 所 見 て Photo. 6, 7, 8): 


( 24 ) 
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Explanation of Photographs 


head-bulb of the mals worm. 

tail part showing the large papillae of the male worm. 

lateral view of the tail part showing the left spicule of the male worm. 

male worm indicating "Malformation "′below ths head-bulb. 

eggs of the worms in the section of the stomach wall. (Haemat.-Eos. stain) ※400 
female worm in the stomach wall. (Haemat.-Eos. stain) X80 

worm cavity and the eggs jn the stomach wall. ※100 


stomach wall showing oedema and histoeosinophilia. (Haemat.-Eos. stain) ※400 
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が 画 ( こ 世 2 
筋 層 に 3 る 


粘膜 下 組織 並 に 部 位 
道 性 空洞 一 ヶ 存在 し , 内 - 下 作 の 傾 迷 は 縦断 面 が み 
と 粘膜 上 皮 は 一 部 剥離 し 。 カタ ル 性 炎 を 旦 L 
粘 胸 下 組織 の 高度 の 浮 星 と 著 明 な 好 酸 球 の 況 
ち 。 細 血管 を 中 心 と する 好 酸 球 , 組織 球 , 
巴 球 等 の 浸出 が 高度 に みとめ られ た 


を 入れ た 空洞 内 ( 


め ら れ た 。 


枕 本 の 1 つ 


に 下 体 
- 可 成り 多数 切片 要 本 


こ デ ニュ 





の た め 久 股 の 作造 は 一 切断 * い て い 
る が 数 ケ の 観察 に より 明 ら の 
が みとめ られ ,。 ドロ レス 形 を 本 模 本 
中 の 切断 され た 東 体 は 雌 虫 に o 


考 窒 


著者 等 は 南 伊豆 地方 で 捕 導 さ れ 夫 11 頭 の イノ シン の 内 


5 頭 (神奈 川 県 産 2 頭 は 何れ も 陸 性 ) に 蜂 口 虫 の 寄生 を 
みみ とめ, 本社 口 中 に つい て 寄生 虫 学 的 な 検索 の 結果 ドロ 


レス 口 中 で ある と と を 確認 した 。 本 県 に お ける ドロ レ 
ス 頸 口 虫 の 分 布 に 関す る 調査 成績 と し て は , 今回 が 始め 


て で あつ 電導 が - は 本 口 虫 の 相当 濃厚 な 感染 
始め て 明らか に され た 訳 で 


し て いた イノ シン の 1 了 当 の 臣 体 生 数 は 1 匹 


宮崎 (1953) の 熊本 県 に お ける イノ > 


ー* 
み ミ > か ) 
が 区 ご 6 ジ 
然 Y し 寄生 3 
ー 3 匹 で あり , 





シ の 最高 64 忠 寄生 を みとめ た 群 と 比較 すれ ば 和信 か に すく 
な か つた が , 語 染 率 は 45.522 で ある か ら 当地 方 に も 可 成 


り 濃厚 な 墓 延 が な みみ られ る と と は 疑い な いと 思わ れる 。 下 


体 は 何れ も 胃 衣 に 寄生 し , 虫 体 の リ 。 以上 を 粘膜 下 に 宰 
入 さ せ 或 は 全く 粘膜 下 組 織 内 に 埋没 し て いる も の も あつ 
た 。 下 体 の 寄生 虫 学 的 検査 は 既に 固定 化 の た 
頭 部 より 尾 端 に 至る 


まで 摘出 出来 た も の は すく な で た 
め に 性 別 の 判定 に は 正 1 





確 さ を 期し 難 か つ た ぇ 





た 5 虫 の 内 3 虫 が 明らか に 婦 で あつ て 放 此 と 判断 ( 
た も の は 見 当ら ず わ ず か に 机 余 の 胃 了 ( 虫 体 を 含め た ) 


] か に 雌 虫 で ある と 
ドロ レス 型 下 久 


本 中 に みとめ られ た 1 虫 が 9 
即ち ちら 由 人 寄生 部位 の 2 滑 内 に は 


切片 憶 
7 に 


RY 


が 多数 みとめ られ た と と か ら 想 定 さ れる 。 雄 虫 に つい て 
の 形態 学 的 観察 所 見 で は , 先 人 の 報告 例 の それ と 比較 し 


し た の は 即 昌 で ある 
で 発見 し た も の 


18 
1』 ヤ ン 


て 発見 


と し て ) Maplestone の イン ド 


る と (Tubangui の 始め 
か ら 除 く 


の 中 で 彼 


分 類 に 従え ば Small worm と し て の 和 群 の 20 
り も や や 大 きく , Large worm の 35 て 3Smm 
Sandosham の マレ ー の 豚 の 肝臓 か 
- 近 い 値 を 示し て いる と と に 


る 釣 列 で は 何れ の 発見 者 も 10 列 と 記載 


20mmm よ 
より も や や 小さ く 。 
ら 見 HH し た 雄 昌 の 24 
頭 球 に お ける 


.5mm 


ナ + プ 
っ 、 や 


まだ た が つて 大 な る 下 


集 が 目 立 
形質 細胞 , 光 
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3 ( 際 


り 13 列 こき も 区 も の 


が 著者 3 の 提 て は 8 列 よ り 10 列 或 は 11 列 よ 
ゃ も あり 必ず し ゃ 10 列 と は 決定 し 難い 





配列 人 を 示し て いた が 。 の 事 は 先 に 述べ た 様 に 頭 部 矢 端 
に 近い 部 に お いて は 1 He C 2 列 に な り 避 は 2 列 が 
1 列 に 合 す る 等 々 の 走行 中 の 変異 が 可 成り 著 明 で ある を 


多 か つ た と NN よる と 思わ れる 。 特に 注目 すべ き は 
交接 針 の 形態 で 左側 が 右側 に 比 し て 閉 る し ヾ 長大 で ある 
NN。 eo み に oo ト り Cloaca に 至る 和 所 の 財 


了 物 が 彼 包 し て いた 事 で , と 
mu 和 
の 注目 し た 膜 様 物 の 膨大 部 CMembraneous expansion ) 


PR ー ! 来 な か つた 。 雌 虫 に つい 





婦 接 針 ? 
Sham - 致 する 点 で あつ た が , 
| 脱 ナ 


ルン 


に)+! 
と は 目 


て は 明らか に 雌 上 昌 と 思わ れる も の は 先述 の 如き 切片 中 に 
と め ち れ た 1 取 の みみ で あり , 捕 出 虫 体 で 座 と 判断 出来 


る き \ os る 事 が 出来 な か つた 。 猫 興味 の あつ た の は 先 
の 1 息 の 旨 ト に 腫 交 の みとめ られ た 事 で , 

4 態 或 は 周辺 正常 友 NM の 点 か ら 体 表 
面 の 一 部 が 拓 状 ( と 時 型 の 虫 体 で ある と 思わ れる 
も の に 遭遇 し 胃 壁 の 虫 体 寄生 部 位 に お ける 
病理 組織 学 的 所 見 は 先 人 の 記載 と 略 々 同様 で 高度 の 粘膜 
ド 組織 の 浮腫 と 好 酸 球 の 著 る し い 浸 集 が 目立ち , 粘 膜 の 
肥厚 が 極め て 著 明 で は あつ た が , イタ チ の 食道 に 寄生 す 
る 日 本 額 口 虫 や 犬 獲 に みみ られ る 有 束 顎 口 虫 の 病変 の 如く 

ちら 


述 し た 』 


有 隊 し た 


>*- 一 考 、 
た 事 で ある 


所 閑寺 出し し た 腫瘍 状 に は み と れず , 反応 性 の 粘膜 下 
曽 殖 像 が みとめ られ る に す et 然し 年 ら Map- 


る 様 な 豚 に お ける 和 普 の 重大 な 障 秦 
め ら れ た 等 の 局所 反応 は 岡 
村 ら (1956) が 述べ て いる 顕 | 寄生 に る アレ ルギー 
性 の 組織 反応 と し て 理解 出来 る 様 で ある 。 獲 当地 方 で は 
イノ シン の 肉 を 食用 に 供 し て いる 所 か ら , 宮崎 氏 も 注意 
し て いる 様 に シシ の 筋肉 や 肝臓 内 に は 発育 途上 の 本 
有 蜂 口上 の 幼虫 が 恐らく 寄生 し て いる で あろ うか ら , 人 体 
え の 感 0 は 否定 出来 と 思 # 今後 本 県 
特に 当地 方 に お ける 顕 口 虫 の 検索 の 必要 が 痛感 され る 。 
鎖 豚 え の 寄 生 も 当然 考え られ る MA 著者 等 の 現在 迄 の 豚 
の 調査 で は 当地 方 の 69 頭 の 中 2 頭 に ウェ ステ ルマン 受 吸 


lestone 


2 さ ホレ ュー ジュ 
、。 レ \ 


浪 、 つっ) 
= 百 育 せしめ る 所 見 は 認 2 


ンプ 
ー 


ナ * ) 
な い 


うれ る 。 


虫 の 自然 感染 例 を 見 Pe 末 だ 器 | 呈 


みとめ て いな い の で , 今後 と の 点 に も 調査 を 進め た し 
考え る 


結 び 


ee 県 南 伊豆 地方 で 捕獲 イノ シシ 11 頭 の 中 5 頭 
に 頸 口 虫 の 寄生 を みとめ 寄生 虫 学 的 検査 の 結果 ドロ 


き 元 だ 
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レス 口 中 で ある と と が 確認 され た 。 

C1) ドロ Pret か い と め た も の は 西伊豆 
町 仁科 で 捕獲 され た 4 頭 中 2 頭 , 松崎 町 中 川 の 2 頭 中 1 
頭 , 同 河津 村 の 5 頭 中 2 頭 で 平均 寄生 率 は 45.52 で あつ 


っ 


( 2 ) 寄生 を みとめ た 部 位 は 胃 の 大 組 側 に 夫々 1 
り 3 虫 が 個々 に 胃 粘 膜 内 に 深く 頭 部 を 空 入 させ 若く は 上 
体 を 粘膜 下 組織 内 に 全く 埋没 せしめ て いた 。 と の 部 は 極 
て 高度 に 限局 性 の 粘膜 肥厚 を みとめ た 
(3) 摘出 され た 5 虫 の 内 3 虫 は 雄 虫 で あり 他 は 性 別 
が 詳 ? の 9 然し 組織 切片 内 に 埋没 され た 玖 体 の 
内 1 ま 明 に 雌 虫 で あつ た 。 

(4 ) DON 二 oxi も 友和 一 は 全身 に 密生 し 下 卵 
は ドロ レス 型 あ つた 。 従 つて 本 用 口 由 は ドロ レス 安 ロ 


虫 と | 定 【 た 。 
(5) 雄 の 1 虫 に 較 型 を みとめ た 。 
(6 ) 之 等 雄 昌 体 に つい て 先 人 の 報告 例 と 比較 考察 を 


試 み こ o 
(7 ) 胃 壁 の 病理 組織 学 的 所 見 を 加え た 。 
(68 NMe 平 肺 吸虫 と ドロ 時 人 30 1 虫 の 
濃厚 な 感染 が みとめ られ る と と : 0 た 。 
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SummarY 


A Survey of Gnathostoma infection in the wild 
animals, wild boars, weasels and badgers, has beed 
carried out in South 1Izu province, Shizuoka Pr- 
efecture, asS Shown in Table !. 

Several adult worms of Gnathostoma were found 
in the stomach walls of 5 cases of 11 wild boarSs。. 
These were identified as CZ の s の 24Z の 0797 の 57 
Tubangui, 1925. 

The results of the parasitological and hiSto- 
pathological examination of these worms in the 
stomach walls are as folloWs : 

(1) The worms were always present separately 
in the isolated, small and long cavities in each 
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554。 


556. 


S60. 


で aSe. 


2) The head-bulb of the worm was armed 


with eight or ten (occassionally eleven or twelve) 
rowS of backward curving hooks, and the cuticular 
SDines were present in the surface of the whole 
body. 

(3) The left spicule of the male was much 
]arger than the right one, but the membraneouS 
expanSion in the proximal half of the left spicule 
which was described by Sandosham (1953) in the 
male worm from the pig waS not confirmed. 


(4) 
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The shape of the eggs found in the tissue 


waS doloresi-tyDe. 


(5) 


In the one of the male worms the mal- 


formation below the head-bulb was found as shown 
in photograph (4 ). 


(6 ) 


The measurements of the size of the worms 


are Shown in Table 3 and these data were com- 
pared with those which previously reported by 
Tubangui (1925), Maplestone (1930) and Sandosham 
(1953) and discussed. 
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豚 頭 虫 4sc2Zzs /Z77Z2coZ7es Var. S22S の 筋肉 に よる 
Malic acid の 酸化 的 脱 炭 酸 お ょ よび その他 の 
TCA 回 路 中 間 代謝 基質 の 酸化 に つい て 


大 家 
東京 大 学 医学 部 薬理 学 教室 


(昭和 33 年 


環 虫 4scz7s 2 の ZZco42es は , 小腸 内 部 と いう 酸素 圧 
の 低い 環境 に 棲 島 し て お り , その 代謝 様式 に 関し て は 
多 し の 関心 寄せ られ , と れ ら に つい て の 報告 も 少 
(な く 。 その 大 略 は Fairbairn (1957) の 優れ た 説 に 


ぶさ け 


て 庁 うと と が 出来 る 。 また 呼吸 と 密接 な 関係 を 有 す 
> 談 水 化物 の 好 気 的 代謝 に つい 
Laser (1944)。 Grembergen @g7. (1949)。 Bueding @/ 
7. (1952。 1955。 1956 a, 1956 b), Rathbone (1955) 


\ て は , 近年 の も の と し て 


何れ も 部 分 的 な 特 (に Succinoxidase Sys- 


tem を 中 心 と する も の か 多く , 高等 動物 に お いて は 皮 
に 一 般 的 通念 と な つて いる FC A 回 路 の 存在 に つい て 
は 未だ 定説 を 得る に 到 つ て いな い 。 
著者 は , 上 虫 筋 が TCA 回 路 中 間 代謝 基質 を 酸化 する 
肪 を 有する か 否 か を 知る た の に 容 馬 人 め 
を 環 虫 筋 に 添 な 加 3 
現象 の 見 られ る と と を 認め た 
@ 7.(1949 ) も 后 AN > 事実 を 認め メ 
頭 虫 筋 の 酸素 消費 を 抑制 す 
e7 の 7 (1957) We カ 
し , その 酵素 学 的 性 買 を 追求 し た 。 
者 は 占 虫 筋 に よる 炭水化物 の 酸化 系 列 に お いて , 
Malic acid が 有する 特質 お ょ び 他 の 反応 系 と の 連 撃 を 解 
・ う と し て 実験 を 進め た 結果 。 Malic acid の 酸化 


ゃ 。 昌 に お い ~ 
Fumaric 
acid, Malic acid : と ]ag phase と 


Grembergen 





3 は Malic acid 
も の と 考え た 。 また Saz 


ト り 特殊 な Malic enzyme を 分 





HIROSHI OYA: The oxidative decarboxylation 
of /malic acid and the oxidation of some other 
intermediates of tricarboxylic acid cycle by the 
muscle of 4scZzzS の 72coZ7es war。 sz2S。 (Depart- 
ment of Pharmacology, Fuculty of Medicine, 
University of Tokyo. Present adress: Depart- 
ment of Pharmacology, School of IMedicine, 
Juntendo University) 

* 現在 順天堂 大 学 医学 部 薬理 学 教室 
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に 関し レ 二 三 の 興味 ある 事実 を 認め る と と も に , 顕正 筋 に 
は 。 は A[ ] 路 中 間 基質 中 , 作 来 酸 化 さ れ な いと され て に 
Moe と これ を 酸化 する 能力 が 存在 する 実 


1 > ハッ アテ ニー テカ >、ー と リー る ある ロ / に コー ン 
験 結果 を 大 この て 。 て で れれ ら を ご と と に 報告 する 。 


実験 方 法 
実験 材料 
実験 に 用 いた 

は 東京 ww ご 入手 し た 。 豚 の 小腸 か み ら 採 り 出 され た 
遇 虫 は 速やか に 87'C Locke-Ringer 液 に 移し て 実験 室 に 
Pr 運ば れ た 了 虫 体 は 37O Locke-Ringer 液 で 充分 に 
洗 敬 し た 後 。 Y て 8 g の も の を 選び , 0'C Locke 液 中 に 


授 入 し , 虫 体 が 充分 冷却 する の を 待つ て 資料 の 調製 に 供 


豚 岬 虫 (4scZ7zs の 72coZZs Var。 SZ62S ) 


(ビジ / こ o 


ト 述 御 ee Baldwin (1947) の 方 法 に ょ より, 注意 深 
角 友 より 和 了 し , 子宮 口 以下 の 部 分 を 切捨て , 子宮 口 
ト り 頭 端 記 の 部 分 を , 更に 側 栓 に Y けつ て 分 離 し , 側線 を 
除去 レ し た 。 こと の よう に 【 ke し た 筋 束 は 。 一 個 に つき 
約 100 て 150 mg の も し , 乾燥 重量 に する と 正確 





(に 5 分 の 1 と な る 。 
( 2 ) 顕 虫 筋 ホ モジ ネー ト 
二 凍 Laser (1944) の 方 法 に より 全長 に 理 つ て 角 
より 分 離 し , 得 られ た 筋 東 30 wa 915 隻 の 虫 体 に 相当 す 
る ) を 総量 500ml の 氷 冷 し た 1.15KC1 液 を 用 い ,10 回 
に 了 旧 り 充 分 洗 共 し た 。 か 8 こと に ょ り 最 後 の 洗 液 か 
ト 殆 ん ど 作 腔 流 の 落 色 が 消失 し た ゞ 僅か な 和弥 光 を 発 
する の みみ と な る 。 得 ら れ た 筋 束 は , 水分 を 充分 に 吸い 取 
り 笠 量 し た 。 と れ に 等 量 の 氷 准 し た 1.15 KC1 液 を 加 
え , 鋼 製 ワー リー ング ブレ ンダ ー を 用 い 。 15,000 r.p.m。 
で 1 分 間 作 動 せ し め た 。 Pe シリ コー ン を も つ 
て 彼 枯 し 全 属 イ ォ オン の 浴 出 を 防止 し た 。 得 ら れ た ホモ ジ 
ネー ト は , 水冷 し た 1.15 ん KCI 波 を ) wo 所 要 の 濃度 ま . 
て 稀 駅 し KOH で 必要 な pH に 規正 し た 。 











30 


H 液 ( 遠 沈 - 上 清 ) 
ト Wa た ホホ モジ ネー ト を 
と の 上 清 を と つた 。 


途中 温度 の 上 昇 を 


( 3 ) 魚 虫 筋 無 細胞 抽 | 
(2 ) に 記し た 方 法 に 
低速 遠 沈 ( 500X g。15 分 間 ) し , 
以上 の て 1), (2), (3) he 
極力 避け る よう に 注意 を 払 つ た 。 
又 上 述 の いずれ の 場合 に お いて も , 筋 東 の 洗 敬 を 充分 
行う と と は 極め て 大 切 で あり ,。 と の 操作 に より ,。 牙 程度 
虫 筋 の 自家 呼吸 は 低下 する が , 洗 藻 不 充分 の 際 に は 見 
4 


"5 の て 、 2 ああ - ェ ろ 斐 捨 泊 加 の 影 力 
る と と が 出来 な か つた よう な 匠 添加 ) 影 響 が pH 7 





附近 に お いて 鈴 宗 せら れ た 。 
使用 基質 
Malic acid : 

ょ り 再 結晶 し て 用 いた 。 


Fumaric acid ・ 


Merck 社 製 /Malic acid を エー テル 





Lithium 


第 一 化学 製品 「 標 準 示 
を 用 い , Na 塩 は 東 京 化 成 製品 「Pyruvic 
移 和 NaOH を 加え て 得 た 。 


Pyruvic acid : 
Pyruvic acid 
acid| の エタ ノー ル 溶 液 に 6 
- (1953) の 記載 し た 
レ て 合成 


e-Ketoglutaric acid: 野末 源 
方 法 に 基 ず き ,。 ユ コハク 酸 エ チル 。 修 酸 を 原料 と 
し た 。 と の 際 2,4-Dinitrophenylhydrazine と 反応 せしめ 
て Hydrazone と し 其 の 融点 を 測定 し て 同定 を 行 つた 。 
武田 化学 ( 現 和光 純 楽 ) 製品 「Suc- 

飽和 NaOH . で 中 和 !, 


Succimic acid : 
scinic acid| を 用 し エタ ノー ル * 
HO 中 で 再 結晶 し た 
Merck 社 製品 を 用 いた 。 

Lactic acid : 80 狐 Lactic acid を 稀釈 し , 飽和 LiOH 
で 中 和 , エタ ノー ル ・H,O 中 で 再 結 晶 し た 。 

以上 の 各 基 質 は は 必要 に 応じ 
つて pH 7.4 に 規正 し た 。 

其他 の 試薬 

Methylene blue は Merck 社 製品 を 使用 し た 。 AT 
は 当 教 室 の 江橋 博士 の も と で 作成 し た Na 塩 を 用 いた 。 
其 の 他 の も の は すべ て 市 販 の 試薬 特級 品 を 用 いた 。 

測定 法 

(1 ) 検 圧 法 

ワー ル ブ ル グ 検 圧 装 置 を 使用 し , 信 温 構 温 度 38C, 振 
導 回 数 毎 分 1380 回 で 行 つ た 。 

使用 し た 容器 は 。 便 室 1 個 あろ い は 2 個 を 有する 普通 
型 容器 (容器 容量 約 18 m1) を 用 い , 双 特 殊 容 器 と し 
照井 氏 の も の を 僅か に 変形 し た 第 5 較 の 如き も の を 用 い 
た 。 ya (CC) と 主 室 と を 選 断 し た 際 の 容器 容 遇 


PR っ 
。 連絡 レ / こ 


Citric acid : 


使用 に 際 し て ! KOH を も 


は 約 20 ml 際 の 容器: 和民 約 22 ml で 


さ コ 


のめる 。 
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炭酸 ガ ス 吸 収用 の 202 KOH は 副 室 或 は 側室 (C) に 入 
れ た 1.5X2.0 cm Meeta み 込 ませ て 用 いた 。 

全 実 験 を 通じ て 気 相 は 空気 と 10 分 間 の 温度 平衡 の 
後 測定 を 開始 し た 。 

(2 ) 定量 法 

Pyruvic acid 及 
Shimizu (1950) に よる Friedmann Haugen Ce 
の 変 法 を 用 い , 他 の keto 酸 の 電 在 を も 考慮 し て Caval- 
jini (1949) の 方 法 を 併用 し 

Lactic acid の 定量 に は Barker 層 Summerson 
1941) の 方 法 を , Citric acid の 定量 に は 細谷 ・ 倉 富 
(1955) の 方 法 を 夫々 用 いた 

その 他 測 定 法 の 詳細 に つい て は 各 実 験 の 項 に 記載 レ 


「 コ 


7Z こ o 


か キ 


び ce-Ketoglutaric acid の 定量 に は 


実験 成績 


[ 1 ] Fumaric acid 及び Malic acid の 酸化 

(A) 魚 虫 筋 東 に よる 実験 

Grembergen が 観 窪 し た と 同様 の 現象 が 上 顕 虫 
筋 束 に つい て いて も 見 られ る か 否 か を 検討 し た 。 

実験 に 先立ち , 筋 束 の 浮 漠 液 の 検討 を 行 つた 。 板東 
(1951) は Magnus 法 に よ つ で 筋 束 の 運動 を 観察 する 際 
Locke 氏 液 を 用 い , Baldwin ez 7 (1947, 1949) は 同 
様 の 実験 に “Baldwin 氏 の working medium "を 用 
いた 。 著 者 は 筋 東 の 生理 的 条件 を 考慮 し , 上 記 二 液 お よ 
び Krebs 氏 Ringer 液 の 三種 に 関し , 基 の 緩衝 液 き 
0.05 M Tris 緩衝 液 pH 7.4 で 置換 し た も の を 用 い , 
これ ら が 筋 束 の 自 家 呼 吸 に 及ば す 影 響 を 検討 し た が , 二 
者 の 間 に 殆 ん ど 差 が 認め られ な か つた の で 以後 の 実験 に 
は 総 て Krebs 氏 Ringer 液 を 使用 し た 。Tris 緩衝 液 を 
使用 し た 際 は “KKET" と 略記 する 。 

実験 に 際 し て は 実験 群 を 3 群 に 分 ち , 第 1 群 は 対照 
系 , 第 2 及び 第 3 群 は 基質 添加 系 と し た 。 側室 1 個 を 有 


容 器 を 時 E 室 に は 各 群 と も 500 て 


) た ュ 
ハハ 


する ワー ルプ ブルグ 





600 mg の 筋 束 お よび 式 RT 2.5m1 を 加え た 。 側室 に 
は 。 対照 系 で は 式 RT 0.3ml, と た 加 系 で は 0.15M 


Fumarate ( 民 塩 ) 或 は 0.15M Malate (KK 塩 ) 0.8ml を 
加え , 副 室 に は 各 群 と も 202 KOH 0.2ml を 加え た 

第 1 , ee 群 は 測定 開始 直後 に 側室 の 内 容 を 密 に 活 
加 し , 第 3 群 は 測定 開始 40 サ 後 に 側室 の 内 容 を 主 室 に 活 
加 し た 。 

第 1 図 に は Fumaric acid を 基質 と し た 際 の 結果 を 示 
し た 。 即ち , 測定 開始 と 同時 に 基質 を 添加 する と, 対照 
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に 比 し , 初期 に お いて 見 か け 上 の 酸素 消費 抑制 が 認め ら 
れ , 役 次 第 に 回 復 し て 一 時 間 後 に は 対照 より 高値 示す 
に 至 つた 。 測定 開始 後 40 分 に 基質 を 添加 し た 場合 に も や 

は り 同 様 の 傾向 が 観察 せら ち れ た 。 と れ ら の 結果 は Malic 
acid を 基質 と し た 場合 で も 同様 で , Grembergen の い 
わ ゆ る “基質 添加 後 初期 に 負 察 され 次 第 に 回 復 する 抑 
制 " と は か か る 現象 を 指す も の と 思わ れる 。 

併 し 年 ら , Malic acid を 基質 と する 適応 酵素 が 顕 虫 筋 
に 存在 し て も , Mer 量 を 上 廻る 気体 








放出 が あつ て も 同様 の 現象 は 観察 さ で あろ う 。 
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第 1 図 ・ 名 虫 筋 束 の 酸 素 消費 量 に 対す る Fumaric 
acid 添加 の 影響 
1 一 筋 束 : 500<600mg, KRT : 2.5m1l (以上 主 
室 ), 20 KOH : 0.2m1l ( 副 室 ). 2, 3 一 1 十 0.15 
M Fumarate : 0.3ml (側室 ). 1, 2 は 測定 開始 直 
後 添加 , 3 は 測定 開始 40 分 後 添加 , 気 相 : 空気 , 
反応 温度 : 38"C, 平衡 時 間 10 分. (ゴシック 数 字 
は 曲線 番号 に 対応 以下 各 図 に 於 て 同じ ) 
(CB) 句 虫 筋 無 細胞 抽出 液 ( 遠 沈 上 清 ) に ょ る Fuma- 
ric acid, Malic acid の 酸化 
実験 に 先立ち , 魚 虫 筋 ホ モジ ネー ト の 調製 に は 等 張 
NaCl 溶液 (0.9 2) と 等 張 KC1 P (1.15) と の 
何れ を 用 いる の が 適当 で ある か を 検討 し た が , 両者 の 間 
に 殆 ん ど 差 が 認め られ な か つた の で , 以後 の 実験 で は 総 
て 1.15%KCI を 用 いて ホモ ジ ネ ー ト を 調製 し た 。 
実験 1. Malic acid 添加 の 影響 
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実験 群 を 2 群 に 分 ち , 第 1 群 は 対照 系 , 第 2 群 は 基質 
添加 系 と し た 。 各 群 は 更に 二分 し , 鐘 酸 緩衝 系 お よび 
Tris 緩衝 系 と し た 。 側室 1 個 を 有する ワー ル ブ ル グ 容 
器 を 用 い , 主 室 に は 各 群 と も 遠 沈 上 清 2.0m1 を 入れ , 
こ 更に 焼 酸 緩衝 系 で は 0.1W 式 - 焼 酸 緩衝 液 て pH 
7.4) 0.5 ml, Tris 緩衝 系 で は 0.05M Tris 緩衝 液 
(CpH 7.4) 0.5 ml を 夫々 添加 し た 。 側室 に は , 第 1 群 
で は 1.1522KC1 0.3ml, 第 2 群 で は 0.15M Malate (K 
塩 ) 0.3 ml を 加え , 副 室 に は 20 多 反 OH 0.2 ml を 加 
売 だ 。 
実験 の 結果 は 第 2 図 に 示 し た 。 即 ち 対 照 系 に つい て 見 
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Time(mlin.) 
第 2 図 無 細胞 抽出 液 ( 遠 沈 上 清 ) に お ける Malic 
acid の 添加 実験 ・・ 緩 衝 液 に ょ る 差 
1 一 25 め ホモ ジ ネ ー ト 上 清 :: 2.0m1l, 0.1M K- 計 
酸 , 緩衝 液 : 0.5ml (以上 主 宣 ), 0.15M Malate : 
0.3ml (側室 ), 20 ダ KOH: 0.2ml ( 副 室 ). 2 一 一 
1ーIMalate, 3 一 1 の 先 酸 緩衝 液 の 代り に 0.05M 
Tris 緩衝 液 (pH 7.4) : 0.5 ml., 4 一 3 一 Malate, 
全量 : 3.6ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 :38"C, 平 
衡 時 間 : 10 分 . 
る 酸 緩 衝 液 を 用 いた 場合 と Tris 緩衝 液 を 用 いた 
で は , 酸素 消費 量 に 相当 の 差 が 見 られ , 前 者 の 方 
り 高値 を 示 し た 。 基質 添加 系 で は 負 騰 組 披 を 用 
いた 場合 , 初期 に お いて 呼吸 の 阻害 と も 或 は 適応 と も 見 
られ る よう な 結果 が 得 ら れ , Tris 緩衝 液 の 場合 に は 
期 に お いて 酸素 吸収 量 は (一 ) 値 を 示し , 明らか に ガス 
放出 を 思わ せ た 。 後 二 者 の 場合 , 酸素 消費 量 は や が て 対 
照 値 よ り 高 値 と な り , その 状態 は 観察 300 分 後に お いて 
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も 変化 し な か つた 。 
同様 の 現象 は 0.15ML Fumarate ( 尺 塩 
た 実験 で も 観 更に 遠 沈 上 清 を 0C の 氷室 
数 日 間 保 存 し た 場合 に お いて も 著 明 な 活性 の 低下 は 
れ な か つた 。 第 3 図 は 第 1 日 PGW び 保存 4 日 上 
の 上 清 に ょ る 実験 の 結果 を 
いた 。 


多 さ れ , 
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示 すき 
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wa 


の で Tris 繧 衝 液 を 用 
= 基質 と し 


〔【 寄 生 虫 学 雑誌 ・ 人 第 8 巻 * 第 1 呈 


験 を 行 つた 。 


実験 群 を 3 群 に 分 ち , 第 1 群 は 対照 系 , 第 2 群 は 基質 添 
加 系 , 第 3 群 は 基質 添加 ,。 KOH 除外 系 と し た 。 側室 1 
個 を 有する ワー ル ブ ル グ 容 器 を 用 い , 主 室 に は 各 群 と も 
上 清 2.0ml, 0.05W Tris 緩衝 液 Cp r .4) 0.5 ml を 
加え た 。 側室 に は 第 1 群 で は 1.15% KCI 0.3ml, 第 2 


第 3 群 で は 0.15M Malate ( 下 塩 ) 0.8 導い 副 








た 場合 で ある 。 室 に は 第 1 ・ 第 2 群 で は 20 KOH 0.2 , 第 3 群 で は 
HzO 0.2ml を 加え た 
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第 3 図 無 細胞 抽出 液 ( 速 沈 上 清 ) 


に お ける Malic acid, Fumaric 


生生 の 


力 を 上 廻り , 第 2 群 に 見 ら 
初期 に お いて 酸素 消費 


トー マウ ソ 
ーー ふ と - 孝 う と 
志す す や の と 考え られ る 。 


る 様 に , 
(一 ) 値 を 


且 記 
星 が 


acid の 添加 実験 ・… 経 日 的 変化 
1--25 ダ ホモ ジ ネ ー ト 上 清 : 2.0ml 0.05M Tris 緩 稀 波 (pH 7.4) : (C) 虫 筋 ホ モジ ネー ト に よる 
0.5 ml (以上 主 室 ) , KOH : 0.2ml ( 副 室 ). 2 一 1 十 0.15 Malic acid の 酸化 
M Malate: 0.3ml (側室 ). 3 一 1 十 0.15M Fumarate : 0.3ml 以上 の 実験 に より 魚 虫 筋 東 或 は 顕 下 
(側室 ). 全量 : 3.6ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 38^C, 平 衡 時 筋 ホ モジ ネー ト に Fumalic acid, Ma- 
間 : 10 分 . jic acid を 添加 し た 際 ,。 著 明 な 談 酸 カ 
他方 , と れ ら の 実験 に お いて , 基 質 を : 添加 し た 反応 液 ス の 発生 を : 記 ] と と が 立証 され た 。 し か ER 


中 に Pyruvic aciqd, Lactic acid の 著 明 な 増加 を 認め た 。 
と の 確 設 に ( は 次 ( 方 法 を 用 い / 
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と し 。 漠 紙 ク ロマ トグラフ ィ ー 
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開 レ , 
明らか に と ur acid と 思わ れる 二 個 の spot を 認め 
た 。 と れ を 溶出 し 更に 水素 気流 中 で パラ ヂ ウ ム を 用 いて 
所 元 し 。 ミノ 酸 に 誘導 する と 。 い ずれ の spot よ 
りゃ Alanine を 得る と と が 出来 た 。 


実験 2. KOH 除外 の 影 級 


ン 守 
Malic acid の 添加 こ ょ り 放 出さ れる 気体 が 炭酸 ガス 
で ある 可能 性 が 大 で ある の で , 之 を 確認 する た め 次 の 実 
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いて の 実験 2 に お ける 第 3 群 の 傾向 お ょ び pH 7.4 に お 


ける 炭酸 ガス の 財 YA より 考え て , 反 ) に 初期 に お ける 脱 
炭酸 量 は 酸素 消費 量 に 比 し 相当 大 で あり , 且 検 圧計 の 振 
活 数 を 毎 分 150 回 位 迄 増加 し て も , 第 2 群 に 見 られ る 
気体 放出 の 型 を 全く 消失 せしめ る と と は 出来 な か つた 。 


し た が つて 通常 の 型式 の ワー ル ブ ル グ 容 器 を 使用 し て 正 


確 な 酸素 消費 量 を 測定 する と と は 適当 で な いと 考え , 以 
下 の 実 験 に は 照井 氏 の 容器 を 変形 し た 第 5 図 の よう な 容 
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実験 


搬 い ,。 酵 素 研究 法 CVol. 1, 555 て 556) 記 載 の Dikens- 
法 に よ ょ つて 酸素 消費 量 , 炭酸 ガス 放出 量 を 


1。 Malic acid を 添加 し た 際 の ガス 収支 
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第 4 図 無 細胞 抽出 液 ( 速 沈 上 清 ) に お ける Malic 
acid の 添加 実験 ・‥KOH 添加 有無 の 影響 
1 一 25 ダ ホモ ジ ネ ー ト 上 清 : 2.0m1, 0.05M Tris 
緩衝 液 (pH 7.4) : 0.5ml (以上 主 宣 ), 20 
KOH : 0.2ml ( 副 室 ) 2 一 1 十 0.15M Malate : 
0.3m1l (側室 ). 3 一 2 に お いて 20 KO 還 を 除 
去 , 全量 : 3.0ml, 握 相 : 空気 , 反応 温度 : 
38“C, 平衡 時 間 : 10 分 . 
Dickens-Simer の 第 2 法 に ょ つて は 酸素 消費 量 を 連続 
し て 観察 する と と は 不可 能 で ある た め ,。 反応 時 間 を 15 
分 , 80 分, 60 分 に 区 切 つ て , ガス 収 の 時 間 的 変化 を 観 
祭 し た 。 
実験 群 を 3 群 に 分 ち , 各 群 は 更に , 基質 添加 系 お よび 
対照 系 に 分 けた 。 容器 の 主 宣 に は , 各 群 と も 20% ホ モジ 
ネー ト 92.0ml, 0.1M K- 酸 緩衝 液 (pH Y.4) 0.5 ml 
を 加え , 側室 (A) に は , 基質 添加 系 で は , 0.15M Ma- 
late ( 式 塩 ) 0.8 ml, 対照 系 で は 1.15%KC1 0.8ml を 加 
えた 。 各 群 と も 側室 (B) に は 反応 停止 除 息 白 用 に 60 多 
三 塩化 酷 酸 (以下 TFCA と 略記 す ) 0.3ml を 加え ,。 側 
室 (C) に は 20% KOH 0.2m1 を 加え た 。 
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第 5 照 氏 井 容器 の 変形 型 


測定 に 当 つ て は , 測定 開始 前 の 温度 平衡 中 に 側室 (C ) 
と 主 室 と を 短 時 間 連 絡 し 両 室 の 気 相 が 平衡 に 達し た ら 直 
ち に 連絡 を 臭 断 。 検 圧計 の コッ ク を 閉じ , 測定 を 開始 す 
る 。 測 定 開始 後 直ちに 側室 (A) の 内 容 を 主 室 に 添加 する 。 
測定 開始 後 第 1 群 は 15 分 , 第 2 群 は 30 分 , 第 3 群 は 60 
分 を 経過 し た 後 , 側室 に > より TOCA を 主 室 に 添加 
レ し, 反応 を 停止 せしめ る と と も に 液 相 中 の 炭酸 ガス を 放 
出せ し め , 区 
し 。 気 相 中 の 炭酸 ガス を KOH に 吸収 せしめ た 。 と の 際 
側室 (C) を 廻 転 する と 容器 内 圧 に 変化 を 生ずる た め , 
検 圧計 の 液 面 に 若干 の 変動 の 生ずる と と に 留意 し て 実験 
を 行 つ た 。 

と れ に 先立ち , 温度 平衡 終了 後に , 基質 添加 系 , 対照 
系 と 同一 組成 の も の に つい て , 側室 (A), (B) の 内 容 


第 1 表 Malic acid を 添加 し た 際 の ガス 必 支 











15min 30rnin 60min 
二 際 ホー トーーーー ーー で yuri88 
Y 0 CO。 O。 CO。 O。 CO。 
AI 7 7】| 7| 7】| 7】| 
Malate 31.9 230.6 49.0 340.7 76.7 436.1 


無 添加 20.2 
差 引 11.7 


3.1 30.4 22.8 48.0 31.8 





227.5 18.6 317.9 28.7 404.3 





反応 系 一 20 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.0ml, 0.1M KK- 衣 酸 
緩衝 液 (pH 7.4) : 0.5ml, (以上 主 室 ), 0.15M Ma- 
jate : 0.3m1l (側室 A), 60TCA : 0.3ml ( 便 室 
B), 20KOH : 0.2ml (側室 C) : ーー 
除去 . 全量 : 3.3ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 
平衡 時 間 : 10 分 . 
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を 同時 に 添加 し と 同様 の 操作 を 行う こと に ょ つて 
rh 
が 出来 た 。 
その 結果 は 第 1 表 に 示す よう に 酸素 消費 量 は 基質 添加 
系 で は 対照 系 に 比 し 明らか に 増加 する の が 見 られ , その 
増加 の 割合 は 時 間 と 共に 減少 する の が 鉛 察 され た 。 他 方 
炭酸 ガス 放出 量 は , 酸素 消費 量 に 比 し 約 20 倍 で あつ て 脱 


炭酸 の 活性 は 極め て 強い と と が 認め られ た 。 と の 脱 炭 酸 


量 も や は り 時 間 の 経過 と と も に 減少 し た が , その 減少 の 
割合 は 酸素 消費 量 の 減少 の 割合 と 平行 せ ず , それ より も ゃ 
大 で あ つた 。 

な お Malic acid を 添加 し た 場合 の 気体 収 支 お よび 反 


応 液 中 に お ける Pyruvic acid, Lactic acid, e-Ketoglu- 
taric acid の 生成 量 を 定量 する と 第 2 表 の 結果 と な る 。 
と れ ら は すべ て 実験 1 と 同様 の 反 取 系 を 用 い , 38'C の 恒 


温水 槽 中 で 60 分 間 反 応 き させ た も の に つい て の 測定 値 で あ 
の 5 


第 2 表 ホモ ジ ネ ー ト に Malic acid を 添加 し た 際 
に お ける 反応 生成 物 の 生成 量 並び に 気体 政 支 








反 応 生成 物 気体 収支 

Pyru- Lac- eo-Keto- 

基 質 vate tate gluta- 計 CO: O。 
rate 





zM zM zM zM zM zM 
あの Sc OCG お 7 SO の まゆ 2 る 88339 
(3.39) (0.54) (0.17) (3.95) (1.92) (0.23) 


無 添加 一 0.03 0 0.02 一 0.01 1.34 2.06 
(0.05) (0.22) (0.04) (0.29) (0.09) (0.21) 


差 引 12.70 3.7& 0.84 17.32 17.88 1.27 
(3.37) (0.35) (0.13) (3.71) (1.86) (0.05) 


本 


即ち Malic acid を 添加 す 
*、 


Malate 


と に ょ り 反 応 生成 物 中 
の Pyruvic acid の 量 は 最 く 。 そ の 量 は 放出 


* 
喜 酸 ガス 量 と の 間 に 甚 だ し 、 差 を 見 る こと が 出来 な か つ 


NN ト 


3 
7 こ o 


実験 2. Malic aciqd の 酸化 に 対す る 前 処置 の 影響 

前 実験 に お いて , 時 間 の 経過 に 従 つて 観 窒 さ れる 酸素 
消費 量 お ょ ie は 。 平行 性 
が 見 われ な か つた の で, と の 点 を 明らか に する た め に 本 
実験 を 行 つ た 。 

25% ホ モジ ネー ト を 作成 し て , と れ を 二食 し , 一 方 は 
38C 3 人 0 時 間 振 竣 後 ,1.15KC1 を 以 て 
15 ダ ホモ ジ ネ ー ト に 稀釈 し 前 処置 ホモ ジ ネ ー ト と し た 。 
他方 は その まま 15 タ ホモ ジ ネ ー ト に 稀釈 し 未 処置 ホモ ジ 
ネー ト と し た 。 
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実験 群 を 2 群 に 分 ち , 第 1 群 を 未 処置 群 , 第 2 群 を 前 
処置 群 と し た 。 各 群 は それ ぞ れ 更に 二 忠 し, 基質 添加 
系 , 対照 系 と し た 。 容器 の 主 宣 に は , 第 1 群 で は 未 処置 
ホモ ジ ネ ー ト 2.0ml, 0.1M K- 焼 酸 緩衝 液 て pH 7.4) 
0.5 ml を , 第 2 群 で は 前 処置 ホモ ジ ネ ー ト 2.0ml, 

0.1M K- 焼 酸 緩衝 液 て pH 7.4) 0.5 ml を 加え た 。 側 
室 に 関し て は 実験 1 に 準じ た 。 
第 3 表 Malic acid の 酸化 に 対す る 前 処置 
(preincubation) の 影響 








前 処置 (一 ) 前 策 置 ( 十 )* 
ーー 

O。 CO O: CO 

7】| WW Ad に の | 
Malate 50.5 284.0 24 .6 38.9 
無 添加 37 。1 26.3 15.8 15 .4 
差 引 13.4 257.7 8.8 23。5 


反応 系 一 15 ダ ホ モ ジ ネ ー ト : 2.0ml, 0.1M KK- 潜 酸 
緩衝 液 (pH 7.4) : 0.5ml (以上 主 室 ) , 0.15M Malate : 
0.3ml (側室 A), 60 ダ TCA: 0.3ml (側室 B), 20 
め KOH: 0.2ml (側室 C): 対照 系 は 基質 除去 . 
全量 : 3.3ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 38^C, 平衡 
時 間 : 10 分 , 反応 時 間 : 60 分 . 

* 前 処置 は 20 用 ホモ ジ ネ ー ト を 120 分 , 
incubate 後 15 ダ に 稀釈. 


以上 の 実験 の 結果 は 第 8 表 に 示す ょ うに 前 処置 群 で は 
了 素 消費 量 , 炭酸 ガス 放出 量 と も 減少 を 来 し た が , その 
減少 の 割合 は 酸素 消費 量 が 約 で ある の に 対し 炭酸 
ス 放出 量 は 約 。 で あつ た 。 

以上 の 事実 は , Malic acid に よる 酸素 消費 の 抑制 は 
や が て 回 復 す る と 云う Grembergen (1949) の 報告 お ょ 


び , 第 1, 第 2, 第 3, 第 4 図 に お いて 基質 添加 系 の 酸素 
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消費 量 が や が て 対照 系 の それ より 高値 を 示す と いう 現象 
の 背後 に ある 事実 を 説明 する も の と 思わ れる 。 
実験 8、 ホモ ジ ネ ー ト の Malic acid 酸化 に 対す る 


亜硫酸 の 影響 

実験 群 を 2 群 に 分 ち , 第 1 群 は 対照 系 , 第 2 群 を 基質 
添加 系 と し た 。 各 和 群 は それ ぞ れ 更に 二分 し , 亜 克 酸 添加 
系 及び 無 添加 系 と し た 。 容器 は 照井 氏 の 変形 型 を 用 い , 
主 室 に は 各 群 と も 202 ホ モジ ネー ト 2.0ml, 0.1M K- 焼 
酸 緩衝 液 pH 7.4) 0.5 ml を 加え , 亜 人 酸 添加 系 で は , 
更に 0.1M 亜 克 酸 CpH 7.4 に 規正 ) 0.1 ml を 加え た 。 
側室 に 関し て は 実験 1 , 実験 2 と 同様 で あつ た 。 

第 4 表 は , 反応 時 間 60 分 間 の 結果 を 示し た 。 

実験 4 ホモ ジ ネ ー ト の Malic aciq 酸化 に 対す る 
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ま 


Qy 


つ 
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を 前 第 4 表 Malic acid の 酸化 に 対す る 亜 砲 酸 の 影響 
巡 加 < 反 応 生 成 物 気体 政 支 
処置 基 質 ・ 添 加 物 ー ーー - な Pu 
.④ 8 に た -Ja Pyruvate Lactate et 計 CO, 0。 
zM zM zM /M ッ M zM 
6 無 添 加 15.17 4.40 0.99 20.57 22.08 3.68 

側 Malate 

亜 太 酸 18.39 3.21 0.86 22.46 23.42 3.81 

無 添 加 0.02 0.21 0.06 0.29 1.41 2.38 

無 添加 

亜 硫 酸 0.06 0.43 0.03 0.52 0.91 2.83 
gd 差引 無 添 加 15.15 4.19 0.93 20.27 20.67 1.30 
“ Ye 亜 硫 酸 18.33 2.78 0.83 21 .94 22.52 0.98 


亜 克 酸 添加 系 は 。 0.1M 亜 太 酸 0.1ml ( 主 宣 ) を 加え る . 全量 :3.4ml. 其他 の 条件 は 第 1 表 と 同じ . 
第 5 表 Malic acid の 酸化 に 対す る 亜 克 酸 及び Methylene blue の 導 





9 
4 8 反 応 生 成 物 気体 下 支 
基 質 活 加 物 = ーー - 
5 1 の eS Pyruvate Lactate gicztazate 計 CO。 O。 
IM IM zM IM zM /M 
の 無 添 加 8.82 3.39 0.67 12.88 16.22 3.41 
20 Malate M. B. 7.06 2.28 0.86 10.20 23.44 9.21 
M. B. 十 亜 太 酸 14.89 2.11 0.82 17.83 . 20.33 9.68 
笑 無 浅 加 ー0.04 ー0.22 一 0.02 一 0.28 1.25 1.81 
で 無 添加 M. B. ー0.16 。 一 0.08 0.01 一 0.23 1.61 1.98 
M. B. 士 亜 太 酸 ー0.08 ー0.15 0.02 ー0.21 1 ・33 2 
で は 無 添 加 8.86 3.61 0.69 13.16 14. 96 1.60 
その 差 引 M. B. 7.22 2.36 0.85 10.43 21.83 7.23 
酸 ガ M. B. 十 亜 磁 酸 14.97 252 0.80 18.04 19.00 7.51 


ML.B. 添加 系 は 1.2X10*M  M.B.: 0.1m1l ( 主 宣 ), 亜 太 酸 添加 系 は 0.1M 亜 太 酸 : 0.2ml ( 主 室 ) 
を 加え る . 全量 : 3.6ml. 其他 の 条件 は 第 1 表 と 同 。 


制 は 
ト Methylene blue お よび 亜硫酸 の 影響 Lactic acid は 減少 し た 。 又 , Malic acid 添加 , 無 添加 
酸素 実験 群 を 2 群 に 分 ち ら 第 1 群 は 対照 系 , 第 2 群 は 基質 活 何れ の 場合 に お いて も 酸素 消費 量 が 増加 し て いる の が 見 
現象 加 系 と し た 。 各 群 は それ ぞ れ 更に 3 群 に 分 ち , Methy- られ る 。 
lene blue (M.B.) 添加 系 , M.B. お よび 亜 克 酸 添加 系 , [』 〕 その 他 の TC 4 回 路 中 間 代謝 物質 お ょ び 二 三 関 
する お よび 無 添加 系 と し た 。 容器 の 主 室 に は 各 群 と も 2022 ホ 連 代謝 物 質 の 酸化 
モジ ネー ト 2.0ml, 0.1I K.- 焼 酸 緩 衝 液 pH Y.4) 0.5 (A) Pyruvic acid の 酸化 
基質 ml を 加え ,。ML.B, 添加 系 は 更に 1.2 メ 10~M.B. 0.1m1l 実験 1. Cofactor 添加 の 影響 
添加 を 加え 。M.B. お 5 1.2 X10-~4M ML.B. 実験 群 を 5 群 に 分 ち 副 室 2 個 を 有する ワー ル ブ ル グ 容 
い 。 0.1 ml, 0.1M 亜 硫酸 0.2m1l を 加え た 。 各 側 室 に 関し 只 和 用 い 第 1 群 , 第 2 群 の 主 室 に は 20 多 ホモ ジ ネ ー ト 
K- 機 て は , 実験 1, 実験 2, 実験 3 と 同様 ど ある 。 2.0 ml, 0.1WM KK- 憐 酸 緩 衝 液 CpH Y.4) 0.8 ml を , 
ご は 。 反応 時 間 60 分 の 結果 は 第 5 表 に 示す ょ うに 。, M.B. の 添 第 3 群 の 主 室 に は 更に 0.1 Thiamine pyrophosphate 
定 ぁ 加 に ょ り 炭 酸 ガ ス 放 出 量 , 酸素 消費 量 と も に 著 明 に 増大 (TPP) 0.1ml を , 第 4 群 の 主 宣 に は 更に 0.03 M 
レ し た が ,。Pyruvic acid, Lactic acid は 減少 し た 。 更に 亜 MgCl。 を , 第 5 群 の 主 室 に は 更に 0.03M MnCl。 を 加 
碗 酸 を 添加 する と M.B. 単独 の 場合 に 比 し , 炭酸 ガス 放 えた 。 第 1 の 側室 に は 第 1 群 は 1.152 KC1 0.3 ml を 加 
する 出 量 は 策 減 少 し た が Pyruvic acid の 量 は 著しく 増加 し え , 他 の 群 で は 0.2M Pyruvate (Li 塩 ) 0.3 ml を 加 


( 35 ) 
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第 6 図 ホモ ジ ネ ー ト に よる Pyruvic acid の 酸化 

及び cofactor 添加 の 影響 
1 一 20 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.0m1l, 0.1M K- 計 酸 緩衝 液 
(pH 7.4) : 0.8ml (以上 主 室 ), 20 め KOH : 0.2ml 
( 副 室 ),。 60 ぢ TCA: 0.4ml (側室 )。 2 一 1 十 
0.2M Pyruvate: 0.3ml (側室 ). 3 一 2 十 0.1 
TPP: 0.1ml ( 主 室 ). 4 一 3 十 0.03 M MgCl。 :* 
0.1 ml NR 5 一 4 十 0. We MnC1。 : 0.1ml( 主 
宣 )。 全量 : 4.0ml, 反応 温度 : 38"C, 
平衡 時 間 : 10 分 . 


気 相 空気 


えた 。 第 2 の 側室 に は 各 群 と も 60 
加え ,。1.152 KC1 で 全量 を 4.0 ml と し 

測定 の 結果 は 第 6 図 に 示 し た 。 頭 虫 筋 に 
acid の 酸化 に 関 し て は , Rathbone (1955) 
用 いて 作成 し た 名 虫 筋 の 
を 酸化 し な いと と を 報告 し た 。 と れ に 

し Buedqing ez 7. (1954) は 酸化 的 焼 酸化 の 実験 に 
お いて 。 - 作 成 し た particu- 
late fraction を 用 い , Pyruvic acid が 酸素 を 消費 する 


を 報告 ! し , 前 者 と 相反 する * 


2TCA 0.4ml 


= 
ST] 


は Suc- 


roOSe 年 particulate fraction 


が Pyruvic acid 
対 
同じ く Sucrose を 用 い ~ 


時 壇 。 得 た 
結果 を 得 た 。 


74 こ お い て は ホモ ジ ネ ー ト を 用 た が , KA 
acid が 強力 で は な い が 明 ら か に 酸素 消費 を 高め る と と 
が 認め られ た 。 と の 酸素 消費 は , MgT。 Mn T 下 
に ょ り 双 活 され た 。 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 * 第 1 抑 


実験 2 PT acid 酸化 の 際 の 気体 収 
実験 群 を .2 群 に かち 第 1 群 を 対照 系 , 第 2 群 を 基質 活 
加 系 と し た . 軍 は 上 電 氏 の 変形 型 を 用い, 主 室 に は 両 
群 と も 25 ク ホホ モジ ネー ト 2.0ml, 0.1AI KK- 酸 緩 液 (DEF 
7.4) 0.8ml, 0.03 MI MgCl。 0.1ml, 0.03M MnCl。 
0.1ml,。 TEE 0.1ml を 加え た 。 側室 (A) に は 第 1 
群 で は 1.152KC1 0.3ml, 第 2 群 で は 0.2M Pyruvate: 
Me 塩 ) 0.3ml を 加え , 各 和 群 と も 側室 (B) に は 60 

2TCA 0.4ml, 側室 (CC) 202KOTH 0.2ml を 
加え た 。 


ルー )、 
ニーV ス 





よる Pyruvic 
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第 6 表 Pyruvic acid 酸化 に お ける ガス 必 支 
基 質 O: CO。 
7】| /4 ・ 
Pyruvate 135.6 203.6 
無 添 加 82.3 76.0 
差 引 53.3 127.6 
反応 系 一 25 を ホモ ジ ネ ー ト :2.0ml, 0.1M 拭 - 酸 


: 0.8ml. 0.03M MnC1。: 0.1ml, 
0.1ml, 0.1 TPP : 0.1ml ( 以 


緩衝 液 (pH 7.4) 
0.03M MgC1。 : 


上 主 室 ),。 0.2M Pyrunate : 0。 3m1l (側室 A), 60 

TCA : 0.4ml (側室 B), 20 め ) KOH : 9.2ml (側室 

C) : 対 隊 系 は 基質 除 示 . 全 】 0ml, 握 相 : 空 

気 , 反応 温度 : 38"C, 平衡 時 間 8 ・ : 10 分 ,。 反応 時 間 60 

の 

反応 時 間 60 分 の 実験 の 結果 は 第 6 表 に 示す ょ うに 
Pyravic acid の 添加 に より 明らか に 酸素 消費 量 。 炭酸 


増加 し て いる 。 
酸化 
- 分 ち , 側室 1 個 を 有する ワー ル ブ / 補 
准 を 用 いた 。 主 室 に は 第 1 群 よ り 第 3 群 迄 は 2522 ホ モジ 
ネー ト 2.0ml. 0.1M 氏 - 焼 酸 緩 衝 液 (pH 7.4) 0.5 ml 
を 加え , 第 4 群 に は 更に 0.15M Na-ATP 0.1ml を 
加え た こ は 。 . 第 1 群 で は 1.15 KC1 0.3ml, 第 
2,。 第 4 群 で は 0.15M Acetate (Na 塩 
M Pyruvate (Li 塩 ) を 加え た 
KOH 0.2ml を 加え た 。 
実験 結果 は 第 図 に 示す 
こ 第 2 群 は 初期 に お いて 


ガス 放出 量 と も に 
(B ) Acetic acid C 
実験 群 を 4 群 に 


側 宅 


。 副 室 に - は 各 和 群 と 共 


9 よう に Acetic acid を 添加 し 

MK 消費 量 の 増加 が 見 られ 
た が 。 そ れ 以 後 は 対照 と の 変 ち な か つた 。 第 4 群 で 
は 初期 に お いて 対照 に 比 し を 素 消費 量 の 増加 
が 見 られ た が , 以後 酸素 消費 量 は 次 第 に 減少 し , 約 30 分 
対 贈 よ り も 低い 値 を 示 し た 。 第 3 群 は , 比較 の た 


みか な り 高 い 


シク を )ー)、 ふ ) 


條 に ば は 


ら に 行 つ た Pyruvic acid の 添加 実験 で ,10 分 を 超え る 頃 . 


第 3 群 で は 0.15 


ゃ 20 究 , 
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筑 7 図 ホモ ジ ネ ー ト に よる Acetic acid の 酸化 及 
び ATP 添加 の 影 響 

1 一 25 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.0ml.0.1M K- 講 酸 組 街 液 
pH 7.4) : 0.5ml (以上 主 宣 ), 20 KOH : 0.2ml 
副 室 ) . 2 一 1 十 0.15M Acetate : 0.3ml (側室 ) .3 一 1 
土 0.15M Pyruvate: 0.3ml (側室 ). 4 一 2 十 0.15M 

Na-ATP: 0.1ml ( 主 鹿 ). 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 

38“C, 平衡 時 間 : 10 分 . 


第 2 群 と 同 程度 の 酸素 消費 量 を 示し た が , 第 2 群 の 
き 時 間 の 経過 に 伴 つ て 生ずる 酸素 消費 量 の 低下 は 見 ら 


実験 1. Citric acid の 酸化 に 対す る 基質 濃度 の 影響 

実験 群 を 3 群 に 分 ち , 側室 1 個 を 有する ワー ル ブ ル グ 
容器 を 用 い , 各 群 と も 主 室 に は 2522 ホ モジ ネー ト 2.5ml, 
0.1M KK- 炎 酸 緩衝 液 て pH 7.4) 0.8 ml を 加え , 側室 
に は 第 1 群 で は 1.15 KC1 0.4 ml, 第 2 群 で は 0.025 
M Citrate (K 塩 ) 0.4ml, 第 3 群 で は 0.1M Citrate 
(CK 塩 ) 0.4 ml を 加え た 。 副 室 に は 各 群 と も 20 多 
KOH を 加え た 。 

実験 結果 は 第 8 図 に 示す ょ うに 第 2 群 は 第 1 群 に 比 し 
明か に 高い 酸素 消費 量 を 示し て いる が 。, 第 3 群 は 初期 に 
お いて は 第 1 群 と 大 差 な く , 30 分 を 超え る 頃 よ り 酸 素 消 
費 量 に お ける 抑制 が 見 られ た 。 

実験 2. Citric aciq 酸化 の 際 の 気体 収 族 

実験 群 を 2 群 に 分 ち 第 1 群 を 対照 系 , 第 2 群 を 基質 活 
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第 8 図 ホモ ジ ネ ー ト に よ ょ る Citric acid の 酸化 


1 一 25 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.5m1l, 0.1M K- 計 酸 緩衝 液 
(pH 7.4) : 0.8ml (以上 主 室 ), 20 ダ KOH: 0.2 
ml ( 副 室 )、 2 一 1 十 0.025 M Citrate: 0.4ml( 側 
室 ). 3 一 1 十 0.1M Citrate: 0.4ml (側室 ). 全量 : 
4.0m, 握 相 : 空気 , 反応 温度 :38"C, 平衡 時 間 : 


加 系 と し た 。 容 器 は 照井 氏 の 変形 型 を 用 い , 主 室 に は 岡 
笠 と も 252 ホ モジ ネー ト 2.5ml, 0.1M 式 - 庄 酸 緩衝 液 
(CpH 7.4) 0.8 ml を 加え , 側室 (A) に は 第 1 群 で は 
1.1522 KC1 0.4ml, 第 2 群 で は 0.025M Citrate( 民 塩 ) 
0.4ml を 加え た 。 両 群 と も 側室 (B) に は 602TCA 
0.4ml を , 側室 (CC) に は 20% KOH 0.2 ml を 加え た 。 


第 7 表 ホモ ジ ネ ー ト に よ ょ る Citric acid 酸化 の 際 





の 気体 収支 
基 質 O。 CO 
7】| /4I SE 
Citrate 96.5 68.8 
無 添加 72.9 43. き 
差 引 23.6 24 .9 


反応 系 一 256 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.5ml, 0.1M K- 識 酸 
緩 笑 液 (pH 7.4) : 0.8ml (以上 主 宣 ), 0.025 M 
Citrate : 0.4ml (側室 A), 60 ダ TCA: 0.4ml ( 側 
室 B), 20 KOH: 0.2ml (側室 C) : 対照 系 は 基 
質 除去 全量 : 4.3ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 
38?C, 平衡 時 間 : 10 分 , 反応 時 間 : 60 分 . ペ 
第 7 表 は 反応 時 間 60 分 間 の 実験 結果 で ある が , 基質 の 
添加 に ょ り 酸 素 消費 量 , 炭酸 ガス 放出 量 と も に 増加 し て 
いる の が 見 られ る 。 
(D) ce-Ketoglutaric acid の 酸化 


( 37 ) 
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実験 1. eo-Ketoglutaric acid 添加 の 影響 

実験 群 を 2 群 に 分 ち , 第 1 群 を 対照 系 , 第 2 群 を 基質 
添加 系 と し た 。 側室 1 個 を 有する ワー ル ブ ル グ 容 器 を 用 
い 。 主 室 に は 両 群 と も 202 ホ モジ ネー ト 2.0ml, 0.1M 
K- 酸 緩衝 液 て pH 7.4) 0.5ml を 加え , 側室 に は , 
第 1 群 で は 1.1522 KC1 0.3ml, 第 2 群 で は 0.1M oe- 
Ketoglutarate (Na 塩 ) 0.8 ml を 加え 光 。 
群 と も 202%OH 0.2m1l を 加え た 。 


0。 upfake (上 








Time(min.) 


筑 9 図 ホモ ジ ネ ー ト に よる eo-Ketoglutaric acid 
の 酸化 

1 一 20 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.0ml, 0.1M KK- 
液 pH 7.4) : 0.5ml (以上 主 宣 ) , 20 め KOH : 
( 副 室 )。 2 一 1 十 0.1 M co-Ketoglutarate : 
(側室 ) 全量 : 3.0ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 
平衡 時 間 : 10 分 

実験 結 提 は 第 9 図 に 示す ょ うに, 基質 の 添加 に よ ょ 


\ 量 の 増加 を 示し た が , と れ 


二 緩 和 
0.2ml 
0.3ml 
: 38“C, 


ーー 区 日 証人 る まま ぶ 消 
に 者 明 な 自 肖 信 


Rathbone (1955) の 報告 と 一 致す る 。 
突 験 2. の 際 の 気体 収 放 


実験 群 を 2 群 に 分 ち , 第 1 群 を 対照 系 , 第 2 群 を 基質 


e-Ketoglutaric acid 酸化 
添加 系 と し た 。 容器 は 照井 氏 の 変形 型 を た 用い, 主 宣 に は 
両 群 と も 。 202 タ ホモ ジ ネ ー ト 0.1M K- 酸 組 
衝 液 て pH 7.4) 0.5 ml を 加え , 側室 (A) に は 第 1 群 
で は 1.15 22 KKC1 0.3 ml, 第 2 群 で は 0.1 co-Keto- 
glutarate (Na 塩 ) 0.3ml を 加え た 。 両 群 と も 側室 B 
cad 0.3mi, 側 室 CC) に は 20 錠 OH 0.2 
ml を 加え た 。 


2.0m1l 


[寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 1 号 - 


筑 8 表 ホモ ジ ネ ー ト に よる o-Ketoglutaric 


acid 酸化 の 際 の 気体 収支 





基 質 O。 CO。 
の)| 4 
ce-Ketoglutarate 71.8 94.2 
無 添 加 3 30.3 
差 引 28.7 63.9 
反応 系 一 20 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.0m1l, 0.1M K- 炎 酸 
緩衝 液 (pH 7.4) : 0.5ml の 上 主 室 ) ,0.1M c-Keto- 
glutarate: 0.3ml (側室 A), 60 ダ TCA: 0.3ml 
(側室 B), 20 め KOH , 0.2ml ( 仙 則 室 C): 対照 系 
は 基 折 除 去 . 全量 :3.3ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 
38“C, 平衡 時 間 : 10 分 , 反応 時 間 : 60 分 


反応 時 間 60 分 間 の 結果 は 第 8 表 に 示す ょ うに , 基質 の 
活 0 に よ ト 炭酸 ガス 放出 量 と も に 増加 し 
> 差引 いた 値 に つい て 見 る と , 炭酸 ガス 放出 
凍 量 の 略 2 倍 の 値 を 示し た 。 
の 酸化 


Succinic acid の 酸化 お よび それ に 汐 する 


AN Succinic acid 
実験 1. 
Methylene blue の 影響 
実験 群 を 3 群 に 分 ち , 第 1 群 を 対照 系 , 第 2 群 を 基質 
添 加 系 。 第 3 群 を 基質 お ょ よび Methylene blue (ML.B.) 
添加 系 と し た 。 側室 1 個 を 有する ワー ル ブ ル グ 容 器 を 用 
い 。 主 室 に は 各 和 群 と も 20 タホ モジ ネー ト 2.0ml, 0.1M 
氏 - 焼 酸 緩衝 液 て pH 7.4) 0.5ml を 加え , 第 3 群 で は 
更に 1.2X10~M M.B. 0.1ml を 加え た 。 側室 に は 第 1 
522 KC1 0.83ml を , 第 2 第 3 群 で は 0.1M 
Succinate (Na 塩 ) 0.8ml を 加え , 副 室 に は 名 群 と \ 
KOH 0.2ml を 加え 。1.15KC1 で 全量 を 3.1m1l と し 


ーー ち 


第 10 図 は その 結果 を 示す も の で ある が ,。 Succinic acid 
の 添加 に より, 酸素 消費 量 は 明らか に 増加 を 示 し , ML.B. 
の 添加 に ょ り 更に 著 明 な 酸素 消費 量 の 増加 が 認め られ 


- 実 験 2。 


Succinic acid 松 化 の 際 


る Malonic acid の 


央 験 冬 ギヤ 2 群 に 分 ち , 第 1 寿 を 対照 系 \* 第 2 群 を 基 


添 2 と し た 。 各 和 群 は それ ぞ れ 更に Malonic acid 浜 加 


系 お よび 無 添加 系 に 分 
い 。 主 富 に は 各 和 群 と 
K- 焼 酸 緩 衝 液 pH 7 

ml を 加え , 


照井 氏 の 変形 型 を 用 
2 ホモ ジ ネ ー ト 2.0m1l, 0.1M 
00 0.5m1l, 0.03M MnC1。 0.1 


Malonic acid 添加 系 で は , 更に 0.2M 
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第 10 図 ホモ ジ ネ ー ト に よる Succinic acid の 酸化 
及び Methylene blue 添加 の 影響 


1 一 20 ダ ホモ ジ ネ ー ト : 2.0ml, 0.1M 氏 - 肖 酸 緩 笑 液 
(pH 7.4) : 0.5ml (以上 主 宣 ), 20 ダ KOH: 0.2 
ml ( 副 室 ). 2 一 1 十 0.1M Succinate : 0.3ml (側室 ). 
3 一 2 十 1.2X10~*M ML.B. : 0.1m1l ( 主 宣 ). 全量 : 3.1 
ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 38"C, 平衡 時 間 : 10 分 . 


Malonate ( 民 塩 ) 0.2ml を 加え た 。 側室 (A) に は 第 
1 群 で は 1.15 多 KC1 0.2ml, 第 2 群 で は 0.2M Succ- 
inate (Na 塩 ) 0.2ml を 加え , 各 和 群 と も 側室 (B) に 
は 6022TCA を , 側室 (C) に は 202%KOH 0.2ml を 
加え た 。 

第 9 表 に 反応 時 間 60 分 間 の 結果 を 示し た が , Succinic 
acid の 添加 に ょ り , 明らか に 酸素 消費 量 の 増加 が 見 らち 
れ た 。 又 Malonic acid の 添加 に ょ より, 対照 系 , 基質 添 
加 系 と も に , 酸素 消費 量 の 減少 が 見 られ た が , 対照 値 を 
差引 いた 値 に お いて は Malonic acid 活 加 の 影響 は 殆 ん 
ど ご 見 られ な か つた 。 

( 下 ) Lactic acid の 酸化 

実験 群 を 2 群 に 分 ち ,。 第 1 群 を 対照 系 , 第 2 群 を 基質 
添加 系 と し た 。 側室 1 個 を 有する ワー ル ブ ル グ 容 器 を 用 






第 9 表 ホモ ジ ネ ー ト に よる Sucoinic acid の 酸化 
に 対す る Malonic acid の 影響 





Malonate( 一 ) Malonate( 十 ) 差 引 


O,。 CO O。 CO O。 CO 

了 | 2 清 の 
Succinate 118.6 122.8 72.8 83.2 一 45.8 一 39.6 
無 添加 60.6 47.9 11.6 3.3 一 49.0 一 44.6: 





基 


差 引 58.0 74.9 61.2 79.9 


反応 系 一 25 ダ ホモ ジ ネ ー ト :2.0ml, 0.1M K- 酸 
緩衝 液 (pH 7.4) : 0.5m1, 0.03M MnC1l。 : 0.1ml 
(以上 主 室 ), 0.2M Succinate : 0.2m1 (側室 A), 60: 
め TCA : 0.3ml (側室 B), 20 め KOH : 0.2ml ( 側 
富 C): 対照 系 は 基質 除去 : Malonic acid 添加 系 は 
0.2M Malonate: 0.2ml ( 主 宣 ) を 添加 . 全量 : 
3.5ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 38^C, 平衡 時 間 : 10 
分 , 反応 時 間 : 60 分 . 


い 。 主 室 に は 両 群 と も 202 タ 2 ホモ ジ ネ ー ト 2.0ml, 0.1M 
K- 焼 酸 緩 衝 液 て pH 7.4) を 加え , 側室 に は 第 1 群 で は 
1.152 KC1, 第 2 群 で は 0.1M Lactate (Li 塩 ) 0.8ml 
を 加え た 。 副 室 に は 両 群 と 20 KOH を 加え た 。 
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第 11 図 ホモ ジ ネ ー ト に ょ る Lactic acid の 酸化 
1 一 20 を ホモ ジ ネ ー ト : 2.0ml, 0.1M K- 燃 酸 緩衝 液 
(pH 7.4) : 0.5ml (以上 主 宣 ), 20KOH : 0.2ml 
( 副 室 )、2 一 1 十 0.1M Lactate: 0.3ml (側室 ). 全 
量 : 3.0ml, 気 相 : 空気 , 反応 温度 : 38"C, 平衡 時 
間 : 10 分 . 
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測定 の 結果 は 第 11 図 に 示す よう に , 基質 の 添加 に こ ょ り 
明らか に 酸素 消費 量 の 増加 が 見 られ た 。 


考 窒 


虫 筋 束 を 用 い Malic acid を 基質 と し て 酸素 消費 量 
を 測定 し た 際 Grembergen (1949) の 指摘 し た よう な 一 
過 性 の 抑制 と 見 られ る 現象 が 観察 され た (第 1 図 )。 併 
し な が ちら, と の 現象 は 第 2 , 第 8, 第 4 図 お よび 第 3 表 の 
結果 か ら 明 ら か な よう に, 反応 初期 に お ける 炭酸 ガス 放 
出 量 が , 酸素 消費 量 に 比 し 圧倒 的 に 多量 で 反 O 耳 の 炭酸 
ガス 吸収 力 を 超え る た め に 見 られ る 現象 で ある 。Malic 
acid の 添加 と ょ り 酸素 消費 量 の 増加 が 認め られ る と と 
は , Rathbone(1955) が particulate fraction を 用 いて 行 
つた 実験 結果 と 一 致し , また 多量 の 炭酸 ガス 放出 を 認め 
た と と は , Saz @ g7(1957) が 遇 虫 筋 に 活性 の 強い Malic 
enzyme の 存在 する こと と を 報告 し て いる の と 一 致す る も 
の で ある 。 

と の 大 量 に 放出 され た 炭酸 ガス の 中 。 大 部 分 の も の が 
Malic acid の Pyruvic acid へ の 変化 に 伴 つ て 生 じ た ゃ も 
の で ある と と は , 第 3 表 に お ける 炭酸 ガス 放出 量 と 反応 
波 中 の Tyruvic acid 量 か ら 充分 考え られ る と と で ある c 
併 し な が ら , Malic acid が Pyruvic acid に 変化 する に 
は その 間 に 必 ず 酸 化 過 程 が 存在 6 な い 。 と の 過 
程 が 総 て 酸素 に よ つ て 行わ れる と する と , 酸素 の 消費 量 
は 炭酸 カス 放出 量 に 対し り : 当 時 て な けれ ば な ら ぬ 。 し レ 
か る と, 実際 の 酸素 消費 量 は 炭酸 ガス 放出 量 に 比 し 極め 

て 少量 て ある 。 幼 由 筋 に お いて 電子 伝 寺 系 極め て 活性 
と 乏しい と と に 関し て は , Laser (1944) は じ め Bueding 
@7 7 (1954) の 報告 し て いる と と ろ で ある が , と の こ 

と と 上 の 事実 と を 考え 併せ る と , 顕 虫 筋 に お いて は 
Malic acidーPyruvic acid に お ける 酸化 の 大 部 分 は 。 他 
の 違 元 系 と の 共 坦 反 応 に よ つ て 行わ れる の で は な いか と 
考え られ る 。 と れ に つい て の 可能 性 は Saz ez 2/. (1957) 
が 咽 虫 の Malic enzyme の 性 質 を 。 Lactic acid 脱水 
素 酵素 系 と 共 塚 させ て 観察 し て いる 事実 か ら も 考え られ 
る と と で ある 。 第 5 表 に 示 し た よう に , Methylen blue 
の 添加 に ょ つて , Malic acid を 基質 と し た 場合 炭酸 ガ 
ス 放出 量 が 増加 し て いる が , 酸素 消費 量 の 増加 の 割合 は 
更に 大 で あり , Lactic acid 量 は 却 つ て 減少 し て いる と 
と も 上 に 述べ た 可能 性 を 強調 する も の で あろ う 

第 2 表 に お いて , Malic acid を 基質 と し た 場合 反応 

液 中 の Pyruvic acid 量 が Lactic acid 量 に 比 し て 大 
で ある と と は 。, Lactic acid が Pyruvic acid を 経 ず に 変 
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存在 する と と we えさ せる 。 ek @ g/. の 0 
は 顕 虫 の 体腔 液 中 に 多量 の 
Succinic acid を 政明 し レ , また 上 野 ・ 大 家 ・ 板 東 (1958) 
は 顕 虫 筋 に お いて も ゃ Succinic acid の 含量 の 高い こと を 
確 め た 。 更に Bueding (1955) は 句 虫 の Succinic acid 
脱水 素 酵素 は DPN を 補 酵 素 と する と いい , Saz @ g/ 
(1957) は 頭 虫 の Malic enzyme は , Ochoa ge 4/ (1948 
8, 0 の 報告 し た 高等 動物 に お ける それ と は 異 り ,TPT 
ょ りゃ も DP を 補 酵 素 と し た 場合 に 一 層 活 性 が 強い と 報 
告 し て いる 。 大 家 ・ 上 野 (1958) は 別に 魚 虫 筋 ホ モジ ネ 
ー ト を 用 いて large scale の 実験 を 行い ,。 上 野 ・ 大 家 ・ 
板東 (1958) の 方 法 を 用 いて , Malic aciq 生 基 質 と し 
た 際 に お ける 他 の T CA 回 路 中 間 基 質 の 消長 を 調べ た 結 
果 , 変化 し た Malic acid の 約 3022 が Pyruvic acid の 
約 202 が Succinic acid の , 約 30% が TCA 回 路 以 外 の 
脂 酸 関係 物質 の , 約 8 多 が Lactic acid の , 其 の 他 が 他 
の TCA 回 路 中 間 基 質 の 増加 と な つて 現われ て いる と と 
を 認め て いる 。 即ち 。 Pyruvic acid と と も に 多量 の 
Succinic acid の 増加 が 見 られ た が , と の 事実 は , さき 
に 述べ た 諸 報 告 と 考え あわ せる と ま と と に 興味 深い 。 
Pyruvic acid 量 が 他 に 比 し 著 明 に 大 で ある と と お よ 
を - Lactic acid の 量 が 雪 増加 し て いる と と か ら 。, 上 虫 
eK に お いて は Pyruvic acid は Lacitic acid に 若干 変化 
る 以外 に は 他 の 酵素 反応 の 基質 に な り 得 な いか , 或 は 
KW acid を 更に 変化 せしめる 酵素 系 が 存在 し て も 
Malic acid 脱 炭酸 系 に 比 し 人造 に 活性 に 乏しい と と が 考 
えら れる 。 併 し な が ら , 第 5 表 の 結果 は 前 者 を 否定 し , 
後者 に つい て は 二 つ の 可能 性 を 示し て いる 。 即ち , 一 つ 
は Pyruvic acid 酸化 の 可能 性 で あり , 他 は 酸化 以外 の 
過程 で 変化 せしめ られ る 可能 性 で ある 。 Malic acid を 
基質 と し て Methylene blue を 添加 する と , 添加 し な 
い 場 合 に 比 し 。 Pyruvic acid の 生成 量 は 
お よび 更に 亜 破 酸 を 加え る と と に より 炭 酸 ガ ス の 放出 量 
は 幾 分 減少 する にゃ 拘ら ず , Pyruvic acid 量 は 2 倍 以 
上 に 増加 する と と お ょ び 其 の 際 の Lactic acid 量 に は 殆 
ん ど 差 の な いと と (第 5 表 ) か ら , Pi acid は 上 魚 虫 
筋 に ょ り Lactic acid 以外 の 物質 に 変化 せ 
と が 考え ら る 。 沿 と の 際 に , Lactic acid わ ちよ び 隊 素 
Von と , 何れ の 場合 に も 大 差 が 見 られ な 
。 し レ か も る Pyruvic acid 量 に 大 差 が 見 られ る と と ょ より 
の 普 虫 筋 に は , 酸素 消費 を 必要 と せ ず , Lactic acid 
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だ 変化 する 以外 の 経路 で 。 し か も 亜 破 酸 に 阻害 され る 
ょ うな , Pyruvic acid を 処理 する 酵素 系 が 存在 する 可 
能 性 一概 に 否定 する と と が 出来 な いで あろ う 。 Pyru- 
vic acid の 酸化 に つい て は 第 6 図 , 第 6 表 の 示す 通り で 
ある 。 

Acetic acid を ホモ ジ ネ ー ト に 添加 し た 際 の 成績 (第 
7 図 ) に お いて , Acetate 単独 添加 の 系 と Pyruvate を 
添加 し た 系 と の 両者 を 比較 し た と き , 最初 の 間 は 略 同じ 
酸素 消費 量 の 増加 を 示 し レ 生 ら , 前 者 に お いて は と れ が 維 
持 さ れず , 後者 に お いて は 維持 され て いる 。 と れ は な 前 者 
AFP の 不足 を 来 し , Acetyl-Co A の 生成 
が 見 られ な く な る に 反し , 後者 は その 酸化 に より ATP 
を 生成 する た めで ある の か も 知れ な い 。 ま た AP を 添 
加 し た 系 で , 一 時 著 明 な 酸素 消費 を 見 生 ら , と れ が 維持 
され ぬ の は , 加え た AFP が ホモ ジ ネ ー ト 中 の ATPase 
に ょ より 盆 解 さ れる た めで ある か も 知れ な い 。 

Citric acid の 酸化 に 関し て は Rathbone (1955) は 
particulate fraction に 終末 濃度 0.01M の PCitric aciq 
を 加え た 際 , 酸素 消費 か 見 られ な か つた と と を 報じ て い 
る 。 Citric acid の 終 未 渡 度 0.0025M で は 酸素 消費 量 の 増 
加 が 見 られ , 終 未 濃度 0.01M で は 明らか な 阻害 が 見 られ 
た (第 8 図 )。 Evans ez 7 (1945), Ochoa ez 2/. (1948 a) 
は Citric acid が 他 の 還元 系 と 共 輔 し て ec-Ketoglutaric 
acid に な る 際 譜 酸 ガ ス を 放出 する と と を 報告 し て いる 。 
併 し 年 ら 第 8 図 に 見 られ る 阻害 は , Malic aciqd の 酸化 の 

腐 に 見 られ た よう な 。, 炭酸 ガス 放出 に よる 見 掛け 上 の 抑 
制 と は その 趣 を 異 に し て いる 。 

遇 虫 筋 に よる Succinic acid の 酸化 に 関し て は Laser 
(1944), Buedieg ez 7. (1952。 1954), Rathbone 
〈1955), Grembergen e g7, (1949) の 報告 が か ある が , 彼 
等 は muscle pulp を 透析 し な けれ ば 
酸化 は 見 られ な いと いう 点 に お いて 一 致し て いる 。 著 者 
は 透析 に よる cofactor の 消失 を 顧 記 し , よく 洗 敬 し た 
筋 よ り ホ モジ ネー ト を 作り , pH 7.4 に お いて Succinic 
acid の 酸化 を 観 窒 す る こと が 出来 た 。 文 , 松 山 (1957) は 
痕 筋 に よる Succinic acid の 酸化 は Malonic acid に 
よ ょ つて 阻害 され な いと 報じ て いる 。 著者 の 実験 に よる と 
(第 9 表 ), 自家 呼吸 に お いて も ゃ , Succinic aciq 添加 の 場 
合 に お いて も ゃ 。, Malonic acid の 添加 に ょ より, 酸素 消費 は 
租 害 され て お り そ の 阻害 の 程度 は 両者 と も に 略 等 し い 。 
自家 呼吸 を 差引 いた 値 に つい て みる と Malonic acid の 
阻害 は 見 られ ず , その 点 に お いて は 松山 (1957) の 見 解 
と 一 致す る 。 併 し 征 ら , 顕 虫 の 自家 呼吸 の 基質 の 中 で 
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% Succinic acid が 大 部 分 を 占め て いる と 仮定 する と, 


Succinic acid の 
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Succinic acid を 多量 に 加え た 場合 に は 括 抗 的 阻害 剤 で 
ある Malonic aciqd ro ー 
と が 考え られ る 。 と の と , 顕 虫 体 が 多量 の Succinic 
acid を 含む と と , お よ び 雪 し な い 筋 より 作成 し た 
ホモ ジ ネ ー ト で は 。 Succinic acid を 添加 し て ゃ 酸化 き 
れ ぬ と いう と と と 考え 合せ る と , Malonic acid に 対す る 
顕 虫 筋 の 態度 は 極め て 興味 ある 問題 で あろ う 。 

Rathbone eZ 7. (1954) は 解 糖 系 の 解析 に 際 し , 加 
えた Pyruvic acid が 定量 的 に Lactic acid に な る と と 
を 報じ て いる 。 又 上 野 ・ 板 東 (1957) は 下 飼養 液 中 , 
体腔 疲 中 お よび 筋肉 中 に Lactic acid の 含量 の 少 い と と 

を 報告 し て いる 。 著者 の 実験 で は , 昭 虫 筋 ホ モジ ネー 
ト に Lactic acid を 添加 する と 酸素 消費 が 高まる と と が 

認め られ た が , と の と と は 魚 虫 筋 が 酸素 の 存在 に お いて 
Lactic acid を 更に 変化 する 能力 を 有する と と を 示す も 
の で ある (第 11 図 )。 

又 Malic acid が 上 虫 筋 ホ モジ ネー ト に ょ つて 変化 を 
受け る 際 Oxalacetic acid が 生成 する か 否 か に つい て は 
Rathbone (1955) は 反 CN が 顕 虫 の 呼吸 を 増強 する と と 
を 認め , と れ は CN- が ケト 固定 を 行 つて 腕 水 素 本 琵 系 に 
対す る Oxalacetic acid の 阻害 を 抑制 する た め に 見 うれ 
る 現象 で ある と 考え た 。 大家 ・ 上 野 (1958) は Malic acid 
を 添加 し た 際 , M.B., KK CN を 添加 する と , 脱 炭酸 が 増大 
する の を 認め た 。 と の 際 M.B. 単独 の 場合 に 比 し ,M.B., 
KON の 両者 を 併用 する と その 増大 は 更に 大 と な つた 。 
併 レ 年 ら , 反応 生成 物 中 か ら Oxalacetic acid を 検出 す 
る と と に は 成功 し な か つた の で ,。 Oxalacetic acid を 生 
成す る 系 が 存在 する か 否 か に つい て は 。 未だ 確 言 する 段 
階 に 至 つ て いな い 。 

以上 の 如く 顕 虫 筋 に お いて 従来 酸化 の 基質 と な 
と 考え られ て いた T CA 回 路 の 諸 種 の 基質 も , よ < 
し た 筋 ょ り 作成 し た ホモ ジ ネ ー ト に お いて は 酸化 の 基質 
と な り 得 る と と が 確認 され た 。 レ し か し な が ら , と れ ら の 
酸化 は 他 の 高等 動物 に お いて 見 られ る 酸化 に 比 し 活性 が 
低い と と か ら 考 えて ,。 いわ ゆる TCA 回 路 が , 他 の 高等 
動物 に お いて 有する よう な 生理 的 意義 を , 顕 虫 筋 に お い 
て も 有 し て いる か 否 か に つい て は , な お 詳細 な 研究 を 必 
要 と する で あろ う 。 
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総 括 


1) 充分 に 洗 敬 し た 顕 虫 筋 の 筋 東 ・ 
細胞 抽出 液 ( 遠 沈 上 清 ) は , Malic aciqd を 基質 と し て 
強力 な 酸化 的 脱 炭 酸 を 行う こと を 認め た 。 

2) ホモ ジ ネ ー ト を 用 いる と , 


Malic acid は 酸化 的 
脱 炭 酸 を 受け て Pyruvic acid を 生成 し た 。 そ 
ける 酸素 消費 量 は 生成 する Pyruvic acid の 量 に 比 し て 
千 に 少く , の 隊 は 他 の 旭 元 系 と の 共 連 に より , 

酸素 を 消費 する こと に 行わ れる と と が 考え られ た 。 

3) 反応 液 中 に Lactic acid の 増加 が 見 られ た 。 と の 
と か ら 見 て , 共 軸 する 二 元 系 の 一 部 と 
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acid-Lactic acid 脱水 素 酵 素 系 を 

い 。 
4) 


し レ し て Pyruvic 





と と 中 婦 
する と と は ! / よ 


Pyruvic acid, Acetic acid, o-Ketoglutaric acid, 

Succinic acid お よび Lactic acid は ホモ ジ ネ ー ト の 酸 
素 消費 を 高め る と と を 認め た 。 以 上 の 事実 に より 。 TO 
回路 の 諸 酵 素 が 上 虫 筋 に お いて も 存在 する と と が 十分 
に 考え ら の 各 酵 素 の 活性 は 一 般 に 低 か つ 
た と と より 考え る と , 魚 虫 に お いて は TOCA 回 路 が 高等 
動物 に 占め る ょ うな 生理 的 意義 を 有する か 否 か 直 ち 
諭す る と と は 困難 て ある と 考え ら # 





られ る が , それ !: 
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SummmarY 


1) A marked decarboxylation was observed when 
mnuscle strips, muscle homogenate or muscle ex- 
tract of 4scZzzS /72 の ZZ と OZ の es var. se2S WaS incubated 
with malic acid in the presene of air. 

2) A large amount of pyruvic acid was formed 
from malic acid by using muscle homogenate as 


( 48 ) 


well as muscle extract concurrently with the de- 
carboxylation。 In these cases, the increase in the- 
rate of oxygen uptake was much smaller than eX- 
pected from the amount of produced DYruVic acid. 
This fact may suggest that most parts of oxidation 
of malic acid are performed by coupling with 
other reduction systemS。 

3) The addition of malic acid caused also the 
accumulation of relatively small but significant 
amount of lactic acid. Consequently, it iS irmDoS- 
sible to exclude the ]actic dehydrogenase SyStem 
from reduction systems concerning the oxidation 
of malic acid. 

4) Pyruvic acid, acetic acid, citric acid and oe- 
ketoglutaric acid also increased significantly the 
rate of oxygen consumption。 Hence, there iS no 
doubt as to the presence of enzymeS referring to: 
the tricarboxylic acid cycle. Considering the low 
activity of each substrate in stirmulating oxygen 
uptake, however, it iS difcult to consider that 
the tricarboxylic acid cycle plays an important 
role in ascariS aS in the case of vertebrate. 
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まえ が き 

著者 等 は 第 TI 報 (横川 ・ 他 : 1955 及 吸 息 症 
* の 皮 内 反応 抗原 (V.B.S. Ne 
長期 の 保存 に 耐え る と と か らき わ め て 安定 な も の で ある 
ン 古 し た 。 第 IV 報 (横川 ・ 大 島 : 1958) 
V.B.S. 抗原 の 活性 因子 は セロ ファ ン 膜 を 透過 し な いと 
と 及び 超 示 心 3 万 回 転 80 分 間 で は : と と を 赤 
し た 。 更に 第 V 報 (横川 ・ 
炭酸 分 画 法 に ょ より 本 抗原 の 


と お s ヘア 
ーママ "ここ 


] 
< は 。 


滅 し か! 
レム いい ( 


大 島 : ecc 結 
の 活性 因子 は 石炭 酸 不溶 部 分 即 
ち 多 糖 体 分 画 に は 証明 され ず 。 石 炭酸 可 溶 部 盆 , 即ち 和 蛋 
白 分 画 , に 強い 活性 物質 の ある と と を 報告 し , 肺 吸虫 症 
の 皮 内 反応 の 活性 因子 は , 蛋白 質 或 い は 蛋白 質 を 主体 と 
た 物質 より な る し と と を 纏 
然し 前 回 用 いた 石炭 酸 法 は 
- 必 ず レ も すぐ れ た 方 法 と は 云え を な い の で , 本 実験 で は 。 
硫 安 分 画 法 お よび 低温 メタ ノー ル 分 画 法 に ょ り 得 られ た 
上 PP こ 皮 内 反 
を 実施 し , V.B.S. 抗 原 と の 比較 を 試み た 。 
MUNEO YOKOGAWA* 錠 TOMOO OSHIMA** ・ 
Intradermal test for paragonirniasis (VI) Analy- 
Sis of the antigenicity of the V.B.S. antigen Wi- 
th ammonium sulfate and cold methanol fractio- 
nation. (*Department of Porasitology。 School of 
medicine, Chiba Univeisity,**Division of Parasi- 
tology Institute of Public Health, Tokyo) 
( 計 1.) ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 成虫 の さ ロ ナー ル 緩 衝 
食塩 水 抽出 抗原 
( 庄 2.) 乾燥 中 体 よ り ェ エー テル 可溶性 物質 を 除い た 後 。 
Veronal Bufferd Saline を 用 いて 抽出 し , 最初 の 乾 
畑 重量 の 100 倍 稀 釈 液 と し た も の 。 


5 な 
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よぅ 【 


お いて 付 


カ \ に 1 SM 
*\ー レビ / こ oo 


は 和 側 白 部 分 の 分 別 法 と し て は 
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実験 材料 及び 実験 方 法 


乾燥 虫 体 : ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 メタ セル カリ ア を イ 
ヌ 或 い は ネコ に 与え て 。 6 ヶ月 以上 経過 し て か ら 前 見 し 
と の 肺 臓 よ り 無菌 的 に 成 遇 を 採 肥 し , と れ を 一 結 乾燥 レ 

i) 硫 安 分 画 法 

乾燥 虫 体 469mg より V.B.S. 抗原 作製 法 に 
S.-Stock Antigan ( 士 2.) 47cc を 得 , 
下 の 実 験 に 用 いた 。 

まず , V.B.S. 原 液 中 の 塩類 を 除去 する た め 透 析 を 行 つ 
た 。 即ち , 紫外 線 照射 せる セロ ファ ン 膜 に より 5C に お 
いて 。 外 液 と し て pH 7.0 の 蒸留 水 27 を 1 日 8 回 交換 
し て 透析 レ し た 。 と の 透析 内 液 を 3 万 回 転 , 30 分 間 Spinco 
り 遠 心 し , その 遠心 上 清 29cc を 直接 分 別 の 原材料 と 
し た 。 硫 安 分別 法 は Table. 1 の ょ うに 型 の 如く 行 つた 。 
硫 安 は その 800gr を 17 の 蒸溜 水 に 加熱 溶解 せ し め て , 
た さち に 濾過 し , 一 応 中 性 で 塩 析 する た め ア ン モ ニア で 


従い 。 V.B 
と の 中 の 36cc を 以 


ル デ も 
V- よ 


を 修正 し て pH 7.0 と し , 放置 冷却 せしめ て 結晶 の 
析出 する の を 確 め , その 上 清 を 飽和 沙 液 と し て 使用 レ 
た 。 先ず 等 量 の 飽和 硫 安 液 を 加え , 1 夜 5C に 放置 し, 


遠心 し て 上 清 と 沈 滅 物 と に わけ た 。 沈 汰 物 は 更に 数 回 半 


信和 硫 安 液 に 浮遊 させ て 遠心 洗 敬 する 操作 を くり 返し た 
後 , 最 後に 小 量 の 中 性 蒸 汐 水 に 溶かし , 中 性 の 蒸溜 水 を 用 
いて セロ ファ ン 膜 に よる 透析 を と 27 で 即ち 内 液 】 お よび 


外 液 か ら 5 時 塩化 ベリ ウム に より 硫酸 イオ ン が 検出 で き 
な く な る まで 1 日 数 回 外 液 を 変換 し て 透析 を 続け た 。 展 
析 終 了 後 透 析 内 液 を 凍結 乾燥 し , 黒褐色 粉末 18.3mg を 
得 た 。 と れ を 硫 安 半 飽 和 沈 滅 物 と し た (Table1 . の TI) ) 。 


侍 / こ o 一 
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Table1. Method of fractionation with ammonium sulphate 
adultS of ZZZgO2227424S 706S/272727742 
frozen and dried 
homegenized with 10cc of cold ethyl ether at -10"C for 10 minutes 
が 
ぎ 
Supernatant li 
Me 
extracted with 99 parts of 
veronal buffered saline (pH. 7,4) 
at 4^C for 24 hours 
centrifuged 
(10,000 ちか for 30minutes) 
1 | 
Sedirment SuDernatant 
を イ e | (V.B.S.-Stock Antigen) 
| 0 
washed repeatedly | dialyzed 
中 | ・ ング | | 
with 0 や ana | ultracentrifuged 
nn | (30,000 FrP.m。 for 30minutes) 
centrifuged | ーー ーー 
・B. ーー | | sediment supernatant 
を | 
9 生生 | added equal part of satulated 
dissolved in | Ammnnium Sulphate 
行 つ dist。 | (at 5“C for 12 hours) 
1 | 
に お dialyzed | centrifuged 
災 換 frozen and dried | 油 間 
inCo HD) | Sediment Supernatant 
料 と 2 
うた 。 | | completely saturated 
て washed repeatedly | with ammonium Sulphate: 
ピス with saturated at 5“C. for 12 hours. 
かこ et Sulphate | | 
日 / centrifuged 
Bm の centrifuged | eo 
用 レ 合志 | | 
レ | | sediment Supernatant 
3 sediment Supernatant | | 
回 半 dialyzed 
> dissolved in 
er dist. water concentrated 
を 用 in vacuumm 
ua dialyzed 
ま frozen and dried 
で き frozen and dried 
。 透 () (1 ) 
g を 
1) ) 。 
-( 65 ) 
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火 ど 上 切 の 上 清 に 結晶 硫 安 を 一 定量 加え て 飽和 せ し び 半 久 和 一 全 飽和 沈 注 物 は 乾燥 重量 の 1 万 倍 稀釈 液 
5 C に て 1 夜 放 置 し て 遠心 し , 上 清 Srmerte 飽和 硫 安 の 上 清 は 乾燥 重量 の 1 千 祭具 抗原 と 
光 肖 物 は 他 和 ] 硫 安 液 に て 数 回 洗 敬 後 , 少量 の 中 性 蒸溜 水 し て 70 名 の 肺 吸虫 症 患者 に 皮 内 反応 を 行 つ た 。 そ の 結 灯 
に 溶かし , 半角 和 沈 湯 物 同様 に 透析 人 後 凍結 乾燥 し て 茶 褐 は Fig. 1 ~Fig. 4 に 示し た 如く で あつ た 。 

色 の 粉末 11.1mg を 得 た 。 こ と れ を 半 処 和 一 全 飽 和 沈 涼 と 即ち 硫 安 に ょ る 沈 肖 物 と V.B.S. 拠 承 に よ る 腫 妥 差 を 
し た 〔Table 1. の (THT) ]。 最後 に 得 ら れ た 念 和 硫 安 の 上 比較 する と , その 相関 係数 は 半 飽 和 沈 滅 で は r ニ 0.58, 
清 39cc は , 大 量 の 中 性 蒸溜 水 に 対し セロファン 騰 に より 半 一 全 他 和 沈 浅 で は + ニ 0.47 で 何れ も V.B.S. 抗原 の そ 
透析 し , 内 液 の 硫 安濃 度 が 0.122 以 下 と な つた と と を 硫 れ と 有意 の 相関 が 認め られ た 。 半 飽和 沈 湯 物 と 半 一 全 飽 
酸 パ リウ ム で 確認 する で 外 識 を 交換 し 。 oe 188cc を 和 沈 激 物 と の 両者 の 間 に も 同 隊 な 有意 の 相関 が 見 られ 





得 た 。 と の 内 液 60cc を 40~ て 50'C に て 減圧 濃縮 し て 1.5cc た (r=0.64)。 然し 年 ら Pe ト 上 清 を 用 いた 抗原 
な e) これ を 凍結 乾燥 し て 白色 粉末 15.0 mg を 得 て と で は r 三 0.265 で 有意 の 相関 は 認め られ な か つた 。 
移 和 硫 安 上 清 に 移行 し た 成分 と し た Table 1. の ) 低温 メタ ノー ル 分 画 


の 。 メタ ノー ル の 各種 濃度 別 沈 泊 物 は , すべ て 生食 水 に よ 
以上 の サ 画 され た 物質 の うち , 半 久 和 沈 浅 物 は 比較 的 り 乾 燥 重量 の 10 万 倍 に 稀釈 し た も 6 ie レン まう 3 が 
和 電 点 が 高く 。 pH 5.8 で 殆 ん ど 沈 汰 し た 。 倍 V.B.S. 抗原 と の 抗 后 性 を 比較 し た 。 被 検 者 は 矢 張り 前 


i) 低温 メタ ノー ル 分 画 法 回 同様 肺 吸虫 症 流行 地 の 学 章 で あつ た 。 そ の 結果 は Fijg, 





と し て Pillemer (1946, 1949) の 方 法 を 参照 し た 。 5 >Hig, 8 に 示し た 。 即ち V.B.S. 抗原 と メタ ノー ル 
凍結 乾燥 虫 体 616mg ょ ぶり V.B.S.-Stock Antigen 61cc の 各種 濃度 の 沈 滅 物 よ り の 抗原 と の 相関 係数 は , 0~30 
を 得 て と れ を 分 別 の 原材料 と し た 。 操作 は すべ て , 慢 度 沈 混 物 : r=0.78, 30 て 45 少 沈 湊 物 : r 三 0.60, 45 て 60 
ー 5 で の 冷凍 室 お よび 冷凍 遠心 器 に ょ つて 一 5 'C で 行 つ 少 沈 淫 物 : r=0.69, 60 て 80 錠 沈 湯 物 : r=0.71 と な り 何 
た 。 pH は 一 応 Y.2 て 7.4 に 調製 し , 低 等 電 点 に ト る 沈 ee V.B.S. と 強い 相関 を 示す と と が Me と な つた 。 
北 を 防い だ 。 先 ず メ タ ノ ー ル を V.B.S. 原 液 3 然 も る 各種 メタ ノー ル 濃 度 別 抗原 相互 に は , 著しい 抗原 性 
つ 徐 々 に 滴下 し 9 定 C Me が た ちら, 一 夜 そ の まま 放 の 差異 は 認め られ な か つた 。 
貴 し た 後 遠心 沈 : と 沈 洲 物 に 分 け , 上 清 は 更に 
メタ ノー ル を に 加え た 後 , 前 回 2 と 同様 に し て , 上 清 
wo る 。 本 操作 を くり 返し て 。 メタ フー ル の 以上 の 成績 か ら , まず 飽和 硫 安 の 上 清 に は 皮 内 反応 抗 
種々 の 濃度 に よ る 沈 汰 物 を 付 た た 。 沈 汰 物 は た さち に 凍結 原 と し て の 活性 因子 は 移行 し な いと と が 明か ょ な つた 
乾燥 し た 。 が , と れ は 本 上 清 え の 移行 物質 は 通常 多糖 体 分 画 で ある 

以上 の 操作 に より メタ ノー メル 濃度 0<3022 沈 源 物 と し と され て いる と と を 考え れ ば 当然 の と と 
て 淡 黄 色 微 粉末 163.7 mg, 30~452 沈 汰 物 と し て 淡 緑 色 硫 安 葉 い は メタ ノー ル に ょ る 沈 湯 物 に 活 尼 
微粉 末 10mg, 45 て 60 沈 北 物 と し て De 20mg, れ た と と は , 肺 吸 息 症 皮 内 反応 の 活性 因子 が 笛 白 分 画 に 


* ラジ と 湖 
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に まぁ 。、 玩 
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性 因子 の 認め )! ら 


60~80 錠 沈 湯 物 と し て 褐色 館 状 物質 30mg 計 223.7mg ある と と を 明か に し た も の で ,。 と れ は 第 V 報 に お いて 石 
の 沈 滅 を 得 た 。 従 つ て メタ ノー ル に よ BA 物 の 大 部 分 炭 4 可 沙 部 分 即ち , 蛋白 体外 画 に ある こ 
は メタ レール 滅 度 9 ) 完 以下 で 得 ち られ た と と に な る 。 を 明か に し た た 成績 と 一 致し て いる 。 然し , 息 白 分 画 法 
と し て 原材料 で ある V.B.S.-Stock Antigen か ら の 最終 

oe 分 画 の 収量 を 比較 し て みる ら で 。 石炭 分 画 法 で は , 原 材料 

各種 分 画 抗原 と V.B.S. 抗原 と の 比較 55cc よ り 34.2mg. 硫 安 分 画 法 で は 36cc ょ り 44.4mg, メ 
i) 硫 安 分 画 抗原 と V.B.S. 抗原 と の 比較 タ ノ ー ル 分 画 法 で は 61cc よ ! り 228.7 mg. と な り ae 石 
内 反応 の 抗原 性 の 比較 は これ 6 - 肺 炭酸 PA て , 硫 安 及 び メ タ ノ ー ル 分 画 法 は 収 


> ーー 


吸虫 症 流行 地 に お いて , V.B.S. 抗 原 に よる 皮 内 反応 陽性 量 の 点 で は きわ め て 良好 な と と を 示し て い < 


の 


ぷ 





ンコ ヘ で の 0 ( 計 ) 履 量 の 点 か らち 見 れ ば 30 メ タ ノ ー ル 沈 汰 は 全 沈 浅 
V.B.S. 抗原 と を 同時 に 同 側 の 上 陸 屈 側 部 に 皮 内 注射 し の 72 を し め , し か も 相関 係数 も 10 万 倍 で r ニ 0.78 で 
15 分 後 の 腫 服 差 に つい て 比較 し た 。 即ち 半 錠 和 沈 没 物 お 最も 高い か ら 最 も 多く 活性 物質 を 含む と と に な る 
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な お 本 実験 で 硫 安 及び メタ ノー ル 各 濃度 別に 得 ら れ た 
各 分 画 に は その 


6 た と と は 極め て 興味 深い 。 と の と と は 本 友 内 反応 衣 3 
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Fig. 1-4 Comparison of the activities of ammonium sulfate fractionated antigenSs with crude 
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antigen (V.B.S.-antigen) comparing the increase of diameter of wheal on the same indi- 
viduals of positive skin test 


抗原 の 活性 因子 が 
の 何れ に ゃ 皮 内 反応 活性 因子 が 同じ 様 に 認 Me また は と の 方 we な い 低 分 子 の 者 白 で ある 
想像 され る よさ ら に 他 の 朋 折 区 例え ば 
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Fig. 5-8 Comparison of the activities of cold metanol fractionated antjgenS with crude antigen 
(V.B.S.-antigen) comparing the increase of diameter of wheal on the individuals of positive 
Skin test 

ある と と が 明か と な つた の で , 今後 は 定量 的 な 面 か ら も 


電気 泳動 法 , クロ マト グラ ン 法 吸着 法 。 ソルベ ン ト 法 
更に 検討 し , さら に その 本 態 を 明か に し た い 。 


な ど で 種 々 の 角度 か ら 検 討 し た 上 で 明か に し た い 。 な お 
と れ ま で の 実験 で は 皮 内 反応 抗原 の 分 析 に 当 つ て 定性 的 結 論 
な 面 か ら の み 検 対し た が , その 活性 因子 が , 蛋白 用 画 と ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 成虫 より 作製 し た V.B.S.--Sto- 
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昭和 34 年 2 月 (1959)〕 


ck Antigen を 硫 安 お よび 低温 スタ ノー ル に より 盆 別 し , 
各種 濃度 別 の 分 画 抗原 と し て 肺 吸 息 症 流行 地 の 多数 の 


患者 に 皮 内 反応 を 実施 し , V.B.S. 抗原 と の 抗原 性 の 比 
較 を 試み た 。 の 細 了 才 の と が 明か と な つた 。 


1) 飽和 硫 安 の 上 清 部 分 に は 皮 内 反応 の 活性 因子 は 認 
め ら れ な か つた 

2) メタ ノー ル お よび 硫 安 分 画 に は 強い 活性 を 認め た 

各 濃 度 別 の 分 画 の 活性 に 著 差 が な く , 活性 因子 は 息 

に 無 差 別に 結合 し て いる も の か , また は 低 久子 の 蛋白 

と Ei る 。 
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aummmary 


Analysis of the antigenicity of the V.B.S. antigen 
for intradermal reaction of paragonimiasiS was 
carried out by the methods of ammonium sulfate 
and cold methanol fractionations. Active substances 
for skin reaction were precipitated by ammonium 
Sulfate and no activity was found in the supern- 
atant of ammonium Sulfate saturated antigen. But 
辻 was d 地 cult to find any difference in the 
activity between the precipitates of half saturated 
and half to complete saturated ammonium Sulfate 
solution. All the four precipitates which were 
separted by adding cold methanol(0-30, 30-45 め 
45-60 and 60-85 め ) showed undistinguishable 
activities of skin reaction. 
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東京 都 一 農村 に お ける 釣 下 の 疫学 的 調査 と を の 考察 


鈴木 


生 に 2 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 躍 部 


(昭和 33 年 8 月 15 日 受領 ) 


本 邦 各地 に お ける 釣 虫 浸 洋 の 問題 は , 近 時 尊 く 注目 を 
浴び , 分 布 や 疫学 等 に 関す る 研究 が 広く 行わ れる ょ うに 

な り , 次 第 に その 実態 が 究明 され つつ ある 。 然し 。 その 
多く は 単なる 惑 染 状況 報告 。 また は 撲滅 作業 報告 に 留 ま 
り , その 主体 的 , 自然 的 , 社会 的 要因 と の 関係 に 基づい 
て 釣 息 感染 の メカ ニズム 
実 , 釣 虫 の 感染 は 農耕 , 気象 等 の 自然 的 条件 と は 密接 に 
関連 し て いる の で ある か ら , これ が 季節 的 に 変動 する こ 


と は 予想 され る と と で ある し 。 ま た 環境 的 な 差 に より < 


ドー 


ュ ム 。 1 Sr た ーー = 
を 論じ て いる も の は 少な い 。 事 


の 感染 の 様相 が 変化 する と と も 考え られ る と と ろ で あ 
る 。 と れ ら の 追求 は 釣 虫 症 の 疫学 の 上 で 極め て 重要 な こ 


XS あめ の と ゆえ よう 。 

小宮 ら (1953) は 埼玉 県 の 一 農村 部 落 こ お いて 三 年 間 
に る 冬期 集団 葉 を 行い 。 その 間 の 感染 率 の 消長 か ら 
新 , 出る 人 間 へ の ちり 和 
に よる 感染 の 機会 等 に つい て 初め て 種々 な 推論 を 行 つ 
た 。 小 宮山 C1954) 上市 北部 の 農村 ご 銘 息 感染 状態 
に つい て 詳細 な 報告 を 行い , 各種 社会 生物 学 的 条件 と 釣 
虫 感染 率 に 関し > な を な し た 。 

著者 (1955) は 寒冷 地 農村 と し て の 宮城 県 一 農村 で 釣 
虫 の 疫学 的 調 を 試 み 。 釣 虫 感染 が 農耕 に 従事 の 有無 , 
即ち , 釣 虫 仔 虫 に と の 接触 問 度 に ぶつ て 説 
明 出 来る こと を 実証 し た 。 

その 後 , 吉田 (1956), 林 らち (1957), 佐藤 (1957), 磯田 
Q957), 柳沢 ら (1958) に よ ょ つて 本 邦 各 地 の 釣 虫 感染 状 
況 の 分 析 が 試み られ て き て いる 。 

著者 は 今回 , 東京 都 一 農村 に お いて 同じ く 釣 虫 感染 状 
況 の 疫学 的 調査 を 試み , 釣 虫 感染 が | 由 - 当 染 環境 と の 
接触 に ょ り 成 立 す る と と を 確 め る と 共に , どの ょ うな 汚 
染 環 境 が こと の 地方 で 形成 され , 且 , 感染 が 成立 する か の 
調査 を 行 つ た の で その 結果 を 報告 する 。 
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NORIJI SUZUKI: Epidemiological studies on 
hookworm in a village of Tokyo Prefecture (De- 
partment of Parasitology, National Institute of 
Health, Tokyo) 


調査 地 の 概要 及び 調査 方 法 


生還 病 査 は 東京 都 南 多摩 郡 忠 生 村 平地 区 で 行わ れ た 。 
の 地区 は 68 世 帯 。 人 口 約 450 名 の 農村 で ある が , 東京 
才 の 南西 に 位置 し KJ 相模 原市 を 控え , 都 
内 に ゃ 比較 的 近 距 離 に ある た め ,。 非 農家 も 少な く な く , 
ま た 農家 内 に も 農業 以外 の 通勤 者 ゃ み ら れ (所 主 兼 業 農 
家 が 多い ), その 意味 で は 純粋 は 農村 と は 広い 難い 。 と の 
地区 は 比較 的 丘陵 に 富み , 畑作 が 多い 。 
昭和 32 年 3 月 に 食 和食 塩水 浮 流 法 に よる 3 本 値 , 直接 
浴 抹 法 3 枚 値 (いずれ も 18mm* の カバ ー 人 
に ょ つて 検便 を 行い , 以降 一 カ年 に 理 り 毎月 検便 を 
月 別 感染 状況 を 調査 し た 
調査 成績 及び 考察 
欠点 感 深 者 夫 迷 は 42 名 で , 受検 者 432 名 の 
相当 し , その 感染 率 は 比較 的 低い 。 同 時 に 行わ れ た 25 名 
の 駆虫 ( 四 塩 化 エ チレ ン 使 用 ) で は , 駆虫 後 了 人 6 
の 排便 より アメ リカ 釣 昌 170 隻 , ツ ビ = 釣 昌 1 令 が 得 ら 
れ , と の 地区 を 含め て 忠生 村 全 村 で の 駆 下 結果 か ら は 駆 
虫 者 198 名 中 ,。 アメ リカ 釣 虫 2.859 徹 ( 一 人 平均 17.4 隻 ) 
ビニ 釣 虫 75 令 (一 人 平均 0.4 隻 ) み ら と の 
地域 一 帯 ご で は アメ リカ 釣 虫 が 主として 分 布 し 
と が 推定 出来 よう 。 従 つて この 地 寺 一 落 で の 8 
主要 な 感染 経路 は 経 皮 感 染 で ある と する 推定 も 可能 


9.8 に 
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これ ら の 前 提 に 基づき , と の 地区 の 釣 虫 感染 に つい て 
種々 な 解析 を 行 つ た 。 

1) 年 齢 別 の 感染 状況 : 

年 齢 別 感染 状況 を 既に 報告 し た 宮城 県 の それ と 同様 な 
年 上 欠 分 に ょ つて 図示 する と (第 1 図 ), 釣 虫 の 感染 は 年 
齢 の 増加 と 共に 上 昇 し て いる の が 観察 され る 。 と の 地区 
で は 7 茂 以 下 の 幼 児 , 乳幼児 層 は 平均 人 率 (9.8 2 
より 低 ヾ 。 学齢 期 前 後 か ら 次 第 に 増加 し て いる 。 但し 
と の 地区 で は 一 般 に 釣 虫 感染 率 が 低い の で その 差 カ 者 
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第 1 図 欧 虫 の 年 齢 別 感染 状況 


0 4 7 


くい よう で ある が , 17 歳 以上 の 年 齢 層 ビ は は ほ 
同様 な 傾向 の 感染 率 を で と れ ら を まとめ 
と と と ろ , 7 蔵 迄 1.1 2),16 歳 迄 (5.1 2) 及び 17 歳 以 
- (14.7 め ) の 3 群 に 分 け 得 た 。 と の と と は 既に 報告 
, 農耕 に 従事 する と と の 多い 年 齢 層 (17 歳 以上 ) 
we 源 と な る 土壌 , と の 場合 に は 主として 湿潤 耕 
苗 床 を 始め 小さ い 溜 水 , 湿地 な ど に 接触 する 機会 の 
多い い 計 で ある と と を 示し , と れ ら 階層 が 農耕 その 他 で 畑 
E か ら の 侵入 と いう 経路 で 釣 虫 感 
し ホン あおり と と は 容易 に 推察 出来 る と と で あ 
学校 で 生活 し , と れ ら 土壌 と の 
接触 の 機会 の 少な い 学 齢 層 (8 ~16 蔵 ) が 上記 の 年 齢 層 
ト り 感染 率 が 低い と と, さ 84Mwacs の 狭い 幼児 及び 
乳幼児 層 ( Y 蔵 以下 ) が その 機会 が か ょ より 少な く , 従 つて 
感染 も 受け に くい と と ゃ 当 内 で あろ と れ ら の と と か 


IE 5 
に は 表 わ れ に 


示 レ て いる の 


地 , 


ら 釣 虫 仔 昌 に よる 汚染 環境 ・ Wed 度 が 感染 に 大 き な 
影響 を 与 2 える dc om と が 改め 1 て 確認 され た ご っ セー で に 


いと 考え ら # 
な で 要する と と ば は 、, 年 齢 別 感染 を 含め 
- 感 攻 yo 論ずる 場合 その 対象 の 年 齢 構成 , 職業 構成 
に ょ つて 閉 し! kk 示す と と で ある 。 或 る 地区 の 感染 状 
況 を 調査 する 際 に , その 地区 居住 の 全員 , 若しくは 一 定 
の 基 陳 に 沿 つ た 抽 方法 で 得 ち られ た 対象 に ょ る 感染 率 で 
あれ ば 良い が , 住 々 に し て 感染 率 の 低い 学齢 層 妃 至 乳 幼 


19 


各 感 染 率 を 90 信頼 限界 幅 で 示す 


す 
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第 2 図 農耕 従事 別 感染 状況 各 感 
染 率 を 90 多 信頼 限界 幅 で 示す 


児 層 の 受検 の 有無 に よ つ て 感染 率 に 変化 を 来たし て いる 
場合 が ある 。 

同様 な こと は 各 年 齢 区 分 し た 各階 層 の 職業 別 構成 に つ 
いて ゃ 到 え る と と で あつ て , 対象 と な る 地区 の 立地 的 条 
件 , 社会 的 条件 に よ つ て 年 齢 別 感染 が その 地区 で 特異 的 
な 傾向 を 示す と と は 充分 推定 回 能 て ある 。 その 導 
で 17~19 誠 と 60 茂 以上 年 具 大 の 上 染 率 は 地区 に より 興 
味 深い 値 を 示す よう で ある 。 

何故 な ら , 60 蔵 以上 , 特 1 に の 人 大 
する な ら ぼ ば 約 50 蔵 以上 の 年 齢 層 で は 依然 と し て 農耕 と 従 
事 し て いる か 否 か で , 年 齢 別 釣 虫 感染 状況 は 成人 層 の そ 
れ の 延長 , また は 下降 の 形式 を と る で あろ うし 。 1Y 歳 て 
19 歳 の 年 齢 層 で は その ka の 立地 的 , 社会 的 条件 に よ 
り , 学 有 AE 人 層 の 感染 率 に 近似 , また は 相違 を 

な すか ら で あ る 。 い ずれ に し て も 農耕 に 従事 の 有無 が 感 

き を 左右 する と ー と か ら 説明 H 来る と と で あり , その 地区 
の の 農村 生 活 形態 が これ ら 年 齢 層 の 感染 状況 に 特に 表 わ れ 
くる と 考え られ よう 。 逆 に と れ ら Mae 
この 利和 
と と あぁ る 可能 で ある か も し れ な い 。 と の 地 の 条 の 
生 馬 大 の 感染 率 は 成人 層 の それ と 比較 的 類似 し て いる 
が , と の 年 齢 層 で 実際 に 農耕 に 従事 し て いる も の は 約 60 
22 で 成人 層 ( 約 8322) と 余り 大 差 は な いと と が 銀 察 され 

また 60 歳 以上 ( 約 5522) が 成人 悦 と その 感染 素 に お 


7 こ o 7 に 
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いて 差 の な いこ と も 同様 の 推定 が 一 応 出 来る の で は ある 
まい か 。 と の と と に つい て は 他 の 地区 と の 比較 を 含め て 


別に 報告 する 子 定 で ある 。 
2) 性別 の 感染 状況 : 
性 別に よる 差 は 全く みみ られ な か つた 。 即ち , 男女 と も 
216 名 中 , 9.3 で 各 年 馬 層 に つい て 
も 検定 を 行 つ た が , いずれ も 差 は 認め られ な い 。 農耕 に 
従事 する と と が 感染 を 招来 せしめ る と いう と と を 前 記 同 
様 に 考え る な ら ば , 男女 間 の 作業 内 容 が と の 地区 で は ほ 
ゞ 同一 の も の で ある 生生 定 出来 よう 。 事実 , と の 地区 で 
の 男女 間 の 作業 内 容 に は 重労働 的 な 作業 は 男子 が 従事 す 
る と いう 多少 の 程度 の 差 さ あれ, その 従事 場 処 , 時 期 
を 含め て 作業 内 容 に は 殆 ん ど 差 が 認め られ な か つた 。 
Sadun(1955) は タイ の 濃厚 感染 地区 に お いて 9 歳 迄 は 
女子 に 高く , 10 蔵 以上 ご は と の 逆 と な る と と を 報じ , と 
の 理由 と し て 女子 は 男子 と 一緒 に 畑 で 湯 の 内 の つ か 
, 年 頃 に な る と 家庭 内 の 仕事 で 大 半 を 過す 
っ まり 従事 する 活動 の タイ プ の 差 に よ ょ つて 説明 出 
来る と し て いる 。 一 般 に は 本 邦 農村 の 釣 虫 感染 率 の 性 別 
ギ : 


それ ぞ れ 10.2 多 ,。 


(に よる 差 は ほ ゞ 同様 メ 或 は 男子 に > や 高 率 で ある と 
う 多 く の 報 告 か ら も , 宿主 の 抵抗 性 を 無視 し て 考え る な 


ら ば 。 出 入 す る 畑 そ の 他 の 釣 虫 仔 虫 に よる 汚染 の 場 の 準 
備 と , それ と の 接触 句 度 を 具体 的 に 把握 し て 始め て 性 差 
の 問題 を も 解明 する 手がかり を 得る と と が 出来 る も る の と 
考え られ よう 。 

3) . 農耕 別に ょ る 感染 状況 : 

汚染 栖 境 と の 接触 が 釣 虫 感染 に 大 き な 影 響 を 与え る と 
と か ら , 農耕 へ の 従事 状況 se 形 を 尺度 に 
と つて 更に と の 解明 を 試み た 。 即 ち , 農耕 を 常時 する 階 
層 (A), 時 折 従 事 する MKSANI2KOCK の 1 
層 (C), 全く 従事 し な ぃ 階層 (D) 及び 学 稚 層 (E, 
〒), 幼 児 層 (G, H) に 全 人 員 を 分 けた 。 と れ ら の 感染 
状況 を 比較 し て みる と (第 2 図 ), 普通 農業 に 従事 し て い 
る 階層 CA 填 B) (16.22) と , 殆 ん ど , 到 枝 向く 二 
事 し な い 階 層 (C+D) (5.6 22) と は 有意 差 を 認め る 

と と は 出来 な か つた が , 学齢 層 (2.2 ) と 幼児 層 (2.1 
) と は 明らか に 差 が ある ょ う で ある 。 成人 層間 で 農耕 
従事 者 と 非 従 者 と と で 差 を 示さ な か つた と と に つい て 。 
と の 地区 で は 釣 虫 感染 を 一 様 に う け て いる も の か , 或 は 
一 般 に 感染 率 が 低く , 且 , 対象 人 員 も 少な い の で その 差 
が あら われ に く か つた も の で ある ヵ Mo4Rd 
べき で あろ う 。 し か し , 農耕 従事 者 が 学齢 層 よ り 明らか 


に 商い 同 員 素 を 示す と と や , 年 上 史 汰 況 の 項 て 記し 
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た ょ うに 農耕 に 従事 する と と , つま り 汚 染 栖 境 へ の 接 航 

が 高い 感染 率 を 招く と と の 理由 か ら , 恐らく 後者 で あろ 
うと と は 充分 予想 され る と と ろ で ある 。 

4) 感染 の 時 期 : 

と の ょ うに と 釣 虫 感染 が 農耕 従事 の 如何 に よ ょ つて 左右 さき 
れる と と か ら , 実際 に は どの よう な 時 期 に 。 どの よう な 
場 処 で 釣 虫 感染 が 成立 する か を 知る た め に , 云い 換え れ 
人 6 
て いる か を 確 め る た め に 次 の よう な 調査 を 試み た 。 

今 まで 記し た ょ う に 釣 束 の 成 染 は 農業 経営 の 形態 及び 
方 式 に よ つ て 制約 され る と と は 云う 衝 も な いと と で ある 
の で , 春 か ら 秋 迄 に 何 回 か 下 肥 を 施す よう な 畑作 種 を 栽 
培 し , 且 , その 間 肛 < その 畑 に 立ち 入る 必要 の ある 農業 
形態 と 云 つ た も の が , 釣 東 感 委 の 了 全 の 最も 多い 感染 の 
場 で ある と と は 充 分 推定 し 得る と と ろ で ある 。 勿論 , 3 
の 下 肥 に は 釣 和 虫 卵 が 含ま れ て 家族 内 に 釣 邊 

保有 者 が いる と と 一 一 は 前 提 と した けれ ば た ら な い 。 ど と 
の ため に する と と に ょ つて 釣 虫 の 新 , 再 感染 
を 追 完 し た が , 前 月 及び 前 々 月 の 2 カ月 間 連 続 除 性 で あ 
Pa と れ ら 陰性 者 が 次 の 検便 
時 , 即ち 3 カ月 目 の 2 
別に 集計 し た 。 さ ら に 感染 か ら 釣 虫 卵 排出 迄 の 期間 を 
ヵ月 間 と 考え , すべ て の 成績 を 2 カ月 間 繰 り 上 げた (第 
人 NSRSSLOEcEG 

が , 成績 は 4 月 か ら 2 月 迄 の 11 カ 月 間 に 留 まつ た 。 と の 
図 で は 感染 の 割合 は 極め て 少な く , その 間 に 差 は 認め ら 
一 応 の 傾向 を 表示 し し で yr 下 和 あの 人 才 友 p 縛 
よう で ある 。 今 と の 傾向 に つい て 論ずる な ら ぱ ば, 春季 
ら 夏 季 に か け て 高く 。 久 期 に は 低い と と か 観察 きれ た 。 
と れ を 多少 で を 農耕 に 従事 する 層 (A 十 B 十 C) に つい 
て の みみ 見 る と , と の 傾向 は さら に 助長 され て いる 。 即 
ち 。 昭和 32 年 に は 4 月 に 既に 高く 。 その 山 は 6 月 を 除い 

て 8 月 迄 続い て いる よう で ある 。 12 月 。 1 月 に は 全く 見 
られ な い 。 冬期 に 新 , 再 感染 が 少な いと いう と と は , 釣 
虫 仔 虫 が 寒冷 に は 比較 的 弱く , 卵 は 身 化 し に くい と いう 
多く の 報告 か ら も と の 地方 で は 寒 肥 か ら の 感染 は まず な 
いや も の と 考え て 良い 。 

春 か ら 夏 に か け て の 感染 時 期 に つい て は 今 ま で 6~ す 
月 と 漠然 と 考え られ て いた ょ う で ある が , と の 地区 で は 
更に 早く 。 ま た 6 月 に は むし ろ 少 な いと と は 興味 深い 。 
小宮 ら (1953) は 埼玉 県 に お いて 感染 の 時 期 は 概ね 5 月 
上 和 名 ょ り 9 月 上 旬 の 間 に あ る と 推定 し た が , 氏 ら の 報告 
は 2 カ月 お き の 検 便 で ある と と ゝ , 検便 か ら 感 染 日 まで 
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昭和 34 年 2 月 (1959)〕 

の さか の ぼり が 著者 の それ より 若干 坊 いと と な どか ら 。 

お よそ 同様 な 傾向 に ある と 推定 され ょ う 。 吉田 (1956) 

は 香川 県 に お いて 10 て 12 月 の 山 と , 4 て 6 月 の 山 の 二 話 
と の 成績 は 中 学生 を 対象 と し 
の 他 に 。 関東 地方 と 四国 地方 と で は その 農業 経営 の 方 式 
が か な り 相 違 す る と と は 云う まで も な い の で 比較 する と 
と は 困難 で あろ う 。 


て いる と と 








%. 
| を 
* 間 
新 ヽ ! 
再 ヽ A 
感 / 
> 2 \ / 
区 
| \/ ゝ e ArBtC 
ト \ 
合 1 \ の nw Ne 4 
に ペ ュ メ 
ヽ 本) 信 住 民 
o 2 
| oo 9 ロ 大 根 
/ 1 に ロコ 和 
. 二 雪 dP 
/ @ る 会 B 
/ / 
0 | / | / 
に を 四 銀 枚 迎 ーー 


| 7 1 / \ 
中 ゥ I / 4 
1 
5 | 人 x / 1 \ / ロ 「 
| い 1 Y ^ ム ーー の ーー 
| WM kk 2 
| / As ye 、 AA ae そ 
| xe のり の 3 を - っ WN NB  w。, し EK 」 
0 | < 2 oe o@.・ De-=ogーー oe ニー の ーー oo 


ィ て と 
7 る (月 ) '58 


v07 


天 
ーー 


征 3 図 銘 豆 の 月 別 の 新 , 再 感染 と 年 間 に お ける 下 
肥 の 搬 布 状況 

A. 佳 民 の 月 別 新 再 感染 B. 下 肥 の 月 別 搬 
C. 主 な 作物 に 対す る 下 肥 の 撤 布 状況 


布 状 況 


6 月 に 低い と と に つい て は ,。 と の 時 期 に 孝 刈 り , 田植 
レ 分 の 農 和 c 期 に こ に 当 つ て もり, 才 畑 や 水田 以外 の 畑 で の 

農作業 は 余り 行わ れ な い 。 と の 調 We > 
ら 33 年 に か け て の 気候 は , 調査 開始 前 後 の 2 月 に 若干 乾 
5 月 4 日 の 早朝 に Meivomaohew 
( 2 C 近 くま で 低下 ) が あつ た と と 以外 , 例年 の それ と 
殆 ん ど 大 差 が な か つた 。 従 つて 6 月 の 天候 は , 雨 が 例年 
より 特に 少な く 釣 虫 仔 虫 の 生存 に 不適 な 環 只 ご で あつ た と 
で ある か ら 人 後記 ナ する よう に 感染 


>、 ろ て > か と 
いう ょ よう な と と は な い 。 


っ 
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の 場 と 考え られ る 畑 に 立ち 入る 頻度 の 少な いと と に ょ る 
も の と 推定 され よう 。 

es と を 小 括 す る と, 

こつ れ て 感染 の 機会 ! 敵 加 し 。 と の 地区 で 

期 と し て 6 月 を 除く 4 て 8 月 で ある と と ヵ 

5) 感染 の 場 : 

と と で と の 時 期 に 栽培 する 農作物 と 農耕 状況 。 特に 下 
肥 の 撤 布 状況 を 調べ た 。 即ち 。 下 肥 が と の 地区 で は どの 
ト ょ うに 搬 布 され て いる か を 特定 の 農家 に つい て 搬 布 場 処 
と 撤 布 回 数 を 内 誠 や 店 光 欄 の 殿 尿 湊 み 出し を 基 に し て 調 
企 し た 。 と の 調査 で は これ ら 対 象 農家 の 農地 の 広 狭 ( 撤 
布 濃度 ), 家 族 の 大 小 ( 挟 『 抽 時 の ee ャ 方 法 ( 腐 吾 の 
有無 ) その 他 が 異な る の で 必ず し じ 条 件 で 

一 視 し て か ぞ え る と と は 出来 に くい 。 が 。 一 応 の と の 地 
区 の 下 肥 搬 布 状 況 の 指標 と する と と は 出 
年 間 を 通じ て 搬 布 回 数 は 大 差 な い が , 昭和 32 年 2 月 て 5 
月 に 多く ヾ , 10 月 か ら 83 年 3 月 に か け て の 山 が 。 
6 月 , 7 月 に は 少な い (第 3 図 B)。 と れ ら 撤 布 畑 の 内 , 比 
寺 的 搬 布 回 数 の 多い の は 麦 と 桑 で , それ だ 続い て 馬 鈴 緒 
に 搬 布 され , 茶 , 菜 類 , 大 根 が 続く 。 と れ ら 主 な 作物 の 下 
肥 搬 布 状況 を 図示 し た も の が 第 3 図 C で , 桑 は 6 月 に 撤 
布 回 数 が 少 ee 昌平 均 し て 搬 布 され る 。 還 鈴 匠 
は 早春 か ら 初 夏 に か け て 使用 きれ る が 夏季 以降 は 全く 用 
上 記 三 種 に 較べ て 回 数 は 少な く , 主 と 
し て 冬期 に 施肥 され る 。 菜 類 は 作 種 名 迄 調査 し 得 な か つ 
た が , 5 月 と 9,10 月 に , 大 根 は 10 月 に 集中 搬 布 され て い 


2 月 以降 に 気 ( 昌 が 温暖 化す 
は 感染 の 時 
* 相 定 さ れ た 。 


な ca 同 


来 よ う 。 即ち , 


み ら れ た 。 


いら れ な い 。 茶 は 





だ た 。 と れ ら の と と > この 地区 で は 麦 畑 , 茶畑 , 大 根 畑 
は 感染 の 時 期 と 考え 感染 の 場 と し て 考え る と と は 
不可 能 で あろ う 。 2 6 月 に 新 , 再 感染 の 少な 
いと と に つい て も , 1 ) は 万 須玉 は なく 撤 布 され て い 
な い の で まず 感染 の 場 と な ら な いと と 。 ま た 2) 田 植え に 


お いて も , 例え 人 殿 尿 が 田 に 搬 か れ た と し て も (水田 に 対 
する 施肥 と し て は , 田植 前 に 水田 を 耕 起 し て 。 水 入れ 以後 
の 時 期 に 行わ れる が , 左 々 田植 後に も 直接 撤 布 され る と 
と も ある 。 ま た 裏 作 と し て の 麦 , 菜種 の 裁 培 時 の 撤 布 は 
上 記 の 下 肥 搬 布 状況 に 包含 され て いる ), 殆 ん ど 感染 の 機 
会 は な いと 考え られ る と と な どか らち 説明 出来 ふう 。 な お 
2 ) に つい て は 釣 虫 仔 昌 は 容易 に 水中 で 遇 化 し て も 活 洪 
に 運動 を する た め に は , 仔 虫 の 表面 に 薄い 水 の フ ィ ル ム 
層 が 必要 で あり , 皮膚 浸入 は 仔 虫 が 滞 く その フィ ルム 層 
の 欠乏 を 感じ 始め る 頃 か ら 行 われ る か ら で あ る ( 南 崎 

1928)。 張 李 ら (1942) は 中 国 の 新 都 附 近 に お いて , Sadun 
e g7.(1955) は タイ 南部 に お いて それ ぞ れ 水田 地帯 で 


( 53 ) 
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感染 率 の 低い こと と を 報じ て いる と と も , と れ ら の 水田 で 
の 感染 の 少な いと と を 裏書 き し て いる も の と 思わ れる 。 
そ と で 下 肥 の 搬 布 面 か ら は 桑畑 と 馬 鈴 墓 畑 か 挙げ られ 
る 。 選 鈴 英 に つい て その 下 肥 搬 布 状 況 を みる と 年 間 の 下 
肥 搬 布 状 況 と 酷似 し, し か も , 年 間 の 新 , 再 感 染 の 状況 
と ほ か ee ) が 観 窒 され た と と の 他 に 収 獲 前 に 
下 肥 が 施さ れ て いる 。 Ao (1957) は 富山 県 で カブ プレ の 
調査 に お いて 5, の 馬 鈴 細 畑 で の 除草 の 折 に 発生 を 
報じ て いる が, の Me 収穫 等 の 作業 時 に は 感染 の 場 
に な る で あろ うと 6 了 n 想 され る 。 桑畑 に つい て は 
年 間 撤 布 され て いる が , 実際 に は 人 殿 尿 の 安易 な 処理 場 
の 利用 され て いる こと が 多い 。 し か も る, 春 夏秋 の 

3 回 の 養 角 時 に は 採 茶 の 為 に , 毎日 , し か も 感染 の 極め 
て 超 り 易い と 考え られ る 朝 に 頻繁 に 畑 に 入る 。 と の 地区 
の 昭和 832 年度 を の 差 3 生 を みる に , 春 奏 は 5 月 8 日 6 月 の 
始め 迄 , 夏 春 は Y 月 20 日 一 8 月 10 日 迄 , 秋 灰 は 8 月 27 晶 
か ら 約 一 ヵ月 間 で あつ た 。 と れ ら 養 符 期 と , 先 に 記し た 
80 基 と は な の ズレ みち れる も 
場 で ある る と と を 示唆 3 う で も ある 。 林 ら (1957) は 埼 


玉 県 の 農村 桑畑 と 攻 子 r 基 2 \ ら 釣 虫 仔 昌 を 検出 し , と れ 
ら 畑 て の 同 染 染 を 予想 し て いる 。Cort eZ 7 (1928) は 中 
国広 東 省 で 桑畑 が 感染 の 場 で め や る と し て いる 。 但し , 同 
じ 養 艇 地区 で も 四 ) | 省 の 或 る 地方 で は 同じ く 殿 尿 を 施肥 
し て いる が その 感染 率 は 著しく 低い 。 と の 理由 と し て 四 
川 省 の 桑畑 は 老 樹 に 仕立 て て あり , 桑 摘み は 酸 子 に 登 つ 
1 いた 。 即ち , 地表 に = 素足 を 接する 人 会 に ょ つ 
て , つ まり 農業 風習 の 差 に こよ つて 感染 が 左右 され て いる 
と いう ee [で あろ う 。 

菜 類 に つい て は 前 記 し た よう に 栽培 種 ま で は 調査 し 得 
な か つた が , すべ て が 同一 種 ご ある と は 思わ れ な い 。 9 


ーー で WWW 一 応 考 慮 外 





な ど で 感 染 の 機会 が 充分 PR Ft we 
が , と れ 以 上 論ずる と と は 調査 の 不備 か ら 不可 能 で あ 


し て 自家 菜園 が ある , 例え , て その 農業 経営 な 式 が 大 落 
で な い 農 家 で も 自家 菜園 の 野 ※ 加 る を , 家 の 周 辺 に 作 つ 
て いる の が 普通 で ある 。 と と で は 原則 と し て 下 肥 を 使用 
し , 且 , 毎日 の よう に 自家 用 野菜 の 採取 に 畑 に 立ち 入 


で あろ うし , 後記 の 草子, 胡 爪 る 栽培 され る か も し れ な 
。 と の よう な 自 家 菜園 園 が 或 は 感染 の 場 に - な る で あろ 


e ノ てこ トー 
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と し て の 畑 へ の 下 肥 搬 布 と いう と と の み で 自家 菜園 の 誠 
査 に 迄 吾 ら な か つた の で , と の ょ うな 共通 な 感染 の 場 が 
ある と と を 推定 し て お くだ け に と さめ る 。 

次 に , 上 記 の 作物 以外 に は 短期 間 で は ある が (年 間 を 
通し て は 少な い ), Fw く 殿 尿 が 下 肥 と し て 用 いら れ 
0 f (4 月 に 多く 撤 布 され る ), 里芋 (5 月 ), 
蕎 子 (8 月 ) が 4 8 月 6 の 失 定 感染 時 期 内 で 挙げ られ る 。 
と の ょ う な 畑 は 。 例え 短期 間 で あつ て も 釣 虫 仔 虫 に と つ 
て 至 適 な 汚染 の 場 を 形成 (感染 の 場 の 準備 ) す る な ら ぱ , 
と の 間 の 立ち 入り 頻度 に よ つ て は むし ろ 上 記 の 作物 以上 


人 oe な プ 
の 感光 * の 場 ムジ フウ る て 。 ご ああ る o 


多 肥 性 の 語 子 は 苗 床 か ら 5 月 初め に 下 肥 を 含め た 元肥 
が 与え られ て 植え られ , Mn 名 に 追肥 及び 除草 作業 が あ 
り , 7 月 下旬 か ら 8 月 に か け て の 収穫 期 に は 毎日 の ょ う 
に 取り 入れ ら 4 2 : 要 な 感染 の 場 に な る be 
ろう し, 里芋 は 4 月 中 名 植え られ , 11 月 に 収穫 され る 
と の 間 多 量 に 人 尿 尿 が 搬 布 され る 。 林 ちら ee は 埼玉 
県 の 農村 で 多量 に 下 肥 が 施さ れる 作物 と し て 桑 , 医 子 , 
里芋 を あげ , と の 内 , 0 周辺 に あり , 仕事 の 
行き 帰り に 通過 する 。 且 , と の 畑 で 肥え か ぶれ が 起 る と 
述べ た 村民 の 存在 を 報じ て いる と と か ら も 注目 する 必要 

一 方 , 甘 著 は そ G 間 床 に 濃厚 に 下 肥 が 搬 布 され て ! 
ト う で ある 。 有 即ち , 初夏 に 充分 な 量 の 堆肥 と 2 入れ 
られ て 苗 床 が 作ら れ , 畑 に 苗 が 定植 され る 迄 。 苗 床 自体 の 
作 夫 は 比較 的 少な く , 直 接 の 接触 機会 少ない に し て も 。 
呈 度 英生 され た 商 床 ぼ 3 の 環境 は 釣 虫 仔 下 に と -~ 
に 好適 な 棲息 地 と な つて いる と と は 疑い 得 な い 。 ・ レ か 
も 。 定植 先 の 畑 に は 通 党 多 早 の 下 則 が 元肥 と し て 』 淫 布 さ 

感染 の 場 が 準備 され て ある の で , 定植 以前 で の 苗 床 

で の 作業 時 ( 苗 作り その 他 ) 及び 定植 の 作業 時 に 感染 の 


ノ て は 非 間 常 


と し 得 て も 5 月 の それ は , 菜 の 栽 培 に 当り , 除草, 間引き 機会 が 充分 に 存する こ と は 当然 推定 出来 る と と ろ の もの 
で ある 。 


と の と と は と の 地区 で 同時 に 行 つた 土壌 中 台 虫 卵 の 季 


る 。 た で ゞ 本 邦 農 表 - お いて 等 し く 共 通 と 思わ れる 問題 と 彼 的 消長 の 調査 の 際 (25 カ 所 を 選定 , 5 g の 土壌 を 採 


取 , 小林 ,。1954 の 方 法 に ょ つて 検査 )) こ とれ ら 苗 床 か ら は 
年 間 を 通じ て 多量 の 顕 虫 卵 を 発見 し 得 。 下 肥 が 狭い 苗 床 
に 濃厚 に 搬 布 され て いる と と を 推定 せ し め た 。 な お , 他 
の 畑 で 遇 虫 卵 が 検出 され な か つた と と か ら 直 ち に 下 肥 が 


る 。 と の 畑 の 作物 と し て 上 記 の 菜 類 は 勿論 , 包含 され る 失 才 き れ て いな いと いう と Ro は 勿論 云え な い 。 そ の 家族 


に 釣 虫 保有 者 々 2 し な け れ ば 名 下 仔 眼 に よる 当 の 場 
は 準備 され た We ら な いと と は 云う まで も な い 。 残 


う に 
と AM \ 想 され る と と ろ で ある が , と の 調査 で は 作物 種 奉 ら (1942) は 玉 軟 奈 と 甘 諸 の 混 作 地 帯 が 中 国 の 四川 省 の 
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昭和 34 年 2 月 (1959)〕} 


或 る 地区 に お いて 有力 な 感染 の 場 で ある と 報じ て いる 。 
と れ は 下 肥 が 充分 に 撤 布 され , 5 月末 か ら 6 月 初め の 適 
当 な 気温 と 降雨 に よ つ て 釣 虫 感染 仔 虫 に ょ る 汚染 飛 境 が 
形 応 され て いる 玉 鎌 委 畑 に , 甘 諸 の 苗 を 手 で 定植 する 際 
に 主として 感染 が 成立 する た め と し て いる の と 人 金 く 同 様 
に 考え られ よう 。 し か や ゃ , 定植 後 (定植 以前 で も 住 々 見 
られ る が ) の 苗 床 Me 本 bc ー 部 の 土砂 や 推 
肥 が 流出 し , 苗 床 周囲 が 汚染 きれ て いた 。 勿論 , と の 土 中 
ょ りゃ 濃厚 に 銅 虫 卵 が 検出 され た 。 従 つて と の 周囲 で の 
農作業 は 云う まで も な く , 裸足 で 歩く と と 自体 も 感染 の 
一 因 と な る と いう と と を 一 応 考慮 し な けれ ば ぱ ば ならない 


な お , MM を 濃厚 に 蒙 つ 
て いた 二 農 家 及 び 急 虫 の 家族 内 感染 を 辻 つ て いた 二 農 家 


が いずれ も ゃ 庭先 に これ ら 苗 床 を 有 し , 不 完全 に 周囲 を か 
こつ て いた の を 観察 出来 , その 内 , 後者 の 二 農 家 は 再三 
の 駆虫 に も 拘ら ず , 順次 連鎖 的 に 新 , 再 感染 し 一 年 後に 
る 家族 全員 を 邸 足し 得 な か つた と と は 興味 深く , 家族 内 
循環 感染 や 家族 集積 性 の 形成 を 示 唆 する ょ う で も ある 。 

一 方 , 釣 虫 感染 の 場 を 決定 する 一 つの 方 法 と し て , 釣 
昌 症 皮膚 炎 の 発生 場所 より 推定 する 方 法 が ある が , と の 
地区 で は 感染 率 , 量 と も に 低く , ほ ゞ 全員 に つい て 行 つ 
た 調査 ご も お 全く その 発生 を 見 な か つた 。 小 宮 ら (1953) は 
集団 駆虫 を 続け た 埼玉 県 の 農村 で , 夏期 に 畑 に 立ち 入 つ 
て 生じ た 皮 KO の 
これ を 釣 虫 の 経 皮 感 染 の 機会 が 著しく 減少 し た た め と 解 
し て いる が , rr の ょ うに 低 感染 地区 . つま り 経 皮 
感染 の 機会 が 少な た い ょ うな と と ろ で は 皮膚 炎 の 発生 場所 
を 以 て し て は 感染 の 場 ま 捉え る と と は 困難 な も の と 考え 
られ る 。 

以上 , 農耕 に 従事 する と と , つま り 汚 染 柚 境 と の 接触 
が 釣 虫 感染 を 招来 する と と か ら , 感染 の 時 期 と 下 肥 の 搬 
布 場所 , 回 数 , そし て 栽培 作物 と の 関係 を 調査 する と と 
に よ ょ る, いわ ば 間接 的 な 釣 虫 感染 の 場 の 推定 方 法 で は , 
と の 地区 の 主 な る 釣 虫 感染 の 場 は 桑 , 馬 鈴 細 , 甘 諸 畑 の 
三 つ が 挙げ られ , と の 内 苗 床 , 本 畑 を 含む 甘 諸 移植 作業 


が 特に 有力 な 感染 の 場 で あろ うと いう 推定 以外 は 不可 能 
で あつ た 。 た で ゞ し , 先 に も 述べ た ょ うに 非 営業 用 茂 菜 畑 
で ある 自家 菜園 で の 釣 虫 感染 は 本 邦 農家 に お いて は 下 肥 


の 搬 布 , 日 々 NE 立ち 入り か ら 充 分 考慮 さ 
れる 必要 は ある が , 論 及 する と と が 出来 な か つた と と を 
附 記 し て お か な く て は 人 し か し , 現在 の 本 邦 の 
農村 , 特に 都市 近郊 の 農村 が そう で ある ょ うに その 経営 
は 極め て 有機 的 に , 且 , 複雑 に 運営 され て 来 て お り , 同 
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地区 内 の 農家 ぐも 個々 の 経営 形態 が 異な る の が 現状 で 
ある 。 従 つ て と の 地区 で 感染 の 場 を 決定 し 得 た か つた と 
と に つい て , 既に 地区 に ょ る 特定 の 釣 虫 感染 の 場 と 云 つ 
た も の が 方 々 に 分 散 し て 成立 し に くく な り , 問題 に な ら 
な い の か ゃ も し れ な い 。 或 は また , と の 地区 の ょ うな 低 感 
染 率 地 区 で は , 場 そ れ 自体 を 問題 に し な く て も 良い の か 
も し れ な い 。 

が 。 い ずれ に 
の 存在 及び 決定 に つい て は , 


で あろ う 。 


こし て も , と の 地区 に お ける 釣 虫 感染 の 場 
さら に 検討 を 要する と と ろ 


要 約 

1) 1957 年 大 以降 。1988 年 4 月 に 至る 間 に 東 京都 の 一 
農村 部 落 こ お いて 釣 虫 感染 状況 を 調査 し , その 疫学 的 考 
祭 を 試み た 。 

2) と の 地区 の RI 9.8 Neo で あ 
り ,。 アメ リカ 釣 虫 が 主 と し 分布 し て いる と 推定 され る 。 
3) 年 上 別 感状 況 か ら も , 人 事 別 感染 状況 か ら 
ぅ 農耕 に 従事 する 階層 に 感染 率 が 最も 高く , 行動 範囲 の 
少な い 幼 児 に 低い 。 即 ち , 農村 の 生活 形態 と 汚染 層 境 と 

の 相互 作用 が 感染 に 大 き な 意 味 を 有する 。 

4) 季節 的 な 釣 虫 の 新 。 再 感染 を 調査 し た と と ろ , 6 
月 を 除く 4 月 か ら 8 月 迄 の 間 に そ と の 時期 が 観 さ れ だ た 
が , 冬季 に は 全く み ら れ な か つた 。 

5) 感染 の 時 期 , 下 肥 撤 布 状況 及び 栽培 作物 と の 関係 
か ら , と の 地区 に お ける も な 多良 放 生 の 坦 は 。 桑畑 , 馬 
鈴 英 畑 及び 甘 菩 畑 ( 苗 床 を 含む お ) な ど を 一 応 推定 し 得 た 


づ ン の ッッ リー) テ 『 う 
パタ その 決定 に は ま の が ソフ / こ 6 


稿 を 終る に 当り , 終始 御 懇 人 篤 な 御 指導 と 御 校 聞 を 頂き 
まし た 予 研 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 甚 の 謝意 を 表し 
まず 。 

また 本 調査 は 伊吹 正 化学 工業 株 式 会 社 の 殺 卵 剤 効果 試 
験 に 附 随 し て 行 つ た も の で 同社 及び 小 財 動 氏 に は 種々 御 
援助 を 頂い た 。 有 駐 , 寄生 虫 部 石崎 達 博士 , 福島 健氏 , 町 
田 保健 所 小野 田 孝義 所 長 , 町 田 市 役所 高城 庫 氏 に 御 協 力 
を 頂い た と と に 感謝 いた し ます 。 

な お 3, 本 報告 の 要旨 は 第 6 回 農家 生活 研究 発表 会 に お 
いて 発表 し た 。 
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Summmmary 


In a village of Tokyo Prefecture epidemiological 
Studies on the hookworm were carried out from 
1957 to 1958. 

Four hundred and thirty-two samples in total 
were exarmined. The incidence of infection amo- 
unted to 9.8 per cent, where ん ec/ の 7 の 72677C の 7226S 
waS predominant。 

The incidence of infection according to age 
groupS appeared to correspond with the amount 
of their activities outside the house. The inci- 
dence of infection was found higher in percentage 
among the residents working in fields and lower 
among those having no/or seldom chance of such 
a work.。 The difference of the incidence above 
mentioned can be explained by their different type 
of activitieS。 

The seasonal fluctuation of the infection thro- 
ughout one year waSs investigated, results of which 
are Showing the hookworm infection was rela- 
tively high in April. May, July and August, and 
low in the other months. In Winter no infection 
occured。 

No relation was found between wheat, rice, tea 
and radish cultivation and hookworm disease, 
whereas the cultivation of mulberry, potato and 
Sweet potato iS considered to be more relevant to 
the infection. 
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昭和 34 年 2 月 (1959)]} 


宮入 上 且 の 殺 






上 由 に 関す る 研究 
(2) 太 酸 石 胡 の 殺 具 効果 に つい て 


飯 島 利彦 大 田 秀 浄 中 己 進一 
山梨 県 立 医学 研究 所 
(昭和 33 年 8 月 20 日 受領 ) 


緒 言 

日 本 住 血 吸 虫 の 中 間 宿 主 宮 入 具 OMcoyze/ZX2 の 5 の - 
が oz Robson の 殺 上 貝 に は 古来 蔵 多 の 方 法 が 用 いら れ 

就 中 化学 薬品 に よる それ は 徹底 施行 が 可能 で 
ある と と , 一 挙 に 広範 囲 の 殺 具 が 実施 出来 る 等 の 特徴 を 
有 す の で 最も 重視 され , 数 々 の 変遷 を 経て 現在 は PCP<- 
Na (Sodium pentachlorophenate) が 広く 使用 6 
いる 。 し か し PCP-Na は 薬効 の 高い 反面 , 農作物 , 】 
類 に 対す る 影響 も $ 又 甚大 で , 年 々 3 
らら れ て いる 。 

中 国 (中 共 ) に お いて は その 中 間 宿 生 の /z カ ezszs の 
殺 具 に 当 つ て , 殊 に クリ ー ク 内 の 魚 族 保護 の 必要 上 。 と 
れ に 対 し て 害 作用 の 極め て 少 い 酸性 克 酸 石灰 ( 乱 1) を 
使用 し て いる (小宮 : 1957, 岡部 : 1957)。 

日 本 に お いて は 各種 農作物 害虫 の 駆除 剤 と し て の 硫酸 
石灰 の 量産 が 行わ れ て お り , と の 宮入 貝 殺 貝 効 果 (室内 ) 
ゃ も 距 に 小宮 ・ 保 阪 raw 等 い Ph っ て 確認 され て いる 。 

茎 者 等 は 殊 に 之 を 現地 に 施用 し た 際 の 規定 量 の , ダ 効 
末 の 最大 を 期す Ye 
目的 と し て 室内 及び 野外 試験 を 行 


ーーー ある ロ 2 に 
ツ て 報 百 3 る 。 


ーー sr テバ 
に うつ K/ こ の が > 


次 の 如き 成績 を 得 た 


実験 方 法 


使用 薬品 は 日 MS \ か る 太 表 石 灰 ( 庄 
2 ) (商品 名 “= ホ ナ ー ト " ) で , 県 予防 課 の 提供 に ょ 


つた 。 
1。 室内 試験 ・ McMullen 法 に 依 つ た 。 径 15cm の 大 
型 シ ャ ー レ ー に 濾紙 を 1 枚 敷 き , 之 に 水 で 所 定 濃度 の 研 


酸 石灰 の 懸 濁 液 を 作り , 出来 得る 限り 均等 に 撤 布 し た 。 





TosHrHiKO JIJIMA, SHUjoO OOTA 錠 SHINICHI 
NAKAJIMA : Studies on molluscicides (2) Mol- 
luscicidal effect of calcium arsenate on Oco22@- 
2 7 の SO の の 7 の . (Yamanashi Prefectural Medical 
Research Institute, Kofu) 


べき か か 系 件 の 究明 を ・ 





薬品 濃度 は 100cm: に 対し 2.5mg, 5mg, 10mg, 20mg, 
40mg, 80mg と し た 。 次 いで , と の 薬液 を 浸し た シャ ー 
ー の 中 央 部 に 宮入 貝 20 匹 宛 を 放ち 。 8。 6,。 12, 24, 
48 時 間 の 5 段階 の 時 間 作 用 せ し め た 。 作 用 後 具 を 充分 水 
洗 し 新 ら し い シ ャ ー レ ー 内 で 飼育 , 第 1, 第 2, 第 4, 
第 7 日 後に 夫々 20 ヶ 宛 を 圧潰 し 生死 の 判定 を 行 つ た 。 実 
験 期間 は 5 月 21 日 より 6 月 1 日 迄 で , 実験 期間 中 の 室温 
は 19~28 で で , 薬剤 作用 中 の 室温 は 19ー22C で あつ た 。 
2. 野外 試験 : 一 方 室内 試験 と 併行 し , 5 月 9 日 より 
6 月 20 日 の 間野 外 試験 を 行 つ た 。 試験 地 の 選 定 に 当 つ て 
は , 殊 に 土質 に 関心 を 払い , 夫々 土質 の 異 る 次 の 3 ヶ所 
を 選定 し た 。 
圭 崎 市 竜 岡町 馬 層 地区 , 壌 
。 以下 深層 は 砂 土 ) 
巨摩 郡 八 田村 上 高砂 地内 , 砂 壌 土地 
中 巨摩 郡 若 草 村上 河原 地内 , 砂 土地 
各 試験 地 共 夫 々 5 m* 宛 10 地 区 を 区 分 し , 
2, 4。 8, 16g の 薬品 を 撤 布 し た 。 第 1 第 5 地区 に 
* 小型 搬 粉 器 (手動 ) を 以 て 粉末 を , 第 6 一 第 10 地 区 に 
は 加 を 以 て 懸 濁 液 き に 拉 布 し た 。 台 湯 液 は 夫々 の 業 品 を 
水 約 10 7 で 調製 し た 。 
効果 判定 は 楽 上 拉 布 後 第 日 。 第 8 日 , 第 14 日, 第 1 
ヶ月 の 4 回 行 つた 。 各 地区 共 1 平方 員 内 の 宮入 貝 全部 を 
5 レ し 水洗 後 上 中 を 圧潰 し 生死 を 鑑別 し た 。 但 し 貝 の 少 き 
- 失 し た 時 は 採取 範囲 を 拡大 し た 。 又 , 薬品 撤 布 前 に 同 
1 平方 過 内 の 貝 の 死滅 率 を 検 し 之 を 対照 と し た 。 


土地 (但し 表層 約 20cm の 


1 還 と を ー 3/ 8 た 


実験 成績 


1. 室内 試験 
試験 成績 は 第 1 表 ! こと 示す と お り で ある 。 





( 誌 1) 酸性 成 酸 石 灰 : CaHAsO。 

( 乱 2) 磁 酸 石灰 : 塩基 性 硫酸 石灰 [Ca (OH)。 3 
Ca。 (AsO,) 。] 中 性 砲 酸 石 灰 〔Ca (AsO,) 。] ( 全 成 素 
40 多 以上 , 水溶 性 砲 素 2 以下 。 
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mg/100 cm 70) の 効果 が 認 % 
mg/100 cm 以上 , 又 7 日 放置 て 


に つ 


ピン だ 3 


られ 


V ス 


タ 2 日 放置 こ 
10mg/100 


Cd0 


cm? 以上 


( 58 ) 














第 1 表 磁 酸 石灰 た 依る 宮入 貝 殺 由 成績 (室内 試験) 
作 ー 2.5 mg/ 5 mg/ 10 mg/ 20 mg/ 40 mg/ 80 mg/ 照 
用 100 cm: 100 cm。 。 100cmi 100 cm: 100 cm 100 cm プー 
供 試 死 死 供 試 死 供 試 死 死 供 試 死 死 供 試 死 死 供 試 死 死 供 試 死 死 

時 経 宮入 中 減 宮入 滅 宮入 貞 減 宮入 中 宮入 貞 滅 宮入 内 減 宮 入 由 減 
間 人 骨 由 数 数 率 貞 数 率 内 数 数 率 有数 数 率 貞 数 数 : 率 有数 数 率 具 数 数 率 
日 _( ヶ ) ( ヶ ) ( 多 ) ( ヶ ) ( ケ ヶ )( 多 ) ( ヶ ) ( ヶ ) ( 昌 ) ( ヶ ) ( ヶ ) ( 多 ) ( ヶ ) ( ヶ 】( 喝 ) ( ヶ ) ( ヶ ) ( 喝 ) ( ヶ ) ( ヶ ) ( 多 ) 
0 半 1 下る - る - 拉 7 5 も 二 < あっ 挫 人 0 半 倒 : 重 2W 事 栖 本 介 
2 0 きす 5 絞 1 5 - 失 こも 2 あ 。 剖 :。 栓 。 才 夫 外 生生 を. 疾 本 を @ 
作 3 20 0〈O 0⑩ 20 2 10 20 4.20 20 17 85 20 20100 20 7 85 20 9 60 
用 7? 20 4 20 20 9 45 20 .20100 20 20100 20 20100 20 20100 20 0 0 
' 補 和 M 0 ひ の 規  0 9 都 1 5 夫 ま 夫 益 まる 3E: 開 を 既 を 人 
時 2 まま うき 導 1 5 20 4 20 20 8 40 20 14 70 20 16 80 20 0 0 
5 4 20 0 0O 20 8 40 20 11 55 20 17 85 20 20100 20 20100 20 0 0 
用 7 20 0O 0O 20 10 50 20 15 75 20 19 95 20 20100 20 20100 20 0 0 
12 1 動き る 名 人 30 欠 4、30 20 < を 疹 玉 ま 義重 私 者 二 の 
時 2 20 1 5 20 3 15 20 12 60 20 18 90 20 18 90 20 20100 20 0 0 
人 4 20 0 0O 20 5 25 20 17 85 20 19 95 20 20100 20 20100 20 0 0 
0 ザ 20 5 25 20 15 75 20 19 95 20 20100 20 20100 20 20100 20 0 0O 
24 1 20 1 5 20 8 10 20 6 30 20 14 70 20 11 55 20 16 8020 0O.0 
時 2 20 1 5 20 4 20 20 15 75 20 19 95 20 17 85 20 20100 20 0 0 
4 20 5 25 20 4 20 "20 19 95 20 19 95 20 19 95 20 20100 20 0 0 
用 7 20 12 60 20 11 55 20 20100 20 20100 20 20100 20 20100 20 0 0 
48 1 20 1 5 20 8 40 20 16 80 20 20100 20 20100 20 20100 20 0O 0 
は 2 20 1 5 20 15 75 20 19 95 20 19 95 20 20100 20 20100 290 0 0 
作 3 20 5 25 20 19 95 20 20100 20 20100 20 20100 20 20100 20 0 0 
用 7 20 17 85 20 20100 20 20100 20 20100 20 20100 20 20100 20 0 0 

AS 9 時 間 作 用 お 場合 水洗 後 1 日 放置 で は 殆ど 効 の 濃度 で 100 の 死滅 が み ら れ た 。 
集 は 認め られ な い 。 2 日 放置 で 攻 く 効果 か 発現 し , 40 (5 ) 48 時 間 作用 の 場合 : 各種 濃 度 共 極め て 効果 的 で 
mg100 Cm“ た 滅 が 認め られ , 4 日 放 較 で 40mg/ あつ て , 水洗 後 1 日 放置 で 10mg/100 cm: か ら , 20mg 
100 cm: の 濃度 で 1002 の 死滅 が 認め ら # Y 日 放置 100 cm* で 100, 2 日 放置 で 5mg/100 cm* か ら , 婦 

Ag E め て 高 > 10mg/100 cm 以上 の 濃度 ご は 上 4 日 放置 で は 5 mg/100 cm で 95%, oy cmi 以 
は すべ て 死 減 し た 。 上 すべ て 死滅 し た 。 更に 水洗 後 Y 日 放置 し た 場合 は 2.5 

( 2 ) 6 時 間 作用 の 場合 : (1) と 殆ど 同様 の 成績 で mg7100 ) cm の 濃度 で 85% の 死滅 が 認め られ , em 
水洗 俊 1 日 放置 で は 効果 は 認め られ ず , 4 日 放置 で 20 cm: 以上 の 濃度 で は 100 守 死滅 し た 。 
上 2 で 高 以上 の 如き 成績 より 算出 され た LD。 は 第 2 表 に 掲 ザ 
時 生れ 2 る と お り で ある 。 

(3) 12 時 間 作 用 の 場合 : 水洗 後 1 日 放置 で は 未だ 効 
果 の 発現 は 左 程 題 者 で な い が , 2 日 放置 する と 20me/100 第 2 表 磁 酸 石灰 の 作用 時 間 と LD。。 
Cm の 上 て 4 日 放置 て は 10mg/I00 cmi 以上 て 。 多 7 作用 時 間 3 時 間 6 時 間 12 時 間 24 時 間 48 時 間 
日 放置 で 5mg/100 cm: 以上 で 高い 効果 が 発現 し た 。 c 

5 生か 人 





[ 証 〕 生死 鑑別 は 薬 品 作用 後 4 日 間 飼 育 の 後に 行 つ た 。 
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2。 野外 試験 

試験 成績 は 第 3 表 に 示す と お り で ある 。 

(1 ) 甘 崎 市 竜 岡町 に お ける 試験 成績 : 他 の 2 試験 地 
と 比 し 最も 効果 的 な 成績 を 収め た 。 薬品 撤 布 後 第 4 日 に 
既 薬効 は 発現 3 効果 は 低く 旦 発 効 に むか ら が ある 。 
最低 は 第 1 区 (1g/m? 粉末 ) の 922, 最高 第 8 区 (4g/m: 
液 ) の 90, 平均 322 で あつ た 。 第 8 日 は 効果 も 均等 化 
し 且 徐 々 に 上 昇 する 。 最低 は 第 1 区 の 20%%, 最高 は 第 
9 , 10 区 (8g/m?, 16g/m? 液 ) の 8822, 平均 75 タ で あつ 
た 。 第 14 日 に は 更に 効果 も 上 昇 し 各区 間 の 差 も 均一 化す 
る 。 即ち 最低 は 第 2 区 の 5322, 最高 は 第 10 区 の 93, 平 
均 83 用 で あつ た 。 更に 第 1 ヶ月 に 到 る と 効果 は 最大 に 達 
し 級 間 差 (地区 差 ) も 薬品 撤 布 量 に 応じ た 差 が 生ずる 。 
即ち 最低 第 2 区 の 7922, 最高 8 て 10 区 (夫々 4, 8, 
16g/m: 液 ) の 100 狐 , ph あつ た 。 

(2 ) 八田 村上 高砂 に 於 ける 成績 : 最も 成績 が 悪く 最 
後 ま で 見 る べき 効果 に CN \ つ た 。 

楽 品 撤 布 俊 第 4 日 最低 第 5 区 (16g/m? 粉 ) の 8 劣 , 最 
高 第 9 区 (8gm* 液 ) の 48 少 , 平均 282, 第 8 日 最低 
第 1 区 (1g/m* 粉 ) 11 狐 , 最高 第 8 区 (4g/m: 液 ) の 
7122, 平均 4922, 第 14 日 最低 第 9 区 (8g/m? 液 ) の 14 
2, 最高 第 1 区 の 10022, 平均 462, 又 第 1 ヶ月 最低 第 
3 区 (4g/m* 粉 ) の 8 劣 , 最高 第 8 区 (4g/m? 液 ) の 
77 多 。 WANG: 

(3) 莉 草 村 上 河原 に 於 ける 成績 : 薬品 撤 布 後 第 4 日 
の 最低 は 第 2 区 9 粉 ) の 8 多 , 最高 は 第 5 区 
(16g/mz 粉 ) の 9222, 平均 55 多 で 薬効 の 発現 は 他 の 2 
試験 地 に 比 し 策 早 い が , 地区 間 に 群 か ある 。 第 8 日 の 最 
低 は 第 3 地区 (4g/mz? 粉 ) の 12, 最高 は 第 6, 第 10 
区 (1gjm* 16g/m* 液 ) の 100 2, 平均 62 め 
第 14 日 , 最低 第 7 区 (2g/mz 液 ) の 27, 最高 中 8 
人 
区 (1g/m? 粉 ) の 2122, 最高 6 第 区 の 88, 平均 60% 
の 殺 貝 効果 が 認め られ た 。 

考 


する が 
の が >。 


で あ Se 


要 

1. 室内 試験 

小宮 ・ 保 阪 (1957) の 酸性 克 酸 石灰 に 依る 宮 
(室内 ) に 依 れ ば , 作用 時 間 48 時 間 (室温 2 
お いて LD。。 は 3.5mg/100 cm: で あり , 筆者 等 の それ 
は 48 時 間 (室温 19 こ 28C) に お いて 6.18mg/100 cm: で 
あつ た 。 一 見 酸性 硫 酸 石 灰 の 方 が 効率 の 高い か の 如く で 
ある が , 実験 中 の 温度 , 得 ら れ た 素 資 料 (両者 共 20mg/ 
100 cm 48 時 間 作 用 で 100 史 死滅 ) 等 ょ り 勘 案 し て みれ 


『 人 内 錠 
28 て 32 x0 ゅ 入 いこ 
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ば 両者 に 左 程 の 懸 内 が ある と 
酸 石 灰 も 双 効 果 の 点 ふ りす れ ! 
の と 思考 され る 。 

次 に 興味 ある 事実 は , 
場合 20.55mg/100 cm?, 


は 考え られ な い 。 従 つて 
ば 宮入 貝 殺 貝 価値 が か ある も 
LDi。 に お いて ,。 3 時間 作用 の 
6 時 間 作用 の 場合 14.55mg/ 
100 cmz,。12 時 間 作用 で 12.81mg/I00 cm? で ある が , 24 
時 間 作用 の 場合 12.96mg/100 cm: と 効率 は 12 時 間 作用 
の 場合 に 比 し 全く 上 昇 し な い 。 然るに 48 時 間 作 用 させ た 
場合 は 効率 は 6.18mg/100 cm: と 再び 急 昇 する 
保阪 (1957) も 酸性 硫酸 石灰 に お いて と れ に と 類似 し た 傾 
向 を 認め て いる 。 と の 原因 が 奈 辺 に ある か は 更に 実験 を 
行 つ て 解明 すべ き 事 柄 で ある が , 従来 用 いら れ た 殺 貞 剤 


基 


小宮 e 


と プー 


に は 見 られ な か つた 現象 で ある 。 
, 砂 酸 石灰 の 特徴 と し て , 楽 効 は PCP-Na に 比 し 


策 遅 効 的 で ある ょ う 着 取 さ れる 反面 , 時 間 的 経過 が 進む 
に 伴い 薬効 が 著しく 増大 する 傾向 が 認め らち れる る 。 即ち 
48 時 間 作 用 の 場合 7 日 間 飼 育 後 の 生死 鑑別 に お いて 2.5 
mg/100 cm で 85 劣 ,。 5mg/100 cm: SR 100 
の の の 死 減 が 認め られ た 。 と れ を 接 ず る に , 砂 酸 石灰 は 喫 


リキ 
に に 


食 赤 で あり , 宮入 貝 は 摂取 し た 太 素 で 中 毒 死 する と と は 
疑 な ほこ と と で , 面 も 克 素 は 体内 に 蓄積 され る 特質 を 有 す 

る の で と の 如き 成績 を 表わす も の と 考え られ る 。 兎 も あ 
れ , と の 現象 は 実際 殺 具 を 行う に 当 つて 考慮 され る べき 


条件 で ある (後述 )。 

2. 野外 試験 

野外 試験 に お い me な 成績 の 得 ら れ た の は 甘 崎 
市 意 岡 町 の 試験 地 に 於 いて で あり , 最も 成績 の 不良 で あ 
ef で あつ た 。 前 者 に あつ て は 殺 具 


実験 後 第 8 日 に し て 平均 Y5 昧 , 第 14 日 平均 882, . 第 1 ケ 
月 98 の 死滅 率 が 認め られ た 。 双 区 各区 島 肝 する 


に , 粉 末 を 以 て 撤 布 し た 1 て 5 区 で 2mg/m? 以下 の 提 布 
量 の 地区 (1, 2 ) と 4mg/m* 以 上 の 撤 布 量 の 地区 (3 
ー 5 ) の 間 に そ の 死滅 率 に 有意 差 が 認め られ る 。 双 懸 江 
貞和 2e p 
が 大 で ある が , 第 14 日 より 効果 は 上 昇 し 第 1 ヶ月 に お 
Me な one 
gm: 所 布 の 第 6 区 の 第 1 ヶ月 の 死滅 率 が 9622 に 達し た 
の は 注目 に 価 す る 。 又 , 竜 岡町 試験 地 に あつ て は 粉末 と 
懸 濁 液 の 搬 布 方 法 で 両者 の 効果 に 有意 の 差 を 以 て 優劣 が 
認め られ た 。 

竜 岡 試験 地 は 金 無 川 放流 に 沿 つ た 平 担 地 で , 前 述 せ る 
如く 深層 は 砂 土 で 表層 は 壌 土質 で ある 。 短小 な 雑草 が 密 
生 し て お ぉ り 試 験 地 と し て 最適 の 条件 を 具備 し て いる 。 こ と 





昭 2 


CI1 
加 2 
cm . 


酸 


* ay ーー 
Gt ざ * に て 


で 


\ 昧 
な ご | 


び Y wr 5 


9 


『 が 


ゃ 、 ーー 
+ー 


(YY /Y 


で ャ 
ピ x 


虹 ぷ 


島 





昭和 34 年 2 月 (1959)〕 


の 様 な 条件 の 下 に あつ て は 季 酸 石 灰 は 1m: に 対し 4 > 


8 (平均 6) g を も つて 規定 量 と する と と が 出来 る 。 前 
et 各 地 に 対し 搬 布 する に 当 つ て は , 僅少 に 失 


る 場合 と 難 , 薬剤 の 散逸 し な い 限り に お いて は 相当 の 
効か 期待 出 来 よう 。 
八田 村 試 験 地 は 水田 に 挟ま れ た 溝 軍 で ある 。 対照 の 死 
滅 率 の 高い の は 本 年 4 月 PCP-Na に 依る 殺 由 の 影響 で 
ちる 。 薬品 撤 布 第 1 ヶ月 に 到 る 間 成 績 は 極め て 悪く 対 賠 
有意 の 差 は 認め られ な か つた 。 刀 薬品 撤 布 量 と 効果 の 関 
係 も 対応 は 全く 認め られ な い 。 と の 試験 地 は 両 長 に 約 50 
m の 雑草 が 繁茂 し 是 内 面 に は 枯草 が 堆積 こと て お り 之 に 
加え 2 ト 水位 が 高く , 降 両 と 共に 相当 量 の 水 (10~15 
cm) が 浴 透 し て 来 た 。 と の 様 な 条件 の 地形 に あつ て は 
磁石 炎 は 指 量 を 増大 し て る 効果 は 期待 出来 な い 。 
大 草 村 に お いて は 中 位 の 成績 を 得 た 。 地形 も 水田 の 
睡 暗 で , 片側 が “土手” と な り 約 30cm の 雑草 が 生え て 
た 。 立地 条件 は お す $ むね 竜 岡町 と 八田 村 の 両 試験 地 の 
中 間 に 位 する 。 商 少し く 之 を 見 る に , 第 1 ケ月 の 成績 が 
第 HH の それ に 比 し 生 低下 ナ る こと が 春 取 され る 。 け だ 
し , 地形 不 系 の 故に に 生存 宮 5A 旧 が 束 く 薬 剤 の 作用 を 免 
れ 得 た も の と 推測 され る 。 第 2 に 4gjm* 以上 の 撤 布 地 
区 と , それ 以下 の 地区 で 殺 具 効果 に 優劣 が 認め られ る 
面 し て , 4gjm? 以上 の 搬 布 が 行わ れ た 地区 に 座 い て は 
確実 に 殺 上 貝 の 効果 が 収め られ て いる 。 第 3 に 当 試 験 地 と 
いて 搬 布 形態 (粉末 か , 懸 濁 液 か ) に 依る 殺 具 効果 に 


の 差 は 認め ら れ な か つた 。 






結 論 
以上 に ょ り 筆 者 等 は 克 酸 石灰 に 依る 宮入 具 殺 具 試 験 よ 
り 次 の 如く 結論 する 
1. 本 剤 に 依り 宮入 内 殺 内 事 業 を 実施 する に 当 つ て , 


使用 薬品 量 は 4 ~ 8 gm* と し , 6gjm* を 以 つ て 規定 量 
と すべ き で ある 。 

2. 搬 布 型 態 は 粉末 , 懸 濁 液 の 何れ も 効果 が 期待 出来 
る 。 然し 生 ら 測 上 濁 液 を 以 つ て , より 着実 な 効果 が 収め 
得る 。 

3. 不 整 地 ( 殊 に 雑草 の 第 茂 , 堆積 物 の 果 積 ) に 搬 布 
し た 場合 薬効 は 極め て 低い 。 或 は 殆ど 期待 出来 な い 。 

4. 技 布 後 の 通 水 は 10~14 日 間 禁 忌 さ る べき で ある 。 


楽 効 は 通 水 に 偽り 著しく 低下 する 。 


5. 薬効 は 薬品 撤 布 後 第 14 日 或 は それ 以後 ( 撤 布 後 第 


( 61 ) 


6+ 


1 ヶ月 迄 ) に 判定 すべ き で ある 。 
6. 本 論 と 別に 次 の 諸点 に 特に 留意 すべ き で ある 。 
(1 ) 搬 布 地域 の 雑草 を 家畜 に 技 食 せしめ ぬ と と ( 薬 
品 残 存 試験 は 別途 之 を 行う 予定 で ある )。 
人 


置 を 培 ぜ し な る 


県 き 。 


握 筆 に 当り 5AeWia と 有益 な 御 批判 を 賜 つ た 国立 予 
防衛 生研 究 所 寄生 虫 部 長 小宮 義孝 博士 に 深 甚 の 謝意 を 表 
する 。 

本 論文 の 要旨 は 昭和 33 年 第 18 回 日 本 寄生 虫 学会 東 且 
本 支部 大 会 に お いて 発表 し た 。 
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SummarY 


Results of molluscicide by calcium rasenate for 
Ozcozzz/27 OsO の Zo7 の were as follows : 

1. The effective amount of calcium arsenate 
for 〇 . zoso カ oz7 の waS 4-8 gms/m*, and its the 
standard amount for practica] use was determmined 
aS Six grarmS Der In“. 

2. This compound isS practically applicable either. 
in form of powder or solution, but in the latter: 
form it appears to be rather more effective. 

3. In areas thickly covered with weeds and 
with piled brocks its application should be avoided, 
because in these areas the cormpound WaSs proved 
to have lower effects. 

4. Watering the ditches should be avoided for 
10-14 days after the application of the compoundS. 

5. The determination of the effect of the che- 
micals to snails should be carried out in practice 
at least 14 days after its distributionSs。. 
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寄生 線 虫 類 感 染 幼 虫 の 生 見 に 関す る 研究 
(2) 多 昌 頼 , 毛 様 線 占 等 の 試験 管 培養 検出 法 に 於 ける 至 適 条件 の 検討 


白坂 


竜 順 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
(部長 長谷 川 秀治 教授 指導 佐々 学 助教 授 ) 
(昭和 33 年 8 月 28 日 受領 ) 


まえ が き 

寄生 虫 集団 検診 に あつ て は , と : (し まで 簡単 な 直接 本 
の も 多く 実施 され て 来 た が , と の 方 法 は 釣 虫 類 な ど 

検出 素 が 悪い と と は 周知 Wes る 。 と れ を 補 ふ 意 
味 で , 近年 は 濃厚 塩類 湊 液 を 6Eee re が で 実用 
され つ ゝ ょ ある が , と れ に も な お 不 充分 な 称 い 。 さら 
に 最近 で は 培養 法 が 集団 検診 に 応用 され る ょ うに な り , 

と の 方 法 は 釣 和 虫 類 , 毛 様 線 虫 , 糞 線 虫 等 の 検出 に は 最も 
, し か る 釣 虫 の 種別 が 可能 ご ある 為 に , その 価値 
が 高 の 
る 集団 検診 の 実施 に あ た つ て その 操 
作 が 簡単 で , か つ 判 定か 聞 実に 行い 得る ょ うな 技術 面 の 
改良 を 行い 。 すでに 大 鉱 従業 員 や 農村 民 を 対象 に 2 カ年 
間 に わ た り 約 7 万 人 の 検査 を 行 つて 興味 ある 成績 を 報告 
し た (佐々 ら :1957, 1988) 導 者 は こと の 研究 と 俳 行 
て 。 菩 養 法 を 行う に あ た つ て の 至 適 条件 を 追求 し , また 
諸 種 の 培養 条件 下 に お ける 各種 線 虫 の 検出 成績 の 比較 検 
討 を 行 つこ , 本 検査 法 に 関す る 基礎 資料 の 集積 に 努め て 
来 た の で , その 結果 を まとめ て こ ゞ に 報告 する 

腸 内 寄生 線 虫 類 に は 回 虫 , 鞭 虫 , 暁 昌 の よ うに 卵 の ま 
ゝ 経口 染 する も の と , 釣 貝 類 , 毛 様 線 虫 類 , 糞 線 息 
問 の よ うに 親 虫 か ら う みみ 出さ れ た 卵 が 外界 で か えり , 
habditis 型 幼虫 か ら 則 aria 型 効 虫 に まで ee す 
ん だ の ち , 経口 , 又は 経 皮 感 染 す る も の と が あみ と バ 
培養 法 の 原理 は 後者 の 発育 型 を 示す 線 虫 類 を 保有 する 
便 を ガラ ス 器 内 で 発育 さだ , 水中 に 名 aria 明か 
出す る の を 待つ て と れ を 検出 し , その 形態 に より 線 虫 の 








RYUKOH SHIRASAKA : Studies on the bionornics 
of infective larvae of parasitic nematodes (2) Re- 
searches for the optirmum conditions in the test 
tube cultivation of hookworm and 7 ァ zzcZos/ ヶ ogy/s 
larvae (Department of Parasitology, Institute for 
Tnfectious Disease, University of Tokyo) 
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種類 を 判定 する る の で ある 。 

区 便 材 料 か ら 釣 虫 類 効 虫 な ど を 培養 する に あ た つ て 

で シャ ー レ を 用 いた 瓦 培養 法 な ど と , 原田 ら 

(1951) に ょ り 報 告 さ れ た 試験 管 を 用 いる いわ ゆる 濾紙 
維 SI て いる 。 と ゝ に 用 いた 方 法 は , 原 
田 氏 法 に その 原理 を とり, その 培養 技術 な MA 
作 に 改良 を 加え , 伝 研 寄生 虫 研究 部 に お いて 標準 と し 
いる 試験 管 培養 法 で ある 。 

集団 検診 に あ た つ て は , 容器 に シャ ー レ を 用 いる 方法 
より , 試験 管 を 用 いた 方 が は る か に 便利 で ある と と は ゆめ 
うま で も な い 。 また 試験 管 を 用 いる 原田 2 2 が > 
と 加え た 主要 点 は よ 。 Lan を ポリ エチ レン 片 を 用 い -~ 
密封 し , 液 の 乾燥 と ゴミ の 混入 を 防い だ こ 濾紙 生葉 
便 塗 抹 法 を 基礎 実験 に より 規準 化し た こと , 結果 の 判定 
(に アン キロ スコ ー プ を 用 い , 陽性 例 の 判別 は も と 
ちる 程度 線 虫 の 種別 を も 可能 に し て 検査 能率 を 著しく 向 
上 させ た 点 に ある ef て い < を 標準 
は 次 の 通り で ある が , と れ を 標準 と し て 採用 す ( こ 
な る ま まで に 本 に 記 人 し し た よう な 基礎 実験 を 0 次 第 

試験 管 培養 法 の 標準 術 式 ( 伝 研 寄生 明 部 法 ) 

内 径 1.8 cm, 長き 17cm の いわ ゆる 中 試験 管 = 用 
い , と れ を 挿入 する 濾紙 は 幅 2cm, 長 さ 16 cm の 長 方 
形 を 正中 で 2 つ折 り に し た も の で ある 。 な る べく 新鮮 な 
便 を 約 0.58 割 著 で と り , 濾紙 の 一 滴 よ り 5cm, 他 端 よ 
り 2 cm を あけ て 残り の 約 9cm の 部 に うす く 平等 に な 
すり つけ , 5cm あけ た 方 の 適 を 下 に し て 管 中 に 挿入 
し 。 清水 8 cc を 加え , 管 口 に 6cm 正方 形 の ポリ エチ レ 
ン 片 を 輪ゴム で と め て 密封 する 。 と れ を 凡そ 25'C で 10> 
14 日 培養 し た 後に 管 許 の 水中 に 渡 出 する 線 虫 類 を アン キ 
ロス oe し, 必要 に より ピペット で スラ イ 1 
た うえ , 通常 の 歌 微 鏡 で 種別 を 判定 


デ ォ 
は , es 還 


還 、 
よ リ ぅ 3 


< k 加 温 固定 し 
する の で ある 。 





び 。 
水 # 
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本 研究 に お いて は , 以上 の 方 法 の うち , 培養 温度 , 便 に 移し て その 中 の 東 数 を し ら べ 。 き * この 試験 管 に は は 新 レ 
量 , 塗布 面積 塗布 部 位 , 水量 な どの 諸 条件 を 変え た と 8 cx の 表 を 加え て 再び も と の 還 度 に 保存 し た 。 表 中 の 
き に , ツ ビ ニ 釣 虫 , アメ リカ 釣 虫 , 毛 様 線 虫 を どの 検出 数 字 は いずれ も 2 日 お き の 期 間 中 に だ け 出 現し た 下 数 の 
成績 が どの よ ょ よ 5 に 変る か , また と れ ら を 検出 する に 至 適 10 本 の 合計 を 示す も の で ある 。 人 人 た 人 後 

















な 条件 は どの 範囲 に ある か を 解明 する 為 , 以下 の 実験 に アン キロ スコ ー プ で し ら べ , 移し 残し た 虫 の 数 を 記録 
行 つ た 。 し て と これ を 加え . その 分 だ け 次 回 の 検 旧 数 か ら 差 し 引い 
実験 成績 だ っ 5 ぅ は 各 温 度 (19 日 (7o. の 場合 ( Pet 
材料 は ツ ビ (4.2) アメ リカ 釣 昌 (Va.) 毛 様 線 東 合 に より 8 日 間 ) 保 存 し た 上 で , と れ ら を 2PC の 人 恒温 
(7.g.) を それぞれ 単独 に 保有 せる 便 を あら か じ め え と の 生 - 0 する 数 を し ら べ て さら に 生き 成っ 
び , 採 便 後 1 日 以内 の も の を 集め , 便 約 100 8 に 4 ce の て いる 虫 の 数 を 推定 し た 。4. み の 材料 に つい て は 。 87 
水 を 加え て 割 閉 数 本 で 20 か 間欠 し て 均等 に 卵 を 分 布 さ C に お い 二 最高 の 流出 表 と 示す の は 2 4 日 の 間 で , 総 
せ た 上 で 使用 し た 。 計 404 臣 の うち 263 匹 (65.22) が と の 期間 に 水中 に 移 
1 堪 養 思 度 (第 1 表 ) 行 し 。 10H 以 後に は も う 取 は 出 な く な る 。25 で に する 
養 試験 管 を 色々 な 温度 に 保存 し た 場合 te と 上 。 その 漠 出 速度 は や > お と く な つて , 最高 は 6~8 日 
潮 出 数 の 時 間 的 経過 及び 総数 の 比較 を し ら べ た (第 1 人 ) 659 匹 (総数 45.32) と な り , 洪 出 の 期間 る 長 
表 )。4. み , lg, 7o. を それ ぞ れ 単独 に 保有 する 8 種 の > 12 日 以後 に も る 41 匹 ( 2.7 多 ) が さち に 現われ て い 
便 材料 を 各 0. see 37C, 25C, 室温 ( 平 る 。 し か し , 総数 は 1,515 匹 を た 示し て , 37 で C の 場合 の 凡 
均 15 で 最高 0 で kN C)。 9 で , 4 CO, 0 や, 一 10 や で , て 8.7 倍 に も る 達 す る 。 室温 (平均 15(C) で も 34 日 目 か 
の 7 段階 の 温度 に それぞれ 10 本 づ ゝ 試験 管 に 入れ て 保有 ら , 少数 の 虫 が 見 出さ れる の が 12 日 後に 25 で に 移し た 後 
レ , ま %4.6.8。10。 12 日 ] 目 に 何 中 の 幼 昌 が 水中 に 漠 出 ! に 470 匹 (78.4%) が 漠 出 し て 来 た を 。 し か し 。 総数 は 始 
て 来 た か を 数 えた 。 と の さい に は , 底 の 水 を 他 の 試験 管 ら か ら 25C に お いた も の の 約 422% で あつ た 。 9 'C 以 下 の 
第 1 表 異 つ た 培養 温度 に お ける 各種 幼虫 の 出現 状況 
経過 日 数 ど と の 出現 幼虫 数 後 観 察 

種別 温度 1 日 2 日 4 日 6 日 8 日 10 日 12 日 10 日 計 

37"C 0 0 93 34 5 0 0 0 133 

25? 0 0 16 55 26 19 2 0 118 

室温 0 0 0 0 0 0 4 8 12 

2. 9? 0 0 0 0 0 0 2 4 6 

4? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

0? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

ー10? 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

37“ 0 12 263 92 34 0 0 404 

25? 0 0 122 440 659 151 52 41 1,515 

室温 0 0 6 31 44 45 32 470 621 

4. 9? 0 0 0 0 0 0 0 107 107 

4? 0 0 0 0 0 0 0 20 20 

0? 0 0 0 0 0 0 0 45 45 

ー10" 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

37“^ 0 1 24 58 9 ーー ーー 0 91 

25? 0 0 2 207 201 - - 70 480 

室温 0 0 4 20 40 ー - 269 333 

7.o. 9? 0 0 0 1 9 - 62 ン 

4? 0 0 0 0 0 ーー 64 64 

0? 0 0 0 0 0 ー ー 86 86 

ー10" 0 0 0 0 0 ーー ー 0 0 
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第 2 表 一 定 面積 に 異 る 便 量 を 塗布 し た 場合 培養 日 数 毎 の 検出 幼虫 数 





4 日 5 日 





日 

8 1 0 
9 8 0 
1 37 11 
8 75 12 





6 日 7 日 


30 30 71 31 61 28 355 


8 日 9 日 10 日 12 日 計 


0 0 0 0 0 1 10 
2 0 0 0 2 0 21 
6 1 2 0 0 0 56 











12 5 1 


6 102 67 
12 114 29 
5 58 18 


ゃ の は 12 日 た つて も フィ リヤ 型 幼虫 は 水中 に 見 出さ れ 
ず , と れ を 25*C に 移し て 10 日 後に は 9 で 107 匹 。 4 O 
及び 0'C の も の は さら に 少な く , 一 10C に お いた も の は 
つい に 虫 の 出現 は み ら れ な か つた 。 Mg に つい て まき 

g み と 似 た 傾向 が みみ られ , 87 で C で は 2 て 3 日, 25C で 
は 4 て 6 日 の 間 が 最高 流出 数 を 示し た が , 全般 的 に は 
4.7 より 高温 に 適応 し て , CN は 弱い 傾向 が あり , 
ルン 

と 9 CO で は 流出 日 数 が ずつ と お そく な つて 。 25'O に 移し レ 
て ぁゃ 出 現 数 が 著しく な いなり, 4 "CO 以 下 に 12 日 お く と 
れ を 25O に 移し て き 虫 は 現 わ 来 な か つた 。 と 
は 4., 5 が NR ho 
し た の と 比べ て 著しい 差 で ある 。 

Z7.o. は 逆 に 4. み より も 低温 の 方 に 適応 が 見 られ , し 
みか も その 洛 出 速度 が 同じ 条件 下 で も 4. み , W.g. より お 
てい の が 特徴 で ある 。37C に お いた も の で る 最高 湊 出 数 
は 4 て 6 日 の 間 に み られ , 済 出 総数 91 は 25'C の 480 に く 
ら べ 約 5 分 の 1 に すぎ な い が , 室温 に 8 日 お いた も の で 
ゃ も その後 25C に 移す と , は じ め か ら 25'C に お いた も の に 
近い 数 が 検出 され , 9' で , 4'C, 0 'C の も の の 出 数 に 
ゃ 著 差 が 認め ら し か し , 一 10 で に お く と 死滅 す 
る と と は 4. み と 同様 で ある 。 

以上 の 成績 か ら , 3 種 と も こと この 電 困 の 温度 で は 高温 は 
ど 息 の 出現 が 速 か で あり , 温度 が 4 導く な る と 中 
の 済 出 が み られ な く な り , さら に - 低 く な る と 死滅 し て , 
と れ を 適温 に も ど し て も フィ ラリ 出現 か みち 
れれ なくなる と と ゝ 。 流出 する 総数 が 温 茹 す 


災 * 
また 低 す ぎ ^* に こ や 到 商 温 度 ( mo SW 少な 馬 - < えさ と が 一 般 


デー 


( 


う ーー 
れれ な い 


的 に 指摘 され る 。 し か し , その 温度 条件 は 上 虫 の 種類 に ょ 
Mk り , た と えば ez. は 37 で と 25'C で は 虫 の 総数 

- 者 差 が な い の に だ 比 し て 。4. み と 7o. は 87C に お く e 
Fe より 


数 が 著 し く 少 ない 。 逆 ( こ 低温 に 対し て 6 


0 0 0 0 1 20 
4 2 0 5 0 51 
7 29 9 2 0 351 


31 14 56 80 71 32 459 
7 15 9 8 6 19 155 


rg. は 弱く て , 15*C 以 下 の 場合 に は 虫 の 出現 の お く 

き , 総数 の 減少 も 他 の 2 種 に 比 し て 著しく , 4 以下 で は 

死 浅 す る の に 比べ て , 4. み , 7o. は か 生存 が 認め 
れ た 。 ま た 。 同じ 湿 度 に お いて , 7.g. は 4. み や ん の 


幼虫 の 流出 する 時 間 的 経過 が 長い と と が 認め られ 


以上 の 所 見 か ら , 培 基 温 度 も 打 B 才 なぁ 貞和 時 
早い が 4. み と 分 o. で は 総数 が 少な く な る の で 検出 事 
が 低く な る お それ が ある と と より 25 "O の 方 が 好適 で あ 
り , また , 材料 を 低温 に お く と その 程度 に ょ つて 出現 す 
る 数 が 減少 し , と くに , Mg, で は 4.Z, や 7o. より 

温 に 対す る 抵抗 か 弱い と と が 示さ れ た 。 

2。 塗布 便 量 の 検討 (第 2 表 ) 

と の 実験 は , 濾紙 面 に ぬる 便 量 が どの くら い が 最 適 で 
あぁ る か を 知る た め 同 一 面積 に 異な る 便 量 を ぬ つて , 効 委 
出現 状況 を 知ら べた も の で ある 。 ツ ビ ミニ 釣 虫 卵 を 単独 に 
保有 する 便 を えら び , 濾紙 面 の 幅 2 cm, 長 さ 8cm の 重 
囲 に 0.18, 0.2g, 0.45, 0.8& (第 2 回 実験 で は 
1.6 8 wa 9 の 便 を ぬり , 水 8cc を 加え て 試験 管 に 入 
れ , 25 で に 保存 し て 毎日 その 水 を 傾斜 し て 他 の 管 中 に 移 
ro ぞ え 新 に 水 8 cc を 加え て また 25C に 保管 
レ し つ ゝ 観察 を つ さ けた も の で ある 。 各 実験 と も , 同じ 条 
件 の も ゃ の を 5 本 づつ 作り , 各 管 中 の 息 数 を 合計 し て 表 に 
示し た 。 な お , 本 材料 の 1 g 中 の 了 虫 卵 数 は Stoll 法 で は 
か つた と と ろ 到 G 188 で あつ た 。 

と の 結果 , 両 実 験 と も 0.1g, 0.2g, 0.4g, 0.8 
g の 順に 便 量 の 増加 と 共に 出現 幼虫 総数 の 増加 が 見 られ 
た の は 当然 で ある が , 1.6 8 に な る と 逆 に 0.88 よ り 減 
少し , 便 量 が 多 す ぎる と 幼虫 の 発育 率 が 低下 する 5 
認め られ た 。 ま た , 一 般 に 便 量 が 少 い ほ ど 発育 が 早 

, 短期 間 の うち に 由 が 浮 出 し , 3 0 交 ereF 
の 人 かも を くそ の 出現 期間 に わた る と と を 認め 
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第 3 表 布 面積 に よる 各 培 養 日 数 第 の 幼虫 検出 数 























面積 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 . 10 昌 計 
に Rap 人 2 0 0 ー 
陽性 本 数 0 0 1 シン 2 2 3 3 3 3/5 
4cm: 幼 東 数 0 0 0 4 1 1 0 3 1 7 
陽性 本 数 0 0 0 2 3 3 3 3 3 3/5 
8cm:* 幼 下 数 0 0 0 7 0 8 26 14 6 61 
陽性 本 数 0 0 0 4 4 4 5 5 5 5/5 
1 幼 東 数 0 0 4 8 1 5 4 13 ー 35 
陽性 本 数 0 0 2 5 5 5 5 5 に 5/5 
_ 庄 . 各 面積 に つい て 上 段 の 数 字 は 観 療 日 数 に 応じ 新 に 江 出 し た 幼 点 数 。 下段 は その と き の 5 本 の 試 
験 管 中 の 陽性 本 数 の 累積 , ツ ヅ ビ = 釣 虫 を 用 い 便 量 は いずれ も 0.4g. は 
第 4 表 濾紙 上 の 塗布 部 位 に ょ る 各 培 養 日 数 毎 の 幼 昌 検 出 数 
夷 養 日 数 
部 位 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日 6 日 7 日 8 日 10 日 計 
6 上 3 幼 重 数 0 Sg 0 0 80 = 穫 ーー 48 49 1 
- "陽性 本 数 0 0 0 0 (2) ⑤) (⑤) (5) (⑤) ⑤) 
下 部 幼虫 数 0 0 4 15 72 59 70 415 105 740 
喝 性 本 数 0 0 ①⑪ (③) (⑤) (⑤) ⑤) (5) (⑤) ⑮ 
計 . 便 量 0. 4g, 各 5 本 を 同一 条件 で 培 半 
K が 検出 され な か つた と と を 示し て いる 。 
以上 の 成績 か ら , 培養 法 に よ 2 検出 する さい に と の 成績 を みる と, 0。. ンー cm, 4 平方 
は 濾紙 面 に ぬる 便 量 に 至 適 範 囲 が あつ て , 量 が 少な けれ em の よう に 小 面積 に 厚く ぬ つ た 場合 に は 出現 幼虫 数 が 
ば 虫 卵 数 が それ に 応じ て と 少ない の で て 。 出現 幼虫 数 も 少な それ ぞ れ 5, 7 と いう よう に 少な く , いずれ も 5 本 中 8 本 
さ NN の は 当然 で ある が 多 す ぎ て も 便 層 が 厚く 人 し か 陽性 と な つて いな い 。 と れ に 反し 8 平方 cm の 場合 
, 発育 の 率 が 低下 し て 成績 が お ちる と と が 示さ れ た 。 は 6116 平 方 cm の 場合 に は 85 Mer 5 本 全部 陽性 
し か も , 便 量 が 3 多い と 底 の 水 が : ち れ る る 危険 が 多い の で 実 と いう ょ うに と 広い 面積 に う すく ぬ ぬ つ た 組合 ( に は 幼虫 の 発 
用 上 - は 凡そ 0.5 8 前後 が 至 適 と 判断 され た 。 育 と 流出 お 良好 で ある と と が 分 つた 。 なお, 16 平方 cm 
3. 次 布 面積 の 検討 (第 3 表 ) 8 平方 em の 方 か 箇 旧 数 が 多かっ た の は お そら く 前 
さき の 実験 で 便 量 と 流出 幼虫 数 と の 間 に は 密接 な 関係 者 の 場合 便 を ぬる 範囲 が 広 すぎ て 管 席 の 水 の 近 くま で 便 
が ある と と が 分 つた の で , 次 に 同一 量 の 便 を 異な つた 面 が 達し , 水 を 汚染 する に 到 つ た た めで , と の よう と あま 
積 に ひろ げた 場合 の 幼虫 済 出 数 の 比較 を 行 つ た 。 0.4g り 便 を ひろ げす ぎ て る 反 つ て 成績 が お ちる と と が 褒 > うら 
の 便 を それぞれ 幅 2 cm 長 さ 16 cm の 濾紙 の 中 央 部 を 中 胡 洪 。 
心 と し 長 さ 1cm (面積 2 平方 cm), 2 cm ( 4 平方 cm), 4。 浴 布 部 位 の 検討 (第 4 表 ) 
4 cm (8 平方 cm), 8 cm (16 平 方 cm) の 範囲 に 塗布 し 濾紙 に 便 を ぬる 場合 , どの 部 位 に ぬる べき で ある か 
た も の 各 5 本 づつ を 作り , 各 管 に 水 8 cc を 加え て 口 を ポ は , と れ ま で 充分 に 検討 され て いな か つた 。 そ と で ,。 ツ 
リエ チレ ン 片 で か ぶせ , 25'C に 保存 し て 10 日 間 , ほ ゞ 毎 = 釣 虫 卵 を 単独 に 保有 する 新鮮 便 キ えらび, その 0。.4 


日 1 回 づ 。> ア ン キ ロス ユー プ を 用 いて 各 管 の 幼 息 済 出 の SS 
数 及び 5 本 の うち の 陽性 本 数 を 記録 し た 。 な お , この 材 4 区 域 に 分 けた うち 上 か ら 2 番目 の 第 2 区 (上 端 より 4 


料 は ツ ビ = 釣 虫 を 単独 に 保有 せる も の を 用 いた 。 cm と 8cm の 間 ), 及 び 第 8 区 (上 端 よ り 8cm と 12cm 
第 3 表 は 各 観 察 日 ど と に 前 回 の 観察 修 に 新 に 出現 し た の 間 ) に ぬ ぬ つて , と れ を 管 中 に 挿入 し , 常 法 の ょ うに 水 
幼虫 数 と , それ まで の 昌 積 陽性 本 数 を 示し た も の で , た と 3 cc を 加え ボリ エチ レン 片 の ふた を し て 25*C に 保存 し , 


えば 2 cm の 場合 。 8 日後 と 4 日 後 の 間 の 24 時 間 に 8 毎日 その 幼 了 虫 出現 状況 アン キロ スコ ユー プ で し ら べ た 。 
本 の 管 中 に 合計 し て 8 匹 の 虫 が 新 に 現われ た と と , 及び 即ち , 第 2 区 (上位 ) の も の は 便 を 塗布 し た 部 位 が 底 の 
4 日 後に 5 本 中 2 本 に 了 虫 が 陽性 で あり , 他 の 8 本 に は 虫 水 か ら 少 な くも 6cm は な れ て お り , 第 3 区 の も の は 約 
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第 5 表 水量 の 差 に ょ る 検出 幼虫 数 の 比較 
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証 . 各 沙 量 ど と の 上 段 は 効 昌江 出 数 の 累計 下 自 は 5 本 中 の 陽 作 本 数 の 累計 


2cm し か は な れ て いな い 。 両 群 と も 5 本 づ ゝ 用 意 し , 
( ほ ゞ 24 時 間 お き に 陽性 本 数 及び 効 出 現 数 (5 本 の 合 
計 ) を 記録 し た 成績 が 第 4 表 で ある 。 

これ を みる と , 10 日 間 の 幼虫 若 出 数 は 上 位 の も の で 6 
11, 下位 の も の で 740 と あま り 差 0 ト w また 両 群 と ミ 
5 本 全部 が 陽性 で あつ て , 10 日 後 の 判定 成績 に 差 は な か カ 
つた 。 し か 【 材料 き boa 東 が 現 われ る まで 

の 月 数 は 下位 の も ゃ の の 方 が 短く, その 初日 は 上 位 5 日 
変 。 下位 3 日後 で あり , また 0 と ぁ 全 部 陽性 と な る 日 
ん は 上 位 6 日 後 , 下位 5 日後 で あつ た 。 

と の 実験 か ら , 10 日 後に 半 生生 人 hd 便 を 壮 紙 と 
上 部 に ぬ ぬ つて も , 下部 に 友 つ て も 成績 に 差 を 認め な い 
が , 下部 ( 水 の 近 く ) に れ 計 協 昌 の 出現 が や > 早い 傾 
向 が 見 られ た みか し , その 反面 便 が 水面 に 近く まで て 達 
する と , 水 を 汚染 し て 判定 に 困難 を 来 し , 又 幼 虫 の 発育 

障 が あ る と と は すでに 経験 され て いる と と で ,。 や 
は り 便 の ) 沙 有 部 位 る 適当 に 水面 よ 
の と と を 邊 つた 。 

5. 水量 の 検討 (第 5 表 ) 

試験 管 培養 を 行 ふ 際 に , これ に 入れ る 水 の 量 が どの 位 
が 適当 ご ある か を 知る た め ra 行 つた 。 原田 ちの 
原 法 で は , 試験 管 口 を 開放 し て お く た め に , 水 が 蒸 発し 
て その 成 積 ミ 革 の 記 に より 著しく 左右 され る が , 我 

の 培養 法 は 管 ロ に ボリ エチ レン 片 を 輪ゴム で と め て 密 


員 す る 衝 に 。! ほとん ど 水 量 に 変化 か が な く , と の 実験 も 後 


 / ー マ 
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ーー 
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1 し 
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ES 


1Y 
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ホー ナーーー デー し つぶ で 月 寺 ) 
り は な すこ と が 望ま し 


者 の 条件 で 行 つ た 。 

ツ ビ ニ 釣 息 卵 を 単独 に 保有 す 
ぬる 便 量 は すべ て 0.4 g と し , と れ と 同じ 
位 に ぬり , 濾紙 を 挿入 し て 後に 加え る 水量 を 0.1。 0.2, 
0.5, 1.0, 2.0, 4.0, 8.0。 16.0cc と 8 段階 に 分 け , 
各 5 本 づ ゝ 作り , 25 , ほ ゞ 毎日 その 成 


る 材料 を えら が び , 濾紙 に 
面積 で 同じ 部 


ご 14 日 間 培 養 し 
(BN 上 び 上 を 証し 


と の 結果 , 0.1cc の も の は 濾紙 と 便 : CE 
に 水 が な く な り , 14 日 た つて も 1 匹 も 幼虫 は 出現 し 
つた 。 0.2cc の も の も 水 が な い の は 同様 で あつ た が , ち 
ず か に 5 本 中 2 本 , 管 底 の 水滴 の 中 に 合せ て 3 匹 の 幼 邊 

0.5cc の も の も 0.2cc と 同 
- 5 本 の 中 1 本 幼虫 が 現われ 陽 
性 で あつ た 他 は 4 本 と も る 水 が な く 陰 性 で あつ た 。 1 ce の 
場合 は 前 者 と と と な り わ ず か で は あつ た が 管 上 底 に 水 が 認 
らら れ 5 本 の うち 38 本 が 陽性 と な つて いた 。 2 cc 以上 の 
も ゃ の は 5 本 こも 陽性 で あつ た が , 門 出 現 数 は 2 cc25, 
4 cc77, 8cc84, 16cc68 と いう よ うに 。 2 cc より 4 ce 以 
上 の 方 が 多数 で あつ た 。 

し か し , 4 ce 以上 の も の に は 中 数 の 差 が 記 
し か ゃ 8 cc 及び 16cc の も の は 水位 が * ぎ て 濾紙 上 の 便 
が 水中 に うず まり 水 が 汚 染 し て 検査 に 婦 障 を 生じ , 効 虫 
信人 阻害 され , その 死滅 を 来たす 為 に 不適 当 で あつ 

X 4 cc の 場合 も 5 本 中 2 本 の 水 が 染 まり 検査 の 上 に 

わずか で ある が 支障 を 感じ た 。 結局 この 条件 で は 凡 て 3$ 


ー ゴー > アテ ナ 、 ここ 


を 検出 し た に すぎ な か つた 


様 管 底 に 水 は な く 水 滴 中 ! 


認め られ ず 
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な お , 水量 の 多い 程 , 幼虫 の 出 
うに 。 便 と 


ec が 至 適 と 判定 され た 。 
現 期日 が 時 "か っ た の は , 前 の 実験 に も ある ょ 
水 の 距 離 が 短い た め と 考え られ る 。 
を を. . あ 
人 『 の 試験 管 培 養 法 に ょ る 集団 検査 は 釣 虫 類 , 毛 様 線 
糞 線 虫 な どの 検出 ? 生前 の 記 拉 本 査 法 は も と よ 
り , 浮 海 検査 法 よ り も その 成績 が 鋭敏 ご あり, し か る 私 
卵 検査 で は 区 別 し え な か つた ヅ ツ ビ = 釣 東 や アメ リカ 多 到 
判別 さえ Me る た め に 。 音 来 ょ ろく 応用 され る べべ 
検査 法 と 考 
し か し , と れ ま ・ 試験 管 培 美 法 ^ うぅ さい に どの よう 


殺 


な 条件 が 最適 で も かみ に か に され て いな か つ 
た の で , 筆者 は 色々 な 面 か ら 実 験 を 試み , 次 の よう か た 成 
績 を 得 た 

! 軸 温度 表 養 温度 は 25 CC 修 2 が * 到 適 で ' あ ろ 。 97 で に 


お いて は アメ リカ 釣 虫 幼虫 の 出現 は よい が ,。 ツ ビ = 釣 
虫 , 毛 様 線 (は 出現 雪が 少 す る 。 し か し いずれ の 種類 
ま ど そ と の 所 要 培 養 日 数 は 短縮 され 


発育 , 済 出 が 


デー キュ ャ デ テテ エ 
- お いて ミ 温度 の 高い ! 


る と と が 分 つた 。 ま た 15 で 前後 * oe 
少く 。 9 C で は アメ リ リカ 移 由 は 発 > ず , 他 の 2 種 も 成 
部 幼虫 の 出現 が 甚だ 少く , 4 C 以 下 で は い ず 】 も 栓 上 の 
出 を 放 な い 。 なお, 毛 線 虫 は 比較 的 低温 に 強い が , ア 
4 リカ 釣 虫 は 4 C12 日 間 で 全滅 し , 従 つ て 材料 を 培養 期 
凍 中 に 低温 に お く と と も よく かな い 。 

・ 内 径 1.8 cm, 長 さ 17 cm 0 
い , 基 6 cm, 貴 2cm の 濾紙 片 に 便 を 塗る 場合 , 便 
これ より 少 い と , 幼虫 の 
こも る 便 層 が 
て 底 の 水 





を ) 
2。 便 量 


量 は 0.5g 前 和俊 が 到 適 で あ 
済 出 数 が へ つて 検出 事 が 悪く な る し , 多 すぎ ・ 
厚く な つて 発育 率 が 低下 する うえ に , 便 が 流 / 
汚染 し , 検査 に 障 を 来たす お と それ が ある 。 
9。 塗布 面積 : 便 を 小 面積 に 厚く や る と , 薄く 必 つ た 
場合 に 比 : 人 SN し か し , あぁ 
) 広 範囲 に ぬ つ て も , 水中 に 便 が 入る ろ お それ が ある 。 
佐 つ て , 現行 の よ うに 濾紙 の 下 を 
部 位 に 適量 ( 約 0.5g) の 便 を な る べ ペ 
いう すく ひろ げ て ぬる も の が よい と 思わ れる 。 
4。 納 布 部 位 : 便 を 濾紙 の 上 半 部 に ぬ ぬ つて も , 下 半 部 
- ぬ つて も , 10 日 後 の 幼 息 出 現 数 に は 著 変 は な い が , 下 


六部 の 方 ら る まで の 期間 が 短い , し か し , 


キーー な 、1 ) 


5cm あけ て , あと C 


約 8 cm の 長 さ の 


漠 出 し は じ 。 


便 層 が 水面 に 近い と の 水 の 汚 染 を 来 た す の で 。 少 く ば 、 
現行 通り 一 適 か ら 5cm くら い は な し た 方 が よい 。 


5. 水量 : 試験 管 に 加え る 水 の 量 が 少な すぎ る と , 乾 
燥 し, 管 底 の 水 が 少く 間 な り 。 kw99doariz な soa 
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CC く 


の 佐々 助教 授 , 
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の で よく な い 。 $ < 4 


多 す ぎ て * 便 に ふれ て 汚染 きれ る 
じい が 居 拉 で あ ) ろ 。 
最後 に あ た : 由 研究 部 


三浦 昭 子 


指導 され た 伝 研 寄 和 


りこ と の 研 
御 協力 を えた 林 滋 生 , 田中 寛 , 


前 田 繁 ら の 諸氏 に 深謝 する 


授 , 御 協力 を えた 林 滋 生 , 


ゃ 


と を 指導 され た 伝 研 寄生 虫 研究 部 の 佐々 助教 
田中 寛 , 三浦 昭子 ら の 諸氏 に 


と の 研究 


条 謝 する 。 
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Sunmnmary 


本 he test-tube cultivation method of fecal speci- 
menS for the detection of hookworm. 77zzc/os た 
Z の gzs and Sg7/977es has recently been widely 
applied by us in the laboratory diagnosis of clinical 
cases as well as in parasitological surveys of local 
cormmmunitieS, as it iS Simple in itS procedure, mmost 
SenSitive in itS results, "and moreover, it allows 
usS to differentiate ecg7oz from 4zcy/ps の 47. 
The present study has been made to see the 
effects' of various environmental conditions on the 
developments of ]arvae and to detect the optimurmn 
requirements for the test-tube cultivation. 

1. Temperature: Amomg the temperature le- 
vels tested here, 25"C was found to be the best. 
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At 37“^C, larval developments were fewer in 4z- 
cy/osZo2Z and in 7 ァ zos/7ozgy/zs than at the 
optimum. though about the same in 人 ecg/o At 
temperatures lower than 15"C, the developments 
were almost or completely restrained. Among the 
three nematode species tested here, Wecg/oz see- 
med to be adapted to highest temperature levels 
and 77zcZos7zogy/zs to the lowest. 

2. Amount of fecal smear : In the standard fecal 
cultivation method of the author's laboratory, a 
fiter paper Strips of 15 cm long and 2 cm wide iS 
inserted a test-tube of 17 cm long and 1.8 cm in 
diameter, with 3 cc of water in the bottom. The 
relationship between the specimens Smeared on the 
paper and the number of larvae developed in the 
bottom-water was studied. The optirmum amount 
was found to be some 0.5 g under this condition : 
in caSeS when less amounts of feces were Srmneared, 
the number of larvae decreased : if feces of more 
thanlgram were applied on the paper, it resulted 
in the contamination of the water and also blocked 
their developmentS. 

3. Area of fecal smear: When the smearSs 
were made too thick and the areas were too Small, 
the jarval developments were more or less Dreven- 
ted. The optimum area to be smeared on the fter 
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paper Strip was about 8 cm long when 0.5 g of 
feces was applied. 

4. Level of fecal smear: Smears of the same 
size were made on the upper, middle and lower- 
portions of the filter paper Strip. No essential dif- 
ferences were seen in the numbers of ]arvae de- 
veloped by the level. The days required for the: 
appearance Of larvae in the bottom were Shorter- 
in tubes with the smears in 1ower levels or near: 
the bottom. However, contaminations of the bot- 
tom-water were often seen when the smearS Were- 
made too close to the water level. As the results, 
the present standard method of leaving about 5 
cm from the bottom end of the paper unsmearedd 
was found to be the choice. 

5. Amount of water in the tube : Comparative 
studies on the effects of the amount of water on 
the larval developments were made in the range 
from 0.1 cc to16 cc. In the tubes with less thar 
1 cc of water, no or only a few larvae developedi, 
as they resulted in the dessication of the bottom- 
water. Maximum numbers were Seen in tubes with 
more than 3 cc, though cantaminations of the 
bottom-water were seen when too much water was 
added into the tubes. The optirmum amount was 
found to be about 3 or 4 cc. 
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寄生 線 虫 類 感染 幼虫 の 生態 に 関す る 研究 
(3) 検便 材料 の 保存 条件 が 培養 成績 に 及ぼ す 影 響 に つい て 


白 坂 竜 噴 
東京 大 学 伝染 病 研究 所 寄生 虫 研究 部 
(部 長 長谷 川 秀 治 教授 指導 佐々 学 助教 授 ) 
(昭和 33 年 8 月 28 日 受領 ) 
特 別 掲 載 


な お , 釣 素 疾 の 卵 又 は 幼 了 の 各 温度 な いし 湿度 に 対す 
まえ が き ぎ る 抵抗 性 を 生物 学 的 な 見 地 か ら 研 究 し た 報告 に は 近年 に 
寄生 虫 の 集団 検診 に ちあ たつ て は , これ まで 直接 塗 抹 法 も , 富士 田 9 小林 (1951), 福本 (1955), 飯島 (19 
" 浮 流 集 卵 法 な ご が 主 こ し て 実施 され こい た が , 近年 は 59). 浜 田 (1958) な どの 研究 が ある が 。 一定 の 規格 の も 
沖 験 管 培養 法 が こく に 釣 東 類 の 検出 に 鋭 租 て , し か も ジ に 集団 検診 を 行 うに あ た つ て , と くに と れ ら 条件 の 
ビニ = 釣 虫 , アメ リカ 釣 虫 , 毛 様 線 虫 , 糞 線 虫 な どの 判別 培養 成績 に - 及 ぼ 人 つい て マツ Mo アメ リカ 釣 
が 確実 に 行い 得る の で 一 部 に お いて , 重要 視 さ れる に 到 虫 , 東洋 毛 様 線 昌 の 3 種 を 同じ 環境 に お いて 比較 し , その 
の た 。 さく 紅 』 ys こ お い て は その 技術 面 に 改良 を 下 適 条件 を 究明 し た 研究 は と れ WP て いな い 。 
加え , と れ ま で 約 Y 万 人 に 達する 集団 検診 に 応用 し て 好 実験 成績 
by (を * ち 1 > 村 料 は 採 便 直後 の 新鮮 便 で 。 ツ ビ = 釣 東 4. み ,。 アメ 
HH りみ ar も 上 7。 そ れ ぞ に 人 
3 R FE 2 も の を えら ん で 使用 し た 。 培養 法 の 技術 は 前 報 (第 2 
中 に 挿入 し 水 を 少量 加え て 濾紙 面 を 湿 し , 適温 に お く 報 ) に の べた 通り で ある 。 保存 実験 の 容器 と し て は , 従 
と これ ら 線 東 の 卵 が か えつ て rhabditis 型 幼 昌 と な り , 来 か らし ば し ば 検便 に 用 いら れ て いる マッ プチ 箱 C 3.5X 
ce 昌和 遇 た ま て 生 【 で 中 に 洛 出 す 5.5X 1.8cm) と 当 研 究 室 の 検便 に 使用 し て いる 30g 
る の で 。 と れ を 検 冊 し ょ うど する あの で ある 。 先 て 。 入り 軟 痛 笛 (直径 4.5, 高き 1.5 cm, 円 形 フタ つき ) 
erca eee 
の 為 に は 採 修 の 保 存 条 人 が 陳 要 な 意義 を も つも の て の 」 牧 剖 の 影響 便 が 色々 な 条件 下 で 乾燥 に あつ た 場 
c4 合 に , 各種 線 虫 の 培養 成績 に どの よ うな 影響 が み ら れ る 
他 面 に お いて , 我々 は 九州 , 北海 道 な どの 炭鉱 従業 員 か を し ら べ た も の で ある 。 便 は 割 著 で 20 分 間 充 分 に 携 挫 
Hr。 WE と の よう た B4 う し くき の どら 0 を 
用 ーッ co と の ょ 2 ーー れ た も の と , 便 の 0.3 8 を 濾紙 片 に ぬり , と れ を 4 つ折 
い に は 。 少く も 8 日後 長い と き は 1 通 朋 信 に 本 り に し て 8 枚 分 を 1 個 の マッ チ 箱 に 収め た も の を 作 つ 
- に な る 。 と の 様 な 際 と 狗 な どの 死 馬 を 防 で た 。 後者 は 従来 の 検 促 上 に お いて マッ チ 箱 を 使用 し た 際 
/ どの 様 な 容器 , 温度 , 湿度 に 保つ た ら よ いか も る 知 に 普通 に み ら れ る 状態 を 模 し た も の で あり , 四 委 接 (C マ ッ 
る 必要 が ある 。 と の 研究 は 培養 法 の 基礎 と な る べき とれ 条 に と る と , 乾燥 し て 濾紙 に ぬれ な く な る の で 所 め 和 ぬ 
ら の 諸 問題 を 解明 し , 併 さ て 凍 了 な どの 幼虫 の 生 台 の の と 作 つ た わけ で ある 。 湿度 の 調節 に は ガラ テス 製 
一 面 を 明らか に し ょ うと 試み た も の で ある 。 の デシ ケー ター の 底 に 水 ( 約 1002), 及び BaCl ( 約 
RYUKoOH SHIRASAKA: Studies on the bionomics 9022), NaCI( 約 7522), K』CO』 ( 約 4222) の 旬 和 溶液 を 
of infective larvae of parasitic nematodes (3) The と それぞれ 入れ た も の を 作り , と の 各々 に 6 個 づ ょ の 向 及 
tube cultivation (Department of Parasitology, InSti- これ ら の 材料 は 1 日 2 日 , 4 日, 8 日, 12 日 , 16 日 
+ute for Infectious Disease, University of Tokyo) 後に それぞれ 一 部 を と り 出 し て 同一 条件 で 8 本 づつ の 試 
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第 1 表 採 便 容 器 の 差 に よる 各 湿 度 に 於 ける 保存 日 数 培養 後 の 検出 幼 下 数 
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8 ざさ 


証 . 便 量 各 0.3gX3 本 , 培養 の 合計 数 , 


25“^C の 保存 及び 培養 
* 





保 _。 て u 炒 9 陸 。: 位 2 を: 半 
HO BaCl。 NaCl KCO。 HO BaCL NaQCl KCO 
数 100 を 90 錠 75 42 100 90 75 42 め 
1 晶 63 112 7 66 45 24 45 
旨 75 55 49 70 27 19 11 2 
リ り 4 30 43 21 10 5 2 1 2 
8 26 24 28 19 5 0 0 
虫 12 0 0 0 0 0 0 0 0 
16 0 0 0 0 0 0 0 
1 382 457 297 325 304 434 297 262 
ヅ 2 307 285 334 192 248 278 263 126 
158 107 148 4 196 105 136 0 
釣 8 53 20 11 0 30 29 4 0 
東 12 15 2 0 0 17 9 0 0 
16 3 0 0 5 0 0 0 
1 67 148 68 35 71 120 74 
毛 2 43 48 22 29 52 58 36 
4 25 27 20 25 12 43 7 
可 : 18 24 4 5 10 5 2 
17 7 13 0 13 0 0 





計上 泊 うっ 




















と 年 せ 台 


(70 ) 





第 1 図 各 湿 度 に 保存 せる 便 を 培養 し た 時 の 保存 日 数 と 検出 幼虫 数 
(実線 : 金属 缶 , 点線 : マツ チ 逢 ) 25?C 保存 





唐 


ァ 。 
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C で 培養 レ し, 10 日 後に 渡 出 し た 幼 東 の 数 
図表 中 の 数 字 


験 管 に 入れ て 25 
及び 導 類 を 判定 た (第 1 表 , 第 1 図 ) 。 
は 8 本 の 幼 取 数 を 合計 し た も の で ある 
これ を みる と , マッ チ 条 とも, 和 
て 保存 日 数 が 長く な る ほど 洪 出 効 下 数 が 減少 し て 来 
これ に は , 温度 と 電 用 ? D 両 要因 が 影響 し, 乾燥 の 著 

し い ほ ど 減 少 が 早い が , た と え 湿度 を 飽和 させ て も , 25 
や ほお いる 計 十 大 且 公 本 これ か ら 遇 化 し た 効 東 が 
死 油 す る る と と を 示し て いる 。 と の 成績 を 容器 の 差 , 慢 度 


の 差 , 線上 の 種類 の 碁 の 8 つの 面 か ら 解析 し て みる と 次 


の りょう に な 
っ っ ーー ス ) > みっ ゃ て 8 上 旧 月 カジ) 
a。 容器 が) eo SM 


- 比 し 乾燥 を Ms の 影響 が 
と それ程 io マッ チ 釘 で 9 な く と 次 第 に 
カラ カラ に 珠 , 虫 卵 の 一 部 も 死滅 【 て 来 。 s 第 1 図 
を 見 る と , た と えば Ag. で は 第 1 日 目 か 
どの 段階 の 湿度 で る マッ チ 箱 の 方 が 洪 出 数 が 少く , と 
し い 。 4 日 後に は マッ チ 
ご あり , 8 日 後に な る と 
マッ チ 箱 で は 湿度 が ほとん ど 10022 で な い 限 り 陰 性 と な 
つて いる が , 金属 向 で は 8 日 化 で PS 

か な り 多 数 が 生存 し て いる 。 し 12 日 以後 に な る と, 
こと え 乾 燥 を 防い だ 件 に めい * て も 幼虫 の 発現 は 認 % 


ァ - 2 フーン 


ルー つい いふ で 





レビ = 釣 由 0 こ お い て は , 湿度 # 向 00 寺 上 約 90 多 の 場合 

に は 笛 と マッ チ 箱 の 差 は ほとん ど み られ な か つた が の 

75 と 約 42 の 場合 に は マッ チ 箱 の 5 の 人 保存 し た 

場合 に 比べ て 初日 か ら や ゝ 効 了 虫 数 が 少く , や は り 人 金属 佑 

が 保存 に よい と と が 示さ れ た 。 し か し 東洋 毛 様 線 虫 

の 場合 は 乾燥 | py 強く , 容器 に ょ る 差 , 及び 低 湿 の 
影響 は 前 2 者 に て 軽微 で あつ た 。 

- 即 : ちら , 便 の 保 容器 と て は マッ チ 稼 より 金属 向 方 

に 低 湿 wed で ぐれ て お り , その 影響 は アメ ! 

2 ek 著しく , 東洋 毛 様 線 虫 で は 比較 的 少 


SE】 か 主 と っ 
いと と が 雪 め ら れ た 。 


> ふ っ 





b. 湿度 に ょ る 差 前 述 し た 成績 に よ つ て , マッ チ 箱 
と 用 いた 場合 に は , 保存 日 数 の 長く な る 程 高 湿 の 方 が 低 
湿 ょ より 幼 息 済 出 数 が 多い と と が 示さ れ て いる 。 と くに ア 
メリ カ Ma の 2 日 後 の 成績 , ツ ビ = 釣 虫 の 4 日 以後 の 
成績 に は そ しい 。 毛 様 線 虫 で は 比較 的 

と の 差 が 少な か つた 。 8 種 の うち , アメ リカ 釣 虫 は 25'C 
に お いて ゃ 高温 な ら ば か な り 長 く 生 存する も の が 多い の 
で , 湿度 の 幼虫 湊 出 数 に 及ぼ す 影 響 が 最も 著 明 に み ら れ 
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た の は 興味 深い 。 また, アメ リカ 釣 虫 に つい て は 同じ 湿 
度 条件 に お いて も ゃ , 金属 缶 の 方 が マッ チ 稼 ょ り も 総じて 

好成績 が 島 ら 】 た と と は , 乾燥 の 程度 の 差 に よる も る の と 

推定 され る 。 

要する に , 便 の 保存 に は な る べく 高 湿 に お き 。 乾燥 を 


防ぐ 条件 に 保つ こと が 人 旦 





コ 不 と が 望ま し い 事 が 示さ 

c. 線 昌 の 種 に ふる 差 こ ゝ > に 供 試し た 8 
7.o. は の 差 及 We 幼 息 蓄 出 数 に 及ぼ す 藤 
事 が 最 ミ , 乾燥 に 強い 抵抗 を も つ 事 を 示し て いる 。 
また , 人 合 に し 或 は マッ チ 縮 に 入れ て も 温 

信和 に 近く 場合 こ - は 16 日 た つて も な お 幼虫 の 漠 
出 が み ら れ た 。 と れ に 反し , 4. み 2 で は と く に 外界 湿度 
の 影響 が 大 きく , また rg. で は 容器 の 差 に よる 影響 が 
上 明 で , 共に 乾燥 に 弱い こと られ る 。 4. み は 高 
混 に お き , 乾燥 を 防ぐ と 16 日 後 で も 少数 は 
が eg. は 低 湿 で 4 日 人 に は 全 涼し 。 。 高 湿 に お いて も 25'O 
に お いて は 12 日 後に 全滅 する こと が 示さ 』 

即ち , 25C の 民 境 に お い て は , Ag. は 最も 乾燥 及び 
保存 時 間 の 影響 を 受け 易く , 4. み る 乾燥 に い が , 7:o. 
に な る と 両 条件 に 対し 最も 抵抗 が 強い こと を 見 出し た 。 
+・ 2。 温度 の 影響 便 を 保存 する 場 了 どの よう な 副 度 
に お いた ら こ れ ら 3 種 の 線 虫 の 培養 成績 に 最良 の 結果 
が 得 ら れる か を 知る た め に この 系 を 行 つ た 。 、 
4. み 2, /g., 7g. の 虫 卵 を それ ぞ 】 保存 する 排便 
後 一 日 以内 の 新鮮 便 を 用 い , これ を 約 20 8 づつ 30 8 入り 
軟 育 向 に 入れ , 底 に 水 を 入れ て 湿度 を 飽和 に 近く し た デ 
シ ケ ー タ ー 用 ガラ ス 器 内 に これ を 格納 し 。25 で (恒温 室 ), 
室温 (最高 1 で , 最低 8 C, Mi 0 C 及 びー10'C 
や 所要 日 数 を 保存 し た 人 後に 0.5g づ ゝ 

うた 3: の 精 半 試験 管 と 作 つ て , 25C に お いて 表示 
し レ した 日数 ご と に 16 日 後 ま で 出現 幼虫 数 を か ぞ え た 。 な 
お , この さい に 塗 抹 法 10 mg を 計量 し (18mm カバ ー グ 
ラス 6 枚 に ぬ つ て 人 多 視 野 検 鏡 ) と 飽和 食塩 水 浮 渡 法 ( 便 
量 を 0.5g 計 量 し 小 試験 管内 に 入所 た も の を 2 本 , 30 分 
後に 浮 済 し た 材料 を 採取 ) を 併用 し , 培養 の 
た 。 双 各々 3 種 の 材料 に つき スト ー ル 法 に よる 1 g 中 の 
了 虫 卵 数 を 計測 し た 2。 な お 材料 の 量 が 充分 で な か つた の 
で , 保存 温度 は 上 述 の 4 階段 に 止め た 。 

第 2 表 は 3 種 の 虫 卵 を 単独 に ふく む 材 料 の それ ぞ れ を 
25'C, 室温 (8 で <18 で C),。 0 C, 及び ー10C に 1, 2。 
4, 8, 16 日 間 保存 し た も の を 培養 こ 仕込 み , 257C に 16 日 
間 お いた 後 の 済 出 幼虫 数 と , 各 日 数 に 保存 直後 に 浮 渡 法 
及び 欧 抹 法 で 検出 し た 虫 卵 数 を 表示 し た も の で ある 。 な 
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第 2 表 便 材料 を 各 温 度 に 各 日 数 保存 し た と き の 検 出 数 





て 、、 保存 日 数 グ ビ ピー テ 釣 昌 アメ サカ 釣 昌 毛 様 線 東 








保存 温度 へ 、、 1 日 2 日 4 日 8 日 16 目 2 昌 4 日 8 日 16 朋 1] 日 2 昌 4 月 8 上 16 月 





培養 130 169 707 231 83 473 112 171 電 280 2 88 。 7 0 
25C” 浮 洗 51 48 70 82 .29 110 512 298 98 Ya 6 18 13 3 

次 抹 2 4 0 5 0 9 の 4 3 1 2 1 3 0 

培養 429 40 558 373 447 614 151 124 143 119 162 140 165 50 

8<18? 浮 渡 83 22 39 51 85 163 385 144 180 4 9 14 5 8 
室温 紗 抹 2 2 3 が 6 15 5 。、。33 9 1 の 1 1 1 

状 309 68 244 34 21 30 2 5 0 145 150 78 167 118 











0? 浮 江 59 31 57 28 23 58 226 135 153 14 12 10 5 
傘 抹 2 16 3 8 0 10 11 21 3 1 3 1 2 2 
琴 養 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
ー10? 浮 江 2 + 1 0 0 8 5 4 5 
次 抹 9 0 9 0 0 2 5 3 3 





二 養 : 便 量 1 本 に つき 0.3g 3 本 浮遊 : 便 量 0.5g 2 本 分 , 卒 抹 : 便 量 10mg. 保存 : 楽 育 向 
(18 mmX メ 18 mmX 4 ) 


ceo する 便 は あら か じ め 均 等 に な る 様 に 携 排 し を 用 いた 。 室温 第 1 日 の 時 で る と , 4 


採取 に 
の 検査 ( 


ー) キ ナー エ > 
い ーV ペ 7 つ 、 マロ 


ンコ た 


あつ て は な る べく 本 便 4 r 計 量 し た が , と の 種 


実験 上 の 誤差 が か な り 介入 し て 来 た 。 し 


か レッ 全般 的 7 な 趙 勢 は 充分 に 推定 し 得 た で も の と 考え 2 
a. 各 保 存 温度 に お ける 培養 成績 に つい 


いて は 培養 検出 数 429 は 浮 済 の 83 に 比 ・ 
As 2 に 比べ て 約 200 倍 に る 達し, 和美 過 の す れ て 


: 1 で と の 検出 数 の 差 は 著 【 


第 2 表 の 培養 成績 だ け に つい て みる と , 25C の 保存 に い 。 


お いて は 4.Z は 第 1 日 180, 第 16 日 88 と あま り 差 が な し か し , 保存 条件 が 各 検 査 法 に 及ぼ ば す 影 響 は この 意義 
い が , Ag. で は 第 2 日 478 に 比 し ko 7o. も 第 1 が みな 異 る 。 培養 法 に あ た - MO か ら か え 
日 88, 第 16 日 0 と な たり, 保存 日 数 が 長く な る と 出現 幼虫 た 幼虫 が 生存 し て いる と が 必要 で あり 浮 流 法 に ぁ 


数 は 著 明 に 減少 する 。 し か し , 室温 (8-18 の に お い ょ っ c は が ペ と え 死ん で も 卵 の 浮 済 性 さえ 保存 され て 


て は 初日 と 最終 日 と の 差 が どの 種類 も あま り 閉 明 で な いれ ば よい が , 卵 が か えつ て 幼 昌 と な つて し まえ ば 検出 
く 。 どの 種類 $16H た っ つて も な お か な り の 功 生出 が 罰 90 塗 抹 法 は 卵 ま た は 幼 了 虫 の 形 骨 さ え 残 つて 


らち れる 。 さ ら に 0'C に 下げ る と 保存 経過 の 長く な る に つ L ば 良い の で , 最も 影響 を 2 AI 

れ Arg. で 最も 著しい 減少 が みみ られ , 2 日 で すでに 約 10 第 2 表 の 浮 湊 法 の 欄 を みる と 。 室温 で は 3 種 と る 保存 
分 の 1 と な り 8 日 目 に は 会務 し て いる 。 4. み 2 は 0 で で 日 数 に ょ る 影響 は み ら れ な い 。25C に お いて も ほとん ど 
4 日 後 ま で は 大 し た 影響 が な い が , 8 日 以後 に は 著しく 影響 な く , 16 日 後 , eg. と Z.o. の 給 細 人 は っ 
減少 を みた 。 し か し , 7 の . は 0C に 16 日 お いて も 全く 出 あぁ な お 卵 が 検出 され て いる 。 と れ は ,。 か な り 高 温 で も 大 


上 数 の 明 み は 認め られ た か つた 。 一 10O に お いた さ 部 分 の 卵 が 便 中 て は 処 化 ミ ず 。 死 設 和 も 肖 湊 能 は か な り 
の は 8 種 と も 卵 が 死滅 し て 幼虫 発育 す する も の が な 。 よく 保 た れ て いる と と を 示す 。0C に お いて も , 保存 日 
浮 漠 法 で 見 出さ れ た 耳 卵 も 惹く 変性 し て いた 。 即 ちこ 数 が 長く な る と We や 4.@ み で は 培養 の 成績 は お ち , 
1 種 を通じ て 最も 長期 に 保存 し うと ら 慢 度 は 25 で より 10O 上 の を す と と は 明らか で ある が 誠 2 成績 は 
前 後 が 適当 で ある が , 婦 o の . だ け に つい て は と れ よ り 0C 16 日 た つて も 実質 的 に は 変化 し な いと と が 示さ れ た 。 レ 
近く の 方 が 成績 2 5 良く 。 齋 結 昌 度 は # 種 と も 不適 ご ある み レ ー10 で に な る と お そら く 凍 結 に よって 卵 設 $ 成 講 さ 
ど と が 示さ れ た 。 れる も の が 多く , 浮 江 成 績 は 著しく 低下 する が , な お 完全 

b. 培養 成績 と 浮 済 及び 塗 抹 検査 成績 の 比較 に は 0 に な ら な か つた と と は 培養 と 異 る 。 即 ち 浮 漠 法 で 

便 の 材料 は 培養 と 浮 洛 に は 各 0.5 g, 塗 抹 に は 10 mg は 若干 の 変性 卵 が 見 られ た 。 塗 抹 法 に つい も ゃ ほ ゞ 近似 の 
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第 3 表 便 材 料 を 各 温 度 に 各 日 数 ( 縦 軸 ) 保存 せる 時 の 培養 日 数 別 ( 横 軸 ) の 幼虫 検出 数 と 百分率 





培養 日 数 


ツ ピ ニニ 次 東 アテ 


メリ カ 鈴 昌 毛 様 線 中 





保存 温度 日数 2 日 4 日 8 日 12 日 16 日 計 2 日 4 日 8 日 12 日 16 昌 計 2 日 4 日 8 日 12 日 16 日 計 











1 日 1 0.7 75.5 19.3 4.5 130 匹 0 0 55.5 23.9 21.6 88 

2 1.2 0 89.3 8.3 1.2199 0 .44.253.9 1.9 0 473 0 0 26.0 44.1 29.4 171 

25“C 1 0.6 76.1 22.6 0.7 0 2701 0.916.2 81.8 1.8 0 112 0 0 9.7 67.5 22.8 83 
8 0.9 90.4 8.7 0 0 231 0。.6 7.290.4 1.8 0 171 0 35.3 23.5 29.4 11.8 17 

16 2 9 4 は 9 0 83 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1 0 0.5 91.8 6.3 1.4 428 0 0 34.5 31.9 33.6 119 

13C“ 2 0 0 7Z037.65 55 240 人 ゆ 32.7 65.8 も 5 0 513 0 0 27.8 51.8 21.0 162 
平均 室温 4 0 83.513.5 2.4 0.6578 0 19.664.5 15.9 0 151 0 0 48.5 36.4 15.1 140 
8"~>18C") 8 0 81.@ 1.8 5.3 1.③373 ⑩ 50.9 48.9 』.6 1.6 124 0 690.0 12.2 14.86 13.0 5 
16 0 84.9 15.1 0 0 447 ⑥⑩ 51.8 狼 .6 5.6 0 143 12.0 14.0 30.0 28.0 16.0 50 

1 0 0.3 81.5 14.2 4.0 303 0 0 45.5 25.5 29.0 145 

0 0 60.332.3 7.4 168 0 23.370.0 6.7 0 30 0 0 22.7 62.6 14.7 150 

0"C 4 0 75.822.6 1.6 0 244 0 50.050.0 0 0 2 60 0 17.9 70.6 11.5 78 
0 8.8 61.9 29.3 0 34 0 0 100.0 0 0 5 0 42.6 11.9 21.6 23.6 167 

16 0 0 誠 移 ) 3 0 0 0 0 0 0 0 27.9 45.3 22.8 118 


14.1 85.9 0 





傾向 が 見 られ , 保存 に ょ る 影響 は ほとん ど 認 め ら れ な か 
つた 。 卵 は 変性 の 他 , 卵 毅 の 破れ た も の が 認め られ た 。 

要する に 浮 流 法 や 塗 抹 法 は "一 25 の 簡 囲 の 保存 に 
は 養 法 に 比 し て 成績 に 影響 を うけ る 程度 が ずつ と 少な 


い 事 が 示 さ れ 7 だ っ 


線上 の 種類 に よ 


C. 
面 で も 8 種 の 線 虫 は 


る 差 保存 温度 に 対す る 抵抗 性 の 
れ ぞ れ 特 異性 が あ る 。 rg. は 最 


や 時 く て 0O に 洛 す と 筐 時 日 の うち と 死滅 する し , 25O 
に お いて も 16 日 後に は 0 と な つて い る 。.4. み は 25C に 
お いて も , また OO に お いて も Mg. より 抵抗 性 が 強 
い 。 go. は 25'C で は 4. み と 同 程度 (第 1 表 の 成績 ), 

放つ 


く 幼 虫 渡 出 数 に 


変化 が な く , その 卵 も 低温 に は 3 種 の 


に ちら で さ 、 ュ 上 ペー テテ ジュ ュー アー デ 軸 ょ リン 
フ も 強い と と が 示さ れ た 。 只 1 1 報 で 述べ た っ 1 


フイ ラテ リヤ 型 幼虫 * 


する 抵抗 が 強く , 


7.o., 4.2 ん rg. の 順に 低温 に 対 
また 本 種 の 地理 的 分 布 が 東北 , 北海 首 


2 仁 で 才 に みな いと い 3 事実 に 一 連 の 関係 が 


es 定 さ 】 
| 4 度 ( 
係 (第 8 % と ゃ 定 
を 向 こ 入れ て 温度 


ナ る 保存 日 数 と 効 東 出 現 期日 と の 関 


保存 日 数 と いう の は , あら か じ め 便 
に 放置 し た 日 数 の こと と ご あめ り ,。 効 虫 


出現 期日 と は と の 便 を 培養 に 仕込 ん で か ら 試験 管 底 に 幼 


昌 が 漠 出 し て 来る ま 


4 の 2 日 数 で ある 。 第 3 表 は 縦 軸 に - 各 


慢 度 に お ける 保存 日 数 を と り , 横 軸 に は 培養 に 仕込 ん で 
か ら 何 日 目 に 何 匹 の 幼虫 が 流 出し た か を し ら べ て , 各 条 
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件 ご と に 16 日 後 の 総 蓄 出 和 数 に 対す る 比率 ( 多 ) で 示し た 

る の で ある 。 

"25C に お いて は , 各種 類 と も 保存 日 数 が 長く な る ほど 
幼虫 の 出現 数 が 減少 する と と は 前 述 し た 通り で ある が 。 
その 出現 期日 は 次 第 に 早く な る 傾向 が みみ られ た 。 と れ 
は , yt に ある 和 有 8 度 卵 又 は 幼虫 の 発育 が みみ られ 


る た め ( \ー* ia - 仕 込 で 』 ュ ここ と まで に こ 介 aria 型 ( こっ 。 で 発育 


する た めで あろ う 。 双 。 rg. と 4. み に つい て は 。 そ 
の 幼 到 の 出現 が 吉 か で , 12 昌 以後 に 流出 する 幼 東 は ほ と 
ん ど な い が , 7o. は その 済 出 が お そく , 12 日 と 16 日 の 
蛋 に も な ほか な り の 類 が 検出 され て いる 。 

室温 (平均 13C) の 場合 に は 25 で C よ ょ り 発 育 が お と そい の 
で , それ 程 顕著 で ざ は な い が , や は り 全 種 も 保存 日 数 の 
長い ほど 出現 期日 が 短い 傾向 が みち れ た 。 と くに 婦 g。 
に と の 傾向 が 著しく , 本 種 が 比較 的 低温 で} く 発育 す る 
Me レ て いる 。 

の 場合 に は 保存 日 数 の 影響 が 全く 認め られ な い の 
と く oo り で あつ た 。 
: 台 人 村 

寄生 虫 の 集団 検便 , と くに 試験 管 培 養 法 を 実施 する に 
あ た つ て , 便 を 採取 し て か ら 検 査 を 行う まで の 期間 , ど 
の 様 な 条件 に 保存 し た ら 最良 の 成績 が えら れる か , ま 
た , 最も 長期 間 保 存 出来 る か を 知る た め に ツ ビ = 鋼 
(4.2), アメ リカ 釣 虫 (MLz.), 東洋 毛 様 線 虫 (7.o.) を 
答 単独 に 保有 せる 便 を 材料 と し て 実験 を 行い , 次 の ょ う 





74 (寄生 上 学 雑誌 ・ 策 8 巻 ・ 第 1 時 


な 成績 を 得 た 。 こ は 採 便 後 直 ち に 検査 する と と が 出来 な いよ うな 事情 の 6 

1. 乾燥 は 培養 成績 を 次 第 2 まる 。 従 つて 容器 場合 に は , 容器 を 金属 缶 に し て 湿気 を あたえ , 乾燥 を 防 
は マッ チ 箱 より 金属 和 缶 が し か も ゃ 当 研 究 室 で 採用 ご と , 気温 が 18 で 前 後 で ある よう な 春秋 の 季節 を えら 「 
と いる よう な な る べく 大 形 の 容器 (80g 入 凌 招 ) に 多 。 こと な どの 点 に 注意 を は ら えば , か な り の 日 数 を 保存 軒 sa 


ん 


量 と つた 方 が よい 。 保存 湿度 は ほ ゞ 10022, 9022, 78 得る こと が 示さ れ た 。. また 。 婦 , 4.2, が az の 8 種 の nu 
, > 間 し て みる と 商 湿 ほど 好 成 温度 及び 湿度 に 対す る 抵抗 性 の 差 が 著 明 で 。 の . は 乾燥 0 
ni 


を っ AN デ ルル ュ と エエ を 逢 か 


績 が 得 ら れ た に 低温 に 強く , は 最も 保存 が きか な いと と を 認め 目 

と ゝ に 検討 し た 8 種 の うち , 分 6 は 最 ミ 2 強く 。 -。 と の 8 種 に つい て , ある 温度 及び 湿度 で 便 を ある 日 引 pa 
49 = Ma は に ト る 死 嗣 が と れ ふり 早く 。 と く 艇 保存 し た 場合 人 rt 応 で どの くら い 検出 人 
に We. は 保存 が きか な い (第 1 表 ) 数 の 小 少 が 起ち か の 具体 的 な 指標 や 示す こと が 出来 た 。 目 中 

2 個 を 会 民 所 に 入江 を 凶 和 に 近く レー25 で 。 家 い SW 23 いか MM 
温 ( 8 18 で, 平均 13 で ), 0C, 一 10 で の 4 段階 に 所 定 昌 に は 0902 放 Eaoehs0o n。 
数 を 保存 し た 人 後 の 培 養成 績 と みる と , 2 Mg Z.o. 人 me 
の 3 種 を 通じ て 最も 生存 が 長い の は 室温 群 で あつ た 。 25 - 


する 次 第 で ある 。 

ぐ C に お く と と れ よ り 幼 和 下 出 現 数 の 減少 が り 。 参考 文献 
0C で は We と 4.@ は 室温 に 比 し 減少 か 早 か つた が , 1) 策士 田 猛 1951): 各種 温度 の 釣 虫 卵 及び 感染 仔 虫 逢 古 
アム o の ) な は 16 日 後に な ・ で っ 初 4 て ヾ [ 2 を も の ゎ > つ に 及ぼ す ク 質 。 日 本 寄生 中 人 学 会 記事 , 70 (26) , 78-79. 和 Th 
た 。 一 10'C の 群 は 3 種 と も 1 日 で em し た 。 即ち 。 一般 ー2) 浜田 山 (1953): ジ ビニ 区 目 感 染 仔 虫 の 温 ほ 度 に 対 jon 

4 が する 抵抗 力 . 寄生 忠 学 雑誌 , 3(1) , 76-77. 一 3) 原田 18 

こい つて 。 便 較 後 が 至 適 で ある が kyr / い と : に 

に いつ て , 便 の 保存 は 18 で 前 後 が 到 適 で ある が , 人 7.g. 義道 (1953) : 培 養 法 並び に 皮 内 反応 に よる 箇 虫 症 の jar 
だ け を 保存 する 目的 な と MA い (第 2 表 ) 診断 。 臨床 医学 , 37 (3),1-5. 一 4) 飯島 利彦 (1953) : 25 

8. 浮 流 法 及び 沙 抹 法 に ょ る 検出 息 卵 数 は 培養 法 の 成 欠 昌 卵 の 低温 に 対す る 抵抗. 寄生 虫 学 雑誌 ,2(1) , 120。 be 
績 に くら べ て 保存 日 数 の 長 ー5) 小宮 義孝 (1956) : 集団 検便 , 集団 駆虫 指針 、 金 dec 
に 室温 友 び 0C 近 く の 保 


移 ( に こよ る 差 は ずつ と 少 い し 

員 に っ PPC 和 NSR 原 堂 出版 社 。1-117. 一 6) 小宮 義孝 (1958): 釣 昌 と 
ts 1 7 ます 銘 虫 症 . 積 女 堂 出版 株 式 会 社 。 一 7) 松崎 義 周 (1956) : the 
ん ac えな か つた 。 ま た 25O バ 9 こも ゃ の 3 便 の 培養 検査 時 に 3 ける 各種 仔 虫 の 鑑別 臨床 病理 , the 
種類 と も 多数 の 忠 卵 : 活か られ 便 の ま ょ ゝ 保存 すれ ば と 4(3) 。 9-206, ー8) 佐々 学 ・ 他 (1957) : 人 体 病 書 動 did 
の 大 部 分 が 鋼 化 せ ず に いる と と が 認め られ た 。 と くに 。, 物 学 , 医学 書院 一 9) 佐々 学 。 他 は 957: 九州 , 導 証 
た 送 叶 の 況 人 全員 客 生 取 相 の 上 較 研 究 , 第 1 報 長 距 
25C 又 は , 0C 近 くに 】 期日 いて 増 ES 2 で 離 輸 送 材料 に よる 率 抹 浮 漠 培養 検便 の 併用 法 に つい 
な お ー 部 C の 上下 卵 の 浮 能 ( 保 CC る て 0 つた で る 報 , 地域 別 の 寄生 虫 相 の 差異 に つい て 。 公 
し か し , 一 10'C の よ ょ うな 凍結 温度 に な る と , 虫 卵 の 破壊 衆 衛 生 , 21 (11), 19-27. 一 10) 佐々 学 * 他 (1958): 九 
変性 ぶ 閉 明 で , 浮 漠 成 積 * 0 低下 た 。 州 北 肖 道 等 の 欠 従業 貞 寄 生 上 相 の 比較 研究 。 第 1 
4。 と の 8 種 の うち 4.g は 最 ミ 広汎 囲 の 温度 に 保存 報 試験 管 培養 法 に よる 集団 検便 で 見 出さ れ た 壮 線 
シー 9 に が Ne まい 東 保 有 者 に つい て , 公 乗 衛生 22 (7) , 395-8. 秒 > 
し 得 て , 25'C16 日 で も 0O16 日 で も な お 少数 は E 存 佐々 学 ・ 他 (1958): 新しい 寄生 虫 集団 検便 法 の 実際 , 
た 。 し か し 。 低温 に は 7.o. が 強く , 0C で は 16 日 後 で ミ 別刷 一 12 穫 帆 博 ・ 福田 正道 (1953) : 糞便 内 寄生 
出現 幼虫 数 の 減少 を 認め な か つた 。 Leg. は 低温 で も 高 東 卵 検査 に つい て (第 2 報 ) 寄生 躍 学 雑誌 , 3(1), 36. 


- 誠 。 ユビ AL て 
y ユン. ブレ 3 * 最 ュ 0 に 
則 で て 時 か ノ / こ 


5。 便 を ある 程度 高い 温度 に 保存 する と , と れ を 培養 Summary 


に 仕込 ん だ 化 ? ou く 出 お 
The present study was designed to see the effects: 
PR C の 方 が 18 で 前 後 より 著 明 で あ る 。0C に 保存 of the storage of fecal samples under various condi- 
た 場合 に は 保 日 池 の 胡 : 短 に よ の の 差 は 認め ら tions on the developments of infective larvae of 
れ な い 。 7g6. は 42 や /g に くら べ て 出現 期日 が the three main nematode parasites of humans in 
期 に わた り 。 ま た その Ba 本 が と test-tube cultivationS. 
ea 人 其 育 の 到 適 温 租 が 低い よう て 4 1. Humidity and desiccation. Fecal samples 
る や 6 containing eggs of 4zcy/osZo22Z, /Wecg/ の 7 or 7 ァ zzo- 
6。 以上 の 実験 を 通じ , 便 を 長 距 離 輸送 する さい , ま sZzo2gy/es were divided into two kinds of contai- 
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ners, metal ointment cans and match boxes, and 
were preServed in chambers with relative humidities 
of 100 を , 90, 75, and 42, respectively. After 
1 to 16 days of the preservation, a part of the 
samples was put into the cultivation tubes and the 
number of larvae appeared into the bottom water 
was counted. Feces preserved on the metal contai- 
ners gave better results than those in match boxes, 
especially when the humidity was low and the 
period of preservation was long. Desiccation of 
feces under lower humidities resulted in the de- 
velopments of less numbers of larvae. Among the 
three nemnatode species, the resistance against 
desiccation was the highest in 77 ァ zos// の gy/S. 
Best results were seen in samples preserved in 
metal canS under saturated hurmnidity. 

2. Temperature. Fecal samples were taken in 
to metal cans and were preserved for different 
dayS under various temperatures in saturated hu- 
midity, and then put into the cultivation tubes. 
The days of survival of the nematodes were the 
longest under the temperature range of 8"C to 
18 C: the decrease of the number of cultivated 
jarvae by day of preservation was faster under 
25^C: under 0"C, only 77zzZos み czgy/s could well 
be preserved: exposure to 10"C resulted in the 
destruction of the parasites′ eggs. 

3. Less infinences of preservation were Seen in 
the direct smear or egg-floatation methods than in 
the cultivation, since the former two procedureSs 
did not require the survival of eggs. Preservations 
of feces under saturated humidity for the periods 


(75 ) 


7 


to 16 days under the temperature range Of 0"C to: 
25“C affected little infuuences on the egg counts, 
though exposure to 10"C caused the destruction of 
ggS: 

4. Among the three nematode species tested 
here, ん ecg7o ヶ was found to be the most sensitive 
to both high and low temperatures : 447zcy/os7972Z 
Survived for longer days under wider range of 
temperature from 0"C to 25"C: in lower range 
near 0"C, 77zcos み ogy/zs could best be preserved 
without causing deaths of eggSs. 

5. Preservation of feces under higher termDpe- 
ratures before cultivation resulted in tne shorten- 
ings of the days for developmentS of infective 
jarvae in the tubes. No such effects were seen 
when the samples were kept at 0"C. In general, 
the developments of infective larvae of 7zzc/o- 
s/7 の gyZzs are Slower, take longer Deriods, and are 
adapted to lower temperatures than in 4cy/2s7 の 7] 
and ん ec の 

6. In cases of large scale parasitological SurveyS 
by test-tube cultivation together with the routine 
methods, as have often been carried on in thiS 
laboratory, it has often been required to DreSerVve 
or to ship the fecal samples for a long distance, 
taking several days before tested. Through obser- 
vations discussed above, it iS recommended than 
the samples are taken in metal canSs aS much as 
poSsible, and the care iS taken to prevent them 
from desiccation by adding humidity. As for the 
seaSsonS, Spring and autumn with the temperature: 
range of 8" to 18“C are the choice. 
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ミヤ イリ ガ 1 ィ OZcoZ2e72222 7 の 5 の の の 7 の 雌雄 . 
判別 法 と を の 自然 界 に お ける 性 比 に つい て 大 


橋 本 租 っ 細 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 上 者 大 各 】 
(昭和 33 年 8 月 31 日 受領 ) の 中 


し て いな い 。 そ と で 私 は 自然 界 に お ける 雌雄 は どの 程度 目 界 へ : 

結語 の 比 を もつ で 生 【 9 いる か に つい て 検討 し た 。 上 記 の 置 方 の 

日 本 住 血 吸虫 の 中 間 宿 主 ミヤ イリ ガイ OZoyze/gz 婦 会 茎 透 視 法 に ょ つて 雌雄 を 判別 し , その 両者 を 総体 的 に 「 
zoso の ozg の も つと も 簡易 な 雌雄 判別 法 は 実際 上 具 殻 比較 し た と と ろ , 殻 長 別 に 雄 貞 群 と 雌 貞 群 の 両者 に 藩 異 ( 


に ょ る 方法 を 要求 きれ て いる が , その 差 に つい て は 未だ 5 の 2 
明らか で な い 。 て その 貝殻 は 一 般 に 雄 上 内 よ り 雌 中 の 方 が 大 別 分 布 は どの 程度 か に つい て 以上 の 方 法 を も 応用 レ つ 
形 で 太く , 殊 に 殻 口 が 張 つ て いる と 球 わ れ て いる が , そ その 調査 を も 行 な つ た 。 


て お り * 4 ES 第 二 7 2 5 
の 両者 者 は 相似 し て 何れ も 第 二 次 性 徴 の 特徴 と し 雌雄 刊 別 法 の 検討 
は 必ず し ゃ 著 明 で な い 。 従 つ て 貝殻 に よる 雌雄 の 列 は 





穫 PE 捕 和 で あめ た 確認 に は 解剖 に ょ つて それ が な 1) 肉眼 的 陰茎 透視 法 に よる 雌雄 判別 
され て v る 状態 で ある 。 実際 上 ミヤ イリ ガイ を 取り 扱う 雌雄 判別 に 用 いた 貝 は 昭和 33 年 2 月 か ら 人 


に あ た つ て は 貝殻 を 壊さ ず に 簡易 に 雌雄 を 判別 する 方 法 山梨 県 中 巨摩 郡 の 3 個所 と 南巨摩 郡 の 1 個所 か ら 任意 に 


が し ば し ば 要求 され る 。 そ と で 筆者 は 解剖 以外 の その 判 採集 し た 。 室温 18 こ 28C の も の と で 実施 し た 。 ま * つ 貝 を 
別 の 一 方 法 と し て 検討 を 行 な つた 結果 , 先 づ 最 初 に 水中 水 で よく 洗い , 殻 外 に 附 着 し て いる 砂 土 や 汚物 を 除去 四 私 状 


の 此 を 透視 し て それ を 判別 し 得る Ke 0 ヽ し , と れ を 水中 に 投じ , 生生 も の を 濾紙 上 置 て い 
出 し た が , か か る 方 法 に よ つ て は 陰茎 が か な り 見 に くい に 載せ る 。 と の 濾紙 上 で は 一 旦 「 ヘ へ ヘタ 」 を 閑 じ て 。 し ば 近い 
と 云う 欠点 者 て と で と の 欠点 を 解消 する た め ら Me 間もなく その 上 で 歩行 運動 を 始 軒 わ づ 
に , 水中 で 歩行 通 動 し て いる 中 を 江 紙 . 人 め る 。 す な わ ち と の 状態 莉 Mk - 陰 茎 を 透視 時 が 見 
検討 を 加え た と と ろ 。 極め て 容易 に つ 明 有 瞭 に 貝殻 の レ て 直列 の 方 法 に - つ いて 検討 し た 。 融 
外部 ょ り 陰 茎 を 見 る と と が で きた 。 和 っ で て 背 剖 以 外 の 方 ミヤ イリ ガイ O. 0 の 雄 の 生殖 器 ほ は 中 腸 腺 の 位 


法 を 除い 0 筆 に 包ま れ た 精巣 に 始 り , 輸 精 Pe が 最 
者 は 0. zosopzoz6 を か か る 肉眼 的 陰茎 透視 法 に よる 雌 り , その 中 央 部 で 導管 を 受け 入れ て , ay * 桃 色 ま た は 置 右上 
雄 判 別に つい て 検討 し , か つと の 方 法 に ょ つて 実際 上 の 薄 粟 色 の 陰茎 が 前 走 し て いる ず 最初 に 水中 で 外部 か た 現 


= 


雌雄 の 判別 が どの 程度 の 的 中 率 を 有する か , また 殻 長 が ら 肉 眼 的 ? 0 透 し て EYE o 故に の と 
日 
Da 





どの 程度 に 到 れ ば と の 方 法 に ょ る 判別 が 可能 か に つい て この 透視 法 に よー っ て 苑 雄 を 判別 し 得る や 否や を 2 こ 2 区 
検討 を 行 な つ た が 。 し ば し ば それ が 見 に くい 場合 が あり , 実際 上 数 多く 部 の 
一 方 自然 界 に お ける 上 内 の 性 比 は McMullen (1951) は の 内 に つい て は か な り の 時 間 を 要する ょ 云う ょ うな 欠か 時 層 の 
1 ( 雄 ) : 1.13 ( 雌 ) と 報告 し , Wong (1954) は 1 ( 雄 ): ん が あつ た 。 そ と で 水中 に お いて 歩行 運動 し て いる 貝 を た [ 
75 ( 雌 ) で ある と 述べ て いる が , 両者 は 必ず し ゃ 一 致 濾紙 上 に 載せ て , さら に 検討 し た と と ろ , 極め て 容易 と 置 の 』 
みつ 明 須 に 貝殻 を 逃し て 陰茎 を 見 る と と が で きた 。 す な 2) 
* ISAO HASHIMOTO : The technic of adife- ちと の 遂 法 こよ る 陰茎 の 位置 は 「 ヘ タ 」 が 開口 部 の と 
rential diagnosis of the male from the female of 
辺 緑 以上 こ あ る よ 


Ozcozze/24Z の SO の OZ の, and its ratio of both sexes 
in the nature (Department of Parasitolgy, Na- 
tional Institute of Helth, Tokyo) 茎 の 先端 が 帯 2 


つと も ゃ 大 きい 螺 層 の 何れ か の れき 
殻 長 5.1mm 以上 で | は 除 の き 
, 殻 長 5.0 て 3.1 mm で は そ 上 の 
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昭和 34 年 2 月 (1859)〕 


れ が 粟 色 に 見 られ る 。 と の 透視 法 に ょ つて 陰茎 が も つと 
る 明 瞭 に, か つ 容 易 に 見 られ る の は 歩行 運動 時 に 頭 部 が 
最大 に 伸び た 場合 で ある 。 貝 の 「 ヘ タ 」 が 開口 部 の 辺 縁 
か ら 内 方 へ 深く 縮め る と 陰茎 は 見 えな く な る 。 と の 秀 視 
法 に よる 陰茎 の 位置 の 詳細 は 次 の 通り で ある 。 
殻 長 5.1mm 以上 の 雄 貞 で は 歩行 運動 時 , いわ ゆる 伏 
状 躍 態 で 頭 部 が 最大 に 伸び た と き は も つと も 大 きい 螺 飛 
の 中 心 点 に 先端 が 帯 赤褐色 の 陰茎 を 極め て 容易 に 見 る と 
と が で きる 。 また その 状態 で 頭 部 が 開口 部 の 辺 縁 か ら 外 
た 程度 の と き は その 中 心 点 か ら 左 下 


A, B)。 な お 仰 


界 へ わ づか に 直 出 し : 
方 の 位置 に それ が 見 られ る 


(第 1 図 , 





第 1 図 宮入 貝 ( 殻 長 5mm 以上 ) の 頭 部 突 

出 状況 と 陰茎 位置 

ヘタ | が 開口 部 の 辺 綴 と 殆 ん どー 致し 
大 きい 細 層 の 中 心 点 か ら 有 横 端 に 

ょ な い ク 1 を - の 辺 縁 か ら 内 方 へ 
と の 中 心 点 より 下方 の 位置 に 陰茎 

9 隊 : の 





(第 1 


が 見 られ る 

殻 長 5.0 て 3.1 mm の 雑 中 の 歩行 運動 時 に お ける 陰茎 
た め に か , 伏 跡 状態 に お いて 頭 部 
ミ い 上 螺 層 の 中 心 点 か ら 


し 失 凍 は りか の N 


が 最大 に 伸び th や も つと も ゃ も 大き 


ン 敵 方 に - 近 い 部 位 に 陰茎 の 先端 が 栗色 に 見 られ る 
た 頭 部 が 関 | [部 の 辺 か ら 外界 へ も ず か に 露出 し た 得度 
の と き は その 中 心 点 か ら や や 上 方 に それ が 見 られ る (第 


2 図 , A, B)。 な お 仰 息 状 態 に お いて は 「 ヘ へ タ 」 が 開口 
部 の 辺 縁 と 殆 ん ど 一 致し て いる と き は も つと や ゃ も 大き し 
層 の 中 心 点 あら 上 方 端 に 近い 部 位 に 陰茎 が 見 られ る 
た 「 ヘ へ ヘタ 」 を その 辺 縁 か ら 内 方 へ わ づ か に 縮め た と まき は て 
の 中 心 点 か あら 右上 方 に それ が 見 られ る (第 2 図 , C, D)。 
2) 肉眼 的 陰茎 透視 法 に ょ る 雌雄 判別 の 的 中 素 
と の 透視 法 に よる 雌 雄 判別 の 能力 を 調べ る た め に , そ 
れ を 判別 し た 貝 を 剤 検 し て ,。 その 的 中 率 を 算定 し た 。 そ 
の 的 中 率 に つい て は 第 1 表 に 示し た 。 殻 長 5.1 mm 以 


上 の 貝 で は 4 回 (各回 検査 貝 数 820 て 600 個 ) に 理 つて 


それ を 実施 し た と と ろ , 雄 
な く 


ま 
た 群 に は 雄 貞 





宮入 貝 ( 帝 長 5mm 以下 ) の 頭 部 突出 
状況 と 陰茎 位置 


第 2 図 


貝 と 判定 し た 群 に は 雌 上 貝 1 信 
雄 由 の 的 中 率 は 100 タ で あつ た 。 雌 上 中 と 判定 し 
が 第 1 回 試験 で は 6.22・ 第 2 回 で は 9.2 
の 2・ 第 3 及び 第 4 回 で は 各 Y.4 入 つて お ぉ おり, と 
ず 均 し て 見 る と 7.8 多 の 雄 貞 が 雌 貝 郡中 に 入 つ て いる と 
e 従 つて 雌 貝 < 率 は 90 て 942・ 平 均 922 で 

2 た 。 ho お ける 6 ~10 劣 の 誤認 の 原因 は 貝殻 

や も つと も 大 きい 螺 層 6 1 の が 黒褐色 に 侵 人 秀 さ れ て いる た 
め 。 そ れ が 雄 員 で ある ヽ か わら ず , つい に 中 殻 を 
透 し て 陰茎 を 見 る と と が 不可 能 な た めで あつ た 。 

殻 長 4.1 て 5.0 mm 及び 8.1ー4.0 mm の 貝 で は 雄 
貝 と 判定 し た 群 に 雌 貝 1 個 も る なく , その 的 中 率 は 100% 
で あつ た 。 雌 上 と 判定 し た 群 の 殻 長 4.1 て 5.0 mm に は 
雄 貝 が 28% 入 つて お り , その 的 中 率 は 722% で あつ た が , 
殻 長 3.1 て 4.0 mm に は 雄 員 が 402% 入 つて お り , その 的 
中 率 は 6022 で あつ た 。 従 つて 帝 長 3.1 て 5.0 mm の 貝 で 
は 60< て 72 の 的 中 率 を 示す と と に な り , 殻 長 5.1mm 以 


れ ら を 


ルー 、 ナ 


上 の 貝 に 比 し て 低 ! 26 率 を 示し た 。 殻 長 8.0mm 以下 
の 上 員 で は 陰茎 が 極め て 小さ く た め に か , と の 透視 法 に こよ 


第 1 表 陰茎 透視 法 に ょ る 暴 雄 判別 の 的 中 率 


採集 月 日 





検査 検査 誤 認 


m 総 著 有数 具 数 的 中 素 





二 9131 0 100 2 月 18 日 
以上 e192 12 93.8 身 延 
生 ーー 半 6809 33 "90.8 " 折 1 
/ 428 8285 。 19 92.6 玉 皿 
80 人 0 坦 訂 3 
2 0 す 57 16 71.9 軸 
1 102 (5 23 。 29 603 W 
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第 2 表 宮入 貝 の 棲息 地 30 cm 平方 内 に お ける 性 比 と 帝 長 別 分 布 状 況 











採集 月 日 証 k 検査 毅 長 5.16.0 mm 基 長 6.17.0 mm 帝 藤 7.1ー8.0 mm 帝 長 8.19.0 mm 

採集 地 由 数 上 由 数 百分比 貝 数 百分比 具 数 百分比 貝 数 百分比 
月) 乱 ) 月 $ 6 / 8.. 5 7.0 40 44.3 43 47.6 1 9 
和田 野 千島 1:1.13 89/79 5 6.3 65 82.3 まま 856 ら 

8 月 6 日 18 16.5 37 33.9 2 6 5.5 
和田 田 之 岡 (A) 上 21109791 1s 16.5 64 70.2 12 13.3 3 

8 月 12 日 7 7.3 40 41.7 49 5s1.0 = 』 
邊 根上 今 誠 訪 「: 上 20 96780 s ぉ 7.5 63 78.8 11 13.7 

8 月 12 日 7 10.5 24 35.8 35 52.2 1 1.5 
信田 田 之 岡 (B) 1:1.37 67749 。 3 6.1 44 89.8 2 4.1 
る 臣 判別 は 不可 能 で あつ た 。 て は 雄 貝 70 て 90 源 , 平均 92 の 座 貞 8 134- ン aa 平均 89 用 

を 示し て 雄 由 が 多い が 。 これ に 対し て 殻 長 18.0 


ご 二 ル 1]| *| の \ 
性 比 及び 地 長 別 分 布 状況 mm で は 雄 上 中 3 て 14 錠 , 平均 1122。 雌 上 躍 14 て 5222, 平均 


1) 実験 材料 及び フ 4922 と 逆 に 雌 員 が 多く な る と 到 う 全く 反対 の 傾向 を 示し 
性 比 及 て たよ て PA ea の 算定 に 用 い Pe で て いる 。 さら に 殻 長 8 。1 <9.0 mm (ご 到 つ て は 雄 貝 C り 分 
巨 磨 郡 の 4 個所 の 棲息 地 30cm 平方 内 に お いて C 殻 長 5 布 は 全く 認め られ な か つた が , 雌 貞 で は 1 > 6 多 の それ 


mm 以上 の も の を 採集 し た 。 昭 和 33 年 7 月 上 旬 に 導 田 村 が 認め られ た 。 
野牛 島 か ら 168 個 , 同村 田 之 岡 (CA) か ら 200 個 , 8 月 
上 旬 に 白根 町 上 今 諏訪 か ら 176 個 , 八 月 中 旬 に 八田 村田 
之 岡 て B) か ら 116 個 を 採集 し た 。 採集 し た * 具 は 前 札 こ 
同様 な 操作 を 施し て 其 雄 を 判別 し , マイ クロ メー ター て 90 


100 





殻 長 を 計 we 5.1 て 6.0 ・ 6.1-7.0 ・ 7.18.0 mm 
の 各 群 に 分 け , 割 検 に ょ つて 性 比 を 算定 し た 後 , さら に と 


それ ら 其 雄 本 分 布 を 調べ た 。 (⑳) 二 
2) 性 比 40 ト ら 
自然 界 (て Y 月 上 名 8 月 上 旬 ) に お ける 躍 ( 殻 長 5 

mm 以上 ) の 棲息 地 30cm 平方 内 に お ける 性 比 に つい て 20[ 

は 第 2 表 に 示し た 。 そ の 比 は 八田 村野 牛島 は 雄 具 79 個 , 























雑 具 89 個 て 雄 1 に 対し て 肉 1.19。 同 科 田 え 問 て ん ) て は sh60 6 に 70 2 に 60 8R90 
雄 躍 91 個 , 雌 上 貝 109 個 で 1 : 1.20, 白根 町 上 今 諏 訪 で は 殻 長 (mm) 

雄 由 80, 雌 上 貝 96 個 で 1 :1.20, 八田 村田 之 岡 CB) で は 第 3 図 宮入 貝 の 棲息 地 30cm 平方 内 に ね ける 
雄 上 貝 49 個 , 雌 貝 67 個 で 1 : 1.37 で あつ た 。 以 上 4 個所 を 雌雄 の 殻 長 別 分 布 状 況 


平均 する と 雄 上 貝 が 299 個 で 雌 具 は 561 個 と な 奴 1 に 
対し て 雌 が 1.1-1.4, 平均 1.2 の 比 て あつ た 。 
3) 雌雄 の 殻 長 別 分 布 状 況 1) ミヤ イリ ガイ O. zoso が ozg の 肉眼 Ma 才 透 視 法 
自然 界 (7 月 上 旬 ー 8 上 旬 ) に お ける 貝 ( 殻 長 5 mm に ょ る 雌 奴 判別 は 水中 及び 濾紙 上 の 何れ か に お いて も 
以上 ) の 棲息 地 30cm 平方 内 の 雌雄 の 帝 長 別 分 布 状 況 こ - ご ある が , 前 者 より 後者 の 方 が ょ り 明 陰茎 を 見 


総括 及び 考 接 


つい て は 第 2 表 及 び 第 3 図 に それ ぞ れ 示 し た 。 殻 長 5.1 る と と が で きる 。 水中 で は 水 が 殻 内 に 満 さ れ て お り , 人 
て 6.0 mm に お いて は 雌雄 共に 6 >17 少 , 平均 102 の 分 2 天 よ うす る た め 。 そ れ が し ば し ば 見 に くい 場合 ヵ 

Mi 示し て 殆 ん ど 同 様 で あつ た が , 表 長 6.1-7.0 mm り 。 と Mo て 濾紙 上 で は 余分 の 水分 が 吸い と られ て 
及び 71 一 8.0 mm て ン は 雌 礁 両者 に 著 し き 差 異 が 認め 陰茎 の 先 が 外 奏 膜 及び 貝殻 の 内 側 に 附 着 し て いる た め 
ち れ る ょ う で ある 。 す な わ ち 殻 長 6.1<7.0 mm に お い 容易 に それ : 義人 も の と 思わ れる 。 と の 民 視 法 に よ 
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羽 
江 


乏 ぶ 
導 鞍 
いい は 


ぶ 
1】 
ご L 


92% と 
mm て 
27 の や 
帯 赤 季 
5.0~ 
栗色 て 
の 透 補 
び 害 穫 
点 か ら 





昭和 34 年 2 月 (1959)〕 

= 「 ヘ へ ヘタ 」 が 開口 部 の 辺 縁 以上 に ある と き 
は も つと も 大き Mr 何れ か の 部 位 に MP られ 
ん 成熟 員 と 思わ る 殻 長 5.1mm 以上 で は 陰 衣 の 先端 
が 帯 赤褐色 見 られ 槍 貞 と 思わ れる 殻 長 5.1~3.0 
mm で は それ が 栗色 に 見 える 。 と の 透視 法 に よ ょ つて 陰 
茅 が る つと も 明 有 瞭 に , - 見 える の は 歩行 運動 時 
に 頭 部 が 最大 に 伸び た と き で ある 。 員 の 「 ヘ タ 」 が 開 ロ 


部 の 辺 綴 か ら 内 方 へ 深く 縮め て し まう と 陰茎 は 見 えな く 


みつ 容易 


な る 。 
2) と の 送 視 法 に ょ る 的 中 率 は 殻 長 5.1mm 以上 で は 


1 


922 と 云う 極め て 高い 的 中 率 で あつ た が , 殻 長 5.0 て 3.1 
多 の 的 中 率 で あつ た 。 人 後者 は 前 者 に 比 し て 約 
27 の も 低い 的 中 素 を 示し た の は , お そら くく 陰茎 の 先端 が 
夫人 に 比 ・ * 5 殻 長 
0 て 8.1 mm で は 陰茎 が 小さ くだ た だ め に か 。 そ の 先端 が 

ト ど に 因 る も の で あろ う 四 わ れる 。 


eva と な 
の 区 視 法 に ょ る 的 中 率 が 両者 間 に 差 異 が あつ た と と , 肥 


幸村 の 陰茎 の 大 いさ や 色 が 異 る と 云う 
稚 具 と 成 封 内 の 境界 は お そら く 殻 長 5 mm 

と 想像 され る 。 と の 点 に 関し て は さ 
ら に 詳細 な 解剖 学 的 検討 を 加え o 殻 長 
9.0mm 以下 の 中 に お いて は 陰茎 が 極め て 小さ く た め に 
か , と の 透視 法 に よる その 判別 は 不可 能 ご あつ た 。 以上 
> 肉眼 的 陰茎 透視 法 に ょ る 基 雄 第 


人 性 か な いよ う 0 れる 


mm で は 65 


てこ ある 明 5.1mm 以上 の 務 


点 か と ウレ て 


た フ 
前 後 ] てこ は な か ろ ブ が 


て 見 164 と 思う 


の 如く O. zosoZ/Zo7Z < 


別 は 殻 長 
が , 殻 長 5.1mm 以上 の それ で は 相当 信頼 度 も 高く , し か 


5.0mm 以下 で 


了 の 生 の て 開 玉 ち 法 ご ある と 考え 生 E 培 信 (1986) 


ら は O, zezss の 雄 貞 は 外部 か ら の 透視 に ょ つて 陰茎 
5 と と が で きる と 報告 し て いる 。 ま た Wong(1953) 
Z の so の ZZo7 の , を 本 若 望 (1958) ら は の O. 物販 を 

3 大 鏡 下 で 仰 】 し て 頭 部 が ク 界 に 伸び < 

その 軽部 に 桃色 の 陰茎 を 見 る こと に ょ つて 100 錠 に 克 


Ma し 得る に 








共 。 





「 若 選 ら は 王后 ちの 除 遂 
に くい た め 。 不適 ar ' あ る と 指摘 し て いる し か し 実際 
上 と の Wong ら 及 び 丁 若 邊 ) 法 は 比較 


的 短 時 間 の 間 に 陰 茎 を 捕え な けれ ば な ら な い の で ,。 多数 





の (に っ いて よ メ FN 陸 間 を 要する ルル 競 ょ な か ろう ば * 
と 考え られ る 。 ま 寺 中 国 (中 共 ) 産 の O. ee は 


丁 若 望 ら が 述べ て いる ょ うに 貞 帝 に 縦 舌 が あり それ が 厚 
\ と き は 陰茎 の 先端 が 明瞭 に 現 ら われ ず , 基 だ 不鮮明 に 


見 える た め ,。 O. epezs2s の 肉眼 的 陰茎 透 促 法 に よる 
判別 法人 は 日 本 産 の の . zoso の oy7g の それ に 比べ て 困難 


葬 
< 
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と れ に 反 し て の O.. zoso の oz の 


こい る 場合 を 除い て は その 厚 


性 が 大 きい と 考え られ る 。 
は Pe 
薄 に か か わら ず 容 易 に 雌雄 を 判別 する と と が で きる 。 従 
つて 解剖 以外 の PAN 除い て は 極め て 簡易 な 雌雄 判別 法 
で ある と 共 ee 下 で それ を 判別 し 得る 
こ と は その 実用 的 な 適用 性 が 高い も の と 考え られ る 。 
3) 次 に - 自然 界 に =- お ける 性 比 は 雄 具 1 に 対し て 雌 上 貝 
1.1>1.4 ・ 平 均 1.2 で あつ た が 。 て それ に お ける 雌雄 の 
愛 長 別 分 布 は 殻 長 5.1 て 6.0 mm で は 両者 共 約 10 を 示 
し て お り , 殻 長 6.1~ て 7.0 mm 及び 7.1 て 8.0 mm に お 
' て は 両者 間 に 著 し き 差 が 認め 5 PA 殻 長 8.1~-9.0 
入隊 共 4 ど 一 致し て いる NN 
6.1 て 7.0 mm, ME ご は 殻 長 
つと も る 多い 分 布 を 示し て いる と か 
で は 殻 長 Y mm 前 後 。 雌 
* 8mm 前 後 雌 具 の 成長 度 の 方 が Pc 
れ に 比 し て より 速やか で は な か ろう か ヵ ee 定 さ れる 。 た 
だ MM 方 が 多い と 云う 事実 は す 
で に 産卵 時 に 異 つ て いる の か , 或 は また 産卵 時 雌雄 ほ ゞ 
同数 な の が 。, と の 成長 期 に お い - こ 雄 貝 の 死亡 大 な る 


mm に 到 つ 


佐 つ て 雄 具 で は 殻 長 


パ セ 


ー8。.0 mm に お い -~ 
ふら し て 。 成長 度 の 最大 は 雄 貞 


貝 で に で あり 。, 


アジ デブ ) ナ エ 昌 肝 と ふか デ ナル し ュ 
%/ て と ブフ ノ バ ム スプ が (はい ヴ 」 の 人 て は Vo 


要 約 


ミヤ イリ ガイ の. zosoZZo7 00reohmem 朋 透 視 法 に ょ 

る 雌雄 判別 及び それ に よる 的 中 率 に つい て 検討 し ,。 その 

白 然 界 に お ける 性 比 及 びそ れ に お ける 殻 長 別 分 布 状況 に 
\ て 調査 を 行 な つ た 。 


1) O. zosoZZozg の 雌雄 判別 法 と し て 肉眼 的 陰 茅 透 


視 波 を 見 い 出し た 。 と の 透視 法 は 極め て 簡易 な 方 法 で あ 
と 共に 実用 的 に 適用 性 か 高い も の と 考え られ た 。 と の 

透視 法 に ょ る 陰茎 の 位置 は 「 ヘ タ 」 が 開口 部 の 辺 緑 以上 

に ある と き は も つと ま きい 螺 層 の 何れ か の 部 位 に 見 ち 


れ 1, 明 長 5.1mm 以上 で は 陰茎 の 先端 が 帯 赤褐色 に 見 え 


殻 長 5.0 て 3.1 mm で は それ Mana 除 茎 が も 


つと も を 容易 に 見 られ る 上行 運動 時 に 頭 部 が 最大 に 伸 
k た と き で ある 


5 雌雄 判別 の 的 中 率 は 殻 長 5.1 
mm 以 5.0 て 3.1 mm で の 雄 貞 で は 1002 で あつ 
だ 。 村民 の 殻 長 5.1mm 以上 で は 932%・ 殻 長 5.0 て 
3.1 mm で は 6522 の 的 中 率 で あつ た 。 殻 長 83.0mm 以下 
の 上 内 で は と - の 方 法 に ょ る その 判別 は 不可 能 で あつ た 。 

.3) 自然 界 に お ける 殻 長 5.1mm 人 1 
に 対し て 雌 貞 か 1.1 て 1.4 ・ 平 均 1.2 で あつ た 。 


2) 湖 視 法 に よる 


い 79 ) 
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4) 自然 界 に お ける 雌雄 の 殻 長 別 分 布 は 雄 貞 で は 殻 長 
6.1<7.0 mm 雌 貞 で は 殻 長 7.1 て 8.0 mm に お いて も や 


に 過 や 多 か つ た 。 


終り に あたり 御 指 導 , 御 校 関 を 賜 つ た 予 研 小宮 義孝 博 
士 及び 安 維 岡 一 男 博士 に 深 有 の 意 を 表し ます 。 御 協力 を 
頂い た 麻布 獣医 大 学生 物 学 教室 板垣 博 氏 及 び 予 研 寄生 中 
部 の 諸兄 に 感謝 いた し ます 。 ま た 実験 材料 の 採集 に 御 便 
宜 を 頂い た 山梨 県 立 医 学研 究 所 杉浦 三郎 博士 , 飯島 利彦 
技師 及び 各位 に 感謝 いた し ます 。 

本 論文 の 要旨 は 昭和 33 年 第 18 回 日 本 寄生 虫 学会 東 日 
本 支部 大 会 に いて 発表 し た 。 
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Summary 


This work was carried out to know the technic 
to differentiate the male from the female of 
Ozcozze/2Z7Z 7 の SO の の 7 の and also to know the ratio 
of both sexes in the nature, and the results are 
Summerized as falloWs : 

1) The technic of sexing snails. Snails were 
washed with distilled water and were put on ter 
paper. When a snail became to move, itS red- 
brownish tip of a large peniS was found clearly 
visible beneath the largest whorl of the mature 
male. 

2) The exactness of sexing amounted to 92 in 
adult snails (5.1 mm over in shell length),72 jn 
younger Snails (4.1-5.0 mm) and 60 in the youn- 
gest snails (3.1-4.0 mm)、 

3) The ratio of the male to the female in 
nature was 1.0 : 1.2. 

4) Among the male those of 6.1-7.0 mm in shell 
length were found to be predominant, whereas 
among the female those of 7.1-8.0 mm in shell 
length were the most nurmnerouS in number。 
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尿 便 内 題 虫 卵 分 布 に 関す る 研究 


中 島 


忠 に < 


千葉 大 学 医学 部 三輪 内 科 (主任 三輪 清 三 教授 ) 


(昭和 33 年 9 月 1 日 受領 ) 


遇 虫 卵 の 尿 便 内 に 於 ける 分 布 形 式 が ossg 分 布 で 近 
似 ミ れる と と を 石崎 (1953), 佐藤 (1953) が , 更に 守屋 
(1955) 等 が 検証 し て 以来 直接 塗 注 法 の 数 量 的 検討 に 大 
ほな 『 発 了 レ が も た ら さ れ た 。 殊 に 現在 迄 経験 的 デー タ に の 
ぇ 立脚 て 検討 され て きた 該 法 の 卵 検出 率 や 感染 程度 の 
肖 定 更に は 駆 下剤 効果 判 中 時 の 見 か け の 陰 転 の 問題 等 に 
理 PT 二 た た 。 し か し 以上 の 諸点 は 個々 人 の 場合 

ち 母 平均 の 一 定 な 場合 に つい て の 追求 で あつ た 。 そ 
We 日 常 あ つか う 集 団 対 象 の 検査 に その まま 応用 
する と と は 出来 な い 。 し か ぁゃ 集団 対象 の 場合 の 殿 便 内 貝 

の 追求 は 不 充 分 に し か な され て を ら ず , 

実際 検便 に 際 し て 応用 し うる 報告 を 発見 し 得 な い 。 私 は 


こと に だ 准 目 し , 集団 検便 時 の 顕 虫 卵 分 布 状態 (て 母 平均 m 
の 分 布 ) を 検討 し 更に その 了 臨床 的 意義 に 考察 を 加え た 


の で 報告 する 。 
集団 内 に お ける 個人 別 卵 平 均 の 分 布 型 の 想定 と その 
意義 に つい て : 同一 人 の 殿中 即ち 母 平均 m が 一 定 な 場 
合 , 腸管 内 寄生 東 の 大 部 分 の も Ke 3 は , て の 分 布 形 
20 ア 7ozsso% 分 布 で 近似 ほれ る こと は 確認 され て いる 。 
敗 象 の 場 合 は 各個 人 くべ に より 暴 つ た 平 均 m が 天 
頻度 で 存在 3 時 従 つて 集団 検便 時 の 虫 卵 分 
の 婦 の 分布 型 の 追求 に 他 な ら な 
い 。 従 つ て 私 は 最初 と の m の 分 布 型 の 想定 を 目標 と し 


2 0 


材料 及び 方 法 
&) 被 検 対象 千葉 県 農村 山田 町 第 1, 第 2 小学 校 学 
童 の 駆虫 前 及び 後 と 。 桐谷 鳩山 部 落 に 万 m 住 する 一 般 信 民 


> 駆 昌 前 の 三 集団 の 尿 便 を 各 人 別に 所 定 の 尿 入 容器 内 に 





CHUICHIt NAKAJIMA: Studies on the distri- 
bution of ascariS ova in human faces (Depart- 
ment of Internal Medicine, School of Medicine, 
Chiba University, Japan) 


持 指 頭 大 づつ 集め 泥 状 便 , 不 消化 便 は 再 採取 させ 。, 硬 便 及 
び 有 形 軟 便 を 検査 対象 と し た 。 か くし て 学童 811 名 , 
般 住 民 448 名 の 可 検便 を 得 , 名 虫 卵 陽性 者 学童 415 名 , 
で 232 名 を 利 た 。 更に 学童 集 団 は 駆虫 剤 一 回 投与 
三 週間 後 再 検便 を な し 183 名 の 陽性 者 を 得 た 。 
検査 方 法 対象 三 集 団 と も 「 厚 生 省 衛生 検査 指 
針 ] に よ ょ つて 規格 化 さ れ て いる 直接 塗 漆 標本 作製 法 に 厳 
密 に 従い , 学童 は 同時 6 枚 , 一 般 住民 は 6 枚 に て 卵 陰 性 
を 示し た 者 は 更に 6 枚 計 12 枚 を 検 鏡 し 各 カ バー グラ ス 毎 
に 全 視 野 の 顕 虫 卵 数 を 算 え た 。 商 ,。 訂 は 採取 翌日 に 全 例 
を 検査 し 終る ょ うに し た 。 
.) 集計 資 科 三 集団 と も 個人 別 卵 平均 17 以 上 の 者 
は 濃厚 感染 者 と し て 各 集 計 か ら 除 外 従 つて 学童 駆 昌 前 3 
81 名 , 駆虫 後 179 名 住民 204 名 を 集計 対象 と し た 。 渡 厚 


感染 者 に つい て は 後述 する 。 
検査 標本 中 の 全 顕 束 卵 数 


平均 ニーーー ン 
個人 別 卵 平均 検査 標本 枚数 
集団 卵 平均 = 一 集団 に お ける 個人 列 卵 平 均 の 平均 即 


更に , ク カバ ー デ テス 中 た ちの 間 論 細 
し て 資料 と し た 。 
検査 結果 と その 検討 
34) 個人 別 卵 平均 の 分 布 型 の 想定 
個人 別 卵 平均 m の 階級 巾 を 1.0 に と り 出 現 度数 分 布 を 
作る と , 三 集団 と も エーO の 側が 高く 及 の 増加 と 共に 度 
数 の 低下 する 凹 型 と な り , 指数 の 小さ い 7 型 も し く は 指 
数 型 な ど を 予想 させ た 。 杉山 ・ 守 屋 (1954) も ア 型 も 
ま て いる の で gggzzyzg 困 数 【 ず ぁ , ア sz 基数 } を 用 
いる 了 母 数 推定 を 行 つ た 所 , 学童 駆虫 前 , 後 及 び 住民 共 
Py ニニ 1.07, Ps ニ 1.28, Py ニ 1.06 と いづ れ も 指 数 P は 1 


の 'e で dx/(ap ア m] o 生 xx<eo ,-。、 


に 近く 7 型 dF= 


いて P=1 即ち qdF ニ と な り 指 数 
分 布 と 認め られ た 。 更に 実測 値 を 半 対 数 図 に 記入 し て 
定 差 図 に 記入 し て も 直線 が 適合 し 指数 分 布 で ある と と を 


dx/a ox ぐ の ェ 
O>X 


( 81 ) 
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き し て いる 。 但し と と で 注意 を 要する の は 濃厚 感 布 函数 を 図示 (第 3 図 ) すれ ば よく 適合 する 
*^ か ね ば な ら な いと と で ある 。 了 今 布 時 分 


臣 




































6 101 
埋 09 
半 対 才 図 装 教 較 1 
。 ov 
いう 
So 間 いい 1 65 ー 尋 住民 革 和 
。 pas ーー 寿人 6@ Fos-e 
= 93 
度 + 92 Fxysl- 6 本 
数 ーー Foy= に ッ パ 3 
対 12345678300002SM4506 234S67890002905067 
数 ce 
1 第 3 図 個人 別 卵 平均 値 分 布 画数 
2 と の Ne 分 布 表 と 理論 的 計算 値 を Z*- 検 定 し て も 
有意 の 差 な く 曲線 適合 を 否定 し 得 な いと と が 認め られ 


12345678900I23M5I67O (2 34557569002 は 4516 
ー 個人 別 卵 平均 値 る 6 

第 1 図 個人 別 卵 平均 値 分 布 図 c) 考察 

佐藤 (1953). 石 崎 て 1953), 及び 守屋 (1955) 等 に ょ つ 
て , 大 部 分 の 腸管 内 寄生 虫 族 は , 各 人 の 中 に お いて は 
即ち 母 平均 が 一 定 な 場合 は 7ozssoz 分 布 す る 確 
認 さ れ た 。 し レ しか し 異 る が 夫々 異 つた 頻度 で 存在 する 集 
団 に お ける w の 分 布 の 追求 に つい て は , 小宮 ・ 佐 藤 
C19584) は その 問題 を 意識 し て は いる が , 追求 の 困難 性 
を 指摘 する に と どまり , 杉山 ・ 守 屋 (1954) 等 は の 分 


電 和民 に 7 江 人 布 と 想定 する の が 適当 と 推計 学 的 根 定 を す 


定 図 定 き 較 
・ 和 和仁 
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ャ ャ ャ ャ る に と どまり 。 検討 を さら に 具体 的 に は 展開 し て いな い 
ー f) ト う で ある 。 牟田 口 て 1956) は 感染 度 分 布 は wssow 分 


第 2 図 個人 別 卵 平均 値 度数 分 布 に 関す る 定 差 図 と 相違 する と の べ て いる 。 現 段 階 ご は 以上 の 他 に と の 方 


s ア て こ ー 











cc At ュー ュー デモ / ハ 曲 生 の 全 h フリ) 1 4 
と れ と は 図 に 記 人 [ た 際 暑 較 的 科 単 - 検 出さ れる が 『 男 て えな い 。 人 従 つ て 私 の 最初 ? 試み は | 
4 We 同 3 し) まき ー を 目標 と 3 
均 値 いく つ 以 上 を 濃 みる べ * 集 団 卵 平 多 
a に よ つ て 異 つ て くる 。 即ち a 三 3 の 場 了 個 し 列 も つ パ * * 直 多 の 
に So 1 ロ 標 ) 
平均 gg が 17 以 上 a=2 の 場合 と 12 が その 集団 に お け 前 述 の 如く , 標本 P 均 値 を 用 い 
る 濃厚 感染 者 と みな し うる ょ う で ある 。 い づれ に し て を 佐藤 (1954) の 次 の 指摘 に 答え 
ルー ャ ュ すっ ー ェ エ 、[ テコ プア 否 ] を ) 吉木 実 か と 定 し : 
と れ ら 濃厚 感染 者 は 直接 塗 涼 寺 本 1 枚 で も 見 薔 さ れる 人 危 (回 検 本 実現 値 か ら 算 
険 率 は 少く 私 の 目標 と する 点 に 対し あま り 問題 と する に 程度 まで その 母 集団 の 期待 を 現 わ わし うる る 
足り な い レ か し と の 濃厚 感染 こつ いい ^ 別 ! 再 栓 ov ・ 特 に 式 2 ※ 小 な る 時 。 従 つ 7 n が / ヽ 
対 を 要する と 考え る 場合 に あつ て は 獣 密 に は 再 枯 討 も 更 す な. \ き 問題 で あろ 
ハ J で ラウ ) ツー ニ 全 人 電 補 
う 勿論 と 標本 平均 と は 明か に 区別 され ね ば メ 
D) 理 諭 値 と 実測 値 の 比較 う 」。 勿論 母 平均 に 3 1 に 弄 2 
ら な い が ア Posoz 分 布 に お いて も 正規 分 布 に お ける と 同 


渡 厚 感染 者 き Me 保有 者 の 各個 人 別 卵 平均 の 
平均 即ち 三 集 団 の 集団 卵 平均 a ぁ を 夫々 求め て みみ る と 。 





様 , 醒 本 平均 は 母 平均 の 有効 推定 量 ご ある 。 尋 ち 不偏 


過 † 





(も 


5 推定 量 ご ある ば か り で な く 最 小 分 散 推定 量 ご も ある 。 
駆虫 前 学童 av 三 3.843, 駆虫 後 学童 as 三 2.008, 駆虫 推定 量 ご で ある ば か り て 最小 分 散 失 we 
前 住民 av=3.610 これ に 基き 理論 的 分 布 際 数 Fy ニ 1 一 の 分 散 の 期待 値 は , z 枚 4 ra 


es Fx ニ 1ーe goe。 F'y ニ 1ーe irei0 と 経験 的 作 ” 私 の 6 枚 妃 至 12 枚 検査 の 標本 平均 は 充分 使用 に 耐え 


ム 、 企 ニャ > ヘマ デ ) ユ 
栓 * に お いて は 


\ 
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第 1 表 学 章 駆 虫 前 後 の 卵 平均 値 度 数 分 布 表 及び Z 検定 
(駆虫 前 ) (駆虫 後 ) 





卵 平 均 値 実測 値 計算 値 (A 一 B* 卵 平均 値 実測 値 計算 値 (A 一 B)* 
(m) (A) (B) B (m) (A) (B) B 





75 70.2 0.328 
44 42.7 0.040 
26 0.000 
0.496 
4.538 
0.248 
0.645 
0.291 


1 104 87 .3 3.195 
1 一 2 69 67.3 0.043 
.1 3 47 51 .9 0.463 
1 4 
。1 ン 5 


ご ) 
( 


トゥ う 
①1 
〇 


No ho ui oo CO〉 h> oi Go 〇 の Oo < 


( 


( 
oy いう 


36 39.9 0.381 
25 30.9 1.127 
5.1<6 16 23.7 2.502 
6 ユー? 13 18.4 1.585 
7.18 16 14,1 0.256 
8.1-9 9 10.9 0.331 
9.1~10 10 8.4 0.305 
10.1-11 10 6.4 2.025 
11 .1-12 6 5.0 0.200 ユー12 
12.113 4 3.9 0.000 ュー13 
13.1-14 ー7 2.9 ーーーーーーーー ーー ーーーー 一 ーーー ーーーー 
14.1-15 。 16.03 292.3 oz45 計 6.805 


15.1>16 4 1.8 
ZZ“7 (0.30) 。 p>0.30 


( 
こさ 
+ー 
の) 
+ー 


( 


ーー ロビ ロビ ロビ ビー ピ ビ ピ 
( ( 
Co の 〇 ) の 


hb oO ① ぐい ①1 


1<9 
1>10 
1 >11 


〇 で コ の の いよ OO も 


6 
い ) 
ご) 


〇 > 
〇 
mm どら どら ど は は ょ OSk ト 5 の 
| 
| 
ー 


0.221 


mm テー 
トビ の 
6 る 名 


ーー 
ュ ュ 
〇 ら 
さこ 
さ 





16.1>17 2 1.3 








計 13. II 
「 に 語 o。 2 で ある 。 と くに 現在 追求 の 目的 は 個々 6 Me 
% ぁ > (0.30), p>0.30 \。 集団 全体 と し て の 分布 型 の 想定 で ある の で , 問題 と 


第 2 表 一 般 住民 駆虫 前 卵 平 均 値 度数 分 布 表 


集団 に お いて 個人 別 卵 重 均 z が 指数 分 布 す る こと の 
意義 


及び %Z"- 検 定 





15. 





卵 3 


CC の O の の に ヘ 5 も ロ 


Im ロー 
いら ビー の 


13。 
14。. 


計 | 


。1 2 37 37 . 


1 >11 
1 一 12 
1 >13 


F 均 値 実測 値 計算 値 (AB* 
9 2 (B) B a) 殿 中 へ の 虫 排卵 下限 値 に っ いて 


.169 従来 か ら 頭 虫 の 殿中 に 排出 され る 卵 数 濃度 は 他 の 寄生 
4 虫 の それ に 比 【 の EHP そい 換言 すれ ば 


1 

0 
0.005 

3.300 ) 値 は 相当 高い こと が 予想 さ 
2 
0 


0-1 57 40. 


1>3 28 28 
1 <4 13 21 。 
1 5 10 16 


カバ ー グ ラス あたり 


.434 れ て いた 。 反 面 東京 都 監 AA 引 剖 見 者 中 顕 虫 保有 1 455 





ビビ ょ ビビ よら に OO ぴよ お 上 む 


1-6 13 12. ・029 例 の うち 379 例 (262) が 1 島 寄 生 者 で あつ た 。 と の 報 

y ゲ し 0 生 も 見 らし 。 日 我 々 が 日常 検 査 に 際 し て る 低 濃度 

.1-9 5. 1.622 卵 排出 者 , 軽 感染 者 が 多い と とき も 導 隊 し て bo る 。 歳 雌 

ユー10 4. 0.002 1 令 寄 生 時 の 一 日 の 産卵 数 に 関し て は 革 多 の 業績 が ある 
3。 


こ 平 均 虫 卵 含有 数 を 見 る と 現在 
まで の 報告 中 高 亀 (1939) の 5 て 11 個 が 最小 値 を 示 し て 
いる 。 更に と の 数 値 を 18X18mm カバ ー グ ラス に よる 適 
正直 接 塗 涼 本 本 1 枚 ( 尿 量 "/jmg) 中 で は mー1.7 と 現 わ 
レ う る し 日 最低 値 と し て 指摘 し うる と 小宮 ・ 佐 藤 (1954) 
204 204 10.365 が 報告 し, 更に この 事実 に 次 の 如き 検討 を 加え て いる 。 

RMT 本 本 1 枚 中 の 実験 値 究 と な る 確率 は Pozssow 分 布 Ga = 


Tn"e 


が , 10mg 中 に 換算 し 





な ーー 
いび 1 
ご ーー 
〇 1 
〇 
び 1 
to 







1 14 13 
1>15 
1>16 


は 心 ト (OO お ココ 
| 





Z% マ Z71。 (0.30), p>0.30 
PT に お いて , x=o。 禁 本 枚数 ma と する と Go= 
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e"m か ら 求 め う る 。 と れ と 実測 結果 と を 比較 し て 姓 


Oo 


ま 。 7 の 仮定 定 で さえ や と 際 よ 、 り 大 に ぎる と 指摘 し i 実際 
に は 諸家 の 報告 し た と と ろ ょ り 5 場合 が 展 々 存 


在 す る も の で ある と の 想定 を な さ し め る も の で ある が , 
と の 点 に 関し て は 更に 将来 の 検討 が 必要 ] と 述べ て い 
る 。 私 の 調査 は この 想定 を 確認 し た 。 し か も て # 

な く , と の E 濾 度 排 卵 者 が 常 に - 多 いと と を も 示し た 。 
即ち 第 1 表 , 第 2 表 が 示す 如く 階級 由 を 1.0 に と れ ば 個 
人 別 卵 平 均 m が 1.0 以 下 が 最 も 多く , エメ が 増加 する に つ 
れ て 減少 する 。 と の こと は 確率 密度 了 数 に ょ より, 一 見 し 
て 理解 され う る 。 と の 事実 は すこ ぶる 重要 で あつ て 従来 
まで 休 本 1 枚 あ た り の 顕 虫 卵 濃度 は 相当 高く , その 平均 
値 は 1.0 以 上 ある と と が 暗黙 の うち に 認め られ て いた か 
ら と そ 柄 本 3 枚 検査 と いう と と が 意義 を も つて いた 。 小 
宮 ・ 了 (1954) は と の 点 で も 各 m 値 の 場合 の 検査 回 数 
と 標本 の 卵 検出 系 と の 相関 を 求め た 。 それ を 第 4 関 に 年 
録 し た 。m く 1.0 で は 当然 3 枚 以 上 の 検査 を 必要 と す < 
と と が 明か で ある 。 ダ 両氏 | 全国 の 場合 「 和 衣 必 者 
中 模 本 1 枚 平均 虫 卵 数 の 稀 薄 / ) (例え ば 1.0 以 下 ) 


Y 





00- 





SS きき Sg ら @ase 


yi 輝 etx 








きす す す す すず T LA 〒 Se 
で 
検 者 回 数 一 > 
第 4 図 m ニ (0.5, 1.0, 5) に ける 検査 
回 数 と 検出 比率 (小宮 ・ 佐 藤 : 1954) 


な 場合 に 繰返し 6 枚 乃 至 そ れ 





本 検査 を 必要 と する 上 述べ て いる が 。 


か か る ド 全 は 人 例外 的 に 存 f は ょ な く 集 団 卵 平均 a 


の 小 な る 電 合 例 えば 和 上 a / - は 常 ( 2 現 は れ ろ る と と を 充 
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b) 集団 卵 平均 a の 異 る 各 集 団 に お ける 個人 別 卵 平 均 
m か が 1。 0 以 ト の ) 者 の 占 》 りゃ 比 還 


m の 分 布 が 指数 分 布 た 認 % め ら れる = と カ \ ら Fs) 三 1 一 


し 3 
トー つ 


っ ーー す に お いて x= 1 と お き To ニュ 1ー6 で を 得る 。 と 
れ を 図示 し 第 5 図 を 得 た 。 集団 卵 3 な い 時 
Fo 値 は 大 きく a の 増加 と 共に Fu.。 は 蔵 少 する 。 
この 集団 卵 平均 a は 農村 に お いて 駆虫 経験 集団 で も 4 


1.0 
09 


1 Fo = 1 一 6 
0.7 1 
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第 5 図 m<1.0 の 集団 内 比率 


- 近 ? 邸 虫 後 2.0 前 後 , 更に 強力 に 駆虫 する と 1.0 近 く 
下る ょ う で ある 。 とれ に 基く と 駆虫 前 a ニ 4 の 場合 m が 
1.0 以 下 の 人 員 F。. ゎ は 集団 人 数 の 28.122 に 近く , 駆虫 
mo は 39.4 多 更に a ニ 

に 近づく と 63.2 多 と 増加 する 。 私 の 今回 調査 の 三 集団 


ーー > アデ っ 涼 
と ュ 1 ヽ 
: す 9 つの の \ い に や っ 


(に ト り a 三 2 ( こ トト つた 場合 


用 | 


虫 前 m<1.0 の ま \ の 927.3 
学 音 駆 昌 後 m< く 1.0 の も の 41.9 多 


(4 






一 般 住 民 駆 昌 前 / の も の 27.92 を 示し た 。 
ト 宮 ・ 佐 藤 て 1954) も ゃ m が 9 以下 の 23 例 を 集め た 時 m 


1.0 の も の 8522 を 得 て い る 。 か く の 如 く m ぐ 1.0 の 軽 感 

染 者 が , 3 で 最大 比重 を 占め, その 率 も 2022 ょ り 60 
2 に も お よぶ と いう と と は 「 見 か け の 陰 転 ]」 が 想像 以上 
と を 


9 『 


デュ 、 
ーー いや Oo 


1 
1 


ev4 
あき 


存在 - 
c) 集団 感染 度 の 示 枯 
m が 指数 分 布 す る と と は , 標本 平均 値 が 母 平均 の 不偏 
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推定 値 , 最 夏 解 で あり 故に 集団 感染 度 の 示 標 と し て 。 全 
標本 平均 の 平均 即ち 集団 卵 平 均 a が 最 有 力 で ある と と が 
保証 され た 。 従 つ て 小宮 ・ 佐 藤 (1954) が 抱い た 疑問 
「 夫 々 異 つた 紹 度 で 存在 する 異 つた 期待 w の 母 集団 の 平 
均 期 待 値 を いか に し て 求め る か と いう 困難 」 も 解決 され 
d) 集団 検便 時 の 直接 塗 漆 標本 の 卵 検出 率 と 検査 枚数 
直接 弥 涼 法 に ょ る 虫 卵 検査 に 際 し て 標本 何 枚 を 検査 す 
れ ば ょ いか と いう 点 に つい て , 母 平均 が 一 定 な 場合 に 
つい て は 小宮 ・ 佐 藤 (1954) に ょ つて 詳し く 報 告 さ れ て 
いる 。 私 は と の が ,。 いか に 分布 する か と いう と と ae 
みえ た 知見 に 基き 集団 の 場合 に つい て 追求 し うる ょ うに 
な つた 。 個 人 別 卵 平 均 m な る 場合 その 卵 が ヵ 枚 検査 に お 
て も 見 落 さ れる 確率 q=e"m で ある と と は ア ozssoz 分 

と の 好 が 。 Fo ニ 1ーe~ ゃ な る 指 雪 


布 よ り 導 か れる 。 
分 布 を する の で ある か ら 。 集団 卵 平 均 a な る 集団 に お い 
て nm 枚 検査 で も 見 落 さ れる 確率 は 。 
q =le"dFm=lee エ *@“ ュ dm ニー ーーー ィ 
A 


2 1 1 5 に 
6 (n 二 La て (人 2 し  * 従 つて 検出 素 PD' 三 1 ーq' 三 


0 1 十 na 
で 生 之 を 図示 し 第 6 図 を 得 た 。 第 6 図 を 一 見 し て 
知り うる と と は , 集 財 平均 が 小 と な れ ば た る 程 
「 見 落し の 確率 」 が 多く な り 憶 本 検査 覆 を より 多く 
る 必要 か ある 。 一 般 住 民 集団 に 於 て a=3.610 ・ No 
6 枚 値 陰性 者 を 更に 6 枚 検査 し 8 名 の 陽性 者 を 見 出し て 


| レー 








MA の っ o 
22 
ーー* 
し 。 イオ 4 6 4? も で Sai 
、 ニ ーーー:ーー:= 王 : 三 三 2 
の 9 ンー ジー e seeeーー 
シー an 
ーー 
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a71 7/ ンタ ー 
Q ひ 6 1 アコ 
0.5 ッ 
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/ 二 @7 し と 
^3 
02 
の.1 
0 の 0 


第 6 図 標本 検査 枚数 と 集団 に お ける 忠 卵 検出 率 
半生 隊 は 2 り 異 り , 特に 駆虫 後に お 


いて a は 明か に 低下 する 故 。 今 駆虫 剤 投与 に ょ り a が 4 
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ょ り 2 まで 低下 し た 時 標本 3 枚 検 査 を 駆虫 前 後に 同様 
行 つ た の で は SM | は 6, 更に 強力 に 駆 昌 
レ ョ = 1 に まで 低下 し た と する と 17 多 に も 増加 する 箸 で 
ある 。 以 上 の 事 は 従来 c NN く 標本 3 枚 値 で 陰 転 率 何 多 と 
する 駆虫 剤 の 効果 判定 の 仕方 は 意味 が 少 い と と を 示 レ て 
いる 。 私 の 今回 の 学童 の 場合 , その 人 後 更 ( に 強力 に 双 皮 し 

た 中 学校 の 場合 も アジ ピン 酸 ピ ペラ ジン (100 mg/kg 1 
hd 与 ) の 所 調 陰 転 率 は 54.3, 57.522, し か えら れず 
該 駅 昌 剤 効果 は 諸家 の 報告 より か な りか 低 率 を 示し た 。 
この と と は 諸家 の 報告 に 上 述 の 事態 が 介入 し て いる も の 
と 考え られ る 。 

e) 集団 卵 平 均 4 に つい て の 検定 

が 指数 分 布 す る と と に ょ り , と の 集団 卵 平均 の 推定 
で ある 標本 平均 に つい て 次 の よう な 統計 学 的 関係 が 成立 
する 。 

カバ ー グ ラス あたり の 卵 数 


生 人 1 テ ュ ー 装 個人 を 表 は す 示 標 
1] 三 1 て 6 カバ ー グ ラス を 表 は す 示 標 


ー ふ 


ツ ソ 


各個 人 の 母 平均 値 mi 
集団 の 母 平 均 値 4 


エー ジジ xpー6N・.。 宮 x/6 = 和束 。 と すれ ば 

和 E(X..) 三 a と な る 。 

統計 学 の 数 える 所 に より は 指数 の ア 型 分 布 を レ 
2T/a は 自由 度 2 の Z- 分 布 を し , 従 つて %./a は 自 
由 度 (2 N, w) の EF- 分 布 を する 。 と の と と か ら 標本 
値 よ り 母 平均 値 の 信頼 限度 を 求め うる 。 

( 例 1 ) 学童 駆虫 前 母 平 均 av の 信頼 度 9822 の 信頼 限 


界 は 
72 (0 on) =1.10, 
4V 
(0.01) 三 1.13 
3. テー 『 を F762 い 
3.494<av<4.343 
学童 駆虫 後 母 平 均 aw の 信頼 度 9822 の 信頼 限界 は 
on) =1.18, 
3N 
ーー テー 0.01) =1.20 
2 つ Fasa ( 
1.701 <aw<2.410 
一 般 住民 駆虫 前 母 平均 a'v の 信頼 度 982% の 信頼 限 
界 は , 
= ュ .17, 
3Y 
a' Y 
3 en0 -『 (0.01) =1.19 


3.170<a'v<4.296 








と の 関係 は 二 つ も し く は それ 以上 の 集団 を 比較 する 際 
す と ぶる 有効 で ある 。 今 二 つの 集団 を P (T」, Ni, a) 
と P (T。 Ni, az) と し て 表す と 2Fi/a」 と 2T。/az が 
夫々 自由 度 2N, 2N。 の Z*- 分 布 を する た め , 

凍 MNO な ち 
* が 目 由 度 (2Ni, 2 N) の 〒- 分 布 を する 。 

帰 無 仮説 a」 三 a。 と お く と ニー デー を F- 分 布 表 で 
検定 し うる 。 

( 例 2 ) 学童 駆虫 前 後 の 三 集団 を 比較 し て みる と F〒。= ニ 
テー ー1.914< ーー (0.01) =1.23 故に 駆虫 前 後 の 集 
団 平均 a は 危険 率 0.01 で 有意 の 差 が 認め られ た 。 

駆虫 前 学童 と 一 般 住民 と の 二 集 団 で は 
ニー =.064 < F 408 (0.05) 故に 一般 住 民 の 


IS 『 610 
感染 度 は 学 章 の 駆 下 前 と 比較 し て 有意 の 差 を 認め られ な 


ai 一 a。 な る 帰 無 仮説 が 径 乾 れれ ば 4 一 の 42 生地 の 
の 信頼 限 界 を > KK め う る o 図 計算 に ト ト つ て る 計算 し の の 。 
( 例 3 ) 先 に 有意 を 認め た 学童 下 前 後 の 例 に ~ 
いて の べ れ ば 
_3.843 762 
2.008.p <F せ ssa (0.01) 三 1.23, 


。 <F28z (0.01) =1.2 

。 1.56<p<2.33 

と れ が 駆 東 前 後 の 集 団 久 
多 の 信 限 限界 で ある 。 

以上 の 如く 過 下 後に お 

する と と が 確認 され た 。 即ち 

低下 する ば か り で な 

把握 し えた わけ で ある 。 
個人 別 卵生 均 が 同一 な 場合 の 虫 卵 分 布 型 に つい て 


同一 人 の 尿 中 に お いて , 顕正 卵 を 始め 大 多数 の 腸管 内 


本 7ozssoz 分 布 す る と 


平均 の 比 "=e の 信頼 度 98 
集団 卵 平均 が は つき り 低下 
中東 剤 投 手 に ょ り 感 染 率 か 


感染 度 も 低下 する と と を 定量 的 に 


上 が な 条 べ カテ)、 ス デュ 
と が 確認 され て いる と と 


は すでに と 迷 。 私 の 今回 の 調査 せる 集団 に お いて も , 
検査 人 貞 の 中 み 』 > 個人 た 本 が 同一 の も の を えと 
相 その カバ ペー グラ ス の 上下 卵 数 出現 度数 を し ら べ ベ 


> 同一 の 場合 と 同様 Pozssoz 分 布 す る 筐 で ある 。 先 
に 行 し た 学童 駅 下 前 後 の 二 集団 か ら 各 値 別に 
和 き を 選出 し , 検討 を 加え た 。 図 上 で の 適合 は よい 様 に 
思 は れ た が 」 いずれ の % 値 の 場合 も 2- 検 定 に て 径 却 さ 
和 た 。 と の 原因 は , 直接 塗 涼 限 本 作 邊 示 ( - 不 完全 さ が あ 
つた 為 同一 人 中 の 各 標 本 内 の 出現 卵 数 に 不 均等 性 を * 


。 その 人 後 施行 せる 一 般 住 ) 
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第 7 図 同一 卵 平均 値 に お ける 卵 数 度数 分 布 


全 は 上 述 の 原因 を 充分 意識 し て 標本 作製 に あ た つ た 。 即 
ち 検 鐘 卵 算定 を な し , り 不 均等 性 を 示 し た 標本 は , 
再度 作製 を し な を し た 。 か くし て 得 た 232 名 の 顕 虫 卵 陽 
性 者 の 中 か ら 個人 別 卵 平均 の 階級 巾 を 1.0 間隔 に と 
り , て の 各々 の 階級 別に 卵 数 出現 度数 を 集計 し 資料 と 
侍 られ た 低 平均 値 群 軸 ち m 値 0.5, 
群 に つい て 検討 し た 。 計算 


と 第 7 図 に 示 し た 。 図 上 ご も か な り 適 合 が ょ 


こ c 充 分 な 階級 度数 < 
1.5。 2.6, 3.6。 4.6 の 各 
と 選 ono 
い 。 更に 上 記 の 各 値 別 ? に 検定 を し 第 3 表 に 示し た 。 


生 の 刀 


く sssog 分 布 す る こと が 検証 され た 。 と の と 本 
研究 に 使用 し た 直接 塗 注 法 に ょ る 下 卵 分 布 了 ト 能 の 到 所 太 
式 が , 集団 検便 に お ける の 分 布 追求 の 一 方 法 と し て 去 
分 机 え うる と と を も 示し て いる と 考え る 
集団 に お ける カバ ー グ ラス あたり の 躍 卵 数 分 布 型 に つ 
いて 
個人 別に > つか ふえ ば 殿中 虫 卵 分 布 が 
P(k,m) する と と は 再三 述べ た 。 と の 個人 別 卵 平均 が 
人生 個人 に より 異 り , ある 分 布 P(m) を する と いう と と 
個人 の 梓 を 取 除 き 
毅 7ozssoz 分 布 G。 三 lp (km) dp (m) 


詞 孝 ら の 各 x 値 に お いて は , 明らか に 初め の 





ア 7oZssoz 分 布 


集団 全体 の 昌 卵 数 k の 分 布 を 
&4 れ ば 。 と これが 
する と と は 明か で ある 。w の 分 布 P(m) が , 杉山 ・ 守 屋 


(1954) 等 の 想定 する 如く ア 型 食 古 で ある と すれ ば k は 


dm/a7′ jp ニア (k 十 p) (1 十 a) rm /k!7 ぁ と Po- 
yg- 万 ggez の ezge7 分 布 を する と と は 統計 学 確率 論 の 示す 


Gp 三 1P(k, m) .dP(m) =l? 0 mg. (m/a)P Te た 。 
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第 3 表 各 卵 平均 値 に お ける 卵 数 度数 誠 布 表 及 び Z“- 検 定 











卵 数 X 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計  %- 検 定 
+ ゴ ユイ テ に ーー マ 0.9 
実測 値 A 250 85 40 ト h の 384 
EE 5.3 Z%<Z7。 (0.01) 
順 ys B 298:9 116.Z 26.1 。2 に 384 。 。>o.m 
ek こ 1.255 0.86 4.08 2.58 8,775 
/ / A 54 66 58 24 15 人 222 
間 4 > 者 要 し 2 <Z2。(0.30) 
8 が (が 合 本 まほ ま 。 琵 ま 孝義 ま 提 6 訟 222 “で が 4 【0・ 
1.5 p>0.30 
/ 。 / で C 0.409 0.927 0.094 0.545 2.034 ビ 0.152 4,161 
/ ゲ が 廊 8 27 52 33 22 9 5 朗 < 人 168 
ク 1 2 2 
』 み / /B 12.5 32.4 42.2 36.5 23.8 12.4 5.5 の" 2.7 168 < が e (0.50) 
2.6 了 p>0.50 
/ 。 / C 0.50 0.90 2.276 0.335 0.136 0.158 0.045 0.033 4,383 
凍り 才蔵 10 16 16 13 7 7 6 2 78 
m 2 2 
1 か ルッ 凍り 殺 ま まま 0 を. 線 ボ 堆 ま 弧 ま 。 塊 寿 衝 3 78 “< が (0.50) 
3.6 p>0.50 
/ 。 / C 1.07 0.687 0.350 0.021 0.085 1.279 0.056 2.209 0.181 5,938 
// 2 党 -"9 細 2 5 12 18 6 6 5 4 2 60 
mm 2 2 
か っ の 生生 ああ あま 移 あ 手 償 / 旬 林 ああ 60 2 ぃ <Zs (0,3) 
4.5 p>0.30 
/ 。/ ヶ C 0.7 0.333 0.431 0.357 3.821 1.729 0.375 0.002 0.514 0.10 8.362 
レオ 】 26 
1 。。 3 
いり ほ E 
ーー 人 次 23 e 虫 前 一 般 住民 宏紀 値 。 * 
ーー 王 ま 人 | 一 ・・ 計 得 人 3 





了 ナ ( 和 20 
19 


9=(%+) 325) 
7 ) 
け 


和 を り 
すす る ) 














13 16 

15 

i4 

9 3 

8 2 

7 リ 

H p 

9 

3 8 

2 基 

1 6 

0 ーーーーーー- ーー 5 

0 !234567890HZ2B は 放 I5MGIYO9202022328 ち 5 人 

る 一 > 人 

2 

第 8 図 分 布 型 の 鑑別 g 

0123455789102314151617G 9 は 2021 222324 25 
と と ろ で ある 。 レ か し P(m) は ア 型 分 布 ご で は な く 指 数 k 
m 一 テ を 
と ょ り G(k) は 次 の よう に 求め うる 。 と れ は 前 記 pg- 女 ggez の ezge ヶ 分布 に P ニ 1 を 代入 し 
過 mk 時 1 as NM て ぁゃ 得 ち れる が , 幾何 分 布 で ある 。 即ち 集団 に お ける カ 
k) ニ ーーーe 豆 。 一 一 dmー キ ( に 3 oO ス 和 ヨ 

( 油 k・e a SS バー グラ ス あ た り の 虫 卵 雪 k は 幾何 分 布 を する 訳 で あ 
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第 10 図 集団 に お ける カバ ー グ ラス メス 忠 卵 数 分 布 
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ーー み k . 
第 11 図 集団 に i# け る カバ ー グ ラス あたり 忠 卵 数 分 布 


や っ o 

a) 分 布 型 の 鑑別 

学童 駆 昌 前 及び 後 , 一 般 Ads た 値 を 離散 
型 (計数 の ) の 分 布 に お ける 鑑別 法 で ある 所 の g=(k 十 
に お いて 作図 し 第 8 図 , 第 9 図 を 得 た 。 い 
づれ や ゃ も 上 直 線上 に な ら び 負 の 二 項 型 ご ある と と が 予想 
され た 。 

b) カバ ー グ ラス あたり の 卵 数 度数 分 布 家 と Z*- 検 定 
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第 4 表 カバ ー グ ラス あたり 忠 卵 数 度数 分 











布 表 及び ヶ - 検 定 
卵 数 実測 値 計算 値 (AB)* 

(k) (A) (B) B 
0 322 275.9 0.770 
1 200 216.0 1.185 
2 188 169.2 2.088 
3 106 132.4 5.264 
4 96 103.7 0.571 
5 59 81.2 6.069 
6 50 63.6 2.908 
7 49 46.8 0.012 
= 45 39.0 0.932 
9 30 30.5 0.008 
10 26 23.9 0.142 
11 21 18.7 0.282 
12 20 14.7 1.910 
13 10 11.5 0.195 
14 10 9.0 0.111 
15 9 7.0 0.571 
16 5 5.5 0.045 
17 7 4.3 1.695 
18 2 3.4 0.576 
19 4 2.6 0.753 
20 3 2.0 0.500 
21 2 1.6 0.100 
22 か ーー 
23 \ 1 4 ! 
24 8 1 6.5 0.346 
25 2 
26 1 
27 0 
28 0 
29 0 
30 0 
1 1 

1272 1272 27.025 











。 ン 5 (0.10) 。 p>0.10 

実測 値 に 計算 値 ( 何 分 布 a に 集団 標本 卵 平均 値 を 
代入 し た も の ) を あて は め 作 図 (第 10 図 , 第 11 図 ) する 
と 図 上 では か な り 適 合 が よい 。 し か し 学童 駆虫 前 後 の ニ 
集団 で は Z- 検 定 に て 棄却 され た 。 と の 原因 は , 前 章 に 
述べ た と 同じ く , 同一 人 内 に お いて 均等 の 欠け た 部 分 が 
あり , これ が 集積 し て 充分 の 適合 度 を 示さ な く な る と と 
に ある と 思わ れ た 。 そ の 後に 行 つた 住民 の 場合 は 充分 意 
識 し て 標本 作製 を , ょ り 慎 重 に 行 つ た 。 第 4 表 が その が "< 
検定 の 結果 で ある 。 

考察 


で ) 
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カバ ー グ ラス あたり の 息 卵 数 度数 分 布 が 負 の 二 項 型 を 
示し た と と は す と ぶる 興味 ある 事 で 一 見 伝播 性 が ある よ 
うに 見 える が , それ は 一 般 Possow 分 布 と し て の 構造 上 
より くる も の で ある と いう 統計 学 上 で は 注意 され て きた 
ゃ の で あり , その 実例 と し て 生物 学 の 医学 の 中 に 登場 し 
て きた の は と れ が 始め て で は な か ろう か 。 と も あれ 集団 
に お ける カバ ー ツ ラス あたり の 虫 卵 数 度数 分 布 が 幾何 分 
布 を 示し た と と の 実地 へ の 利用 に つい て は 更に 検討 を 要 
する と 考え る 。 


総 括 


, 集団 に お ける 顕 虫 卵 の 個人 
と れ が 指数 分 布 す る こと と を 確 


( 1 ) 直接 沙 漆 法 に よ ょ 
別 平均 w の 分 布 を しらべ , 
認 | ! ン (で 

( 2 ) 個人 別 卵 平均 m が 指数 分 布 す る と と 
いて 考察 を 加え 次 の と と を 明か に し た 。 

a) 頭 虫 の 排卵 数 下限 値 は , 従来 の 諸家 の 報告 を 更 ( 
下 粗 り 且 その 事例 は , 各 集 団 内 に 相当 の 比率 を も っ て 諾 
の ye 

b) 集団 卵 平 均 a の 異 る 各 集 団 内 で 個人 別 卵 平均 
1.0 以下 の 軽 感染 者 の 占め る 比率 を 。 F,(1) =1ーe- て 
ょ り 求 め 。 実例 も を あげ, 「 見 か け の 陰 転 」 が 想像 以 存在 
する と と を 示し た 。 

c) 個人 別 卵 平均 の 全体 的 平均 即ち 集団 卵 平 均 a が 集 
団 の 感染 度 の 示 標 と し て 最適 で ある 。 

d 集団 卵 平均 a な る 集団 に お いて n 枚 検査 で も 見 落 
さ ガ ろ 刻 素 人 ー ミ 9 _134 ッ ア : る 
され る 確率 q kp 検出 率 1aa “ C 表し タ 
と と か ら , 集団 検便 時 の 直接 塗 涼 司 本 の 卵 検出 率 と 検査 
枚数 と の 関係 を 追求 し た 。 


の 意義 に こつ 


e) 集団 卵 平均 4 は F- 検 定 し 信頼 限界 を 求め うる と 
と か ら , 異な る 集団 の 比較 に 応用 で きる と と を 実例 を あ 
げ 示 レ た こ o 且 駆 上 前 和俊 に こ お ( ける a カ * 明 か - 低 下す る と と 


を 定量 的 に も 把握 し うる と と を 示し た 。 
(3 ) 今回 の 調査 集団 の 中 か ら 同一 の を も つと みな 
され る も の を 選び 各 z 群 に つい て 錯 数 前 現 度数 分 布 を レ 
ら べ ozssgz 分 布 す る と と を 証明 し た 
(4 ) 一 集団 全体 に お ける カバ ー グ ラス あたり の 下 卵 
まこ 
て xs た 検定 に より 確認 し た 


9 


稿 を 終る に あたり , 御 指導 , 御 校閲 を 賜 つ た 三輪 清 三 
教授 並び に 角田 富雄 助教 授 に 深 致 し ます 。 肥 助言 いた 
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だ きま し た 千 大 公衆 衛生 学 教室 内 田 昭夫 ・ 矢 嶋 ふ き 両 先 
生 に 感謝 致し ます 。 本 研究 の 統計 学 面 は 千葉 大 学 医学 部 
三輪 内 科 中 島 哲二 と 協同 で 行 つた 。 

本 論文 の 一 部 は 第 27 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 (昭和 33 年 
5 月 ) に 発表 し た 。 
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Summary 


Despite considerable amount of works indicating 
the fact that the egg distribution in a human 
stool is Poisson distribution, no information coO- 
ncerning the distribution of eggs in a population 
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Surveyed by stool mass examination has come to 
our attenSion. 

In the present paper further effortS were made 
to investigate ascariS egg distribution in such 
populationS as prirmary School-children and adult 
inhabitants in the rural area by meanS of direct 
smear method with 6 or 12 successive Smear SD- 
ecimenS before and after mass-treatment. The 
resuls statistically obtained were as follows : 

1) The distribution of mean values of ascariS 
eggSs in a person, a member of constituent of a 
population、was found to be a exponential distri- 
bution. 

2) Frequency distribution of egg numbers Der 
one Smear Specimmen prepared from one Dopulation 
waS regarded as a geometrical distribution. 

3) The frequency distribution of eggs in apO- 
pulation which was composed of personS with 
the same mean values of eggs, was Shown as 
Poisson distribution. 

4) The meaning of the exponential distribution 
of mern values as mentiond above was discussed 
from the following points of view : a) The lower 
limit of confidence of egg numbers produced by 
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an ascariS was less than that suppoed by Drevious 
investigators and such a smple occurred frequentIy。 
b) Percentage of lightly infected cases with less 
than 1.0 of egg means (m) in a population Was cal- 


culated from the following formula, Fo) = ニ 1 一 e_ 
where 'a'′ was mean value of eggs in a populatior 
(total number of eggs counted in a population/total 
number of smear specimes used).′ These perc- 
entages revealed that so-called the rafe of false 
negative case for ova'′” was higher than that Sup- 
posed. c) a', the mean value of eggs in a po- 
pulation may be considered as the most favorable 
index demonstrating the incidence of ascariS in- 
fection in a population. d) Relationship between 
recovering rate of ascariS eggs by smear method 
of stool examination and number of Smear SDe- 
cimens adopted was discussed by statisticat 
caluclation. e) Fedicial 1imits (limits of confidence) 
can be calculated. statistically by F-test. Com- 
parison of 'a' value in one population to that in 
the other could, therefore, be made and conse- 
quently changes in 'a' value by mass-treatrmmnt 
waS also quatitatively recognized. 
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ンス < 本 ly/0s7O777 の 0 の ee 仔 虫 の 走向 性 Tropism 
に 3 ' 並び に 抵抗 性 Resistance に つい て 


岡 商 健 門脇 俊 太 山田 分 夫 亀田 幸 政 
大 阪 市 立 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 (主任 田中 英雄 教授 ) 
(昭和 33 年 9 月 4 日 受領 ) 





! 方 に 投入 液 。 他 方 に 燕 交 水 (対照 ) を 入れ 80C の 恒温 器 
圭二 に 入れ て 一 定時 間 後 の 移 行 率 を 検 し た 。 
多 証 感染 経 路 と し て 釣 下 染 仔 由 の 経口 的 並び に  B) 的 抗 試験 


経 講 的 経路 が 考え られ て 来 た が 近 時 4zcy/osZo22Z gzo- 15cc 容 量 の スピ ッ ツ グラ ス と Oc 人 了 昌 ンー 
we は 主として 経口 的 感染 を 為 し ,。 ん ecZ/ozZ 74677- れ に 仔 虫 懸 濁 液 0.2cc づ つつ 滴下 し た 。 浸漬 温度 は 30 で と 
⑫8S は 経 訂 感 染 を 主 と す る の で は な いか と 考え られ て し 浸漬 後 1 日 。 3 日 , 7 日 , 14 日 の 4 回 観察 し た 仔 貝 
BPSPen の 4 て も 例え ば 胃液 に 対し て 弱 数 は 何れ も 50 隻 以上 を 数 えた 。 
と いう も の や 反 が - 大 な よる 的 挑 性 を 有する と いう も の 実験 成績 
が あり 確 記 が な い 達 は 釣 虫 症 の 感染 経路 解明 の 為 


め , 4zc?/os7o222 の zogezg/e 仔 虫 の 走向 性 並び に 抵抗 性 A) 子 備 試験 に よる 成績 
に つい て 実験 し た 結果 次 の 様 な 成績 を 得 た の で 報告 す "人 血清 に 対す る 走向 性 に 
培養 其 上 に 寒天 を 注 加 し て 冷却 し た 直後 図 の 如く 、 寒天 
上 に 等 間隔 に 数 個 の プー ル を 作り , 蒸溜 水 お よび 人 血清 
実験 方 法 を 各々 人 違 つた プー ル に 注入 し , WE 電 7 


@ ぐ 5 


9 ー コ 
NN は 予備 試験 を 除い て すべ て 釣 下 症 患者 の 糞便 を 濾 定 し た 。 人 血清 プー ル 数 の 差 に ょ る 仔 虫 数 は 第 1 表 の 
養 (30'C, 7 日 ) し て 得 た も の を 用 いた 。 り で ある 。 


A) 走向 性 試験 
1) 予備 試験 
多 限 症 患 者 の 工 便 を 炭 未 と ょ く 携 振 し て 均等 な 泥 状 と 
し た 後 , 30'C, 人 昼 温 器 内 で 7 日 間 培 養 し た 炭 未 培養 基 
(直径 8 cm の シヤ ー レ ) 上 に 2 寒天 を 注 ea レ , 人 鈴 


バー レ 











却 偽 Mio 0.5cm, 深 さ '0.2cm の 穴 を あけ とこ 


の プー ル 内 に 諸 種 の 物質 を 入れ , 30'Cf IA MM 
ブー ル 内 に 集 つ た 仔 虫 の 実数 を 算定 し た 。 ーー 
2) se 」 氏 変 法 即ち 何れ の 場合 に お いて も 人 血清 プー ル に 集 つ : で 生 胡 
た 平板 の 中 央 に 3 個 の 小 円 池 (直径 0.8cm, 深 数 は 蒸溜 水 プ ー ル より も ゃ 多く, 前 者 の 最高 は 1 プー ル に 
さ 0.5cm) を 一 直線 上 に 各々 一 定 の 間隔 を お いて 設け 平均 251.5 隻 で あ る の に 対 し て , 後者 の 最高 は 1 プー ル 


直線 細 溝 に よ ょ つて 連絡 し 中 央 池 に 被 斉 幼虫, 周囲 池 の 一 平均 6.7 隻 に 過ぎ な か つた 。 以 上 より 仔 虫 は 人 血清 に 対 
* ey の ある Mi 
on the ]arval dd and resistance of 44cy/0- 人 血球 浮 洛 液 。 人 血球 の 溶血 成分 , 人 血清 , へ モグ ロ 
SoyzZ の zzodexg/c (Department of Medical Zoology, ビン (武田 薬品 pH 7.6). お よび リン ゲル 氏 液 等 に 対す 
Osaka City University, Medical School) る 走向 性 の 有無 を 検 する 目的 で 計 7 ケ の プー ル を 1 ) と 


か 
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1 表 人 血清 に 対す る 走向 性 
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茨 溜 水 プ ー ル に 
集 つ た 仔 虫 総数 


集 つ た 仔 虫 総数 


全 プ ー ル に 集 
つた 仔 虫 総数 





Q の の 必 GO5 ト う ビ 
Oo ココ ココ 〇 O 〇 ささ 
ビ も hb5 いい ビ も ピ 


つい て の : 平均 仔 下 数 





PB 


0 ⑩0* 
0 (0) 
8 (1) 
0 (6.7) 
19 (2.7) 
0 (0) 
1 (0.1) 


2 
28 
30 

543 
191 

1 

14 








血液 語 成 分 に 


対す る 走行 性 





100 同 左 
血液 浮 渡 液 "No. 


へ モグ ロ ビ ンジ 








25 
18 





*\ で 50 劣 血球 
(ご 100 PR PT 溶血 成分 ,。 へ モ 


即ち 人 6 ョ ブー ル が 


浮 洪 液 が 多く , 更 


リン ゲル 氏 液 を au た pv 


し て 前 項 同様 の 実験 を 行 


策 3 表 人 血清 と へ モグ ロビ ン の 比較 


実験 成績 は の 人 血清 に 対 
炭 未 部 の 


中 向 率 並 て 


N 
y 
マ 


走向 性 の 能 む 杉 
en の 


る 為 4 


0 
うた 結果 。 第 3 表 の 如き 成績 を 





革 水 
と 





3 cm 








プー ル に 侵入 し た 仔 虫 数 と 差 が : 
に 侵入 し た 仔 貝 数 2 本 邊 - 多 し 1 


AcNee 走向 性 ヵ に 反し て へ モグ ロビ 


陣 ま 向 人 は ちら れ な か つた 。 
上 の 如き 諸 成 績 ょ り 4zcy/os/ozzZ の ze 仔 下 





と 仔 虫 数 は 蒸溜 水 
一方 人 血 ea プー ル 如く 


mm つ 


by て 
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の 存在 を 認 の た 
に 仔 虫 数 が < 明 ご る 為 
等 の 詳細 が 友人 - 把 所 出来 
mm Me 友 は 北山 氏 変 法 ( - ト H 


Me の le NX ぴ 


3 oi v ヽ で ある 。 


or 人 血清 走向 陽性 率 
お ける 人 血清 に 対す る 走向 陽性 率 は 


第 4 表 各種 溝 長 に よる 走向 陽性 率 








披 検波 \ 潮 長 (cm) 


35.0() 12.7 8.1 





即ち 溝 長 1cm で は 388.022, 


ッ デ プル エ 8。1 で あつ て 


即ち 作用 時 間 2 時 
5 時間 で は 38.722 者 
養 10 日 の 仔 


37 .7 の を 示し , 


28 IN ye 


2 cm で は 12.72 


1 cm が 最高 で あ ~ 
06 は 人 血清 走向 陽性 時 
に お ける 人 箇 清 走向 陽性 率 は 


22,。 3 時 間 で は 37.1 多 
中 日 の 仔 由 ) で あつ た 


3 時 間 35.322, 


な か つ だ 。 以上 の 8 





寒天 下 四 
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第 5 表 各種 作用 時 間 に お ける 走向 陽 條 率 () 
彼 検 \ い 、 作用 時 間 
NN ) < 3 5 











1 培養 7 日間 仔 昌 26.5 -37.1 38.7 
著 / 10 日 間 仔 虫 22.2 35.3 37.7 
に / 7 日 間 仔 虫 5.2 6.3 7.2 
水 / 10 日 間 仔 昌 *2.0 6.0 8.3 





間 と ご は 大 差 は 認め ら れ な か つた 。 
s け る 人 血清 走向 陽性 率 


ら 3 時 間 ょ 5 時 | 
$) 各種 温度 に : 


1) お よび 2) より 走向 性 試験 に お いて は 溝 長 は 短 か 
い 程 走向 陽性 率 は 大 で あり 1, 2 お よび 3cm に お いて 
は 1cm が 高 率 で ある 。 然し 溝 長 が 1cm より も 短い 場 
合 は 彼 検 液 の 沙 透 拡散 等 の た め 適当 で は な ヾ 1cm が 最 
適 と 考え る 。 双 作用 時 間 も 2 時 順 ふり 走向 陽性 率 は 上 昇 


する が 3 時 間 お よび 5 時 間 で は あま り 大 差 が な い 故 3 時 
溝 長 1 cm, 作用 時 間 3 時間 の 場 
度 に お ける 走向 陽性 率 は 第 6 表 の 如 ヾ で 


っ we SI 7)。 も ああ た あみ 2 
間 が 適当 と 考え られ る 。 


種 温度 に 於 ける 走向 陽性 率 () 





基線 閑 90 37 40 45 


人 血清 0 14.0 19.0 37.1 38.3 43.6 23.0 
共 滴 水 0 0.5 ます な た 6@ たま 、 監 @ 





即ち 最高 の 走向 陽性 率 を 示 し た の は 40'C で 43.6% で あ 
り , 次 で 87C (88.8),30C (87.1 め ), 45'C Ce8.0) 
25C (19.0) お よび 20C(14.0%) の 順 で あつ て ,。15 で C 

と これ 以下 で は 陽 走向 性 は 認め らち れ な か つた 。 

4) 動物 血清 に 対す る 走向 陽性 率 

全 栖 動物 の 血清 に 対す る 走向 陽性 率 ( 溝 長 1 cm, 80 で C。 
9 時 間 ) は 第 7 表 の 

57 表 各種 動物 の 血清 に 対す る 走向 陽性 率 


) 如 く で ある 。 





動物 碧 清 () 対 妥 ( 未 汐 ポ ) ( 多 
和牛 29.4 0 
モル レモ ッ ト 17.0 まま 
馬 14.8 1.5 
cr 油 13.0 0 
放 兎 10.6 0.9 
レン 8.3 1.0 
人 37 。1 6.3 





即ち 牛 血 清 が 最高 値 を 示し 29.42 で あり 次 いで モル モ 
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ッ ト 血 清 の 17.022, 還 血 清 の 14.82, マウ ス 血 清 の 13.0 


2 の 2, 家 束 血清 の 10. 6 で あつ た 。 何れ や 人 血清 の 37 .1 
に 比 し 低 率 で あり , 


牛 血 清 以外 は "以下 の 走向 陽性 率 
を 示し た 。 

5) 各種 pH 液 

: 電 塩酸 お よび リリ 荷 性 ソー ダ 藩 液 の 混合 液 に 対 
る 走向 陽性 率 を 各 pH に 分 け て 検 し た 。 即ち pH1 
は 1.2 2。 pH 3 性 0, pH 5 で は 1.9, pH7 
ト 6.922。 pH8 て は 3.422。 pH 9 で は 9.422 て , 人 
れ も 10 守 以下 で 対照 の 多 水 に 比較 し て 朋 走 向 性 は な か 


- 対 する 走向 性 


2 


ーー) - 
) 


6) 各種 消化 液 に 対す る 走向 性 
人 体 の 各種 消化 液 に 対す る 走向 性 を 調べ た 結果 , 第 8 
表 の 如き 成績 を 得 た 


第 8 表 各種 消化 液 に 対す る 走向 性 





泊 : 有 に 了 賠 
消化 流 友 応 夫 有 陽性 対照 
 。 液 pH7.2 0.03 0 
ーー 2.0 
表 液 を 諾 23.0 了 
0 区 塩 3 人 放 。、: 2.7 0.9 
(PH 1.5 
胃液 ( 答 酸 度 54.0 の 時 
渡 離 塩酸 40.0 
PH 1.4 
人 工 骨 液 (塩酸 0.2 蒸溜 水 100 0 0 
含 糖 ヘ へ プシ ン 0。.25 
4 朋 汗 ンー グラ ノ ハト 10 5.3 2.6 
> JpH 7.4 B 
eo 1.8 
H 7.4 お 
C 肥 汗 ra 2 3.2 
用 示 ( 比 可 100 生ま 2.2 





即ち 星 液 に 対 し て は 走向 陽性 率 は 0.082 で あり , 人 胃 
液 ( 総 酸度 23.0, 流離 塩酸 度 12.6, pH 2.0) 6 

走向 陽性 率 は 2.7 を 示し , 総 酸度 54.0, 漠 離 塩酸 度 
40.0,。 pH 1.5 の 人 胃液 : ve で あつ た 。 人 
工 胃 液 (塩酸 0.2, 含 稿 ペプシ ン 0.25, 蒸溜 水 100,pH 
1.4) に 対し て 同様 走向 陽性 率 は 0 で あつ た 。 

メル ツア ー・ リ ョ ン 氏 法 ! - 指 腸 ソ アンデ に ょ より 
採取 し た 胆汁 に 対す る 走向 性 は A 胆 汁 (pH 7.4。 モイ レ 
ング ラ ハ ト 10) に 対 し て は 5.32 (対照 2.62), B 胆汁 
(pH 7.4。 モイ レン グラ ハト 410) で は 5.5 2 (対照 
1.8 め )。 C 胆 汁 て pH 7.4。 モイ レン グラ ハト ai て は 


人 こ 対 する や 


この 3 提 
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第 9 表 各種 消化 液 に 於 ける 死滅 率 方 が 』 





消化 液 反応 \ 日 数 1 日 3 日 7 日 14 日 志向 竹 備 考 





Be 0 67.5 100 100 リス 


3 
ぁ エ ヨ 
ッッ 。、 5 0 25.8 39.3 63.6 9 
> 1ー ィ ーー 6 0) 0) (0 (0) る と じ 
jp 上 1.5 ぅ 44.4 48.6 75.0 2 
表 液 トー 寺 54.0 ⑩ 3.2) 0) 0 ーー で あ < 
離 塩酸 40.0 le 


人 工区 波間 膝 0.2 菩 末 示 100 (86 dm5 ⑩ ⑩ 明 - 


症 和 5 43.5 。 64.0 86.9 94.0 送 せ - 
| 含 刀 <: デシ ン 0.25 1 を 多 


JpH 7.4 0 0 100 100 TV p か 
4 腸 汗 モモ ィ レ ング ラム ト 10  ⑩ 1) ⑩  (⑩ 3 月 以 装 計 ら ( 


、 fpH 7.4 0 0 100 100 5 
B 脂 | て デ レン グラ ム ト 410  ⑩ (0) 0 (0) 同上 昌 
、。 JpH 7.4 0 0 100 100 | 滴 
C 腸 汗 で モ ィ レン ケラ ム ト 24 (0 3.1) (0 0 / 時 間 
本 未 JpH8.4 0 1.8 100 100 
ポ 比重 1.010 0 3.3) (①.6) (7.3) 

測 フ 








数 字 は 死滅 率 ( め ) 30"C, 但し ( 内 は 対照 ( 球 溜 水 ) 群 の 死滅 率 を 示す 。 旧 ( に 
6.522 (対照 8.2 ) で あつ た 。 胃 瘍 患者 ミ cd た 100, pH 1.4) に お ける 死滅 率 を 検 し た が , 1 日 後 49.5 軒 便 さ # 
腺 水 (pH 8.4, 比重 1.010, Rivalta (一 )) に 汐 し て 2 の 死滅 率 を 示し , 3 日 64.022, 7 日 86.922, 14 日 93.0 置 の 作 有 
は 8.122 (対照 2.22) で あつ た 。 上 記 の 走向 司 ne ー 2 と な り , 前 記 人 胃液 に 比 し 死滅 率 は 大 で あつ た 。 
お いて 小 円 池 を 正三 角形 の 位置 に 3 個 作 り , 中 央 に 1 個 胆汁 は A, B, C (前 記 の も の と 同一 ) 何れ の 胆汁 
を 設け , と の 中 心 池 より の 溝 長 1cm に し て , 中 央 池 に 1 日 後 3 日 後 共に 死滅 する も の な く , 7 日 以後 は 全部 置 あれ / 
他 下 懸 濁 液 を , 周囲 池 に 人 血清 , 腹水 , お よび 蒸溜 水 を 死滅 し た が , 3 日 役 よ Meet の 放 fe 認め た 。 抗 f 
を 見 る に , 腹水 Y.5 2, 時 癌 患者 の ae する 抵抗 性 は 1 日 後 。 3 日 後 何れ 身 を る 

人 


血清 に 対 し て 著 生か eo Me この 場合 る パー コ 





入れ た 時 の ) 走向 陽性 : 











82.422。 蒸溜 水 2.122 と な り , 人 

明 な 陽 走向 性 を 認め , 腹水 に 対 レ て は 際 走向 性 は 認め ら 3 日 後 より 腹水 の 奉 敗 朱 を 認め た 。 所 の # 

れ な か つた 以 
以上 より 人 体 消化 液 に 対 し て は 走向 陽性 率 は 何れ も 低 本 何れ # 

率 で あり 対照 より 考え て 陽 走向 性 は な いも の と 考え る 4zzcy/os7o22Z の oe (以下 4. 万 と 略す ) 仔 虫 が 各 時 な たい: 
?) Madk 化 液 に : 人 5 レ て 陽 走向 性 を 有する 事 は 周知 の 事実 で あ 軒 は 殆 / 
30C に お ける 仔 虫 1 の 各種 人 消化 六 等 を て, 我 の 実験 成績 か ら も , あら た め て 確認 され た が 時 40 

用 いて 検 し た 5 果 は 3 第 9 PS (で ある 特に , 固有 宿主 で ある 人 血清 に 対 し て 高い 陽 走向 性 を 示 軒 内 





即ち 貴 液 で は 1 日 後 は 死滅 せ ず 3 日 後 67.52 の 死滅 率 し た 点 よ り , 4. の 仔 虫 は か な り 種 属 特異 性 の 走向 性 を 





1 

を 示し , 7 日 以後 は 全部 死滅 し た 。 3 日 後 より 嘘 液 の 腐 有する や ( の 様 に ちえ られ る 。 
敗 臭 を 認め た 。 に その 人 血清 に 対し て も , 至 適 の 作用 温度 が ぁ あっ 目 ““ 
vwSNem 23.0, 潮 離 塩酸 12.6。 pH 2.0 の も の て , 837 で 40 で C, 前 後に お いて 最も 走向 性 が 顕著 ご あつ に “ 
後 は 死滅 な ず , 3 日 後 25.8 多 の 死 浅 率 と な り 7 日 。 た 事 は , 丁度 , 87 で 40C の 体内 温度 を 有する 人 体 へ の 目 ^・ 





00 2, 1 日後 68.62 と な り 。 商 約 3522 が 生存 【 感染 に 非常 に 好都合 な Me か く の 如 く 上 清 に 半 





と ん 着 公 に ピ 第 ー ヽ ー) と 1 = と ッ ) ォ ー ェ ン と を プー ニュ コ 1 グ 
総 酸度 54.0, 流離 塩酸 40.0。 pH 1.5 の る の で は 1 日後 し て 高い 走向 性 を 有 し た に 反し 各種 消 Me し て は 何 - 
5 2 の 死滅 率 を 示し レ , 3 日 後 は 44.42 と 増加 し , 7 日 後 の 陽 走 向 性 を 示さ な か つ ぷ Na らち , 経 | 電 和 摂取 さ 4 う ッ 1 





ュ クス レビ クア 3 か ち 。 っ ゃ さと っ と の ES > ナー っ へ 定 + AO 9 ゝ 
48.62, 134 日 後 75.0 用 と な つた が 尚 25 は 生存 し た 。 比 た 仔 虫 は , その まま 腸管 腔 に 生存 する と 考え る ょ り は を 和 
っ 』 下っ 7 Se。- ア ノヽ oOE だ My er RM 5 が で 7 1 湾 が 人 
寺 の 為 \ [- 表 液 (塩酸 0。2。 党 糖 ペ Zs/ ン 0。25, 茶 溜 水 し メン 押 清 2 求め て @ 介 織 鉱 は 血液 中 ( - 侵 入 す る と 考え や 旨 ダ 正 


( 94 ) 















19.8 
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全部 











昭和 34 年 2 月 (1959)} 


方 が より 妥当 の 様 に 思え る 

釣 虫 症 感染 経路 に っ WW (1952), 吉田 (1958) 等 
+ 4. 万 仔 虫 は 主として 経口 , 一 部 経 感 染 を 行う に 
し 。 アメ NR た cr だ レー 部 経口 感染 を 行 
うと 考え , 之 に 反 し て 宮川 等 は , 両者 共に 経 謙 が 主 で あ 
る と 報じ て いる 。 前 者 の 経口 感染 を 考え る 場合 , 4. 
他 昌 が 消化 液 特に 胃液 に 対 し て 抵抗 性 を 有する 事 が 必要 
C あ る 。 今回 の 実験 成績 か ら 各 種 人 消化 液 ( 嘩 液 , 胃 六 , 
胆汁 ) 中 に お いて , 4. 仔 虫 は 24 時 間 後 で は 殆 ん ど 死 
滅 せ ず , 9 た 液 の 中 で も 商 生 存する も の 
を 多数 ( - 語 ら た 点 よ り , 胃液 に 対 し て 強い 抵抗 性 を 有 す 
る も の と 考え る 

My と し て 人 工 胃 液 中 で の 抵抗 性 を 検 し た が 。 人 
胃液 より は 抵抗 性 は 弱 ヵ レ か し と の 場合 で も 24 
AN こ な お 半 Fe 虫 の 生存 が 認め られ た 。 

経口 的 ( 9 人 消化 管 を 通過 する 時 間 は 固 
体 より や 液体 の 方 が , 固体 の 場合 で も 4 時 間 で 小 
Wed レ ,12 て 15 時 0 軸 て 大隊 と まり. 24 て Y2 時 間 で 排 
) が 普通 で ある 。 即ち 特別 の 場合 を 除い て 胃液 
の 作用 時 間 は 約 3 胆汁 は 24 て 72 時 間 


ちこ 
た が 。 


休 さ れ 
まで ご 4 し や 


呈 , 直っ 
が 最高 こ あ り 。, 


が 限度 と 考え る 。 か か る 作用 時 間 よ ょ り 考 えて , 4. か の 仔 

昌 が 経 | 0 に RIK さ れ で て も 消化 液 に よる 殺 減 は 殆 ん ど 行 
われ な い kn られ る 。 et 2 
抵抗 性 の 差 に つい て は 人 胃 破 中 に 含ま れる 粘液 (スム 

と ee 比 酵素 肥 ち Pepsin, ラー ジ 酵 素 , 胃 リ 


白血球 等 の 存在 に よる 
され た も の と 考え られ る 
の 仔 虫 が 経口 的 は 経 膚 的 感染 の 
は : An の 研究 に 岳 た な けれ ば な ら 
和 取 され て も 消化 液 に よる 殺 減 
口 経 上 謙 何れ の 場合 も 作用 温度 37 
人 温 ) の 最 間 度 下 に お いて 血液 を 求め て 組織 


<40'CC 
和 過去 由 ル デ キ こみ ブー デル よ 1) = 色 う と ど 必 ニ 
内 は 流血 中 に 侵入 する も の で は な し か と 考え られ る 


1 に 上 友 細胞 , 








総 括 
4zcy/os7o22Z の zo の eZ 仔 虫 に つい て 種々 の 時 は 


人 体 : 肖 化 液 中 に お ける 抵抗 性 に 9 > を 


得 た 





火 の 成 績 を 得 
1) 各種 温度 に お ける 人 血清 走向 陽性 率 は 40C が 最高 
で , 次 いで 87C,。30'C, 45C, 25'C。20 で , の 順序 で 8 
り 。15O 以 下 で は 0 で あつ た 。 
2) 種々 2 動物 


ご モ ル モ ッ ト 。 馬 , 


し て は 人 血清 に 次 いで 和牛 血 
マウ ズ ス 。 和 表 














兎 , ラッ テ の 順 で あつ た 。 


3) 種々 の 人 消化 化 液 て 星 流 胃液 , 胆汁 ) に 対す る 走 


向 性 は 何れ も 陰性 で あ 

4) 仔 昌 の 抵抗 性 に つ v 、 て は 人 消化 液 ( 嘩 六 , 胃液 , 
胆汁 ) KN 時 で は 殆 ん ど 死 減 せ ず 3 日後 よ 
り 滞 時 死滅 率 は 増加 し 

以上 より 経 [ | 的 に 感染 仔 昌 を 反 し て も 消化 液 に ょ る 
殺 滅 は 時 間 的 に 考え て 殆 ん ど 行 われ な いも の と 考え る 。 

拉 等 する に 当り , 終始 御 指導 を 賜わり 且つ 本 女御 校閲 
の 労 を 賜 つ た 恩師 田中 英雄 教授 に 心から 深謝 の 意 を 表す 
る 。 有 駐 種 々 御 教 示 を 賜 つ た 高田 孝 久 講師 並び に 御 協力 を 
戴 いた 教室 員 族 賢 に 深 席 する 。 

MA は , 昭和 33 年 5 月 第 27 回 日 本 寄生 虫 
さて 発表 し た 。 
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Sunmmmary 

It was examined about the larval tropiSm and 
reSiStance of 47zcy/2s7222Z の 2 の eZ/2 for VariOuS 
Sera and humman digeStive juiCeS。 

The results were summerized as follows : 

1 The highest positive tropiSm rate for human 
Serum xyvaS revealed at 40"C, and then deteriorated 
by degrees at 37?C, 30"C, 45?C, 25?C, and 20?C. 
At 15"C it was observed no positive tropiSm for 
human Serurm。 

2) Among the various sera, it revealed the 
highest positive tropism rate for human Serurm, 
and dete riorated by degrees for cattle, guinea DigS。 
horses. mice, rabbits and ratS Sera. 

3) No positive tropiSm for the various human 
digestive juices was observed. 

4) he larvae Survived more than 24 hours at 
30“C in various human digestive juiceS。. 
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土 中 に 埋 浸 さ れ た 
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く ヤ イリ ガ 1 ィ OZcoZ6/2722 


Z の SO の の ZZ の の 移動 お よび 死滅 状況 に つい て 


小便 義 孝 


小 。 但 - 子 


国立 予防 衛生 研究 所 寄生 虫 部 
(昭和 33 年 9 月 18 日 受領 ) 


日 本 住 血 吸虫 病 の 根本 的 な 子 防 は その 媒介 者 た る ミヤ 


イリ ガイ Ozzozze/2zZ 2 の so の Zo7Z 撲滅 に ある て AA 


う まで も な い が , その 根本 的 な 撲滅 対策 の 一 つと し て 


本 邦 に あつ て は 国 の 財政 的 補助 に ょ つて , 全国 に お ける ・ 


ミヤ イリ ガイ の 主 ヵ 棲息 地 た る 准 海 用 溝 齋 の ユン クリ ー 
ト 化 が 遂行 され つつ ある 。 潮 連 の コン クリ ー ト 化 の 前 提 
作業 と し て は , ま づ 当 該 溝 染 は 全面 的 に 堀 WI rs 
の 跡 に その コンクリート 化 作業 が 行 は れる 
この 場合 昌 講 業 の 綴 - 棲 息 し て いた ミヤ イリ ガイ の 大 
部 分 は , か か る 掘 り 返 し の 結果 と し て 土 中 に 埋没 され 
る 。 
土 中 に 埋没 され た ミヤ イリ ガイ が 再び 
て くる か 。 それ と も その まま 土 中 で 
は , と の 際 そ の 後 の ミ ヤ イ リガ イ の 消長 に 関し て 重要 で 
ある 。 し か し ミヤ イリ ガイ の 圭 中 埋没 に 関す る ” 来 の 文 
は は な は だ 逐 し 4 か に 趣 あお (1915) お よび 藤浪 ら 
(1925) の それ が 存する の み で ある 。 す な た 0 
ミヤ イリ ガイ を 棲息 地 の 泥 土 を も つて 大 凡 二 三 寸 の 高き 
に 埋没 し た と と ろ , その 少数 を 除い て 大 多数 は 泥 土 中 で 
死 浅 す る と 述べ て いる 。 ま た 藤浪 ちら は, 右 に 関し 可 な り 
が か りな 試験 を 行 つ て いる が , その 結果 土 層 が 完全 に 
水 を 以 て 満 さ れ て いら 場合 に は 上 は 拓く 3 9 B) 
で 死滅 する が , 乾燥 土 斑 は わ づ か に 湿気 を 含ん で いる 位 
の 土壌 で は 埋没 され た 貝 は 永く その 生活 を 保つ て いる , 
と し て いる が , 右 に 関す る デー タ の 記載 は な い 。 
以上 の 諸点 を 考慮 し て , 私 た ち は ーー され た 
ヤ イ リガ イカ No 上 表 に は い 出 る 
土 中 に ある そ ど の 位 の 期間 生存 し うる も の か , 
いう と と を 明 に こす べく 。 次 の 二 つ の 実験 を 行う と と と 


* 土 表 に は い 上 つ 


ッ ー 
死滅 し て し ま う か 


プ 浴 7 
の 。 基 





YOSHTTAKA KOMIYA 錠 KUNiko KOJIMA : 
The fate of Oncomelania buried in the soil (De- 
pertment of Parasitology, National Institute of 
Health, Tokyo) 


た 。 す な わ 細く 砕い た 壌 土 に , その 土 境 

が 湿潤 状態 を 保ち し か も 各 土 塊 間 に 介在 する 気孔 容積 申 
Cg 含ま ざる 程度 に 水 を 加え て 湿潤 せしめ た も の 
に 。 地表 より 各種 間隔 に ,。 ミヤ イリ ガイ を お き , その 名 
実験 根本 和 に - 定期 間 ど ご と に その 土 表 え の 移動 状態 と そ 
の 生死 の 人 況 を 検 し た 誤 で ある 。 第 二 は 。 上 と 同 株 
態 に な し た 土壌 。 お よび その 気孔 容積 まで が 和 凶 く 水 で 満 
まれ る 湿潤 せ AKI 々 に つい て , 各種 の 
高 さ に 貝 を 埋没 せ し め た も の を 一 定期 間 放置 し , 各 期 間 
胃 了 後 こ お け る 具 の 移動 状 と その 生死 の 状況 を 検 し た 
試験 で ある 。 で , と と で は , ま づ そ の 第 一 実験 の 結果 に 


つい て 報告 す < 
実験 材料 と 実験 方 法 


a) 供 試 ミヤ イリ ガイ : 実 験 に 供し た ミヤ イリ ガイ は 
山梨 県 下 の 合 上 棲息 地 ょ り 採 取 し 来 つ た も の を 用 い , 採 
取 後 3 日 目 か ら 実 験 に 供 し た 。 

b) 供 試 土壌 : 供 Me 上 壌 と し て は 予 研 部 内 の 
く 挫 いた も の を 用 いた 

c) 土壌 湿潤 水 : と し て は 採取 後 室 内 に 約 1 週 
間 放 置 し た 水道 水 を 用 いた 。 

d) 実験 方 法 : 高 さ 約 88cm, 内 径 約 4.5cmm の ガラ ス 
製 円 筒 」 お よび 高 さ 約 10cm, 内 径 約 Ycm の 尿 コ ッ プ を 
用 い , 前 者 は 30cm より 10cm ま で の 二 後者 は 
それ 以下 の 深度 え の 貝 の 埋没 容器 と し て 用 いた 。 な お 40 
cm 埋没 の 場合 に は 特に 高き 約 40cm, 内 径 約 6cm の メ 
ス ・ シ リン ダー を 用 いた 。 

e) 中 の 埋没 : ま づ 採 取 細 捧 土壌 に 徐々 に 水 を 加え , 
と の 土壌 者 が 1 ト つ く と と な く か つ 完 分 に 湿潤 する 

まで 水 を 加え , と れ を ま づ 容器 に 入れ , その 表 備 
0 か と の 上 に 従 検 員 を 各 10 コ , その 表面 中 央 
る 後 と れ に 各所 定 の 高 さ きま で 土 清和 /6 

(に 同 容器 の 湿潤 土 表 上 に 上 貝 を 10 コ 


土壌 を 細 
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ぁ - み 、 の) 子 > 
いた や ゃ や の お よ 


も る の と を 作 つ た 。 





な は 実 験 は 1956 征 


ー 週 後 , て その後 は B 
と に ま づ 土 表 に お ける 上 貝 の 存否 を 確 め た 後 , 
り 徐 々 に 土壌 を は ぎ 取 り 貝 を 検出 し で きる 
状況 を 記録 し た 。 検 出し た 上 員 は ペトリ ・ シ ャ ー レ に 清水 
を 充 し た も の の 中 央 ( 数 時 間 放 置 し その 生死 
を 判定 し た 。 と の 際 明 に 運動 を 示 
し , 運動 を 示さ な いも の は その 反応 を 検 し , 反応 な きも 
の は 鏡 見 に より その 死亡 を 確認 し た 。 生 上 中 ( 文 ) は 再び 
所 定 の 個所 に 埋没 , 次 の 観察 時 期 ま 
位 に を 鈴 守 , か く も 
で , か か る 急 察 を 友和 し た 。 


2 ュー 





(1959) 〕 


隊 向 週 お き 






きき と し た 


- 之 を お き 


ーー で - す 


7 月 14 日 よ 


> 
ら さぁ 





び 大 型 ペ トリ 皿 (直径 約 12cm) 底面 に 濾 
紙 を し き と れ を 湿潤 せしめ た も の の 上 に 貝 830 コ を お いた 


つて いる 。 





{) 観察 時 期 : 中 を 埋没 後 の 観 宗 時 期 は , 最初 は 埋没 


。 観 窒 は Wh タ 観 窒 時 期 ご 革 
その 表層 ょ 


5 だ け - と の 移動 


し た も の は と れ を 生 と 


で お いて 再び 前 回 同 


実験 開始 より 第 45 週 に いた る ま 


り 同 57 年 5 月 24 日 に いた 


以上 に 





- 記 し た 


実験 成績 


ょ うな 手 つ づ き に よ ょ り 調査 し た oo 
ける 貝 の 生死 , D) 埋没 され た 


) 実験 継続 期間 中 に お 


1、 な 


よー ウマ 


び 第 1 図 の PS ヽ で ある 。 いま と の 結果 
まで は , い づれ の 


で ) 滞っ 
び 。 の 同 生 貞 の 運動 状態 の 四 つ で ある 。 以下 そ 
を ん を 述べ る 。 


没 し た 具 の 実験 持続 期間 中 に お ける 死亡 状 


囲 お よ C 

の 一 つ ー つ に つい て その 結果 を か ん 
a) 貝 の 生死 
各 深 さ に 埋 

況 は 第 1 表 お よ 
を 概観 する に , 貝 は 実験 開 妖 


週 目 ど 


づか : な が ら 死 亡 3 


ろ よ 





第 1 表 埋没 ミ 


2 


リガ が ガイ の 生存 数 


より 深 さ 10cm 以上 


人 彼 7 週 目 
深 さ に 埋没 され た も の も と と ご ど とく 生き て いた が , 第 9 
に 埋没 し た も の の うち に わ 
する も の が 認め られ 始め る 。 最も 浅く 
(1 3cm) 埋没 され た 群 中 に 死亡 具 が 現 れ て くる の 


(分 子 は 生存 員数 を 示す ) 


水 て は 。 も 



































































た ト っ ー 土 壌 の 深 さき 対 照 
に g 1cm 3cm 5cm 10cm 20cm 30cm 40cm 泥 土 濾紙 上 
周 日 
1956. 8. 3. 3 (12) 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 30/30 
8.17。 5 (35) 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 10/10 9/10 30/30 
8. 31. 7 (49) 10/10 10/10 10/10 9/10 10/10 10/10 10/10 9/10 30/30 
は 9。 14。 9 (63) 10/10 10/10 10/10 8/10 10/10 10/10 10/10 9/10 30/30 
* 9. 28. 11 (77) 10/10 10/10 10/10 8/10 10/10 9/10 10/10 9/10 30/30 
10. 12. 13 (91) 10/10 10/10 10/10 8/10 10/10 9/10 10/10 9/10 30/30 
10. 26. 15 (105) 10/10 10/10 10/10 8/10 9/10 8/10 9/10 8/10 30/30 
11. 9. 17 (119) 10/10 10/10 10/10 7/10 9/10 7/10 9/10 7/10 30/30 
11. 23。 19 (113) 10/10 10/10 9/10 7/10 9/10 1/10 9/10 5/10 28/30 
| 12. 7。 20 (147) 9/10 10/10 9/10 7/10 9/10 5/10 9/10 5/10 25/30 
12。23。。 29 (直り 90 10A0 8/10 7/10 8/10 4/10 8/10 3/10 24/30 
1957. 1.11. 26 (182) ,9/10 10/10 7/10 7/10 8/10 4/10 8/10 3/10 22/30 
1.18. 27 (189) 9/10 10/10 7/10 7/10 8/10 3/10 8/10 2/10 21/31 
2. 1. 29 (203) 8/10 9/10 6/10 6/10 8/10 3/10 2?2/10 2/10 20/30 
2.15. 31 (217) 8/10 8/10 6/10 6/10 7/10 3/10 6/10 1/10 19/30 
3 1。 8 (2930) 30 7/10 6/10 5/10 6/10 3/10 5/10 1/10 18/30 
3。15。 35 (245) 6/710 5/10 5/10 3/10 4/10 3/10 3/10 1/10 18/30 
3. 29。 37 259) 3710 3/10 4/10 3/10 4/10 3/10 3/10 1/10 17/30 
4.12. 39 (273) 2710 2/10 3/10 2/10 3/10 0/10 2/10 1/10 16/30 
4.26. 41 (287) 2/10 1/10 1/10 1/10 3/10 2/10 1/10 16/30 
5.10. 43 (301) 1/10 1/10 0/10 1/10 2/10 1/10 1/10 15/30 
5.24. 45 (315) 0/10 1/10 1/10 2/10 0/10 1/10 13/30 
6。 7。 人 鐘 (929) 0/10 1/10 1/10 0/10 12/30 
6. 21. 49 (343) 1/10 0/10 12/40 
7。 5。 下 (852) 0/10 ? 























( 誠 ) 


実際 に は 死亡 し た 上 は 内 帝 の み 検出 きれ た 事例 が 多 か つ た . 


( 97 ) 
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第 1 図 埋没 ミヤ イリ ガイ の 生存 率 
第 2 表 埋 没 上 内 の 移動 距離 





移 を 8 
動 土 覇 の *' 深 さき 





1 cm 3 cm 5cm 10cm 20cm 30cm 40cm 


昌吉 央 


N 


- 約 8 割 は その ま ヽ あと 
の 2 割 は 0.5~1.5 cm 
上 に 移動 


0 10 
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リー 生 】 
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ほとん ど 移 動 な し 





明 腹 で な い が 移 
動 範囲 は 1c 位 
と 思わ れる 
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昭和 34 年 2 月 (1959)〕 


は , 実験 開始 後 第 21 週 目 で あり , この 時 か ら 同 35 週 目 ま か つた 。 
0 各種 深 さ に 埋没 され た 各 群 と も に 約 5022% の な いし e) 生 き 衝 つた 具 の 閉 半 
それ 以上 の 由 が 死滅 する 。 が , 概して と の 時 まで は 深部 各 試 験 期日 ど と に , 各 深 度 用 に - お ける 生 上 の 移動 範囲 
の 貝 の 死亡 率 の 方 が 高い 傾向 を 示し て いる 。 し か し 第 37 を 試験 開始 後 3 週 | 5 よび 後 障 周 日 ど ご と に 第 11 週 に 
が うな 傾向 も 消滅 し , 同 41 週 と な つ いた る まで 調べ て みた 。 そ の 結果 は 第 2 表 に 示す か ど 
に 初め て 一 定 深度 埋没 具 群 の 全部 が 死亡 し た 事例 が 生じ に yi この 場 人 MK 
C く る 。 し か し な お 第 45 週 に お いて も 深度 群 に よ ょ つて は し が i ) 下方 ( ym 5 な 條 , 移動 は 
ュ (10~20 め ) の 生 上 貝 の 認め られ る 部 位 も あ いづ れ も 上方 と ) れ て お ! 移動 > 音 em 5 cm 
と が, 才 13 人 8 に いい は 可 半 放 と : ど を たく 2 玩 護 し ト り 減 ! の の み に - いて 開 め ら れ , . そ れ よ り 深 い 深 度 
群 の も の に あつ て は 之 れ は 充分 に か に し えな か つ 
埋没 され た 貝 の 地表 え の は い 上 り の 有無 た 。 な お その 上 方 移動 を 行 つ た も の の 移動 距離 は 
全 実 本 二 寺 時 の 内 和 で 。 Ms 松 きわ め て 小さ く ,。 最高 2 cm を 出 で な : 
査 時 期 に まで は 全く 認め られ な d 生 躍 の 運動 状態 


第 3 表 生 貝 の 運動 状 況 





運 " 土壌 の 深 き 対 
動 - 震 深 
状 
況 
PF 
o が 
31“C ld 
B 
A/ 
. 信 7 
上 72 
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1 cm 3cm 5cm 10 cm 20 cm 30 cm 40 cm 泥 土 


トー 


10 10 


ト う 
忌 ぬ ビビ 


15 週 (105 日 ) 


ト う 
の ょ どの 


21 週 (147 日 ) 


ぶら どの 


27 週 (189 日 ) 


33 週 (231 日 ) 


ーー 
どの どど いい ご と の どの ビビ の いら どら の 6 の どの どど の 


39 週 (273 日 ) 


・ー 
どい どど ご ど 品 どの ょ ぶよ ょ よど どの どの ら の どの どど の の どど どの どの どど の どの どの 


どい ど どの の 6 いのら の ょ の いら いのら の いら ココ の どら どど どの 
いと どの どの いい ょ どら いい ょ ビビ の ょ よ の どら の いい の 品 の どら の 〇 どこら の どど の ら の 


上 
7/ 


45 週 (315H) 217C ん 
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ーー 
どい どど 上 いい ど の ぷ い ょ らら の 6 避 ら ら いい の ひど どら どら ご どい ひ ょ ら どら どら 
mー と どど ご と どら ビビ と どの らら の ご どい どら の ょ ビビ のど ご の らら どど どの 
ト S 


どら ど ご の どら の どい どの どの NN の CC いい 員 ご らら どら の の どら ビ ょ の らら の どい のど 


| @ 〇 どら ビビ ひど どら に ひら らら ょ の どの どの ょ よ 品 ビ の どの らら どら の らら 選 ら どら ご どら 
| の の の どの どの ょ いい ご どど どい の 〇 の らら の 〇 コピ ビ の の 


| 


* A/ 30 分 以 ka ト り 皿 壁 c は い 上 つた も の B 運動 は 示す も 120 一 180 分 内 に 皿 胡 ic 
A" 30<60 分 内 に は い 上 つて と な いも の 
AA// 60 分 後に 








100 
に 生 貞 は と れ を 一 旦 ペ トリ 皿 に 夫 し た 
常 水中 に 放置 し , その 運動 状態 を 検 し た 。 そ の 急 察 時 間 
は 約 3 時間 と な し , その 運動 状態 は 次 の 如く 分 類 し た 

A′ 30 分 以内 に ペトリ 皿 肝 に は い 上 つた も の 

A" 80 て 60 分 以内 に 

AA 60 分 後に 

B 運動 は 示す も 

来 な いも の 

その 結果 は 第 3 表 に 示す が ご ど と く で ある 。 い ま と の 表 
を 概観 する と , 試験 時 期 が 長 び くに し た が つて 全体 の 成 
績 が A より B に 移行 する 傾向 が 認め られ る 


各 試 験 時 期 ご と 


120 て 180 分 内 に 中 壁 に は い 上 つて 


ーー 
べべ い か ん 


れ ば , 試験 期間 の 長 び くに し た が つて , 総じて 年 具 の 運 


動 は 活 深化 す < る も の 


の っ IP 」 で あ る oO 


土 中 に ある " 得 友 芝 埋没 され た ミ + ガイ が 


土 中 に 自 か ら そ れ 
な 連続 固形 面 が 存 せ ざる 限り , 地上 に は 
と は , すでに 藤浪 ら (1925) に 


土壌 層 が あま り 薄 いと き は 内 


テ 
i 
2 
1 
# 
で ピ 
て 
に し ー 
記 
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し か し 訂 ら は , 貝 の 上 
まい 上 る 。 土壌 の 厚 さ が 15 浅 (cm? ) 
10 義 (cm ? ) で も 良い 場合 が 多 か つ た と し 

10cm 以下 の 深度 え の 埋 没 試験 は 

か 否 か は 不明 で ある 。 し か し 和 た ちの 6 

土壌 中 1cm の 深 さ に 埋没 され た 
も 人 と も 2 週間 後 で は 全く 土 表 に ! : は い 上 ・ 

。 埋没 期間 が それ 以上 長く な つた 場合 に つい て は , 
第 2 だ 験 の 結果 に ゆ づ る 。 

次 に 土壌 ト 玩 間 の の Ca 買 が 充分 に 空気 を 含有 する 程 
度 に 湿潤 し た 土壌 中 に 埋没 され た ミヤ イリ ガイ は , 少く 

と の 土壌 深度 が 40cm まで は , 案外 長期 に わた < 
生存 し て いる と と が 判明 し た 。 私 た ちの 実験 は その 当初 
に お いて 盛夏 の 候 を 経て いる に # 人 各種 深度 
こ お け る 貝 の ほ ゞ 半数 な いし それ 以上 が 死滅 する まで に 
は 。 約 85 週 (245 日 ) を 要 し て いる 。 た ゞ さ し と の 私 た ち 
の 実験 に お いて は , 
隔週 ご ど と に 取り 出 
XX 時間 水 中 に 浸漬 され て いる , と 

か よう し 事情 が 或 は 内 の 生 f 


あれ ば 良く , 
之 を 行 つた 
Me 
1( に お し 人 


つて 来 な か 


定 深度 に 更 され た 上 貝 郡 は その 修 
て 大 気 中 に 明 さ れ , か つ そ の 度 毎 に 


いう 特 情 が ある 。 


『 期 間 を その 然 ちぎ る 場 


に Ce 2 < 
合 に 比 し て 延長 する か も し れ な いと いう 懸念 が ある が 。, 
PP APR ふれ る と と と する 。 


な お 埋没 され た 貝 の 生死 と 関連 し て 注目 すべ きこ と と 
実験 の 当初 か ら 対照 と し て 地表 に 放置 し た 由 群 の 時 


時 死 亡 連 度 の 
湿潤 濾紙 
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万 が 埋没 更 群 の それ ょ りゃ も 高く, 同時 に 


: に 放置 し た 具 群 の それ は , 反対 に 実験 群 の 


て と て れ よ りき \ 共 か た と と で ある 。 
と れ は お そら く 第 2 表 が 指 嘆 し て いる ょ うに, 実験 群 


の 中 は 地表 ( 
る 運動 が な きわめ 


短 状 態 に いた り 
潮 紙上 に 放置 
長期 に わた こ ~ 


も ok- 守 。 3 


筒 内 の 湿潤 土壌 中 に 各種 深 ) 
叶 ご と に 
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と れ に 比 し と の 下記 け 
同様 に その 飼料 を 与え 
前 者 の 方 が 後者 に 比 し て より 速 か に 角 
い に 死 亡 し た も の と 解せ られ る 。 温 滑 
し た 具 群 の 生存 率 が 他 の 何れ の も の より も 


メト 上 の 想像 を 間接 的 に 


放置 され た 辞 の - 
て 少く ,。 両者 と き 
つた 関係 上 , 
C い る と は , } 持 1 
こい る よう で ある ( 放 ) 

ま 以 上 を 
1) ミヤ イリ ガイ 


メ 


要約 すれ ば 次 の ご ど と く で ある 。 

Ozcozzezz oso カ Zo7 ヶ を 人 硝子 円 
(1 <40cm) に 埋没 し , 谷 
と の 他 を 間 た 結果 は 次 の よう で あつ 


と の 生 126 


ーー 


2) 深度 1cm( 


上 表 に は い 上 - 


埋没 し た 具 群 を を 


て 来 た 上 内 は 語 2 だ 。 

3) 各種 深度 具 群 と も に , その 死亡 経過 6 「 は る な 
、。 で それら 人 各 和 群 の 貝 の * 約 50 以 上 に 達する た め 
- は 約 35 週 (245 日 ) を 要 し た 。 

1) 土 中 に 埋没 され た 上 貝 は 下方 に 向 つ て は 殆ど 
な い みか し 上 方 に 向 つ て の 移動 距 叶 


* ふ oO 人 ハ し 座 も きわ 


きめ て 2 週間 以内 


ミ 巡 ガチ ー 
なか 


移動 
め て 小さき 
生 要 廊 献 
) 藤浪 鑑 ・ 福 谷 慢 (1925) : 日 本 住 血 吸 下 撲 滅法 補 
… 日 本 住 血 吸 中 中 間 和 宿主 殺 滅 を 目的 と する 土 中 埋 
没 法 , 日 本 病理 学会 計 。15, 574-580. 一 2) 高木 
熊 (1915) : 利根 川沿 央 に 於 ける 日 本 住 血 吸 虫 病 の 調 
査 (第 三 ),。 附 ア アキ ロス トー マ と ネ カ ト ー ル ・ 細 苗 
学 誌 。 240, 35-46. 一 3) School of Trop. and Prev. 
Med., Coll. Med. Evang. Loma Rinda. Calf., (1953 
と 1954) Prog. Rep. 1-IV and Ann. Prog. Rep. 
SurmmmarY 

Ozco7ze/27Z 240SO カ /o7 の 7, the vector snails of Sc:- 
S7 の soO72Z 7 の の 72ZC2772 in JaDan, were buried in the 
soil in the depth of 1, 3. 5, 10, 20, 30 and 40 cm 
from its Surface and were recovered every fort- 
nightly thereafter and their life or death, distance 
of locomotion and actual movement were observed 
up to the 51st week after their burial and the 
results are the followingS. 





( 誕 ) Ozcozzegz は 濾紙 を 飼料 と し て 生存 する と と 
は School Trop. 錠 Lo Med. 1953-1954 の 報告 
に ある 。 
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1) On every examination no snail was found 
on the surface of the soil, including the one 
among those buried 1 cm beneath the surface。. 

2) No marked difference of death rate was found 
3mong Snails of different 革 epth group. To attain 
more than 50 多 death it required ca. 35 weeks 
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(245 days) after the burial. At the end of 51 
weeks after the burial all snails were found dead. 
3) No snail was found removed to the deeper 
position from the point it buried, and the distance 
of ]ocomotion, if ever found removed, was insignifi- 
Cant。 





会 


第 15 回 医学 総会 の 見 学 お よび リク リエ ーション の プロ 

ょ の 周知 方 を 総会 準備 委員 長 ょ り 学 
会 に 依頼 が あり まし た の で 下記 の 如く お 報せ 申し ます 。 
獲 詳 細 に 関し まし て は 日 本 医師 会 雑誌 第 41 巻 , 第 4 号 
( 2 月 15 日 号 ) を 件 人 照 ドド さい 。 


見 学 


4 月 2 日 ( 木 ) 月 3 日 ( 金 ) 

4 月 3 日 ( 土 ) 

( 2 ) 東海 村 原 子 力 研究 所 見 学 
Ma 1.500 円 の 予定 ) 

(3 ) 慶応 義塾 大 学 医学 部 基礎 教室 見 





グラ ム が 決定 され , 


(1 ) 皇居 拝観 


4 月 3 日 ( 金 ) 


4 員 3 日 ( 金 ) 

4 う 東京 大 学 医 学部 附属 病院 見 学 4 月 3 日 ( 金 ) 
5 ) 国家 公務 員 共 済 組合 連合 会 才 の 門 病院 見 学 

4 月 3 日 ( 金 ) 


PSN 
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ーー 
で 0 


原子 力 研 た 所 上 見 学 は 人 数 に 制限 か あり ます の 


ぃ 下さ い 。 
レク リエ ーション 
(1 ) 歌舞 伝 座 観劇 4 月 3 日 夜 
1, 2 等 席 全 部 子 区 
シネ ラマ で 負 賞 (帝国 劇場 ) 
4 月 1 日 , 2 日 , 3 日 "午後 7 時 の 分 
席 の 予約 は 早 目 に 御 申込 有 み 下 さい 。 
(3) NH 交響 楽 4 月 3 日 夜 て 産経 ホ ー ル ) 
(4) 能 舞踊 4 月 3 日 午後 1 時 ( 丈 道 橋 能 楽堂 ) 
(5 ) 後楽 彫 開放 
(C 6) ゴルフ 
(7) 囲 恭 
(8) 将 棋 
C9) 弓 道 


( 


トゥ 
ヽ ン 
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ミヤ イリ ガイ 1 殺 具 剤 の 実験 室内 効果 判定 法 の 検討 1) 


保 。 阪 


国 : 2 防衛 生研 究 所 堆 本 Fr 生 中 部 
昭和 33 年 9 月 21 日 受領 


ミヤ イリ ガイ が その 殺 具 剤 PCP-Na に 対し て 抵抗 性 
- 示 レ つ つ あ る と と が , 最近 岡部 ら (1956) その 他 一 , 
二 の も の に よ ょ より 報告 され て いる 。 

し か し と の 問題 を 検討 する た め に は , あ る 程度 正確 


鋭敏 な 殺 具 剤 効果 判定 法 を 『 う 必要 が あ 


デフ 
7 
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Oncomelania 殺 躍 剤 の Screening test の 方 法 と し て 
は McMuaullen (1949) に ょ り 報 告 さ れ た , いわ ゆる と シ - 
ー レ 法 (Plate method) が ある 。 こ と の Plate method 
は Screening test ば か り で な く , 従来 効 比較 就 験 験 及 
び 内 の 楽 剤 に 対す る 抵抗 性 試験 等 に まで 応用 され 


る (秋山 ちら :1958。 小宮 ら : 1957。 岡部 ら : 1952, 756)。 


この 方 法 は その 操作 が 簡単 で や る か ら , と れ が て の ま 
条 具 剤 の 効果 判定 に 応用 出来 れ ば 便 和 る ン 
法 に は な お いく ・ 検討 を 要 考え ら 】 
る 。 す な わ ち と の 方 法 に お いて は 必ず し ゃ 個々 





の 由 体 に 平等 に 接触 する と は 考え られ ず , 又 し ば し は ば 貞 


が 薬剤 より ガラ ス 面 上 に 離脱 し て 薬剤 と の 接触 を 免れ る 


B 
緊 
っ 
S 貢 て 宮 
が: が は 
が 





向 検 討 を 要する と と ろ が ある と 考え られ る 。 一 方 従来 本 


邦 に お いて 広 ヾ 殺 具 効果 試験 に 用 いら ちら れ て いる 直接 浸漬 


水溶 性 殺 具 剤 で ある 


ium viefo2 の c の た 


1「 リ ガイ Ozzcozze/22Z RW ro 


ュ テ 





・ ベト リー シャー レ (直径 
『 拓 入る 能 な 濾 - Me 


さ McMullen の Plate method 隊 、 
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ア で どど ア だ ん と 之 直 
( び 正 量 9CC と レレ に て 中 





の 


法 上 (岡部 ら : 1952, 56。 小宮 ら :1957) は 貝 体 に 対す る 
楽 剤 の 接触 は ほ ゞ 全面 的 に 行わ れ , と の 点 に お いて は 前 


方法 よ り も 上 記 の | 5 ゃ の の 如く で ある が , 
方 法 自 体 に も な ほ 問 題 な し と は 云い えな い 。 
と = で 私 は ト 上 詞 の McMullen の 方 法 に いさ さか の 改 


を 加え た Plate method 変 法 1 お よび II を 考案 し , と 


れ と 直接 況 潰 法 『 お よび と 4# 改良 # と 加え た 直接 浸 潰 法 


の 4 つの 方 法 に つい 0 PCP-Na を 用 いて ミヤ イリ ガ 
殺 具 果 0 つて そ み だ を 。 

YUKIO HOSAKA : Study on standardized technics 
for testing the susceptibility of Oncomelania snail 
to molluscicides. (Department of Parasitology, 
National Institute of Health, Tokyo.) 


Plate method 変 法 
ぉ いて は よ 上: NKK 薬 We 

レ 半紙 ト り 上 - 

vo は と の 不利 を 除 
に 低く 2 


・ ペ ベト リー シ ャ ー レ (直径 
濃度 の PCP-Na 溶 六 各 100cc を 和 
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第 1 図 Plate method 変 法 IL, 直接 浸 潰 法 I の 方 法 模式 図 


か ) かー 


に 被 検 貞 10 コ づつ 放置 し て 薬剤 に 接触 せしめ た 。 

d 直接 浸漬 法 T : 上 記 1 と の 差 は , 中 体 と 薬液 と 
を 常時 接触 々 し め る た め シ ャ ー レ 内 の 薬液 表面 すれ すれ 
に ビニ = ニー ル 網 を か ぶせ た と と で ある 。 と の 装置 に より 上 貝 
は 薬液 中 を 自由 に 信 動 し うる が , 薬液 ょ り 離 脱 不能 と 
り , 楽 効 は それ だ け 安 定 す る と と が 考え られ る (第 1 図 





2) 使用 薬剤 の 調製 

トナ PCP.Na 0.256g を 茶 潜 水 17 に 溢 解 し 原液 を 詩 
製 し た 。 次 に と の 原液 を 倍々 稀釈 法 に ょ 
ト より 0.0625 ppm まで の 各種 測度 の 液 を 使用 に "さき だ こ 
て 作成 し, 試験 に 際 し て は と れ 等 を 所 定量 所 定 の 方 法 ( 
用 いた 。 

3) 作用 時 間 

薬剤 と 具 と の 接触 時 間 を 何時 間 に すべ きか に つい て 
未だ 問題 * 残 つて いる 。 そ と で 私 は ら の 和夫 


り 128 ppm 


\ ス * 


べく Plate meteod 変 法 T と 直接 浸 潰 法 1 と を 用 いて , 
各種 測度 の PCP-Na を 貝 に 作用 せしめ その 効果 の 時 間 


的 発現 を 検 し た 。 第 1, 2 表 お よび 第 2, 3 図 が その 結 
果 で ある 。 即ち これ に ょ れ ば 。 何 れ の 方 法 の 場合 に お い 
て も ゃ , 薬 液 の 各 濃 度 の 場合 と も , 上 貝 の 死亡 率 は 24 時 間 作 用 


あたり で 急激 に 高く な り , 48 時 間 作用 で 最高 に 達する も 


の 多く , と と で ほ ぶ ゞ 安定 を 示す 。 か ょ うに 上 の いづ れ の 
方 法 に あつ て を も 薬剤 の 効果 は 48 時 間 作用 で 最高 に 達し , 
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第 1 表 Plate method 変 法 1. にょ り PCP-Na 
『 の 各種 濃度 を 各 時 間 作 用 きせ た 際 の ミ ャ 
イリ ガイ の 死亡 状況 








薬剤 作用 作 用 時 間 
濃 度 
(PPM) 6 時 間 12 時 間 24 時 間 48 時 間 96 時 間 
0 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
4 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
8 0/10 0/10 2/10 6/10 2/10 
16 0/10 0/10 5/10 9/10 8/10 
32 0/10 0/10 7/10 8/10 10/10 
64 1/10 2/10 8/10 10/10 9/10 
128 1/10 1/10 9/10 9/10 10/10 
256 0/10 3/10 9/10 10/10 10/10 
512 3710 4710 8/10 9/10 9/10 


表 中 の 数 字 の 分 母 は 使用 貝 数 を 示し , 分 子 は 死 
内 数 を 示す , 実験 中 の 室温 は 21"C>24“"C 


みか つと の 作用 時 間 で 薬効 は 安定 する と み ら れ る の で 以下 
朱 剤 の 作用 時 間 は 何れ の 方 法 に お いて も 48 時 間 と する と 
と と し た ( 話 ) 。 


( 話 ) と の 作用 時 間 中 に お いて Plate method 変 法 I 
及び 直接 浸漬 法 TI に あつ て は , 接触 開始 後 1, 2, 6, 24 時 
間 毎 に , 貝 の 運動 状況 を 観察 し , 同時 に シャ ー レ の 中 央 
部 より 移動 し た と と ろ の 貝 を それ ぞ れ 再び 中 央 部 に 集 
め , も つて 中 の 薬剤 へ の 接触 を 確保 むす る と と に 支 め た . 
Plate method 変 法 I 及 び 直 接 浸 潰 法 に あつ て は 
1, 2, 6, 24 時 間 毎 に 運動 状態 の 観察 の み を 行 つ た . 
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第 2 表 直接 浸漬 法 IL, に ょ り PCP-Na の 各 
種 濃度 を 各 時 間 作 用 きせ た 際 の ミヤ イリ が 
イィ の 人 死亡 状況 
薬剤 作用 作 用 時 間 
度 一 


(PPM) 6 持 間 12 時 間 24 時 間 48 時 間 96 時 間 





0 0/10 0/10 0O/10 0O/10 0/10 
0.0625 0/10 0/10 0/10 0/10 0/10 
0.125 0/10 0/10 0/10 0/10 1/10 


0.25 0/10 0/10 0/10 1/10 1/10 
0.5 0/10 0/10 8/10 10/10 10/10 
1 0/10 4/10 9/10 10/10 10/10 
2 0/10 10 10710 10/10 10/10 








表 中 の 数 字 の 分 分 母 は 使用 具 数 を 示 し, 分 子 は 
死 具 数 を 示す 。, 実験 中 の 室温 は 24?C>29"C 


g ロ ーー 一 gg 128 p.p.m。 





O 256 p-p.m。 





XX 。 322 P.P<m。 O 


100 


50 


( ぶ ) 岬 店 








48 ~ 96 





作 用 時 . 間 


第 2 図 Plate method 変 法 T に より PCP-Na の 各 
種 濃度 を 作用 きせ た 際 の ミヤ イリ ガイ の 死 
亡 状況 (実験 中 の 室温 21?<24?C) 


4) 楽 剤 作用 後 の 具 の 生死 判定 

いづ れ の 場合 に お いて も ゃ 所 定 の 作用 時 間 終 了 後 た さち 
に 貝 を 清水 で よく 洗い , これ を 清水 中 に 入れ て 96 時 間 放 
置 し , 生死 の 状態 を 観 窒 し た 。 と と で 96 時 間 放 置 し た 理 
由 は , 筆者 の 試験 し た 室温 下 に お いて は , 浸漬 具 は 未だ 
仮死 状態 に あり , 充分 に 生死 の 判定 を 下 し えな いも の が 
存する 事 が 観察 され て い ゝ たから で ある 。 と の 間 メ ディ ウ 
ム の 水 は 数 回 と れ を 交換 し た 。 生死 の 判定 は ま づ 清水 よ 
り 自 動 的 に は い 出 し た も の は 生 と し , 残余 は と れ を 分 離 
針 で 貝 体 を 刺激 し て , これ に 反応 し た も の を 生 と 判定 し 
た 。 反応 を 示さ な いも の は さら に と れ を 押し つぶ し て そ 
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6 12 24 48 96 
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第 3 図 直接 浸 潰 法 HL. に ょ り PCP-Na の 各種 測 


度 を 各 時 間 作 用 きせ た 際 の ミヤ イリ ガイ の 
死亡 状況 (実験 中 の 室温 24*C>29“C) 


の 際 の 軟体 の 収縮 運動 が 著 胃 で ある な ら ば , 又は た と え 
緩 司 慢 な 収縮 運動 で も それ 決 貞 の 使 の 半 』 ば 以上 ( こ 及 ぶな ら 
ば , それ を 生 と 判定 し 。 か か る 反応 の 欠如 せる も の を 死 
と 判定 し た 。 


尚 実験 中 の 室温 は 10'C て 297C で あつ た 。 


実験 成績 


1. Plate method 変 法 T に ょ る PCP-Na の 殺 躍 効果 

Plate method 変 法 T に ょ り PCP-Na の 各 濃 度 を 作 
用 させ た 貝 の 死亡 状況 は 第 3 表 の 如く で ある 。 と の 名 人 死 

亡 率 を 縦 軸 に と り , Keg Eo 
示す と 第 4 図 実 線 の 様 に 

PCP-Na の 殺 由 効果 は 4 8ppm より 現れ 始め , さ 
ら に 作用 濃度 が 高く な る の に 縦 い 貝 の 死亡 率 は 高く な り 
128 ppm を 作用 させ た も の で それ は 100% に 達し た 。 

Fisher の 中 央 致死 量 (MLD) 計算 法 に よ つ て MLD 
を 計算 する と , それ は 11.3ppm (10.1~12.5ppm) を 示 

2。 Plate method 変 法 
レコ 

Plate method 変 法 に ょ より PCP-Na の 各 濃度 を 作 
用 させ た 上 貝 の 死亡 状況 は 第 3 表 の 如く で ある 。 と れ を 前 
項 の 場合 と 同様 に 図 で 示す と 第 4 図 点線 の 様 に な る 

PCP-Na の 殺 具 効果 は 4 8 ppm の 濃度 か ら 現われ , 
し POR 
な る と と は 前 法 の 場合 と 同様 で ある が 死亡 率 1002 は 
256 ppm 作用 に お いて 始め て 認め られ た 。 


に よる PCP-Na の 殺 貞 効 
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第 3 表 Plate merhod 変 法 1 及び Plate method 変 法 IT に た ょ より PCP-Na の 
各 濃 諾 を 48 時 間 作用 きせ た ミヤ イリ ガイ の 死亡 状況 



































濃 度 Plate method 変 法 1. Plate method 突 潜 II 
(PPM) 使用 上 数 生 具 数 死 具 数 死亡 率 使用 中 数 生 貞 数 死 具 数 死亡 率 
0 20 20 0 0 20 20 0 0 
2 10 10 0 0 10 10 0 0 
4 10 9 1 10 10 9 1 10 
8 20 13 7 35 20 15 5 25 
16 20 6 14 70 20 6 14 70 
32 20 2 18 90 20 3 17 85 
64 20 1 19 95 20 4 16 80 
128 20 0 20 100 20 1 19 95 
256 20 0 20 100 20 0 20 100 
ミヤ ャ イリ ガイ は 山梨 県 北 互 摩 郡 双葉 町 より 採取 し た も の を 使用 , 実験 中 の 室温 は 10">22”C 
の ーーーー 一 O 〇 Plate method 変 法 * o- 一 一 一 一 O 吊 接 浸 邊 法 1 
ンー x Plate method 変 法 II *- ニ ーーーx 門 接 肖 滑 法 1 
100 拓 ピ ン , 、 
100) ーー の ーー 人 人 
0 2 二 っ ンー 
し 死 / コ 
死 / 
率 / 
を 50 ト ンー、 50 重 7 
+ ン レン ※ ア 
デ の 人 O 
wm と ee 
ょ は + L 1 1 ーー 1 1 ! 
4 8 16 32 64 128 256 00625 0.25 055 05 | 2 
作 用 業 量 作 用 薬 豊 
第 4 図 Plate method 変 法 late method 変 法 第 5 図 直接 浸漬 法 1 直接 浸 潰 潜 T に ょ り PCP- 


TI に ょ より PCP-Na の 答 種 濃度 を 48 時 間 作用 
させ た 際 の ミヤ イリ ガイ の 死亡 状況 


合 の MLD は 14.2ppm (18.0 て 15.4ppm) で 
その 値 は 大 きく 現れ て いる 傾向 


と の 場 
人 に 比較 し て むし 


り ・ す 


\ 


え 


3。 II 1 に ょ る PCP-Na の 殺 貞 効果 
直接 浸漬 法 1 に ょ り PCP-Na の 各 濃 度 を 作用 させ た 
貝 の 死亡 状況 は 第 4 表 の 如く で ある 。 と の 死亡 素 を 縦 軸 
こと り , 横 軸 に 薬 量 を 対数 目盛 に と つて 図 で 示す と 第 5 
Axe 
と の 方 法 に ょ る PCP-Na の 殺 上 貝 濃度 は 前 記 2 方 法 に 
こつ な トン な 0.125~ て 0.25ppm か ら 現 れ , 
その 作用 薬剤 の 濃度 が 高く な る の に 比例 し て 前 同様 具 の 


Na の 各種 濃度 を 348 時間 作 用 きせ た 際 の ミヤ イ 
リガ イ の 死亡 状況 


死亡 率 も 高く な る が , すでに 2ppm を 作用 させ た も の 
に お いて その 死亡 率 は 100 多 に 達 し た 。 

と の 場合 の MLD は 0.6Yppm (0.66~0.68ppm) で 
あつ た 。 


4. 直接 浸漬 法 』 に ょ る PCP-Na の 殺 貞 効果 

直接 浸漬 法 にょ り PCP-Na の 入 識 度 を 作用 させ た 
中 の 死亡 状況 は 第 3 表 の 如く で ある 。 これ を 前 項 の 場合 
と 同様 図 で 示す と | 点線 の 様 に な る 。 

と の 方 法 に お いて も PCP-Na の 殺 内 効果 は , すでに と 
0.125 て 0.25ppm か ら 現 れ は じ め , や は り 2 ppm と 沙 


う 低 濃度 を 作用 させ た と きす で に 10022 に 達し て いる 。 


第 5 図 
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第 4 表 直接 浸 漠 法 1. 及び 直接 浸 潰 法 . に ょ り PCP-Na の 各 濃 度 を 48 時 間 


作用 きせ た ミヤ イリ ガイ の 死亡 状況 姉 , 衛 





濃 度 直接 浸漬 法 1. 直接 浸漬 法 II. 
(PPM) 使用 上 数 生 由 数 死 由 数 死亡 率 使用 上 数 生 貞 数 死 貞 数 死亡 率 束 
いて 
G, 
SCr@ 
prel 
509- 
孫 鹿 
Mch 
enir 











20 20 0 
10 10 0 
20 19 1 
20 14 6 


0 20 20 0 
0.0625 10 10 0 
0.125 20 19 1 
1 
3 


mm らら の 


0.25 20 19 
0.5 20 17 15 20 3 17 
1 20 4 16 80 20 1 19 
2 20 0 20 100 20 0 20 1 
は 20 0 20 100 20 0 20 1 


る る 8 滞 8 っ っ 





ミヤ イリ ガイ は 山梨 県 北 互 磨 郡 双葉 町 より 採取 し た も の を 使用 , 実験 中 の 室温 は 10">22“C raSi 

(194 
の 場合 の MLD は 0.32ppm (0.31 て 0.33ppm) で MM と むしろ Ne こ 。 そ の 法 に 比 し さら に る ぞ aS 

の つた だ 。 れ に 改良 を 加え た 』 法 に よる 殺 具 効果 は 第 5 図 に 示す す 加 の 

こ 。 や や 高く く 二 る 傾向 が み ら れる が , その 差 は 総じて (4 

eo Plate method 両 法 と 直接 浸 注 法 商 法 と の 差 に 比較 すれ 目 。。 


いま 以上 の Plate method 変 法 1 と 変 法 と の 殺 上 効 "ば , は る か に 小 て ある 。 。 換 計 すれ ば , 一 度 薬剤 に 接触 し 邊 com 
果 試験 の 結果 を みる に , その 間 の 効果 に 関し て は , な し た 具 が , 楽 剤 を 離脱 す - 基 くそ の 効果 の 携 乱 程度 Oc 
> ふ < 辻 」 牟 に と d 
ろ そ の 効果 の 大 な る べく 予想 し た 変 法 の 方 が か えつ て は , 薬剤 自体 に 対す る 内 の 接触 部 面 の うら 大 き さ に 比 し て は mn 
1 5 し ズ 、 ー キャ ゃ 、 まま ョ デ プ YE 
D は 大 きく 現われ て いる 傾向 が ある が , その 間 そ れ る か に 小 て ある よう て ある 。 
ほど 大 き な 差 が 認め られ な い 。 し か る に か か る Plate さき に だ 緒 論 こ に も 述べ ふた よう に , ミヤ イリ ガイ の 抵抗 性 
- method 変 法 1, と 直接 浸漬 法 1, と の 間 に は 格段 "の 問題 を 検討 する に は , 殺 具 剤 の 効果 判定 に あ た つて よ ょ 


時 6 3 ント 本 5 ミ が 旗 カー 1E 記 りあ 還 三 理 』 方 ? を 1 必 * 直 プ と )] と 
の 佐 うら れる 。 即ち その 殺 具 効果 の 初め 現れ て に り 正 確か つ 精 度 の 高い 方 法 を 用 いる 必要 が ある 。 と れ ら 
ら 濃 度 で ある の に の 欠 点 か ら 向 役 の 実験 に あ た つ て は , Plate method よ 


る 濃度 は , 前 2 者 で は 等 し く 4 ppm の ある の に と, 
濃度 に お いて す で りゃ 直接 浸漬 法 が 妥当 で あり , 直接 浸 潰 両 法 の 比較 に お 


? 芝 
後 2 者 に あつ て は その 20 分 の 1 以上 の 洪 

ャ ッッ アデ) こ テ の ) メ 時 ー 寺 。 ス 
に と れ を 顕現 し , その 1002 死 亡 率 に 至 つ て は , 前 者 の いて は , その 効果 の 大 きく 現れ れる 直接 浸 資 法 を 用 いる 





50 て 100 分 の 1 の 濃度 に お い 幸 3 と れ に 到達 し て い の が 現在 で は 最も 妥当 な 効果 判定 の 方 法 で あろ うと と が 
る 。 示唆 され た 。 

既に 述べ た る 如く , と れ ら の 実験 は 同一 地点 か ら 得 ら 要 約 
れ た 貝 に つい て ,。 し か ゃ 同一 の 日 時 お よび 場所 に お いて 


ミヤ イリ ガイ の 楽 剤 に 対す る 抵抗 性 に 関す る 研究 を 行 


行わ れ た も の で ある 。 し た が つて いま 以上 の 如き 著しい 
う 準備 段 3 を 具 剤 の 効果 判定 の 方 法 を 決定 す < 


差異 の 生 じ 来 る 所 以 を 考察 する に , 第 "と 直接 浸漬 法 に 


あつ て は 。 由 の 全体 者 が ほとん ど 常に 薬剤 に 接触 し て い 人 WM に 
る の に 反し 。 Plate method に お いて は 具体 の 一 部 ( と の 効果 に 関 レ て W 味 し た の 結果 に よれ ば 。 私 の い 
し て 足 部 ) の み しか 常に 薬剤 に 接触 し て いな いと い > 人 わ ゆ る 直接 遂 江 鞍 生 が これら いつ と も す 人 なあ 欄 あえ 
= 甘く あ も の で あろ う 。 ま た 一 つ に は Moon er gr る 。 Plate method お よび その 変 法 は Screening test 
0 も 指摘 し て いる ょ うに , Plate method に あぁっ 方 法 と し て は 便利 て ある が 以上 の 目的 の た め に は 不 策 


て に その 旬 キ に いて 内 が 濾紙 を 摂 食 する も の も て ある 
あり , 或 は か よう な と と の 影響 の ある と と も 考え 得 ら れ Very り , 御 指導 御 校 開 を た まわ つた 予 研 寄 
生 虫 部長 小宮 義孝 博士 に 深く て 感謝 の 意 を 表す る と と も に 


騙 直 接 浸漬 活 の 中 に あつ て は , Plate method 変 法 の AS まわ つた 安 羅 岡 一 男 博 士 及 び 同 部 の 諸 上 
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Summary 


Four methods (modified plate method IT., modified 
plate method II., direct immersion method 1., and 
direct immersion method HI.) testing the susceDti- 
bility of Ozcozze/2ZZ 7 の SO の go7Z to PCP-Na were 
examined experimentally in the laboratory and 
as a results of this the conclusion was induced 
that the direct immersion method II. was to be 
recommendable. 
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ね ば な ら 


咽 虫 の 下 卵 陽性 者 率 と 真 の 感染 者 率 , 単 性 感染 者 率 e を し 
及び 平均 感染 数 と の 関係 に つい て の 考察 ea 


適合 度 
(1) 理論 模型 作製 の 基礎 資料 の 検討 弄 で 


で * 


作 見 甘 - 一 
大 阪 大 学 側 生 物 病 研究 所 寄生 由 原 虫 学部 (部 長 森下 教授 ) 


( 昭 昭 33 年 10 月 2 日 受領) ^ 後 。 


ある 集団 を 際 の AH その 集団 の 各 和 構成 員 の 感染 虫 薫 は ある 。 


まえ が 
き 3 べ て が 同一 で は な 。 従 つて も ある 集団 の 各 員 の 感染 紙 数 の 


ある 集団 の 上 昌 の 浸 淫 状態 を , 問題 と する と き に は , 虫 数 が , どん な 分布 する か と いう こと が , 第 二 の 問題 目 理論 模 才 
ふつ う は , 沙 漆 悦 本 に ょ る , 虫 卵 の 披 検 出 者 率 を も つて に な つて くる 。 と れ が わか れ ぱ ば , 単 性 感染 者 の 起 る 率 が , 他 は 後 人 
感染 者 率 (ある い は , 感染 率 , 虫 卵 陽性 者 率 , 陽性 率 わか つて くる と と に な る 。 と と ろ が , と の 分 布 型 が わか 
等 ) と いい , と れ を 目安 に と る 。 と と ろ が , 0 つて いな い の で , と の 問題 は .。 と こと まで き て ,。 い きず ま 
第 一 に , 雄 虫 の み の 感 染 者 の 存在 は , 無視 され る と と に つて し まつ た の で ある 。 

な る 。 と と ろ が , その 後 , 顕 虫 の 感染 数 の 分 布 型 を 考察 する 幼虫 

そ と で 。 個々 の 人 に つい て は , わか ら ず と も ,。 あ る 集 と と の で きる 資料 が , 二 三 で て きた の で ,。 再び ぴ び , 上 記 の り で に 。 
団 に つい て 検便 を 行う だ け で , 雄 虫 の 単 性 感染 者 率 が ど 問題 を 考え て いく と と が で きる よう に な つた 。 京都 の 2 

- れ くら いあ る も の か を , 推定 で き な い も の か と 考え た 。 即ち , 頭 虫 の 感染 に 対す る 条件 の 均質 と み ら れ る 集団 いて 。 
まず 。 単 性 感染 と いう も の の 起 る 確率 を 考え て みる と, の 。 感染 虫 数 の 分 布 型 は 。 本論 で の さる よう に , ア 9 の の gr erge ァ 
次 の ょ うに な る 。 即ち , 普 虫 の 性 比 & え , $:\ーpiq MM 型 に 迎 い も の と 見 る と と が で きる よう で て いる c 
と し, P=p/ (p 十 q) , mW 條 の と すれ ば , 個人 当り 。 一 方 , 不 受精 卵 の み の 検 出 者 は , 雌 虫 の 単 性 感染 者 適 
の 感染 邊 数 が 等 し い 集団 で は , 雌雄 の 数 の 各 組 合せ の 起 で ある と お け ぱ ば , 取 久 陽性 者 率 に 対す る 不 受精 卵 の み の の 上 昇 
る 確率 は 。 感 に 由 数 を と すれ ば , (P+⑳①)* の 展開 式 陽性 者 率 が , 性 比 き 介し て , 感染 虫 数 や 感染 虫 数 の 分 布 ぁ の の 
の 各 項 に 相当 する 答 で ある 。 従 つて , 雄 雌 の 単 性 感染 者 型 と 関連 きも つて くる 。 散 の 分 : 


の 出現 の 確率 は 。 それぞれ 。P QY と な る 。 即ち, 単 と うな る と , 検便 の 坦 性 者 率 と それ に 対す る 不 受精 そ と 
性 感染 者 の 起 る 率 は , 感染 者 に つい て は , 第 一 に , 性 比 卵 の み の 陽 性 者 率 と いう , 実測 し うる 値 と , 実測 し えな 資料 と 
と 感染 虫 数 と に 支配 され る と と に な る 。P が 大 きく , nm い 上 記 の 諸 種 の 値 と の 上 の 人 的 人 的 関連 性 が , 組立 て 数 の 調 


ブ 
が 小さ い ほ ど , 雄 の 単 性 感染 者 率 は 大 きく な 


1 





る 。 うる ょ うに な る 。 即ち , ふつ う の 検 便 成績 か ら , 雄 の 単 0 
と と まで は ,。 簡単 な と と で ある か ら , 今 か ら 9 年 前 に 性感 染 者 率 の み で は な く , 平均 感染 虫 数 や 感染 虫 数 の 分 が と 
これ に つい て 。 一文 を まま と め て た と と が ある 。 と と ろ が 布 型 と いう , 普 虫 の 浸 淫 状 態 の 目安 に な る 重要 な 数 値 に つい 
が , 確率 的 , 理論 的 に は , 一 応 推定 し う る 途 が ひら か れ と う 
JUNICHI FUSHIMI: A consideration on the る と と に な つた わけ で ある 5 
correlation between so-called the egg positive あつ と も と れ は 。 理 論 模 型 と その 応用 と で ある か ら , いて の 
rate and the genuine infection rate, the rate of 5 SO 5 2 > 
っ ゃ > 机 ー 7 < た - ふ 、 の さ ラス ロワ ィ メ m 
the unisexual parasitisSm or the mean number of 7 と し て 確立 され た も の て も な く 。 推定 も 正しい 生活 環 
the infected worms in case of the ascarid infec- と は いえ な い 。 しかし, と の 模型 が 正しい か どう か を 検 引 。 
tion (1) The examination of the fundamental ける と = な 技術 的 に , 今日 で は 未だ 非常 に 困難 で あ と う 


materials for the construction of the theoretical えば 。 そ れ が 非常 に 困難 ご ある か ら と そ , 本 に 
model (Department of Parasitology, Research る 。 逆 に いえ ば , それ が 非常 - あ る か ら と て ,。 本 る も の 
Institute for Microbial Diseases, Osaka Univer- 理論 模型 の 作製 も 必要 な の で ある 。 か な い 
sity) また , 木 理論 型 の 適合 度 の 検討 際 し て 。 よく 考え | ょ ぁ ょ 
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ね ば な ら ぬ と と は , 本 理論 模型 は 。 対象 と する 集団 の 質 第 1 表 (1) 鯛 虫 の 感染 数 の 分 布 の 実測 例 
を 重視 し , 集団 の 如何 に より h, d を 変え て いく と いう S H H 
いき 方 を と つて いる か ら , 具体 的 な 個々 の ケー ス に 対す ーー 
る 適合 度 は 相当 高い 管 で ある が , し か し , と れ が 理論 模 を 先 0 f 。 錠 
型 で ある 以上 , 個々 の ケー ス に あて は まる 具体 的 な ea 0 76 39.58 81 47.65 211 58.29 
得 ら れ な いと いう と と で ある 。 個々 の ケー ス に あて は 1 19 9.90 15 8.82 54 14.92 
る 具体 的 な 値 は , 再現 性 が な いか ら : いく ら 結 也 人 休ん 2 20 10. 人 18 10.58 37 10.22 
合 を 求め て も , PA 9 る 3 13 6.77 9 5.29 29 8.02 
の X や < ョ D の 
中 定め て Pe か ら は , 何 も の も 得 ち れ な 4 13 6.77 3 1.76 9 2.48 
い 。 それ で ある か ら と そ , 理論 模型 が 必要 な の で ある 。 5 10 5.21 6 3.53 まる 催 
グ 後 た miaRm の le よ 3 ha pwr43 6 5 2.60 る 。 ま 。208 2 0.55 
本 、 と の 方 面 の 知見 が * 増 大 され る を 念願 す る も の で 7 6 に 筐 3 1.76 2 0.55 
' 8 3 1.56 1 0.59 2 0.55 
- 義 9 1 0.52 0 0.00 3 0.83 
紙 数 の 関係 で , 本 論文 は 前 後 二 秘 に わけ , 前 入 に は , 10 22 04 3 1.76 1 0.28 
WPS と さも その 11 5 2.60 1 0.59 2 0.55: 
他 は 後 届 に 載せ る と と と し た 12 2 1.04 5 2.94 0 0.00: 
回 13 5 2.60 0 0.00 0 0.00 
14 本 3 1.76 1 0.28. 
理論 模型 作製 の 基礎 資料 の 検討 15 2 1.04 0 一 一 1 0.28. 
の の 人 
1 の 感 ? と リ ( こ つい ^ 中 生き KA る 限 
“ 魚 虫 の 感染 SM か 布 弄 つ Me 私 の 知る 限 18 1 0.52 0 0 
り で に 。 た ぶさ 一 徹し か な い 。 凡 ち 。 福士 (1950) が , 東 19 0 も | ーー 0 と 
京都 の 変 欧 者 , 並び に , 東大 病院 の 入院 患者 の 死体 に つ 20 0 ー 一 み 。 ま 届 1 0.28: 
いて 。 CR + 調べ , それ ら が , ア の /g- 万 gge が - 21 陸 た mw 4 2.35 人 
6eyge 型 (以下 ぢ 型 と 略記 ) 分 布 に 適合 する と の 人 oy と 当 本 に 
て いる の が , それ で ある 。 吉 を ろ が , 福士 の 報告 を 見 て 24 0 1 0.59 0 Aimewse 
も , 適合 度 の 検定 を 行 つ た 形跡 は 有 み られ ず , た ゞ , 4 値 25 92 1 0.59 な 
の 上 昇 傾向 より , 多 盆 そう で と , 想像 し た 程度 の 26 0 3 NR で 5 
ぁ の の よう で ある 。 つ まり , 現在 まで に は , 照 虫 の 感染 27 ae So ーー 
r の と 5 28 0 ーーー 0′ 一 一 0 一 一 
数 の 分 布 型 は , わか つて し ゝ な いと いつ て も よい と 央 うら 。 29 0 Pr 1 0.59 O EE 
そ と で , 著 者 は , と の 問題 を 検 対 し て みる と と と し た 。 30 0 一 一 2 衣 還 0 一 一 
資料 と し て は , 石井 ら (1954) の 豚 の 剤 見 に ょ る 感染 虫 2 で ae P の 
数 の 調査 成績 , 並び に , 上 記 の 福士 の 調査 成績 を 用 い 33 1 0.52 0 一 一 0 一 一 
た 。 と の 人 外 に , 横田 ら (1951) の 豚 の 部 見 成績 が ある 34 0 一 一 0 の 0 一 一 
る 衣 生 5 4 35 0 一 一 1 0.5 0 一 一 
が , と れ は 。, & 梁 豚 率 が パ * あき ら か \ ヽ で な ヽ 。 標本 の 均質 性 36 0 0 ee 0 ーー 
に つい て る 問題 が ある の で , 害 甘 せ ざ る を 人 時 な か つた 。 37 生 時 Pr ペー 
と うい う 際 の 資料 と し て ,。 考え ね ば な ら ぬ と と は 。 第 0 寺 Reyfa eo まや 
ー に 。 感染 に 対 し て , 旋 質 と 見 な し う る 宿主 の 集団 に つ 40 0 一 一 0 一 一 まひ:2 
いて の も の で ある と と で ある 。 と の 条件 は , 更に 宿主 の 41 0 一 一 0 一 一 0 一 一 
肝 生ま に 42 0 一 一 0 一 一 0 一 一 
生活 陣 境 条件 と , 宿主 の 生理 的 条件 と に わか れる 。 第 二 43 0 一 一 1 0.59 0 一 
は , で きる だ け 例 数 が 多い と と で ある 。 44 0 一 一 0 一 一 0 一 一 
と うい う 条件 を , 不 充分 な が ら も , ある 程度 みた し う ー に ca 3 59 9 ーー 
る も の と し て は , 著者 の 知る 限り で は , 上 記 の 三成 績 レ 47 0 一 一 0 一 一 0 一 一 
か な い の で ある が , その 中 で も る , 石井 ら の 成績 が , も つ 48 ーー Ksae nw 
と も ょ いも の と 思え る 。 即ち , 大 検 朋 の 産地 は , 福島 県 第 1 表 (2② に 続く 
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第 1 表 (2) 顕 虫 の 感染 数 の 分 布 の 実測 例 








S H 日 。 

k f 多 f め f め 
49 0 ニー 和 BI し 生 
50 0 ニー 2 ま 537 zo 
64 1 0.52 、 揚 還 に な 
N 192 100.00 170 9 00 362 100.00 





第 2 表 4 値 の 上 昇 傾向 














4 
k に 3 ーー 
S Hi H。 

0 0.250 0.185 0.256 
1 2.105 2.400 1.345 
2 1.950 1.500 2.351 
3 4.000 1.333 1.241 
4 3.846 10.000 2.777 
5 3.000 3.000 2.400 
6 8.400 7.000 7.000 
7 4.000 2.666 8.000 
8 3.000 3.666 13.500 
9 20.000 ーー 3.300 
10 27.500 ーーー 11 .000 
11 4.800 ーー ーー 
12 32.500 ーー ーー 

を 主 と し , 一 部 に 藤野 県 首 ま まじ える が 。 入荷 ループ 


の 各々 の 感染 率 , 感染 数 に 大 差 な く , 飼育 条件 は よく 似 


層 殺 時 期 は 生後 6 ヶ月 


て お り , 飼料 も 変わ な い 。 Ni 

定 し て お り ,。 廊 検 は , 居 殺 直後 に 行わ れ て いる 。 ま た 。 

あら か じ め , 駆虫 剤 を 投与 し て いな いと と が ,。 たしかめ 

られ て いる 。 例 数 は 192 頭 で あり , その うち の 感染 豚 は 

116 頭 で あつ て , 感染 豚 の 頭数 が 100 頭 を と えて いる 。 
る 


従 つて , 標本 の 大 き さ ゃ 最小 限度 は みた し て い 
E の 成績 は , 人 に ~ と 
と , 例 数 が 多い と と と は 利点 で ある が , その 他 の 条件 で 
は , すべ て に お いて , 石井 等 の 成績 に お と る 。 
以上 三 つ の 成績 は , 第 1 表 に 示し て ある 。 こ と れ の ,。 お 
の お の の 分 布 型 を し ら べ る に 当り , まず , gk の 増加 に 対 
する 4 値 の 変化 を しらべ る と , 第 2 表 の ょ うに な る 。 即 
PKK 
の 場合 と も , も し 単 一 型 分 布 と すれ ば , 二 項 型 あ る い は 
ozssoz 型 ご で は な く ,。 より 集積 性 の 高い , PER 


1 ン ハハ ー 』 
うい て の も の で て ある 


と の 点 , 福 
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的 な P-E 分布 を 想定 し て みる 。 

SR yk どれ ぞ れ , h,d を 算出 し 
P-E 型 と し て の 適合 度 を 。 z:-test で 検定 し て みた 。 
この 際 , 石井 ーー S, 福士 の 変死 者 に つい て の も 


を 本 入院 患者 に つい て の も の を 丁 ,。 と する と と ょ 


ラテ - と >” 
LA / 


k の 19 以 上 で は , 64 
で の 46 の 問 に 。#f は 3 し か な い 。 そ と で ,。g の 19 以 上 : 
な し , 18 ま で に つい て h, d を # 算 出 
レ , 検定 を 行 つ た 。 それ に ょ る と 。 5 劣 の 和 危険 率 に お い 
て ,Z?。 (nー16) 三 26.296 に 対 し 。Z2 は 26.863 で あり , 


2 Oi ー アー aa 琶 
ヽ と py 当 か な が ら 。, 6 に て あ う や っ o 佐 つ に 。 - の 分 布 は 


と と ァ Z 











と 
I 叶 
[ ! た =/8 3 を 全 例 と し た と き 
! =/89 
F ! ん =-3090 
1 〆- こ 463 
IO ト ! 
5 、 邊 
1 ン ペ の へ N レン 
0 | 上 ye 『 上 上 上 上 上 1 上 1 ke ーーーーー ト L 人 = 
0 き I0 15 20 





実線 は 実測 度数 (), 破線 は 理論 隔 


15F 
1 ん =50 ま で を 全 例 ヒ し た と き 
が =/70 
1 ん = を 977 
【 =/Z29 の 
I0 1 〆=/Z ヶ 2 











第 2 図 実線 は 実測 度数 (), 破線 は 理論 度数 ( 狐 ) 
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市 型 に 自 疹 実に は , PE 型 で ちる と は いえ な い 。 次 に , 福士 ちの 変死 者 の 例 CHi) に つい て 検定 し ょ 
5ー 般 上 なお, 念 の た め , 一 見 枯 が 分 か れ て いる よう に みえ う 。 変死 者 の 中 の 多く の 部 分 は 東 京都 の 行路 死者 で あ 
る , k の 9 以下 と 10 以 上 と を わけ て , 10~18 の n の 小 り , 時 期 的 に も 短い 期間 内 の も る の で ある か ら , と の 例 は 
『 出 し 置 ミ い クル ー プ を プー ル し て , k の 9 以下 の も の に 加え て 人 の 集団 と し て は , 相当 均質 度 の 高い も の と 考え られ 
-? 検定 し て みる と , ダ 。 (n= ニ 8) の 15.507 に 対し , Z? は る 。 双 駆 昌 薬 を 飲ん で いる も の は , 殆 ん ど な い 筐 で ある 。 
- の る 四 16.660 で あり , 前 の 場合 より も 適合 度 は 低い 。 また ,k この 場合 は ,k の 9 以上 に お いて , を が 0 て ある と と 
ご と 軒 の 64 ま で の 値 に つい て h, d を 算出 し , k=18 お よび k= ろ が 多い の で , と りあ つか い 2 抹 か し い 。 
64 ま で に つい て 検定 する と , Z* の 値 は , ze ょ り 非 常に まず ,#f に O の な い , gk の 8 迄 の も の に つい て hd を 
大 きく な る 。 結局 , k の 18 ま で に つい て h, d を 算出 し 算出 し , 検定 を 行 つ た 。 その 結果 は , xs (k=6) の 
臼 1 第 3 表 適合 度 検 定 の 一 例 
算出 」 ] (S で gk VO し た と き ) 
お い )5[ Ex 1 k f n nーf (nーf)* (nmーf) 7/n 
で 3 舞 yyy 0 76 65.80 一 10.20 104.040 1.581 
向 は メー2228 1 19 31.43 十 12.43 154.505 4.915 
0 上 2 20 20.83 十 0.83 0.689 0.033 
8 3 13 15.06 十 2.06 4.244 0.282 
| 4 13 11.33 一 1.67 2.790 0.246 
8 5 10 8.75 一 1.25 1.563 0.179 
y[ 6 5 6.86 十 1.86 3.460 0.504 
1 「 7 6 5.44 一 0.56 0.314 0.058 
1 8 3 4.35 十 1.35 1.823 0.419 
ol 久 9 1 . 3.50 2.50 6.250 1.780 
本 日 ae 10 2 2.83 十 0.83 0.689 0.243 
第 3 図 実線 は 実測 廣 ( 錠 ), 破線 は 理論 度数 () 人 
12 2 1.87 一 0.13 0.017 0.009 
k の 18 ま で に つい て 検定 し た 場合 が 。 も つと も ZZ が zXg 13 5 1.53 一 3.47 11.765 7.690 
ー に 近い と と に な る 。 も つと と の 場合 で も z2>z。2 で 14 1 1.25 二 0.25 0.063 0.050 
ある が ,zx。: の 26.296 に 対し 。 差 は 0.067 に すぎ ず , 確 15 2 1.08 一 の 近 0.941 0.913 
実に P-E 型 と 推定 は で き な い が , その 可能 性 は 非常 に 16 。 2 0.95 一 中 35 1.929 1.500 
大 きい も の と 考え られ る 。 た ぶさ, も つと も 大 切な , * の EE 
0 お よび 1 に お いて ,f の 76, 19 に 対し 。 n は 65.8, cd 績 ae 
31.4 で あり , それ ぞ れ 10.2 Cn に 対し 15.522), 12.4 (n n…・… 理 論 度 数 〆 三 26.363 
に 対 し 89.9 多 ) と いう 差 を 示す と と , お よび 自由 度 が 16 12.592 に 対し , Z” は 14.044 で あり , Z2 の 方 が 2.5 ほど 
と いう 大き さ で ある た め , z? が 大 きく な つて いる と と 大 きい 。 従 つ て ,。 と れ を P-E 型 と 見 な す と と は , 無理 
は , と も に , と の 検定 結果 に 問題 投 じ な いと は いえ な で ある 。 
い 。 次 に , k の 50 迄 の 例 ょ り , h, d を 出し て , 少し 乱 凌 
以上 の と と ょ り 考 えて , われ われ は , 今 の と と ろ , 次 で は ある が , kk の 9 以上 の En を , それ ぞ れ プー ルレ し 
う に 結論 する し か な い 。 て , k の 8 迄 の も の に 加え て , 検討 し て みる と 。Z*。(k ニ 


即ち , 豚 下 の 感染 数 の 分 布 が 。 も し 何ら か の 単 一 な 7 ) の 14.067 に 対 し 。Z? は 9.82 で あり , 非常 に よく 適 
分 布 型 に 従う も の と すれ ば , それ は , 二 項 型 あ る い は 合 す る 。 


7ozssoz 型 で は な く , それ ょ りゃ 集積 性 の より 高い も の に 。 の 11 お よび 12 迄 の も の を も と と し て ,。 hd を 
で あり , P-E 型 ,。 ある い は ,。 それ より も や や 集積 性 の 高 算出 し て 検定 し た が , それ ぞ れ , X。* (k= 9 ) の 16.919 
いも の で あろ うと 考え られ る 。 に 詩 し 。 Z2 は 20.176, Z2。 (k ニ 10) の 18.307 に 対し 。z ァ : 
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は 43.949 で あり 。 と ゃ に 適合 し な い 。 又 ,。 kg の 50 迄 の も に 反 し て , PE 型 で ある と 断 ず る と と が で き な か つた た Pe 
の を 基礎 に し て , k の 12 迄 に つい て 検定 する と 。 Z*。 (k め , その 構造 に 立入 つて 考察 する と と が 不可 能 に な つた ] 
=ー10) の 18.307 に 対し ,z? は 17.908 で あり , と の 際 は 。 と と は , 残念 な と と で あつ た 。 と の た め , 理論 模型 の 作 和 目 
相当 よく 適合 する 。 製 に 際 し て , 後 で の べ る ょ うに , 「 分 布 型 を PE 型 と し 

以上 の 結果 ょ り 考 える と , と の 際 は , 相当 異質 な も の て お く 。] と いう , に 便 宮 的 な 色 い の 強い 立場 に た 

多く 混入 し て いる ょ う で ある が , や は り , P-E 型 に , つ 外 な く な つた 。 も つと も ゃ , 現象 的 に は , Pe 
他 の どの 分 布 型 は り も 近い も の の よう に 考え られ る 。 売 分 妥当 性 を も つて いる の で , 理論 模型 の 作製 に は 

次 に , 福士 ちの , の 3 H,) に つい き な 支 障 は な いも の と 考え られ る が 。 2 
て 検討 し ょ う 。 と の 場合 は , 例 数 も 多く 。 期間 も H, と と と は , ま ぬ か れ 得 な し 
ed ce 2 の よ 9 WP の 准 者 の 多才 感染 問 虫 の 雌雄 の 各 組 合せ の 出現 度数 
で ある か ら , 質 的 に は 。 不 均一 性 が 高い も る の と 考え られ 
る 。 駆 虫薬 は , 飲ん で いな いと いう と と で ある が , ど と 普 虫 に は 雌雄 が ある 。 従 つて , 何 隻 か 感染 し て いる 場 
まで 信頼 し うる か 疑問 で ある 。 合 に は , 雌 だ け , 雄 だ け , 其 雄 混合 と いう , 3 種 の 場合 

と の 場合 は , k の 12 以上 40 迄 に は , f は 5 し か な い 。 が 考え られ る わけ で ある 。 雪 雌雄 混合 の 場合 も , 雌雄 の 
そ と で , まず , gk の 11 迄 の も の に つい て hd を 算出 し , 比 は , いろ いろ ある 管 で ある 。 
検定 を 行 つ た 。 その 結果 。 7 (k= 9) の 16.919 に 対 レ と れ ら の 各々 の 組合 せ の 起 る AR 容易 に 次 の 法 
Z: は , 17.8377 で あり , 約 0.5 ほ ど 超 過す る が , 割合 近い 則 に 従う も の と 考え られ る で e 即ち , 顕 虫 の 性 比 
値 を 示す 。 を ,。 $⑧: や ニーp:q と し ,P SWo Grq( p 十 q) , 

と と ろ が , gk の 40 迄 の の hd を 算出 し , と すれ ば 。 ( 二 @ た 6 の 展開 式 の 各 項 が , 各々 の 組合 
k の 11 迄 に つい て 検定 する と 。 全く 大き な 値 に な つて し レ せ の 起 る 確率 を 示す と と と な る 。 但し , k は 成 染 数 あ に 
まう し 。 gk の 40 和 に つい て 行 つ て Wi 双 k の る 。 即ち 

12 以 上 を プー ル し て ,k の 11 迄 に 加え た 場合 も 同様 で あ (P+Q) ド =PF 十 CiPFQ 十 kC。PF2QZ 十 …… 十 kCLPFTGT 
る 。 二 ・ 十 QF. 

以上 の 結果 ょ りみ る iv この 場合 は 。k の 11 迄 は 。 大 と の 法則 に は ずれ る と 考え る 理由 は , 全く な い 。 し か 
体 P-E 型 の 線 に 沿う が , それ 以上 は , 異質 な も の が 強 し , 一 応 , 実例 に つい て , 適合 度 を 検定 し て みょう 。 実 

く 発 現し て いる も の と 見 な すべ き で あろ う 。 例 と し て は , 前 に の べた , 石井 ら の 成績 が も つと も ょ よい 

以上 3 例 の 検討 に よ ょ つて, 私 た ち は , 次 の ょ うに 考え が , その 外 , 横田 ら (1951) の 成績 も , 一 応 利用 し う 
うる の で は な か ろう か 。 る の で , と の 二 例 に つい て , 検討 し て みる 。 

即ち , 顕 束 の 感染 数 の 分 布 は 。 それ が 単 一 な 分 布 型 に と の 際 の 問題 は , P, Q に どん な 値 を と れ ば よい か と 
従う も の と すれ ば , と れ ら の 例 と , と れ ら の 例 数 と ょ り いう と と で ある 。 次 節 に も の べ る ょ 』 うに, 性 比 と いう も 
は , P-E 型 で ある と 見 な すこ と と は , さ し ひ か え ね ば な らち の は , 動物 の 種 に よ つて , それ ぞ れ , 一 定 の も の と 考え 
な い 。 し か し な が ちら, それ は , 二 項 型 あ る い は ア Pozssoz られ る の で ある が , 何 例 位 に つい て 集計 すれ ば , 一 定 の 
型 で は な く 。 そ れ ょ りゃ も, より WPMN9cy 値 が 得 ら れる か と いう と と が , 問題 で ある 。 
られ 。P-E 型 に も つと も 近い も の の よう で ある 。 従 つ て am ら の 場合 は 。 を 約 リ 。 と 見 る べき で ある の で gy 
ょ り 均 質 な , より 多数 例 の 集団 に つい て は , 。 PE 型 と 見 を 7』。 と し て , 二 項 分 布 の 各 理論 度数 を 算出 し , 宙 
な し う る の で は な いか と 思わ れる 。 数 と 比較 し た 。 k の 6 以上 は , 標本 の 大 き さ が , 非常 7 

な お , 複合 型 食 布 と いう と と も 考え , 感染 虫 雪 の 少 い に きく な る の て 。 k の 5 まで の , 各々 に つい て , 比較 
部 分 は Pozssgz 型 ,。 多い 部 分 は 二 項 型 を 想定 し 。 と の 両 検討 し た 。 
者 を , いろ いろ 工夫 し て , 組合 わせ て みた が , よく 適合 樹 田 ら の 場合 は , 均質 性 に 大 き な 疑 問 が ある の で , 石 
する 組合 せ は , 得 ら れ な か つた 。 従 つて , 今 の と と ろ で 井 ら の 成績 と , 同じ 比重 で は , 考え られ な い が , と の 際 = 
は , や は り , 単 一 型 と し て , 生物 あ や も つ の P は , 次 節 に も の べ る よう に , 7 で ある 。 し か し 1 
と も 妥当 の よう で ある 。 /。 た 近い か ら , と の 際 も , P を と し て 。 検定 を 行 

し か し な が ら , 鋼 虫 の 感染 数 の 分 布 型 が 。 著者 の 希望 つた 。k は , 標本 の 大 き さ ょ り 考 えて , 5 まで し か と ら 
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つた た 第 4 表 さい 。 と の 時 は , 特に , k が 1 の 場合 に 。 f と n ュ と が 
な つた k 8 @ f n Z 。 z。(0.05) 玩 吉 た よく 一 散 し て の る 。 
型 の 作 PP 本 DO 2 靖夫 りみ みて, 雌雄 の 各 組 合せ の 出現 度数 は 
因 と し な. 5 6'32 0.3 生 3.84 二 項 分 布 で ある と 見 な し うる で あろ う 。 従 つ て , 雄 だ け 
史 に た 9 2 17 8.89 雌 だ け の 場合 は , PF QF と し て , 推定 し うる わけ で あ 
元 は 。 l2 0 1 ュ Me る 。 
し 大 | 2 9 5728 短 中 の 性 比 
ご ある 8 を *- 4 2.86 “3 5.99 
3 0 0 0.48 性 比 は , 棲息 密度 と その 他 の 条件 の 影響 を うけ る 場合 も 
i 2 3 ある が , ふ つう NM 染 虫 数 で は , 顕 虫 に お い 
3 3 5 る 抽 2.24 7.81 て は , 一 定 と 見 な し て さしつかえ な いも の と 考え られ る 。 
る 場 2 0 0'16 と れ は , 1 デー タ を よく 吟味 すれ ば , すぐ な つと く 
場 人 9 5 1 1.31 で きる と と で あろ う 。 た だ 問題 は 。 何 例 ぐ らい で , そ の 
本 yo 一 定 の 値 に 浦 近 す る か と いう と と で ある 
あえ そ の 1 の 人 に 寄生 する 顕 虫 の 性 比 が , ー 林 どれ く らい で ある の 
の 半生 : 介 0.04 か と いう と と に つい て は , 現在 衝 に は , 明確 な 結論 が で 
WS oe SR 
@), 2 し eo6e is と いう と と が 。 な か な か 人 行 
組 人 い 得 な いか ら で あ り , 駆虫 に より し ら べ た 時 に は ,。 な か 
て あ - ま 8 f n 2 Z*。(0.05) な か 正 し い 値 が 得 に くい か ら で あ る 。 即ち , 駆 眼 し て , 
TS 「 肛 出生 は 和 多く かろ が 
1 1 介 提 Ce 3 KRWBu AO} うた に より 時 が ん だ 
補 f0 2 18 11.11 e wo PR に と 
291 1 6 11.1 7.76** 3.84 る SN ' あ る か ら て ある 。 第 一 に 。 駆虫 人 貞 
3 2 0 1 2.78 ば , 普通 検便 に よ つ て , 虫 卵 を 見 出し た も の に 限ら れる 
和 3 3 3 に rt の か ら , 雄 虫 の み の 感染 者 は 除外 され る と と 。 第 二 に , 駆 
oo 2 1 0 1.38 ・ ・ ' (にょ より , 雄 虫 の み が 残 つた も の は , 完全 駆虫 者 と 見 修 
し う - 和 6 1 9 され る と と 。 第 三 に , 駆 出 虫 体 全 部 を 採取 し 。 その 雌雄 
」 3 き き 4. 拉 ae 有 を 判別 する と と は , 相当 困難 で ある と と 等 の た めで あ 
か と 13 2 る 。 従 つ て , 人 上 顕 束 の 性 比 を 知る に は 現在 て は , いろ 
和 N 9 ト 和 wow し , そ れ に 適宜 補正 を 加え て 。 
し 本 し 間 導電 用 可 及 的 に 正しい と 思え る も の を , 推定 する 以外 に は 
の | い ヤー 4.36 9.49 い 。 そ うい う 推 定 の 手 掛 り に は , 豚 融 虫 の 性 化 が 。 一 つ 
4 よっ yo の 有力 な も の に な る 。 即ち , 豚 の 解剖 調査 例 は 多く ある 
も ・ みか ら , 豚 明 昌 の 性 比 は , 相当 正確 に 知ら れ て いる か ら で 
測 * 4 分 表 に よる 値 。 入 2%>Z2?。 と な る ある 。 
党 cv 成績 は , 第 6 表 の 通り で あつ て , 豚 虫 で は , 雄 1 に 
寺 Ro 2 対 し て 。 雌 は 約 1.9 と 考え て よい よ うぅ て ある る 。 即ち , 
第 4, 5 表 の 通り で , 石井 ら の 成績 に つ 補 /。 Q 二 "7.。。 で ある 。 と と で 注意 すべ き は 。 表 の 
aa ヽ て は 。 実測 度数 (DD と , 理論 度数 (an) と は , 大 体 よ ょ うに , 15 っ 25 頭 位 (平均 感染 虫 数 4.3ー6.8 位 ) の 集 
共 0 り , Z? の 値 は , 各 k に つい て , 危 検 率 5 多 の 団 に つい て は , 雄 1 に 対し , 雌 は 1.5 一 2.0 位 の 変動 を 
し Z。 の 値 よ り も , あき ee ( he o py 示す と いう と と で ある 。 
ら ょ りゃ 大 き し 1 の > 場合 は , Z? は Z%。 より る も 小 に 対 し て , Po 1>2 よい どちら か と 
(113) 
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いう と 。 1 ~1.5 に 入る 第 6 表 (1) 豚 上 の 性 比 の 調査 成績 
や の が 多い 。 豚 上 虫 で は 
上 0 に , 1.5 豚 頭 数 ee * 
ー N/ ょ ふう た 。 ) 部 中 感染 数 夫 る 雌 の 比 報 告 者 
ー2.0 で あり , 多数 例 に Ce 
つい て は 。 大 体 1.9 で を 115 6.25 246 473 1.92 石井 ら (1954) 
は と 還 

る と と を 考え あわ せ , 人 135 3.49 160 311 1.94 横田 ら (1951) 
11 215 に ら (195 

普 昌 ど ご は 。 大体 1.5 位 と 110 2.99 5 5 1.87 横田 ら (1951) 

ミ 472 4.20 727 1260 1.86 美 馬 (1942) 
考え る の が 妥当 で は な い 6 あす こま 馬 。 
みか と 思う 。 と れ > が TWS oye 入 ー 入れ 第 6 表 (2 際 の 入荷 群 毎 の 門 の 株 
る と , 人 顕 虫 で は 雄 1 に 対し て , 雌 は 最高 1.5 位 と 考え 平均 山 昌 雄 1 に 対す 

し 大 EE ら と E 1 に 
る べき で あろ う と 思 し か し と の ょ うな 数 値 で の 感染 数 生 千 る 即 の 比 
は , 今後 の 考察 に 困る の で , 人 顕 虫 の 性 比 は , P ニ 9:, Q の も 。」 4.81 42 59 1.41 
ニー9。 (即ち , 雄 1 に 対し 牙 AA の あか あ k だ し で お あく 次 と 24 6.83 59 105 1.78 

20 6.30 48 78 1.63 

する 。 従 つ て 。 こ と の 値 を も と と し て ,。 単 染 者 率 を 8 

6 時? 才 介 93 ey 21 6.62 55 84 1.53 
中 せ ば 。 雌 の これ し ば 。 実 還 = り 〇 伏 さ く な り * 雄 の それ 22 5.32 40 77 1.93 
は , 実際 より も 小さ く な る 傾向 に ある と いう と と を 考え 14 4.29 20 40 2.00 
て お か ね ば な ら な い 。 石井 ら (1951) 

ッ ト 上 トー つの の 邊 (こき ョ き * 再 理 任 條 7 必要 次 妹 往 5 

以上 三 つ の 項目 の 外 に も , 理論 模型 作 製 に 必要 な 棄 住 by the fecal smear, through the mathematical 
知見 で , 検討 べき も の が 各 干 ある が 。 それ ら は 後 和 念 の DroceSS. 
理論 模型 作製 の 項 ご の べ る と と と する 。 At first, the frequency distribution of the number 

な お 廊 献 は 後 餅 に 一 括 収載 する 。 of infected worms in each member of an areal 

human grouD Was examined on the basis of the 


1957 年 11 月 23 日 , 日 本 寄生 虫 
さ で 報告 きれ た 。 


本 訪 の 要旨 は , 
日 本 支部 第 13 回 大 人 


SurmrmarY 


At present, as the standard to indicate the con- 
dition of the ascarid infection in an areal grouD 
of human being, ordinarily, so-called the egg 
positive rate (Y), which iS aquired by meanS of 
the fecal smear examination, iS employed as only 
One。 

In Y, of course, the infection rate of male worms 
only (M) and the other possible positive conditionS, 
due to insuficiency of examination technique or 
method, is not included. And there iS no Suitable 
method to know the mean number of the infected 
wormSs (NN). 

Accordingly, as the standard to 
condition of the ascarid infection 
group of human being, Y is quite insufcient. 

Then the author tried to find the method to 
estimate the whole infection rate ( 又 )・・ メ ニーY 十 
IM 十 etc‥・・and also the mumber of the infected 
worms, fronn the result of ordinary examination 


indicate the 
in an areal 
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data of dissection or slaughterhouse materialS。. 
According to the result of the examination, in 
a group that the chance against the infection 
with ascarids iS regarded as equality, this distribu- 
tion can be regarded as so-called Polya-Eggenberger 


type. (See Fig. 1, 2, 3) z(k :h,d) = ニー 年 hh(h 二 の 


h 十 2d……(b 十 k 一 1q)(1 十 d) 9-k。 

In this formula, h and d are constants and K is 
the number of the infected worms. 

Secondaly, the probability of frequency of the 
uniSsexual parasitism was examined. The result 
shows that the probabijity can be written as fol- 
]ows. Male worms only, PF, females, QF, where, 
P=p/p 十 qg), Q=q/(p 十 の , pi:q 三 8 : "。 

Finally, sex ratio of the human ascarids was 
examined and this rate (p:q) can be regarded 
as nearly 1 : 1.5. 

From the above mentioned facts, the quantitative 
mutual relationship of 双 Y, N and Mcan be 
constructed。 This relationship will be described 
in the next DaDer。 
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遇 虫 駆虫 効果 判定 に 関す る 基礎 的 研究 
(1) T.M. 反 応 


岡 田 


し 計 。 


東京 大 学 伝染 病 研究 所 附属 病院 (北本 治 教授 指導 ) 


(昭和 33 年 10 月 2 日 受領 ) 


緒 言 
各種 の 駆虫 剤 を 区 床 的 に 応用 し た 場合 の 多数 ( の 幸生 モ 
みる と , 同一 薬品 に つい て も , その 駆虫 効果 が 区 々 で あ 
の が 現状 で ある 。 サ ント ニン の 駆虫 効果 の 一 つ を と つ 
て みて も , た と えば 下 卵 除 転 率 で Lamson (1986) は 92 
赤木 (1949) は .76 守屋 (1956), 松 


林 (1950) は 502 と いつ て いる 。 


22 (2 2277 の ), 


し た が つて , われ われ 虫 剤 に 関す る か ぎり 。 必 
ず し ゃ 使用 量 お よび その 郊 果 に つい て 正確 な 知見 を も つ 
てこ いる と は いい が だ いい 。 


駆虫 効果 の 差異 の 原因 に は , 対象 。 感染 濃度 , 使用 量 
差異 が 関し て いる と と は すでに 知ら れ て いる 事実 
ある 。 しかし, で は な い 。 と くに 使用 者 


- ょ る 差異 を 考慮 する な ら ば , 駆虫 効果 判定 方 法 が 問題 


* を だ 
に な る 。 と の と と に 関 レ で は 。 す で に (1954,1956) 


の 報告 が あり , と くに その 中 で 検便 上 C 
指摘 され て いる 。 見 掛け の 陰 転 は , 検便 方 法 の 精 粗 に も 
関係 が ある が , 寄生 息 の 産卵 の 停止 ある い は 著 減 な ど に 
ト つて 起 る も の が 考え られ ,。 と の 点 を 考慮 し て 小宮 は 見 
掛け の 陰 転 率 の 実態 を 追求 し た 。 

私 も 駆虫 剤 の 効果 判定 に 関す る 基礎 完 を 行う に 当 
つて , 見 掛け の 陰 転 を いか に し て 防ぐ か を 考え た 。 臨床 


の 見 掛け の 陰 転 が 
遇 ナ 


的 に 検便 の み で 寄生 東 残 の 有無 を し 』 ら べ た の で は . ど 
う し て も 見 掛け の 陰 転 を 子 防 す る と と は で き な い 。 そ と 
で , 他 の 方 法 を 選ぶ と する と, 森下 955, 1957) の TM 反 


応 が 理論 的 に 適当 と 思わ れ た 。 と の 方 法 は , 魚 虫 の 新 陳 
代謝 産物 を 人 尿 中 か ら 捕 捉 し て , これ を 抗原 と し , 豚 融 過 
体 ま た は その 体腔 座 で 免疫 し た 家 兎 血清 を 抗体 と し 。 と 
りり 人 の 間 の 沙 除 反応 に よ , 責 虫 寄生 の 有無 を 診断 

る 方 法 で , 降 反応 陽性 を F.M. 反 応 ( 十 ) と し た 。 と 








ー ハ ニタ 
れ は すでに 学会 で 認め らち れ て いる が , とれ を 利用 する 際 , 


氏 ANEKO OKADA : Fundamental studies on the 
result ofanthelmintic effect of ascaris (1) T.M. 
Reaction (Department of Clinical Research, Insti- 
tute for Infectious Disease, University of Tokyo) 


誤差 を 生じ な いた め に T.W. 反 応 の 人 聞 性 と 限界 を 知る 


宛 き 試み 久 と と と 報告 する 。 


必要 が ある と 考え , 二 , 三 の 研 


実験 方 法 な ら び に 実験 対象 
森下 の 原 法 に し た が い , aw 
た 家 束 血清 を 抗体 と し て T.MI. 反応 を 行 ~- 
抗体 の 作製 
1) 新鮮 な 成熟 雌 豚 昌 か ら 体腔 六 を と り ,。 85 号 フイ 
ルター で ザイ ツ 演 過 し , 休肝 役 原 液 に 対 し て 。 容積 比 


リ 」4 の 割合 に マー ゾ ニ ン を 加え た も の を 抗原 と し 。 次 の 


\ て 免疫 レ 


生 


う の 方 法 で 家 兎 を 免疫 し た 。 


4) 2cc 宛 , 4 日 目 ど と に 3 回 静 注 

b) 2 cc 宛 ,。 隔 日 に 4 回 静 注 

免疫 終了 後 , 10 日 目 に 豚 顕 息 体 腔 液 に 対 し 50,000 倍 
まで の 力 価 を 有する とこ - を 重層 法 で 確か め 。14 日 目 に 全 
採血 に より 抗 血清 を 得 て , 抗 血清 に 対 し て , 容積 比 旋 。* 
の 割合 に マー ゾ ニ ン を 加え 。 4 で の 氷 和 

2) 抗 血 清 の 力 価 測定 

豚 銅 虫 体腔 液 免疫 家 兎 血清 (以下 抗 血清 と いう ) の カカ 
価 は , 豚 遇 上 虫 体腔 液 (以下 体腔 液 抗原 と いう ) に 対す る 
重層 法 に ょ る 沈降 反応 に よ ょ つて 測定 し た 。 

Il. 功 便 か ら の 抗原 の 作製 

株 下 の 方 法 に し た が い 華 便 2 て 5 g を と り , それ に 
2 倍 量 の 生理 的 4 か (pH 7.0) を 加え て , 携 挫 し 
室温 (28C 以 下 ) に 2 時 間 放 置 す る 。 つ ぎ に , 遠心 分 離 
(5,000 回 / 分 ) 10 キッ と の 上 清 を と り , 2 多 塩 酸 で 
pH 3.5 と し , とれ を 水浴 を 用 いて 100C で 1 1 時 間 加熱 
する 。 その 人 後 東洋 濾紙 No. 5 で 濾過 し , 濾液 を 2 多 水 
酸化 ナトリウム 溶液 で pH 7.0 に し た も の を 。 遠心 分 離 
(3,.000 回 / 分 ) 5 分 聞 で その 上 清 を と る 。 と れ を TM 
反応 用 抗原 に する 。 

な お , 最終 に 得 ら T.M. 反 応用 抗原 が 混濁 し て い 
これ は さら に , 遠心 分 離 * 10,000 回 / 分 ) 


(に 保 存 レ た 。 








プ パ 赤 、7 
が あり 。 


また は ザイ ツ 骨 し て 通明 に な る も の が あつ た が , そ 
れ で も まだ 混濁 の と れ な いも の は , 沈降 反応 抗原 と し て 


か に 
ゝ の で と れ を 除い た 。 


使用 で き な v 








116 
洗 降 反応 手技 
重層 法 に ふる 沈降 反応 は , 忠信 WW 反応 用 
小 試験 管 に 。 抗 血清 約 0.2cc を 入れ , その 上 に 同 量 の 抱 


原 を 重層 し , 室温 (15C~23 で C) で 3 Va た 後 て 
の 判定 を 行 つ た 。 
IV 実験 対象 お よび 了 虫 卵 松 査 法 


ノ \ 所 市 時 病院 入院 患 者 。 浦和 市 


ト び 外来 患者 


か ら 集 


都内 某 町 < 民 お よび 
某 病 院 と 伝 研 附 属 病院 の 入院 患者 お よ 


め た 業 便 437 例 に つき , 東 卵 検査 と 〒。.M. 反 応 を 併せ 行 
の 

了 虫 卵 検査 は 直接 塗 抹 8 枚 法 で 行い , 判 定 は 昼 生 省 松 査 
指針 に 基 い て 行 つ た 。 


実験 成績 


IT。T.M. 反 応 の 基本 的 な 研究 は 森下 ら (1956。1957) 


に ょ つて 行わ れ て いる が , 私 も 二 , 三 の 実 験 を 試み た 
a) 体 膝 液 抗原 と 抗 血 清 の 沈降 反応 の 時 間 的 推移 
体 膝 流 抗 原 と 季 人 和 を 押 消 に 重層 し 室温 放置 
(15 で っ 29C) に ょ り 沈 除 反 応 の 時 間 的 推移 を 見 た と こ 

ろ , 第 1 図 A の よう に な たり, 抗体 の 作製 の 項 1), の g), b 


- 最 低 50,000 


0 


5 時 間 の 間 ( 
が 確 2 


-5 時 間 


の カカ 
倍 稀 生 の 抗原 に 


- 穫 し て 


- の さき ュ ) よ な 
ミ の いす れん や 。 2 


も 反応 する と 


と れ ら の 抗 血清 は 混合 し て 以後 の 実験 に 供し た 。 また , 
岳 駅 
原 倍 
散 
100000 『 「 コス イ イエ スス エエ 
〆 0 
誠 ee 
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50000 





10000 
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まま 久 9 


稀 秋 液 と 抗 血清 各 稀 釈 座 間 の 重層 法 に ょ る 沙 四 
ら べ る と 第 1 図 B の ょ うな 反応 の 場 


体腔 液 各 
反応 を 5 


時 間 ま で L 


を 示し た 。 同 時 に 体 膝 液 と 非 免疫 家 各 血清 と の 聞 に ゃ 重 
層 法 に よる 沈降 反応 を 試み た が 沈降 反応 は お と ら ず , 


特有 の 沈降 反応 が 現われ た 。 


0 


抗 血清 と の 間 に の < 
D 最適 比 に つい 
以 上 の 体腔 夜 抗原 と 抗 血清 間 に お ける 抗原 抗体 反応 に 
つい て , 混合 法 に 凝集 反応 に よ つ て 最適 比 を しらべ 
- と と ろ 。 第 1 表 の ょ うに な 3 お 00 00 


c ソ 


上 


5 の 3 ヶ所 に 反応 が 最も 早 ーー と の と と か ら 折 
原 は 単 一 の \ の で な いと と の * 推 宗 さ 
c) 糞便 処理 抗原 と Mnemea の 保険 六 抗原 と と 


抗 血清 間 の 沈降 反応 
糞便 か ら T.M. 反 応用 Mi 作製 する と き 


と 同じ 方 法 


“体腔 液 を 処理 し た 場合 に 本 5 どの よう 
に 変化 する か を し ら べ る た め , 体腔 液 を 2 塩酸 で pH 
2 
>。 東洋 漠 紙 No. 5 で 濾過 し , さら に 濾液 を 2 2 水 酸 化 

- ト リウ ム 溶 液 で pH 7.0 に し て その 上 清 を と り , と れ 
- 抗 血 済 と の 間 に , 重層 法 に よ る 沈降 反応 を - 行 い , 同 時 に 
半 合 沙 だ よる 株 放 所 めじ に 間際 べた 。 酸 熱 処 


際 | 本 


』/ 


理 体腔 液 抗原 も 第 3 表 の ょ うに , 抗 血清 原液 と 100,0( 0 ひ 
酸 熱 処理 を し な い 体腔 液 原 液 抗 原 


で 反応 し , 


営 稀 和 液 ま 


抽 原 ( 信 腔 液 ) 稀 釈 倍 き 


1 5 |IO 50 |00 500 1000 500 IO00 300 00W 








休 50 
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第 1 図 B 顕 虫 体腔 液 と 体腔 液 免 商家 兎 血 


1000 人 9 と P ュ 
6 7 | の の ま の: Z4 (時 間 ) 
第 1 図 A 体腔 流 免 商 家 兎 血 清 の 体腔 液 抗原 に 六 す る 


沈 隆 反 応 に ける 時 間 的 推移 
4 日 目 毎 3 回 : 


@ ら ーー 一 一 9$ 
o……o 馬 日 4 回 注 , pH4.6,18?C 抗原 pH7.4 
メニ ーー ズ ベ 隔 日 4 回 注 , pH9.6, 23?C 挑 原 pH7 


E。 pH 7.8,16*C 抗原 pH 7.4 


清 間 の 沈降 反応 の 場 の 時 間 的 推移 
線上 の 数 字 は 時 間 を 示す 


4 
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第 1 表 碁 虫 体腔 液 と 体腔 液 免疫 家 兎 血清 間 の 最適 比 (混合 法 ) 
間 衝 が 作 秋 な 7 7 7 75 7 リ 外人 ! リ 6 1 リ 4』 7 5 7 AM 7 7 un リリ 4 リ 。ss リ j。 リリ 6 りあ 
に 朋 1 1 
107 2 1 2 
1 2 2 2 
20" 3 1 3 1 3 1 
307 二 まあ を きま も まま も 大 1 %、 あ まあ 4 
407 まま まあ まき - 和 を: 生 - 導 |( ま 者. まま 者 、 ま あま 全 
507 まほ 生年 を まし きまま 人 基 症 名 あ まう 
607 を 旬 ま 半 才 導 : 杯 基 - 天 衝 韻 生 ま 。 1 も まま 本 呈 還 
第 2 表 酸 熱処理 虫 体腔 液体 腔 液 免 義家 兎 血 清 間 の 最適 比 (混合 法 ) 
5 SN 1 リ 月 リ 。 リ 。。 リ 。。 リ 46 リ 。。 リ 』。 リ 。。 リリ so リリ リ z。 リ 。4。 ,。 280 リ 。 50,00 7 000 に 
107 
20 
30" 1 
407 1 1 
507 1 人 
607 あき 潮 
90" 2 栓 > 大 し いい ッ 吉 7 和 人 
1207 1 0 ( 提 h を ゃ ) を ( 和 . 生 ー 0 ょ ( 0 
第 3 表 酸 熱処理 遇 虫 体腔 流 と , 体腔 液 免 疲 する 影響 
家 兎 血清 間 の 沈降 反応 (重層 法 ) 採 便 後 。 検査 する まで 放置 し た 日 数 に よ つ て , T。M。 
時 作 NN 抵 謝 流 100 1.000 10.000 100.000 。 反応 の 出 か た の 割合 を 調べ る と 。 第 3 図 A の よう に な り 。 
- 較 隔 必 - 日 数 の 増加 に 伴 つ て .L. 反 応 が て 十 ) に 出 に くく な る 
We < よ こと が わか つた 。 
ー Ma ga NM 折 な お , 第 2 図 B の ょ う aw ae Me 
120 人 十 反応 が ( 十 ) に 現われ る 率 が 高い よう に 見 える が 。 と の 
ーー は 本 質 的 に 有意 な も の の えな い 。 
こ お け る 場合 と 力 価 に 差 は 認め られ な か つた 。 最適 比 に D) 採 便 俊 。 氷室 MP の 3 TTY 反応 に 対す る 影響 
つい て は 第 2 表 の ょ うに な り , 80 分 で 5 : 160 の 所 に 最 虫 卵 ( 十 ) の 糞便 7 例 に つい て 。 4 で の 氷室 に 保存 レ 
人 に 凝集 反応 が お と つた 。 連日 〒M 反 応 を 試み ささ う で あつ た 。 す 
Il. T.M. 反 応 と 虫 卵 と の 比較 検討 な わ ち 。 採 便 後 3 日 目 に T.M. 反 応 (一 ) に な つた も の 
糞便 437 例 に つい て FM 反応 お よび 虫 卵 検査 成績 を 比 1 例 , 5 aw で 抗原 性 が 失わ れ た も の 2 例 で あつ た 。 
較 し て みる ょ 下 罰 (すう の 業 便 207 例 で , と の うち T. MI。. 室温 で も , 水 室 で も 両者 に 差 は な く , どちら も 5 日 以 


反応 (て 十 ) の も の 141 (76.1 め 2), 〒T. M. 反 応 ( 一 ) の も の 後 は 抗原 性 の いち じ る し い 低 下 が 認め られ た 。 

66 (23.92) ec 虫 卵 ( 士 ) の も る の に つい て は 買 c) 4 日 以内 保存 糞便 に 対す る T.W. 反 応 と 虫 卵 と の 
虫 寄 生 が 明らか で ある か ら , 当然 呈 、M. 反 応 ( 士 ) が 予想 比較 

され る が , T.M. 反 ) 6 ) に 現れ た も の が あり と くに 。 ト 記 実験 に ひき つづ き , 虫 卵 ( 十 ) の 糞便 163 例 に つい 


この 原因 を 追求 し て みた 。 


て , 採 便 後 4 日 以内 に T. WI. 反応 を 行 つ た と と ろ 。 〒。 M。 


1) 虫 卵 ( 十 ), T.MI. 反応 (一 ) の 原因 的 検討 反応 ( 十 ) 128 (78.52), T. MI. 反 応 (一 ) 35 (21.5% ) 
4) 採 便 後 室温 (28 で 以下 ) 放置 期間 の TIM 反応 に ※ と いう 結果 が 得 ら れ た 。 
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第 2 図 A 採 便 後 室温 放置 に ょ る 期間 と T.M. 反応 第 2 図 B 束 卵 数 の 多少 と T.M. 反応 と の 関係 
の 出 か た と の 関係 


wo 








の T.Y. 反 応 実施 まで の 工 便 放置 期間 お よび その と き の 漫 P 

症 N 経過 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 度 に 影響 され , 放置 期間 は 28*C 以 下 な ら ば 4 日 以内 で , E 

例 へ 日 数 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 87.1 多 陽性 に な つた 。 放置 後 4 日 以内 で 温度 を 29C 以 下 ず 
6 SS に する こと と , カビ を 生 や き さ ぬ 様 に する と と ,。 お よび の, 抗 
> キキ キキ キキ 圭二 一 一 、 原 妃 到 抗 体 の 反応 の 場 に } る 影響 な ど に より T.M. 反 応 W 
ス FR d 6 a J 上 ー を ( 十 ) ー MM し た が つて , 明か に 下 卵 か 
は みな ubMKeies ( 土 ) の も の で , T. ぃ (一 ) に 現れ る も の は 136 ュ 
6 人 例 中 9 例 (6.5 2) ・ 
7 を 才 再 . 才 キー 2) 下 卵 (一 ),- F.M。 反応 or) Ne 





虫 卵 (一 ), 199 例 中 FM 反応 (一 ) の も の は ・.152 例 


DR (76.8) で あつ た 。 が 
と の 85 例 に つい て 再 検査 を 行 つた 。 Soe 表 - へ 
と の うち 任意 の 5 例 に つい て , 各 3 回 虫 卵 と F.M. 反 

) 35 例 中 採 便 彼 気温 30C 以 上 で 3 ~3 日 放置 され て 応 を 検査 し た と ところ, 3 回 と も FM 反応 (一 ) で あつ た 。 的 

ヽ た も の が 14 例 あつ た の で 。 と の も の を 気温 2< ト り 低 は ( 邊 SA 1 ろ 

し た や も (< p/ 14 例 に 2 プ (に に 温 29 C よ り 低 3) 虫 卵 (一 ), TP。M。 反応 ( 十 ) の 検討 6 
\ 時 に 再 検査 し た と と ろ い ずれ も ぁゃ T。 M。/ と な 

音 っ 取 卵 (一 ) 199 例 中 TT. NM. 反応 C+) の も の は 47 例 (28.7 


フ / こ o の > ッ プ 寺 、 一 ) 之 7 こ 
22 て の ⑳ ジン だ っ 


35 例 中 , 他 の 5 例 に つい て は 。 保存 期間 中 に カビ 昌 卵 一), T. AI. 反応 ( 十 ) 47 例 に つい て 駆虫 剤 (サン 
が 繁殖 2 3 電導 と の た め の 陰 性 と 考え 。 こ と れ を 再 第 5 表 号 卵 (一 ) ML 反応 ( 十 ) の も の に 販 
検査 し て T.M. 反 応 ( 十 ) の 成績 を 得 た 。 中 剤 を 投与 し た 後 の 成 績 

ii) 残り の 16 例 は 抗原 を 2。 4。8 倍 に 生 択 し て Ti 胡 東 前 駆 東 後 
MI 反 ゆ 4 試み た 結果 , 5 例 は その いずれ か に ( 十 ) と な 例 数 - 下 卵 T.M. 反 応 虫 卵 T.M. 反 応 
り , また 逆 に 抗 血清 を 2, 4。 8 倍 に 稀釈 し て 試み た 結 
果 , 2 人 が *( 十 ) に 現われ た 

すなわち ,。 虫 卵 ( 士 ),T.M. 反 応 (一 ) の 原因 は 。 








写 jo、 0 遇 
一 十 ご に 
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第 6 表 虫 卵 陽性 者 の め 有 虫 剤 投与 後 の 虫 卵 と T.M. 反応 の 推移 























駆虫 後 

症例 経過 日 1 2 3 4 5 6 4 の 0 各 夫 -。 吉 』 全 3 失 14 の 夫 。 2 

晶 卵 十 -① 一 ー 一 ーー ー 一 一 
本 ,.M. 填 二 二 十 ー 一 ーー 一 一 一 ーー ー 
虫 卵 9 平 ⑨ 一 一 ーー 。/ 計 半生 > ョ = = 
T.M. 土 二 土 一 士 一 一 一 ーー 一 一 一 

3 晶 卵 サ ① 十 ① デー 7 ーー っ po 
T.M. 填 十 ほど すり だ ど だ び 一 一 ャ m 
昌 卵 革 十 ー① 一 ー 一 一 ーー 一 ーー 十 十 
.M. 填 十 キキ 圭 十 十 十 十 十 呈 
虫 卵 十 一 ー 一 ー 十 十 玉 
T,M. 十 二 圭 十 十 十 っ 

第 1 例 は サン トニ テン 0.1X2, 他 は サン トニ ン 0.06X2, ① は 排 中 数 


ト = ン 0.06X 2 ) を 投与 し 。 その うち 28 例 に つい て 3 週 
前後 の 役 検 便 を 実施 し た 結果 は 第 5 表 の ょ うに な つた 。 

すなわち 後 検便 で 虫 卵 (一 ), "SM 応 (一 ) に 
の は 18 例 で あ ある 。 と の 18 例 : HH 排 虫 を 確認 し た も の は 2 例 


だ や 


で ある が , 他 も 一応 は 銅 虫 が 寄生 し て いた も の と 考え 
ラジャ ェ エル ンー] あみ 
の ここ レバ た に o 


生生 『 和 ( 十 ), T.M. 反 応 ( 士 ) に な つた も の 
* 2 例 あ 
TO 前 と 同様 に 虫 卵 (一 ), T. M. 反 応 ( 十 ) で 
た 3 例 に つい て は , 再度 虫 卵 検査 を 行 つ た が 虫 卵 は 
nM 
4) 駆 昌 剤 投 * yen 人 移 
1 化 T.WM. 反 応 が ど 
べ る た め , 虫 卵 ( 十 ) T. MI. 反 応 禄 時 の 愚者 5 例 に 
て, 駆 中 剤 (サン トニ ン 0.06X 2) co 
的 に 虫 卵 検査 と T〒.M. 反 応 を 行 つ た と と ろ , 第 6 表 の ょ 
うな 結果 を 得 た 。 ・ 第 1, , 3 例 は 1 て 3 日 目 に 排 虫 し , 
T。M。 反 応 は そ し て 20 日 目 の 虫 卵 も る 陰性 で あつ 
。 第 4 例 は 3 日 目 に 排 虫 し た が T.M. 反 応 は 陰 転 せ 
か 14 日 目 キー が 認め らち れる よう に な つた 。 第 5 
例 は 駆虫 効果 が な か 


辻 


うに 推移 する か に 


p。 ホ > な フン 
つた も の で ある 。 


考 投 


雄 虫 ある い は 産卵 能力 の な い 幼 弱 
る 場合 , また 駆虫 剤 の 影響 で 産卵 停止 
当然 糞便 の 虫 卵 検査 ご は 発 

と れ を 実際 的 な 方 法 で 診 


怠 虫 寄生 の 中 で , 
虫 の 寄生 し て い 
ま た は 著 減 し て いる 場合 は , 
見 し 得 な い 範囲 で あわ る 。 い ま 


レ ょ うと する の に 皮膚 反応 な ど が ある 。 し か し と れ ら の 


だ レコ 


方 法 : が 現在 で は 顕 虫 症 の 3 却 合 に 適 き ど だ は な いと され て い 
る か ら (森下 : 1953), T.M. 反応 に 期待 を か ける わけ 
r て ある 。 

上 述 し た 私 の 実験 成績 か ら , T.M. 反 応 に お ける 芝 便 


処理 に は か な り の 問題 が あり , 芝 便 中 の 抗原 が 体腔 疲 抗 
原 稀 釈 液 こ し て どの 辺 に 当る か が つか み 上 難く , と の た め 
に 抗原 MA る 必要 が 起 つ て くる 場合 が 


ある と と , 糞便 保存 に 対す る 気温 の 影響 , カビ の 繁殖 で 抗 
原 が 成 音 4 る みのる MA 後 時 間 の 経過 に つれ て 抗原 性 


が 失わ れる た め 保 存 性 の な いと と が わか つた が , 一 度 酸 
本 少 い と と る 
た だ 外界 の 温度 だ es で な く , 糞便 に 含ま れる 各種 
の 細菌 - Ma の 酵素 作用 に ょ つて 抗原 性 人 も の 
MS られ た 。 そ し て と れ ら の 原因 を 全く 受け な いも の 
つ v に ( 十 ), 〒.M. 反 応 ( 士 ) の 出 か た を みる 
と 第 3 図 の ょ , 採 便 後 1, 2 日 目 で 100%, 4 
日 目 で 86 狐 ,・ 1 日 目 か ら 4 日 目 で の 全 昌 積 で は 91 と な 
り , 環 虫 寄生 と か な り 一 致し た 成績 を 示す も の と 考え ら 


か ら ,。 


うに な り 


れる 。 
限 卵 ( 十 ) で TM 反 応 (一 ) と 出る ゃ の に は , 技術 的 
な まず さ に ょ る も の が か な りあ り , その 点 注 意 する 必要 
が ある と 考え られ る が , な お 原因 不明 な も の が 6.5 多 あ 
. つ た 。 
息 卵 (一 ), T.M. 反 応 ( 士 ) と な る も の で , 第 5 表 に 
MewHS 4 例 で 魚 虫 寄生 が 確認 ご で きた と と ( 排 昌 


を 認め た 2 例 , 後 検便 で 昌 卵 ( 十 ) と な つた 2 例 ), また 。 
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(%) 

100W ee 

91 こも 

> 9 

50 計 

0 に の 
1 を さき 本 本 時 
実線 は 名 日 ご と 
点線 は 更 積 
第 3 環 虫 卵 陽性 者 の 採 便 後 4 日 目 ま で に お 


ける T.M. 反応 の 出 か た 


第 6 表 の 虫 卵 ( 十 ) の も の に 駆虫 剤 を 与え 虫 卵 と M. 反 
応 を みた 場合 の 5 例 で , 完全 駆 躍 され た 3 例 は 排 虫 後 . 
. 反 め せ 内 化し て ちり また 〒T. M. 反 応 が 陰性 化 レ 
な いも の で は ,。. あ る 時 期 に 至る と 虫 卵 が 再び 現れ て くる 
と いう と と て ゅ ! 中 ML 反応 は 由 の 存在 と 一 致す る と 


昌久 こう ・ MV 吉 了 広 応 ( 十 )23 例 中 , 不明 な 例 が ある が 
と れ ら は 駆虫 効果 が な か つた か , また は , 偽 反 応 を 示 レ 
た か 明らか で な い 。 と の 点 に 関し て な お 検索 を 要する と 
Si レ が し , 上記 の 成績 か ら TT.M. 反 応 が ( 十 ) 

に 出る 場合 は , 虫 卵 が (一 ) で あつ て も る 魚 虫 が いる と 考 
えて も 受 当 で ある と 考え る 。 


結 論 


Wu する ほど T.M. 反 応 の 抗原 性 
が 失わ れる か ら , お そく と も 4 日 以内 に し らち べ な けれ ば 
な ならない 。 と 2 WAR 

1) 虫 卵 陽性 便 に T.W. 反 応 は 1, 232 日 
ORP 

2) 虫 卵 ( 十 ), T.M. 反 応 (一 ) で 原因 の 明らか で な 


目 に 100 易 , 
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関係 し , 完全 排 躍 され 
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いも の が 6.5 多 あつ た 。 

3) 虫 卵 ( 一 ) T. MI. 反応 ( 士 ) の も の で は , 駆虫 た 
より , 虫 体 の 排出 , 虫 卵 の 証明 , T.M. 人 
た も の が 87 多 で , 原因 の 不明 な ふさ ゃ の は 18 め で 

④ 証人 の 2 拓 仙 、 間 き ま の 
た 場合 は その 後に T.M. 反 応 も 陰 
性 化す る 。 

以上 の と と か ら T. WM. 反 応 は 魚 虫 症 の 診断 に 用 いて 。 
か みか なり 高い 信頼 性 を も つも の と 考え る 。 


終り に , 終始 と の 研究 を 御 指導 下さ いま し た , 北本 教 
授 , 石崎 博士 , 高山 博士 に 深 甚 の 謝意 を 表し ます 。 
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im cases of assaying anthelmintic activities of 
drugs, an experiment was carried and based on 
2 immnunological reaction taken place between 
the antigen originated from ascarid and its rabbit 
antiserum and compared with routine DaraSitolo- 
gical examination of feelS. 

For the first step, reliable limit of thiS immun0- 
logical reaction based on the principle originally 
reported by Dr. . Morishita was tested on 437 
samples and obtained following results : 


121 


1) The antigen should be extracted from the 
samples within 4 days, otherwise antigenicity 
would be remarkably decreased. 

2) Egg positive samples extracted within 4 days 
revealed 91 め positive (and 9 negative) in 丁 . 
M. Reaction. 

3) Some 23.7 of the egg negative sample 
showed positive 下 . M. Reaction, however, obta- 
ined parasitologically positive results in 87 多 ofit 
through successive laboratory exarmmnination on Stool。 


( 121 ) 
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大 平 肺 吸虫 7 みみ go722722S 02727 Miyazaki, 1939 の 第 1 
中 間 和 宿主 。 シ ヤ ド リ カワ ザン シ ョ ウ 455Z2264 
272S7972g7cZ Kuroda, 1958 (横川 ・ 小山 等 に 

よる ウス イロ ォ カ チ グ サ ”) に 関す る 研究 “ 
埋 田 幸 雑 宮 本 正 実 
京都 府立 医科 大 学 医 動物 学 教室 (主任 小林 晴 治郎 講師 ) 


(昭和 33 年 10 月 24 日 受領 ) 
特 別 掲 載 


笑 言 を 見 出し , 双 実 験 的 に も と の カイ に PO の ミラ シ ジ ウ み 

ム を 感染 せしめ モル カ Moty あ Ma 胃 め 。 ウス 

1939 年 宮崎 一 郎 氏 に ょ つて 発見 報告 され た 大 平 肺 吸 昌 イロ オカ チ グ サ が PO c 1 中 間 宿 主 で ある 事 を 報告 

2Z72go7227226S の ZZ7Z 0 1939 (以下 ア PO と 略 ) は し レ し た 

その 後 同氏 及び その 門下 を は じ め 多 く の 研 究 者 の 手 に よ 一 方 我々 は 兵庫 県 北部 円 山川 流域 に お いて 1953 年 以来 
つて 分 布 並 びに 発育 史 NPG きた 。 そ の 発育 肺 吸虫 の 調査 研究 を 実施 し て きた が , 当地 方 に は ウェ ス 
史 の 内 第 1 中 間 宿 主 の 決定 に 関し て は , と の ア O ひ に 近似 テル マン 及 吸 虫 ZZgoZ の 4S 2 の 6S76Z2227 (Kerbert, 
種 で ある 小型 大 平 肺 吸 虫 MK 272 を /SZz6672S7S 1878) Brown, 1899 (以下 ア 玉 と 略 ) の 他 (C PO も ゃ 

Chen, 1940 (以下 7 と 略 ) に つい て 発見 者 で ある 陳 心 外 布 する 事 を 認め 報告 し た (吉田 ら :1955) 其 の 後 冨 村 
陶 氏 が 自然 感染 お ょ び 実 験 感染 こより 4ssZzze2 /7eZ ら (1957) も 沼 税 カ の 多数 の カ = を 調査 し PO の 濃 





に こっ 
ャ / 


が 第 1 中 間 宿 主 で ある 事 を 確認 し 報告 し て いる 点 


か ら Me あ 。: の 5 事 ? を 追認 し た 。 我々 は 1957 年 以来 当地 に 


宮崎 氏 等 は PO の 第 1 中 間 宿 主 は PO 流行 地 の 河川 お いて の 生活 史 に 関す る 観 祭 を 開始 し , 先ず 第 1 


に 多 教 棲 島 する カワ ゲン ショ ウ ガ イ 44ss2z2e2 7Z の 027CZ 中 間 宿 主 と な る べき カ Wes 施 中, 横川 氏 よ り 恵 
(以下 47 ミ 暗 ) か その 役割 を 果す も の で あろ うと 考え ,  ' 与 され た 氏 の 所 主 PP に 酷 似せ る カイ を 昭和 32 年 12 月 


に 採集 し , MAN 教室 黒田 徳 米 博士 に 鑑 
定 を 求め た 所 いづ れ も 同 じ カ イ で 旦 新種 ご ある と され , 

スシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ツウ 44ssZz2eZ カ Z7 の S27 の 7ogzcg( 以 
下 4P と 略 ) と 称す る の が 正しい と の 意見 を 出さ れ た 
の で 昭和 32 年 12 月 以降 再三 この 旨 著 者 並び に 黒田 氏 か ら 


実験 的 に の ひ の ミ ラ シ ジ ウム を と の カイ に 感染 せしめ , 
モル カリ ア に 迄 発育 する 事 を 確認 し た (扇田 : 1954, 池 
田 :1957)。 併 し 年 ら ア ひ 分 布地 に 棲 島 し て いる と の カイ 
か ら は 多数 を 検査 し た に も 拘ら ず 自 然 感染 例 が みつ か つ 
て いな い 。 所 か 1958 年 横川 礁 氏 等 伊豆 半島 下田 町 附 
近 の ア O 流行 地 に お いて ウス イロ オカ チ グ サ 7 ア 7 の:- 横川 ・ 小 山 両氏 に 連絡 し た が 意見 の 一 致 を 得る 事 が 出来 
ze7z ez27s (Gould, 1861) Habe, 1942 (以下 ア の と な か つた の で 昭和 33 年 8 月 と の カイ の 新種 の 記載 を 行い 
略 ) より PO の レ ヂ チア お よび モル カリ ア の 自然 感染 例 模式 産地 を 兵庫 県 円 山川 と し た (黒田 : 1958)。 我々 は 
横川 氏 等 の 所 調 の と 我々 の 4 は 同一 種 で Zzz- 


Yukio YOSHIDA & MAsAMr MIYAMOTO : Stu- ze/Z 属 で な く 44ss み ze6 属 に 属す る も の で ある と 信じ 


dies on a first intermediate host, 4ss2z2eZ の 7 の - て いる が その 決定 は 将来 の 検討 に まち た い 。 
sZ7o/ogzcZ 婦 z7Z の 72, 7959@ ("| 7z/2ze7/Z の eoz7s "of クロ ベン ケイ Sesgz722Z の ZZ7 の 体 中 に PO の メタ 
Yokogawa and Koyanna 半 7 non Gould) , of 72Z- セル カリ ア が - 寄 生 する 兵庫 県 円 山川 流域 の 一 地区 
2 の goZ22722S 77 の 7 Miyazaki. 1939. (Department い 

に は と の 4P が 無数 に 棲息 し (第 1 図 , 第 2 図 参照 ), 


of Medical Zoology, 氏 yoto Prefectural University 
of Medicine) 同時 に 多数 の 47 お よび イシ マキ Coz 777o カ ZZzzs 


「、 + あ 考 了 参照 記 員 点 の 研究 6。 本宅 究 は 昭和 38 年 施 和 科 学 研究 愛 に より 行 つた 。 
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Plate 1 








Plate II 
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Explanation of Plates 


Plate 1 

Fig. 1. Bank of the Maruyama River, endemnic 
area of ア oZ7go2227224S の ZZ7 の 7. Where 24ss27276 
ZS27 の 7 の g7cZ were collected. 

Fig. 2. Photograph of 4. ヵ 272s27g/og7c の inhabi- 
ting crowded on muddy ground. 

Fig. 3. Rediae and cercariae of 万 czg/ in 4. 
ヵ の 7 の S27 の 7 の g7cZ. (A case of experimental infec- 
tion ) 

Fig.4.5. Cercaria of ozz27. (A case of expe- 
rimental infection ) 

Fig. 6. Redia and cercaria of  o/7 の 7.(A case 
of natural infection ) 

Fig. 7. The first intermediate host of ozZ727。 

Fig. 8. Diagrams of radulae of 4. 7Z757797g7cZ 
and 4. 7Z カ 22 の. 

Pljate II 

Fig. 9. Diargram of mature cercaria of 万 
777 の 7. 

Fig. 10. Disposition of snail collectors. 
Abbreviation : 

4. カ か 44ssZz226Z の Z72S770/OgZC の 
4. 7 4Ss2727726Z 7 の 0727C の 


A Acetabulum 

DPG Ducts of penetration gland 
EV Excretory vesicle 

FC Flame cell 

I Intestine 

b, Liver of a snail 

OS Oral sucker 

P Pharynx 

PG Penetration gland 


SG む Stylet 
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(以下 CZ と 略 ) が 分 布 し て を り , 我々 は と の 3 種 の 双 眼 実態 頭 微 鏡 下 に お いて 観察 する と ミラ シ ジ ウ ム は 盛 : 

カイ に つい て ア O の 第 1 中 間 宿 主 に な りう る や 否や に に 4P おぉ お よび 47 の 体 に まつ わり つき 侵入 し て いる 

関し , 同 吸虫 セル カリ ア の 自然 感染 例 を 探す と 共に 実験 様子 が みち られ た 。 又 4P に つい て 3 時 間 の 露出 後 4 個 
demic 王 到 染 を 行 つた 結果 4P が 自然 的 に も 双 実 験 的 に も の シヤ ー レ に つい て 残存 ミラ シ ジ ウ ム 数 を しらべ て みた 
eg 馬 O 幼虫 を 蔵 せ し め る 事 を 確認 し た 。 所 , 各 3, 4, 1, 1 匹 (平均 2.25 匹 ) で 大 多数 の ミラ テ 
シ ジ ウ ム が カイ 体内 に 侵入 する も の と 考え られ た 。 
nhabi 成績 並び に 考 具 PO ミラ シ ジ ウ ム の カイ へ の 感染 実験 は 2 回 行 つた 
(1) 大 平 肪 吸 昌 ミ ラ シ ジ ウム の 4. ヵ gzwsZ/0gzcg (第 1 表 参 照 )。 第 1 回 の 実験 は 1958 年 6 月 10 日 に 4750 
の 感染 実験 (4. ozzcg, C. ze/zo の zes と の 比較 ) 個 , 4P50 個 , CZ 20 個 に 対し ミラ シ ジ ウ ム を 接触 せ 
験 材料 及び 方 法 し め , その 後 4/ は 9 月 10 日 (接触 後 83 日 目 ) に 生き 
eXDe- 目 a カイ の 飼育 装置 並び に 飼育 子 備 実験 人 つた 19 仙 を 検 示し た 記 の 内 偽 か ね PO の レ ヂ テア 
4P 4/7 に つい て は 扇田 (1954), 横川 ら (1958) の お よび セル カリ ア を 検出 し た 。 他 の 18 個 に は 他 種 セル カ 


in 4. 
infec- 


My 報告 し た 飼育 装置 と ほ ゞ 同じ も の を 用 いた , 即ち 直径 リア の 寄生 も 見 られ な か つた 。 4 は 9 月 11 日 か ら 9 
77. 馬 0cm, 深 さ 7cm の 竹 製 ザル に 底 か ら 2 ン 3cm の 高き 月 30 日 (接触 後 84ー103 日 ) に 理 る 間 に 検 査 し た 。 飼育 
9g762 旧 カ イ 棲息 地 の 泥 を 入れ , 或 は 章 等 を 生やし , と の ザ に 耐え 生き 残 つ た カ Me その 内 6 個 か ら ゃ の 

ル を 大 型 シ ャ ー レ に 入れ , シヤ ー レ に は 0.2 多 食塩 水 を の レ ヂ ア お よび セル カリ ア を 検出 し た 。CZ は 9 月 29 日 


f P 諸 し ザル 内 泥 表 面 ae ゞ ミ 一 致す る 様 に し と の 中 (接触 後 102 日 目 ) に 生き 残 つ た 10 個 を 検査 し た 所 全 例 


^50 個 の カイ を 放つ と と と じ た 。 cc き 1 共感 染 し て いな か つた 。 
週間 に 1 回 程度 ご で ザル 内 が 乾燥 し な い 様 に し , 四 の 第 2 回 目 の 実 験 は 47 と 4P に つい て 行い , 1958 年 
辺 に 置き 直射 日 光 が ょ く 当 る 様 に し た 。 エ サ と し て は 我 8 月 16 日 に PO ミラ シ ジ ウ ム を と れ ら の カイ に 接触 せ 
* 々 は サツマ イモ を 薄く 輸 切 り に し て 与え た kc : 俊 し ば し め た 。 そ の 方 法 並び に カイ 1 個 当 り の ミラ シ ジ ウ メ ム 数 
らく する と カイ が ん 4 う が 鈴 倫 さ れ た 。 等 は 全く 第 1 実験 と 同様 で ある 。 使用 カイ 数 は 4/ 50 
の 様 な 方 法 で 先ず カイ の 飼育 T 全 沈 計 っ た 所 4 個 , 4P 100 個 で ある 。 接触 後 57 日 目 に 当る 10 月 14 日 に 
月 か ら 6 CM ehcdN * て 約 2 ヶ月 を 経る も ほ ゞ 半数 が 生き 残 つ た カイ を 破壊 検査 し た 所 , 4/ は 今回 は 31 個 
生存 する 事 を 認め た 。 又 CZ は 500cc 広口 瓶 に 泥 を 5 中 全く PO 幼虫 の 感染 を みず , 4P は 実に 46 個 中 36 
>6cm の 厚 さ に 入れ その 上 に 0.2%% 食 塩水 を 入れ た 装 個 (78.32) に PO 幼虫 の 感染 を みる, 第 3 表 に 示す 如 
置 を 用 い 2 ヶ月 間 充 分 飼育 出来 る 事 を 確か め た 。 く 1 個体 中 の レ チ ヂ チア お よび セル カリ ア 数 も お び た さ し い 
b PO ミラ シン ジウ ム の カイ へ の 感染 旋法 数 を 示し た 。 
クロ ベン ケイ か ら 採 取 し た ア PO メタ セル カリ ア を 白 以上 2 回 の 実験 成績 を 総 合 す る と CZ は 少数 の 実験 
に 経口 投与 し て 後 65 日 目 に 之 を 層 殺 し , 肺 の 虫 朋 内 か で ある の で 確実 な 事 は 云え を な い が , PO の 第 1 中 間 宿 主 
多数 の 卵 を 得 。 之 を 蒸溜 水中 ( 0 と し て の 役割 は 先ず な いも の と 推定 され る 。47 は 計 50 


行い , 29 日 目 ( 卵 内 ミラ シ ジ ウ ム 形 成 後 10 日 目 ) に ミラ シ 個 中 1 個 (て (2) の 態 染 率 で ある の に 対し 4 ア は 69 個 


ウム の 魚 化 を 行 つた 。 鋼 化 は 冷却 法 (て 5 で , 15 分 ) を 中 42 個 (60.92) と 著 明 に 高 率 で 明らか に 4P の 方 が 
。 骨 化 し て きた ミラ シ ジ ウ ム を 水 を 張 つ た 小型 シャ PO 幼虫 に 感染 し 易い 事 が 考え られ る 。 扇田 (1954) 


- レ 内 に 30 匹 宛 放ち , Me を 各 10 個 体 づ つと の シャ は 47 に つい て 感染 後 60 日 間 の 飼育 で カイ の 9022 以 上 
ー- レ に 入れ 3 時 間 放 置 し た (即ち カイ 1 個 当 り ミ ラテ シ ジ が 死 減 し 残 つ た 1 個 に 成熟 し た セル カリ ア を 見 出し た と 
ウム の 数 は 3 匹 の 割 で ある ) と の 間 シ ヤー レ の 壁 を は い 報告 し , 池田 (1957 人 な 同 じ く 4/ に つい て 感染 率 に 

ト 上 る 上 内 は その 都度 水中 に 落し, 双 ミ ラ シ ジ ウム の カイ へ は 言及 し て いな い が 感 染 後 66 日 て 105 の 間 に セル カリ 


) キ つっ ・ 


2 侵入 状況 を 双 眼 実態 顕微 鐘 下 で 観察 し た 。 3 時 間 の 露 ア の 認め られ る 事 を 報告 し て いる 。 横川 ら (1958) は 
の 後 カ イ を シヤ ー レ 中 より 取出 し , a に 述べ た 飼育 装 は り 4/ に つい て 50 個 に ア PO の ミラ シ ジ ウ ム を 感染 
時 に うつ し た 。 せしめ 約 3 ヶ月 後 , 83 個体 を 検査 し た 所 セル カリ ア を 寄 
感 梁 成績 生 せ し め て いる カイ は 皆無 で あつ た が , 一 方 ウス イロ オ 


先ず と れ ら の カイ を PO ミラ シ ジ ウ ム に 露出 せしめ カチ グ サ に は 30 個 体 中 10 個 (33.32) に モル カリ ア を 認 


ンー 
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め た と 報告 し た 。 我々 は 今 向 の 実験 に より 扇田 , 池田 の 
記述 ン た 如く ア ひ ミラ テラ シ ジウ ム は 4/ Ne 


染 し セル カリ ア に 設 発 育 す る の Pe ra とこ が 。 4P に は 
1 す る 事 実 を む と の 事 か ら ア ひ 
中 間 宿 主 と ーー どこ 重要 性 3 失 定 出来 る で し の と 考え 


は る ヵ め た 
の 第 1 
( 証 : 我々 の 実験 に 用 \ 
いづ れ も ゃ ア O 流行 地 に 産 し 
自然 感染 る 考慮 に 入れ ね ば な ら め ぬ が , 後述 する 如く 当地 
の 4P に お ける 自然 感染 率 は 0.0489 多 , 47 は 0 の 低 
率 で ある の で 上 述 の 成績 は 実験 感染 に ょ る も の と 判断 し 

で さしつかえ な いも の と 考え る ) 
CH) 兵庫 県 円 山川 流域 
) 大 朋 セル カリ ア 自 然 感 


こ 47 4P CZ 等 の カイ は 
と た もの で ア PO セル カリ ア の 


ナ る 4. 72 カ ozzcZ, 4. 
ao 等 の 染 例 の 


検索 


1958 年 1 月 か ら 同年 12 月 に 至る 間 に 円 山川 流域 の 各地 


に 産 する 4P 4/ を 破壊 松 鐘 し PO セル カリ ア の 自 
然 感染 例 を 探索 し た 所 , 9 月 2 日 に 円 山川 東岸 , 城崎 


大 槍 附 近 で 採集 し た 4P 1 個 よ り , 又 10 月 
区 で 採集 し た 4P 人 ne : び 11 月 4 日 採集 
PO セル カリ アプ: が レ ヂ ア を 発見 する 事 が 出来 た 。 と 
の セル カリ ア は 同時 期 に [ 述 実験 染 より 4 用 
と り 出 し た ア PO セル カリ ア と 厳密 に 形態 を 比 
に お ける PO 幼 虫 
示す 如く 。4P に つい て は 現在 迄 の 
- 陽 性 で , 4/ は 3,457 個 し 


3 日 に 同 地 


の 寄生 率 は 第 2 表 ! 
SW 3 個 (0.0489) 
か 検査 し て いな v 綴 性 で あつ た 。 Ar 
九州 の ア O 流行 地 に お いて に 20.000 個 を 検 し 総 
て 陰性 で あり , 横川 氏 等 は 伊豆 に お いて 4/ は 13,167 

個 総 て 陰性 で あつ た が ウス イロ オカ チ グ サ 6,082 個 中 4 
個 に PO モル カリ ア を 見 出し て いる 。 陳 (1940) は 7 に 
関し 5 個 中 58 開 ー 虫 の 寄生 を 認め て 


が 過 「 陸 


4. /7eg 59,.72 





〔 寄 生 躍 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 1 
を の 検査 カイ 数 は 未だ これ ら に 比 し 少数 で 
ほす る が 4P が 自然 界 に お いて 

事 を 確認 し 人 た も の と 


0 


6 Me 
の 検査 を 要 
の 秩 ams と な つ 


し 


N 


4 
や ) P(」 


て いる 


第 3 表 は 自然 感染 を 


感染 を 


+ アァ \ 生 上 


4P の 内 2 個 お よさ 
認め た 0 1 旬 4 ア 42 個 中 に お ける レ 
ト の 遊離 セル カリ ア の 概数 を 示し た も の で , 実験 感 
中 , カイ No.1 7 は 第 1 回 実験 。 カイ No. 8 ~ 秋 
第 2 回 実験 の も の で ある 。 先ず 4P に つい て みる と 
然 感染 群 に 比 し 実験 感染 群 (感染 後 57 て 108 日 ) 中 の 
ヂ ア , セル カリ ア 雪 は 非常 に 多数 を 示 ~ 
個体 中 の レ ヂ ア 数 の 最高 は 約 200 個 , NO リア 
の 最高 は 約 800 個 に 達する も の を 認め た 。 
次 に 実験 感染 群 中 に お いて 47 と 4P と に お ける 絹 
ア , 遊離 セル カリ ア 数 を 比較 する と , 4/ が 1 個体 MM 
し て いな い の で 充分 な 検討 は 出来 な い が 4 アァ 回 
20NAmEPAvor り , 既 述 の 感染 率 と 相反 つて 4P9 
が 感染 発育 程度 が 罰 盛 な 事 が 推定 され る 。 
9 自然 感染 並び に 実験 感染 に ょ り 
4. ヵ gzgs2Zo7ogzcZ か ら 得 た 大 1 及 吸 昌 セ ルカ リア の 次 
_ 目 然 同 遇 カイ か ちら 人 出 し こと レ ヂ デア お よび セル カリ 


認め た 
チ 7 週 - 


が 多く 
ジン 


す や も の 、% 


感 染 


4. 72 カ 0 





の 写 真 を 8 串 6 図 ( 1 < 層 ま 2 イ か ら 見 出し た 
チア お よび セル カリ ア は 第 3, 4, 5 図 に 写真 を 各 | 
た 。 モ ルカ リア の 形態 は 数 十 個 を 鏡 検 し ,( 無 染色 標本 


ト よび Brillant cresylblue 生体 染色 厨 本 6 用 ) そ の 線 図 
第 9 ee - 示 し た 如く 特徴 的 な 点 は 体 後半 部 に 特に 顕 親 
体毛 が 密生 し 等 の 指摘 し た 如く 燃 細胞 は 逢 
10 個 , 計 20 個 を 認め た の で その 位置 を 示 し た 。 山口 9 導 
は ア 叱 モル カリ ア NO 各 側 30 個 ,、 計 60 個 を 調 
陳 て 1940) は 7 セル カリ ア で 大 約 15 対 で ある と 報 


) 


レ に いる や 。 





ロ ぼ 


次 に セル カリ ア の 各部 計測 値 を 第 4 表 に 示し た 。 材 拉 














Table 1. Results of experimental infection with 万 ozzgz larvae to snails は E 

infection of miracidia examination of redia and cercaria in SnailS いて 

Snails average numbers numbers of numbers た フ 

date reo of miracidia exD- date oo snails exa- of snails ( 釣 。 

oeed per &a 8nai 666( _ mnined infected プ ご 

4 gp: 19. Jume 50 3 11-30.Sep. 84-103 23 6 (26. 県 * 
EE 16, Aug. 100 14,Oct. 57 46 36 (78.3) 

。 19, June 50 3 10,Sep. 83 19 1 5.9 有 7 

用 . 72 カ 0 の 取 Z 

16. Aug 50 3 14, Oct 57 31 0 (0) し 。 

is ーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーー ニーー 一 eee li E 

ee SR 19, June 20 3 29.Sep. 102 10 0 ⑩ 4/ 
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Table 2. Investigation on the natural infection with 万 ozzgz 1arvae in 
snails collected form the Maruyama River, Hyogo Prefecture 
Snails poiog of examination 和 ト ーー 7 
有 4 ZZ の 577070gzCZ Jan. 1958-Dec. 1958 6134 3 (0.0489) 
4 7 の 7C の 。 8 195B-Dee。 1958 3457 0 (0 
Table 3. Approximate numbers of rediae and cercariae of 万 oz7gz in Snanils. 
Snails rediae CerCariae Snails rediae CerCari2e 
8 3 「 20, 4 か 100 350 
っ 3 「 有 4. か. 22 38 | 21, あか 70 120 
8 1 2.4 み 3 36 | 22, 4. み 70 250 
8 | 23, 4. か . 17 65 
も 24, 4. か . 150 500 
1 4 カ 15 25, 4. か . 50 100 
2 4 か 75 40 26, 4. み 60 50 
3, 4 か 25 75 27, 4. み 17 170 
4, 4 か 107 104 8 28, 4. ヵ . 55 150 
5, 4 か 24 39 る | 29, 4 か 50 250 
も 條 ま 間 9 | 30, 4 か 70 200 
Ce 184 ,」 31、4. か 50 60 
テー ーー 
| 還 。。 人 5 159 | 32, 4 か 25 120 
二条 放 人 埋 00 38. 4 み 80 250 
ああ M 208 &| 34, 4. か . 40 130 
8 11, 4. ヵ 。 150 800 9 35 4 ヵ 45 120 
8 12. ん みみ 59 1 36, 4. か 30 30 
| 8. 4. か . 55 740 27. 4 か 20 35 
9: 語 上 0 38, 4. か 100 350 
16, 有 4. か 』 185 40, 有 4. みか 40 150 
7. の 96 329 41. 4. か 15 3 
18, 4. ヵ . 200 500 2 ao 15 2 
19, 4. ヵ . 100 180 43. 4. か . 27 100 
* 4. カ . 4ss2226 の の 7 の 25270/Og7CZ ” * キ 4.7 4SsZ2z226 の 7 の の 227C の 
は 自然 感染 お よび 実験 感染 の 両方 か ら 得 た も の 23 個 に つ 白 帯 が あり,。 47 に 通常 み ら れ る 縮 模 様 は な い 。 螺 層 は 
いて で ある 。 と の 値 は 扇田 , 池田 , 横川 三 氏 等 の 報告 し 2 階 で 殻 舌 端 は 侵 触 さ きれ た も の も か な 


た 大 平 肺 吸虫 セ ルカ リア の 値 と ほ ゞ 一 致す る 。 
第 6 図 に 示 【 
点 も PO の 特徴 を 示し て いる 。 
(TV) 4. ヵ gzgsZo/ogxcg の 形態 並び に 分 布 生 態 等 に 関 
する 二 , 三 の 成 績 
4p の 形 胡 に つい て は 放 に 財田 C1958) に より くわ し 
く 記 載 さ れ て いる が , 二 , 三 の 特 徴 的 な 点 を 挙げ る と 。 
4P の 貝殻 は 全体 に クリ イロ 乃至 褐色 で 縫合 の 下 緑 に 


し た 如く 第 2 代 レ ヂ ア の 腸 の 比較 的 短い 


( 127 ) 


りあ る が 4/ 程 多く な い 。 婦 よく 成長 し た も の は 一 般 に 
リ / の 大 型 で ある 。 歯 舌 は 第 8 図 に 示す 如く 4 ち 
47/ 共 差異 が 認め られ な か つた 。 尚 と れ ら カワ ザン ショ 
ウ ガ イ 科 (Zzz 4ssyz2ge) の 分 類 に 用 いら れる 
肝 孔 は 4P 47 共 閉 鎖 し て いた 。 

次 に 4P の 分布 棲息 状況 を 述べ る と 先ず 円 山川 流域 
に つい て 精細 に 只 査 し た 所 河口 か ら 1 一 2 km の 地点 よ 
り 上 流 へ 1112km の 地点 迄 分 布 楼 息 し て いる (塩分 渡 : 








128 
に り 7 km ie さ 0 と な つて いる ) 併 し 年 
に 棲息 す より 3km 乃至 4km の 間 


Cee で 華 が 第 1 図 参 照 ) 


る の は 河口 
に 生え た 湿地 帯 で ある ( 
B 帯 は 幅 約 30m で 一 方 は 川 , now 
な つて いる 。 1958 年 10 月 この 地域 の 4 ア P 分 布 密度 を 調 
査 し た 。 第 10 図 へ に 示す 如く 川 側 と 堤 側 で 10 分 間 採 集 を 
し た 6 名 の 採集 カイ 数 は 川 側 1 人 平均 200 個 , 堤 側 99.7 
に や や 多い 。 次 に 同 図 B に 示す 如く 6 名 が 川 ) 
ちら 力 迄 約 5 m 間 (- 縦 に 並び 30cm 平方 内 の カイ を 全 
部 集め た 所 。 川 側 よ り 107。 43。 122。 111, 92, 48 個 


と な り 30 cm 平 su カイ は 87.2 個 の 多き を 示 


ら 最 も $ 


この 湿 


し た 。. 47 は と の 湿地 帯 に は なむ しろ 少 く , 川岸 より 一 歩 
水中 に 入れ ば 殆ど 47 の み が 多 数 棲 島 し て いる 。 大 体 
に お いて 4/ は 水中 若 よ 水 の す ぐ 近 くに 多く 見 軸 
され る , 4 は 時 に 水中 か ら 見 出さ れる 事 も ある が 幾 


分 之 よ り 乾 いた 所 , 第 2 図 に 示す 如く 主として 湿地 帯 の 
泥 の 上 , 木片 の 裏側 革 の まき に 附 着 し て いる 。 併 し 満 
潮時 に は 水没 する 況 面 に 両者 が 全く 入り 混 つ て 棲息 し て 
いる 場所 も 観察 きれ 因 み に と の 湿地 帯 に は これ ら 
カイ と 共に 多数 の クロ ベン ケイ が 棲息 し , その PO メ 
タ セ ルカ リア 寄生 率 は 6,。 Y, 8, 9, 10 月 の 5 ヶ月 間 
を 終 ー 9 培 に さだ 委 本 に 
なり で 1 中 間 宿 主 と 考 
事 は 他 の 肺 吸虫 に お い 
て も 同じ と と き 問 題 と 考え る 

炎 に 著者 ら が 現在 カニ の 調査 に ょ り 大 平 肺 吸虫 の 分 布 
2 確認 し た 地区 は 上 記 記 円 山川 の 他 に , 三重 県 長良 川 河口 
と 愛知 県 日光 川 河口 ご ある が (吉田 ち :1056) この 同 
地点 共 , 47 と 共 4P が 湯 し て いた 。 ズル 

州 に お いて 宮崎 て 1944, 1951) は 熊本 県 緑川 , 球磨 川 , 


ム レア >ー 
全 す の と 98.8 の と 示 レ た た 。 


メタ セル カリ ア が 寄 





えら れる カイ に 


sa キキ と どぶ 
よら れる ヽ 


ー 
( こ 多数 の 





人 


Table 4. 


に な る 事 を 認め 又 そ 


The size of 万 oz cercariae naturally and experimentally infected in snails 
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了 旧 人 県 川内 川 , 宮崎 県 大 注 川 一 瀬川 小丸 川 3 
ケ 瀬 川 に ア O の 分 布 す る 事 を 認め て v , 著者 の 
人 吉田 は 昭和 38 年 11 月 上 記 の 河川 を 調査 し , その 
て に 4P の 分 布 す る 精細 は 別 報 す る 予定 】 
ちる が 現在 の 所 PO の 流行 地 に は すべ て 4 の 2 旨 
を 認め て いる 。 7C の 流行 地 て で ある 大 阪 新 淀川 # 
こも 寺 と 共に 4P が か な り 湾 厚 に 分 布 う 3 - る の を 褒 


た 


事 を 証 , め 。 


7 こ o 


結 語 


1958 年 愚 田 徳 米 博 士 に より 新種 と し て 命名 記載 され 


スシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ツウ 44ssZ み zeZ カ Z72577072g7cg に K 


つい て 従来 の 


ウ ガイ 445sZzZe2 7 の 702 


中 間 宿 主 の 可能 性 を 


カワ ザ シ ジョ 


平 肺 吸虫 第 1 





虫 ミ ラン ジウ ム を 実験 的 に 上 記 2 種 の ヵ 
マキ Coz 7e77o カ Zzzs (に 同じ 方 法 で 接 角 


ウ ガ イ に は 50 個 中 1 個 に レ チ ァ 7 


(2 ) が ムシ ヤ ド リ カワ ザ \ 
ン シ ョ ウ に は 69 個 中 42 個 に 感染 を 認め た (60.8)。 イ ッ 
マキ は 20 個 中 総 て 感染 を 


3】 ) レシ プー を - 
認め な か プ / こ o 


次 に 兵庫 県 還 川 流域 の 大 平馬 吸 虫 流行 地 に お いて 上 
記 カ イ に つい て 大 平 肺 吸虫 幼虫 の 自然 感染 の 探索 を 行う 
た 所 スシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ 6,134 個 中 3 個 に 記 染 を 


ョ ウ ガ イ 3457 個 中 に は 感染 を 認め な か 


りら 所 カワ ザン ショ 


ルカ リア を 認め た 


カワ ザン シ 
リカ ワザ ン シ ョ ウ が 実験 的 
$ い て や 夫 実 に 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 
> 感染 の 可能 性 は ョ ウ ガ 


イイ より は る か に 大 で ある 事 を 認め た 。 


以上 6 
ゃ 双 自 然 界 に 


は 2 
の 結果 か ら ム シヤ ド 


トカ ワザ ン シ 








longest 


(/ ) 
パ ]ength 360 
body ii 135 


length 31 
width 27 


Jlength 66 
oral sucker width 63 


ta 


Jlength 49 
acetabulum width 50 


stylet{length 32 
ezcretory Yesiculetlength 80 
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Shortest aVerage 
/ り (/ り 


160 230.6 
74 102.6 


19 25. 
14 20. 


40 S55. 
38 53. 


30 40. 
36 43. 


21 27 . 
73 75. 


心 の つの の) mm 


| an 


紹 和 


許 う 
時 B 


厚 


SI 
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小丸 川 , 週 拉 筆 に 当り 恩師 小林 晴 治郎 先生 の 御 指導 と 御 校 開 を 深 ー14) 吉田 幸雄 ・ 松尾 喜久 男 ・ 中 西 靖 郎 (1958) : 三 
計 。 叶 遇 mxoohor ツ em ペー ネー 
と の 上 昌 徳 米 二 士 及び 標本 を 御 恵 呈 下 ミ つた 横川 宗 座 教 授 に か 4 CE 
厚く 御礼 を 申 上 げ る 。 < 
する 予定 ( 
4P の 参考 文 貞 SummrmnarY 
過 - お | ssz み zeZ の の ZS77 の 7 の gzcZ WaS described as a new 
9 1) Chen, H. T. (1940) : Morphological and deve- Species of Cezzes 4sszz22eZ by Dr. 丁 . Kuroda in 
ーー o 紅 1opmental studies of ZZ2gO72272S 27/SZe72672S2S 1958 (Type locality: Maruyama River, Hyogo 
with some remarks on other species of the genuS。 Prefecture)。 
(Trematoda : Troglotrematidae) . Ling. Sci. Jour., The authors studied on 4. ヵ Zzgs2Zo/pgzcZ, itS 
19 (4), 429-528. 一 2) 池田 温 (1957) : 大 平 肺 吸 sensitivity as a first intermediate host of zzZgo- 
虫 の 第 1 中 間 宿 主 (カワ ザン ショ ウ ガ イ ) 内 に お け Z226S の ZZ の 7 Miyazaki. 1939, comparatively with 
P 載 され 燃 る 発育 (会 ), 寄生 虫 誌 。 6 (3・4), 88-89. 一 3) 流 ssz2e の 7 の CCZ which was infected experiment- 
oogzcg 部 起 重 (1942) : 日 本 産 カ ム ザ ン シ ョ ウ ガイ 科 。 ヴィ ally successfully with ア o/zzgz larvae by Ogita 
cow 引 テス 12 (1-2)。 32-56。 一 4) 波 部 忠重 (1943) : 日 (1954) and Ikeda (1957). The results are as follows : 
本 産 カ ハ ザ ゲン ショ ウデ ガイ 科 の 追補 訂正 。 ダグ ィ ナ ス ,13 Three species of snails, 4. ヵ gzgs27o/ogzcg, 4. 
可能 性 緒 (1-4), 96-106. 一 5) 波 部 忠重 (1946) : 演 水 産 具 類 7 の cz の and C/7 が cz 7e77C カ ZZzes Were infected with 
新種 4sszz2zeZ esZ27Z227 ツブ プ カ ハ ザン ショウ , ヴォ miracidia of 万 ozzgz and were exammined on about 
12 種 の ナス 。 14 (5-8), 217-218. っ 黒田 徳 米 (1958) : 2-3 months after infection during Surnrmner SeaSOn 
、 . 削 日 本 産 カ ウザ ン シ ョ ウ ガイ 属 の 追補 , ヴィ ナス , 20 in 1958. On 4. ヵ gzgs7o/ogzcg, in 42 of 69 ind- 
法 で 接 基 (1), 16-22. 一 7) 宮崎 一 郎 (1939) : 新しき 肺 臓 ヂ ividuals cercariae and rediae were found (60.8), 
ー レ ヂ 7 上 | スト マ (727go422S の 727 の 7 n。 SD.) ( 新 称 ) に つい て , but on 4. の ozzcg, in 1 of 50 individuals (2.0 め ) 
リカ ワリ # 目 信 岡 , 33 (3), 336-344. 一 8) 扇田 和 年 (1954) : 大 and on Coz 7e7zo カ ZcZcs, in 0 of 10 individuals 
平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 に 関す る 研究 ( 肺 吸 虫 34), 「 (0) were found (See Table 1). 
22。 イッ 医学 研究 , 24 (1), 148-162. 一 9) 冨 村 保 ・ 訪 川 Investigations on the natural infection with 万 
申 ・ 小 野 忠 相 (1957) : 兵庫 県 円 山川 産 ク ロ ベ ン ケイ ozzgz larvae in these snails, collected from the 


だ 験 的 に 
間 宿 主 
ン ョ ウ ガ 








人 gz/277 に ける 大 平 肺 吸 虫 被 誠 幼 虫 の 寄 
生 状 況 に つい て , 日 本 獣医 学 雑誌 。 19 (1 ), 19-29. 
ー10) Yamaguti, S. (1943) : On the morphology 
of the larval forrms of アア ZZZgO7227277S 70 の S72Z7277222. 
with special geference to their excretory System. 
Jap。. Jonr Zool., 10 (3), 461-467. 一 11) 横川 宗 
雄 ・ 吉 村 裕之 ・ 小 山 千 万 樹 ・ 佐 野 基 人 ・ 津 田 守道 ・ 
鈴木 重 一 ・ 辻 守 康 (1958) : 大 平 肺 吸虫 (7Z7ZgoZ7- 
7S の Zzz の 7 Miyazaki, 1939) の 新 第 1 中 間 宿 主 ウ ス 
イロ オカ チゲ グ サ (zze/Z ge227 が S (Gould, 1861 ) 
Habe, 1942 に つい て , 東京 医 誌 , 75 (2), 67-72. 
ー12) 吉田 幸雄 ・ 藤 田 裕 ・ 小 山幸 男 ・ 村 井 知也 ・ 
藤戸 孝 純 (1955) : 兵庫 県 但馬 地方 の 肺 吸虫 (ウェ ス 
テル マン 肺 吸虫 と 大 平 肺 吸 虫 の 分 布 に 就 て ),* 寄生 上 虫 
4 (3), 262-267. 一 13) 吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 
3 ぉ ・ 岡 野 悲 ・ 宮 本 正実 ・ 村 井 知 志 ・ 増 田 革 
: 中 部 日 本 に 於 ける 肺 吸 忠 布 調 査 (1953 
( 5 ), 461-465. 


モモ 
DD* 
松尾 喜久 男 
郎 (1958) 

年 か ら 1957 年 迄 の 成績 ), 寄生 忠 誌 ,7 
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Maruyama River where is the endemic area of 必 
oz の 2, Were carried out during about a Year in 
1958. We examined 6,134 individuals of 4. ヵ g ヶ - 
の So/ogzcZ and 3,457 of 4. 72 カ ocZ, and found 
rediae and cercariae of ア oz の 2 in 3 individuals 
of the former (0.0489) but negative in the latter 

(See Table 2). 

The morphology of cercariae obtained from these 
snails were studied strictly, as the hairs abundant 
in ]ater half of body surface and 10 fame cells 
in each side were characteristic of this cercariae. 
Photographs and diagram of cercariae and rediae 
were Shown in Fig. 3, 4, 5, 6, and 9 and the size 
of cercariae Shown in Table 4。 

Lastly we described the several remarks on the 
morphology, ecology and distribution of 有 4. ヵ g の - 
7 の So/og2cZ (See Fig. 1, 2, 7, 8 and 10). 
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7 の 2 の 5 の 2 の 9777202622Se の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 
(1 ) Screening method の 再 検 討 


福 喜 多重 光 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 躍 原 忠 学部 
(部 長 森下 薫 教授 指導 水木 正三 教授 ) 


(昭和 33 年 10 月 25 日 受領 ) 
特 列 掲載 


木 が Ehrlich の 交叉 感染 防 催 試 験 を 基礎 と し て 考案 し た 


SS も る ので, と の 方 法 は 分 原虫 の 抗原 型 判定 の みみ なら 
7 の so の 72Z 原虫 が 宿主 体内 で 抗原 型 変異 を 起す と 虫 集団 の 型 決定 お よび 混在 する 種々 の 型 原虫 の 分 離 K 
sd 認め た の は Franke(1905) で あ かみ なり の 信頼 度 を 以 つ て 使用 きれ る と と は 勿論 ,。 2 つの 
る 。 その後 本 現象 は Ehrlich rom Neuman (1911), 異な る 抗原 が 各 原 虫 に 同時 に 含ま れる > 原 下 集 団 か それ と 
Fulton 層 Lourie (1946) 其 の 他 に ょ より 追試 確認 せら や 2 種 の 抗原 型 の 原虫 の 混在 か と いう 事 も 凝 塊 反 応 で は 
れ , 原虫 免疫 学 領域 に 興味 ある 問題 を 提供 し た 。 其 の 間 不明 で ある が と の screening method に よ ょ つて 判然 と す 
の 消息 は 猪木 らち (1952) の 論文 に 詳し く 記 載 さ れ て いる る と 猪木 が 説明 し て いる 。 
が , 何れ も Franke の 実験 程度 に と どまり , た ゞ 治療 著者 は KG 
後に 現われ る 再発 が 常に 抗原 変異 株 で ある 6 及び 再発 株 間 阻 害する と の 猪木 ら 1952) の 報告 に 着 日 し , screen- 
に は 種々 の 抗原 型 が 存在 する 事 が 新知 見 と し て 加え られ ing method に つい て は 治療 に 使用 し た 人 血清 の 再 接 
こと 過ぎ な か つた 。 欄 原 上 に 対す る 影響 お よび 初 感染 原虫 か ら の 再発 を 理 定 


沸 木 お よび その 箇 貼 者 は 1946 年 頃 か ら 原 株 よ 再発 突 。 する 条件 を 得 て 初 め て 有効 施行 し 得る も の と の 考え 
異 株 が 発生 する 機 序 を 謗 自伝 学 的 な 立場 か ら 究明 する と と ら , 本 法 の 再 検 討 を 試み よう と し た 。 な ほ 治 療 効果 を 人 
人 最 的 且 多 正確 に 示し 得る 意味 か ら 猪 木 が 米国 で 初め て 全 
者 の 道生 孝 く や の て ある か も 和 れ 信 の と の 。 用 し て 好 結果 を 得 た 健康 人 乾燥 血 獲 (以下 P と 隊 記 ) と 
大 き な 期 待 を も つて , 抗原 性 異 の 解析 に 着手 し た 。 即 就 い て その 効果 お ょ び 治 療 後 の 再発 状 況 に つき 詳し く 観 
ち , Ehrlice 法 , screening method, 27o 法 其 の 他 多 し screening method に お ける 被 判 定 株 接種 の 適正 期 
を 併用 し 慎重 な 検討 を 続け , 本 原虫 の 抗原 型 変異 は 対応 間 を 定め , と の 期間 内 に お いて 各 株 の 異同 を 再 検討 した 。 
する 抗体 の 直接 作用 に ょ ・ つ て 定 方 向 性 且 双 誘 発 的 に 起 さ 





れ る や の で ある る 4 ry こ 有 力 な 根拠 を 方 戸 区 えた 実験 材料 及び 実験 方 法 
それ 以来 10 年 と の 線 に 沿 つ 究 が 進め られ て いる が 。, 使用 し た 7 ァ Zy カ gzoso2Z 2 の の eS6 ( 767 株 ) は 1946 
いよ ょ い ょ 適応 説 に 有利 な か えら れつ っ ある 。 年 より 当 研 究 密 に お いて マウ ス 果 代 に より 保存 せら れ 既 
抗原 変異 に 関す る 猪木 等 の と の 一 連 の 研究 に お いて , Cee 来 た 株 で ある 。 本 実験 の 0, Ri.。 の 
原 束 の 抗原 型 判定 や 抗原 構成 を 知る 有力 な 方 法 の 一 つと 記号 は 原 株 を O と し , O ょ り 得 た 再発 変異 株 を R,..。(B 
し て 所 調 screening method が ある 。 本 法 は 1953 年 猪 に 附 記さ れ た 数 字 は 変異 株 の 抗原 型 を 示す ) と し た も の 
[ を その まま 用 いた 。 と れ 等 の 原 株 お よび 再発 株 は マウス 
SHIGEMITSU FUKUKITA: Studies on the im- に 継 代 し て ゃ その 原 型 の 変異 を 来 す 事 な く , 通常 永続 
mnunological variation in 7 ァ y カ 9772 の 222S@ y 
ど ニー 定 た 保 た れる 事 は 既に いい ら 
(1) Further considerations of the screening me- 的 に 6 し の に 知ら れ て いる 
thod (Department of Parasitology, Institute for 本 原虫 の 感染 程度 は 猪木 らち (1949) の 報告 に 従い 感染 
Microbial Diseases, Osaka University) マウ ス の 尾 適 か ら の 血 硫 落 抹 ギー ヘ ザ 染 色 標本 を 720 倍 





本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 に ょ つて 行わ れ た . 附 記し て 謝意 を 表す る (猪木 正三 ) 
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( 油 浸 装 置 ) の 拡大 で 検 鏡 し 次 の 如く ヾ 分類 し た 。 


か 
寺 
攻 
過 


50 視 野 に 1 個 も 認め ぬ も の 

1 視野 に 1 個 或 は 2 個 認 め る も の 

1 視野 に 1 個 か ら 10 個 程度 認め る も の 
1 視野 に 11 個 か ら 50 個 程度 認め る も の 
1 視野 に 50 個 以上 認め る も の 





原虫 接種 に は 感染 マウ ス の 尾 適 か ら 得 た 血 疲 を 検 鏡 
(720 倍 ) で 1 視野 1 個 程度 を 示す よう に Natrium cit- 
rate saline glucose 水 で 稀釈 し , その 0.03<0.05cc を 平 
均 15g の 健常 マウ ス の 腹腔 内 に 接種 し た 。 と の 場合 感染 
マウ ス は 接種 2 日 後に 世 程 度 の 感染 を 示す の が 常 で あつ 
沈 。 


治療 に は 日 本 薬局 法 健康 人 乾燥 血 共 邑 ち プ テラ スマ ( 成 


分 : 全 和 蛋白 質 88.55 2, 非 午 白 性 窒素 化合 物 2.1622, 脂 


肪 お よび 類 脂 体 0.82%, 含水 炭素 1.11 タ . クエ ン 酸 ナ ト 
リウ ム 6.75 多 , その 他 塩 類 4.612) を 用 い , その 治療 効 
果 お よび 治癒 後 の 再 発 状況 と し ら べ た 。 

完全 治 韻 (再発 を 完全 に 阻止 する ) の 条件 を 知る 目的 
で P. 0.05, 0.1, 0.2, 0.3, 0.4cc の 各 量 を 感染 程 
度 盾 以上 の マウ ス の 腹腔 内 に それ ぞ れ 注射 し , 以後 20 日 
間 に 理 り 連日 又は 隔 日 に 尾 端 血 六 を 検 鏡 し , 治癒 と その 
後に 出現 する 再発 の 状態 を 観 祭 し た 。 

治療 効果 に つい て は その 程度 に ょ り 無 効 (治癒 効果 を 
示さ ず 原 虫 は 増殖 し て マウ ス が 船 死 する も の ), 有効 (P. 





マ 
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注射 に ょ り 翌 日 感染 マウ ス の 尾 端 血 液 よ り 原 昌 が 去り 一 
見 治癒 し た 形 と な る が 数 日 乃至 10 数 日 で 再発 を 来 す も 
の ), 完全 (20 日 以上 観察 し て も 再発 を みとめ ぬ も の ) と 
3 つの 程度 を 分 類 し た 。 再発 日 は 治 瘍 マウ ス に お いて 変 
異 (再発 ) 原虫 が 始め て 顕微 鏡 下 に 発見 され る 日 を 以 て 
判定 し た 。 screening method を 施行 する 場合 は 。 既知 
の 抗原 型 原 虫 を 接種 感染 せ し め た マウ ス を 治療 し て か ら 
抗原 型 を 判定 し ょ うと する 抗原 型 未 知 の 原虫 を 接種 する 
の で ある が , 治療 に 用 いた P. の 影響 が 全く 消失 する 時 
期 を 見 て 判定 すべ き 原 虫 を 接種 し な けれ ば 正確 な 成績 が 
得 ら れ な い 。 従 つて 所 調 P. の 残存 効果 を 明か に し て お 
く 必 要 が ある 。 そ と で , 上 記 各 量 の P. を 夫々 若干 匹 の 
健常 マウ ス に 了 予め 注射 し た 後 , 日 毎 に 各 群 か ら 任意 に 選 
び 出 し た マウ ス に 原虫 を 接種 し , 正常 感染 を 示す 時 期 , 
即ち , 接種 後 対 照 ょ 同様 に 2 日 で 志 程 度 の 感染 を 示す P. 
接種 後 の 期 間 を 観察 し , P. に ょ る 治療 後 screening を 
行う べき 適正 期間 を 求め た 。 


実験 成績 


1. 人 血 茜 (P.) に よる 治癒 量 測定 と 再発 状況 の 観察 
本 原虫 感染 マウ ス 164 例 に P. の 各 量 を 腹腔 内 に 注射 
し 。 治療 お よび 再発 状況 そ し ら べ た 結果 , 0.08cc 注 射 で 
16 例 中 6 例 は 何等 治 閣 傾向 を 示さ ず 下 注射 後 ぁ 原虫 が 増 
殖 を 示し て 死亡 , 他 の 10 例 は 一 時 的 な 治癒 後 再発 が 見 ら 
れ た 。 従 つ て 0.05cc の 少量 で は 感 








oo] に レン ioox 。 染 マ ウス を 治癒 せしめ る に 不 到 分 
時 ““ で ある 。 と れ に 反し , 0.1cc 注 射 
で は 実験 し た 58 例 の 総 て と 治癒 が 

801 グ 〆 見 られ , その 内 54 例 (93.1 多 ) は 
701 グ 治癒 後 再 欧 を 示し , 他 の 4 例 は 完 
LM 全治 癒 を 来 し た 。 更に 増量 し た 

の no 0.2cc で は 29 例 中 た ゞ 9 例 に (31 
二 0 全治 訪 率 ) 再発 , 他 は 完全 治癒 し た 。 
40 0.8cc で は 498 例 中 7 例 16.222) 
再発 , 他 は 完治 癒し , 0.4cc で は 
24 例 と も 観察 期間 中 再発 を 見 ず , 
20 完全 治癒 を し た も の と 思わ れ た 。 
| 以上 の 結果 か ら , 0.05cc を 非 治 
oN IE 癒 量 , 0.1cc を 最小 治癒 量 , 0.4 

プン ラス? ooe - で ーー で OCG cc お よび それ 以上 を 完全 治 癒 量 

非 治 座 量 -:… 役 N6 再 時 <- イ % 多 治 商 時 ーー > 完全 廊 (再発 阻止 量 ), 0.1 て 0.8 cc の 間 

( 胡 発 旧 正 量 ) (再発 阻止 量 ) を 不 完全 治癒 景 ( 非 再発 阻 正 量 ) 


第 1 図 健 プラ スマ に よる 再発 率 及び 完全 治療 率 


と 呼ぶ と と に し た (第 1 図 参 照 )。 
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られ な か つた (第 3, 4, 5, 6 
図 参 照 )。 
実際 の screening method で は 
第 1 回 目 再発 最低 日 が 重要 で 
14 る 。 何故 な らち ば screening 3 和 
( め 接種 され た 原虫 が 末 柄 血 座 (て マ 
101 ウス の 慣 適 ) に 現 ら われ る 迄 と 量 
8 人 の 感染 か ら 由 来 す る 再発 原虫 が 
] 6 出現 する と , 両者 が 混 じ て その 判 
例 * 定 が 不可 能 と な る か ら で あ る 。 従 
つて と と で は 少く と る ぁ 第 1 回 目 再 


2O 
181 








1 5 1o 15 so 日 発 最低 日 まで の 期間 (に screening 

人 療 後 の 日 八 を 生 ふ な けれ ば な ら な いと と に な 

第 2 図 プラ スマ 治療 後 の 再発 曲線 る 。 特 に 0.8cc に お いて は 量 的 の 

関係 か ら か 再発 少く , 面 も 治療 和俊 

B 11 日 目 に 始め て 第 1 回 目 再 発 を 用 

た (第 3,4, 5, 6 図 参照 )。 
55 例 中 2 例 2. 人 血 猿 の マウ ス 体 内 残存 効 
ジン の 松 対 

涼 例 SS 

す *- 幅 梁 例 数 A 計 P. が マウ ス 体内 で どの 程度 残 
接 棒 例 数 。 3 0 NAM 

存 し 導く の 感染 に 影響 を お よ ば す 

する た め に 。13 匹 の 健常 

スラ スマ 注 世 ぃ 5 原 中 扶 種 まで の 日 数 AS P. 0.1cc 宛 注 
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が 出現 し レ し 。 他 の 1 仙 は 20 昌 間 Me 
の 出現 を 見 ず 不 感染 , 3 日 目 の 接 
ら 4 6 8 10 15 14 16 。 8 go8 竹 例 ご は と 呈 
オ 1 還 外人 玩 eo es ze し 11 コ 1 58 公 中 429 靖 発 

示 し , ? レ ソ こ 
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第 3 図 プラ スマ 0.1cc 注射 後 の 感染 成績 (上段 ) 及び 治療 後 の 再 発 曲線 (下段 ) SR | 
0.2cc の 注射 後 の 





な お 本 実験 に お いて 。 治 瓶 マ ウス 総数 164 例 中 80 例 こ 0.8cc で は 5 日 目 。 0.4cc て は 
ェ ロ マタ を っ 目 と 3 テー コミ と へ 再 FE ロメ 、 ろ る と ルー ャ ララ ふ ム > [ + ハー デム 同 ルプ ーー キー ご 5 チコ 生ん つこ に ン ー / た 
再 先 か の 元 ら 人 が, この 再発 状況 を (な っ が on 詳 | っ まま ) 日 上 より 上 上 吊 を 示 ます よろ 候 つ ー し っ 技 2 1 
ve To この コー マン る 白 ) モリ ルー て プ > へ 8 > 四 虫 感光 (に お 上 \ ギ - る 較 S て 自公 この > 九 寺 、 手 
い ) 箇 に ア 4 再発 曲線 は 人 血清 に ょ る 治療 の 場合 と と 略 々 ・ ビ コ 所 下 江 SVー ば す 残 存 効 効果 は 。 往 町 俊 正 常 感染 を 起 





と と だ し た て C 第 3。 4。 5。1 8 国 





3。 screening 施行 の 適正 期間 
治癒 後 の マ ウス が 異な る 抗原 型 の 原虫 接種 に より 正常 
1 の 


臣 染 を 米 す 期間 は , . の 疲 存 効果 消 失 日 ふり 最低 再 和 
見 日 まで の 期間 で あつ て , その 期間 は 治療 に 使用 し た P. 





ホ し 再発 は 全 
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5, 6 の 量 に ょ つて 異な 年 ず 


い ドッ 
ご 











備 実験 の 成績 か らち 明らか で ある 。 4 記 
d で は し 実際 に マウ ス 体 内 で 原虫 が 原 ! 由 
時 レ し 実際 に ス 体 内 貝 カ 中 3 29 例 中 2 例 
ほ で あ 抗原 変異 を 来 し て の ち に 尾 端 血 次 8 8| : 人 感光 人 人 
すず - 、 か > と ゝ E 4 ム Go る 旦 。 内 - 
3 る た の 検 鏡 に ょ り 吉原 を 検出 し 得 人 2 T す 「 す 「 す 党 筐 条例 教 . ^2 対 早 
夜 て マ る まで は , 中 林 の 報告 に よる と 約 日 1 : 1 
数 1 4 
# 巡 3 は 5 9 ひ 97 8 人 8 年 g 


の 


を に 最 2 日 間 の 増 多 央 ] 間 が 必要 で ある と 
県 虫 が 考え られ て いる 。 従 つて P A イィ フス マ 注 射 w 原 晶 楼 種 え で の 日 数 
と の 判 量 に つい て の 第 1 回 目 再発 本 E 
ら 。 従 実際 最低 再発 日 の 約 2 日 前 と 相 
中 目 再 定 し な けれ ば な ら な い 。 と の 息 定 8 
ening に 従え ば , 0.1cc で は 治療 後 # 日 | 6 
・ に な 日 か 0.3CC・ 
t 的 の は 9 日 目 , 0.4cc は 完全 治癒 し 
we 了 想 日 は な い 。 ら 2 4 6 、 央 間 
3 を み 以上 の 子 想 日 と P. の 残存 効果 オ | 団 目 再 計 し 6 7 全う 病 

肖 失 日 , 則 と 。 まで で 。 0) 。2CC 絆 第 4 図 フ " ラ スマ て マ 。2cc 注射 後 の 感 成績 上段 及び 治 療 後 の 再発 曲線 (下段 ) 
存 効 4 日 。 0.3cc で 5 日, 0.4cc で 
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ーー 


例 2 0 2 1 
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で ゝ 











日 以後 の 2 つの 間 が screening を 3 

度 残 行う 適正 期間 と な る が , 0.1cc で 20 sm 

ます 正常 最低 日 と 再発 子 相 日 と 1 』 | 

ま 党 EE 本 | 15 拒 隊 一 一 芋 符 | 4 3 例 中 2 例 

健常 は 同 じ て 。 0.2cc で は 4 日 より 5 4 

宛 注 = キ デ ー あ る から と 1 電 朋 月 /ー 3 ! 1 自 3 
時 
の マ screening を 行う 事 は 実際 不可 能 の ! ま 組 棲 栓 飲 数 。 73 2 
レ ょ > ラ 、 と 才 ル と) NR いい 1 H H 1 1 

3 時 / ク ル ペ ル - 4 し"ー 友 レ 。 0.3C( に 相 大 数 ! ! ! ! 

し E 常 成 染 最 低 日 5 日 より 再発 子 相 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101 

い e W フラ スズ ま 射 ふら 原 宝 欄 短 ま で の 日 数 
・ 玩 日 9 日 まで の 期間 お ょ よび 0.4cc の 

素 上 は ci と な こる 

所 上 ド 常 感染 最低 日 6 日 以 誠 が P. の 

上 由 旨 ク 婦 色 と > アロ ゴマ る っ 訳 仁 7】 と 

YR 宅 凍っ よび 責 発 を 事実 上 否定 し う 10 

の る screening の 適正 期間 と 考え ら 4 8 

呈 る 。 面 か も 0.8cc お よび 0。.4cc 6 

は > へ まほ ) テ - 圭 中 ノ vp ーー 日 E 3 

P。 て 治 痕 し た 場合 は 適正 期間 4 
ミ 。 て 治療 直 期間 
す 。 ぶ 長 く screening の 実施 が 容易 で 数 き 当 








- は ちる (第 7 図 ) CE 
ご は 以上 の 成績 を 基 と し て 。 P_ オ | 男 目 月 祭 人 43 例 中 7 例 
で 療 量 0.3cc と 0.4cc を 使用 し た 第 5 図 プラ スマ 0.3cc 注射 後 の 感染 成績 (上 段 ) 及 び 治 療 後 の 再発 曲線 (下段 ) 


> た 2 kn うら 。 ンー 百 古 の 語 記 
起 る / ロー ププ ソ い に ぅ 県 株 0 感染 








図 ャ ウス の 治 誠人 後に 異型 原虫 Ri を screen し こ P. の 残 以後 は 消失 する も の と 考え て 差 支 な い (第 3 表 参 照 )。 
確か め た 結果 ,。P. 0.3cc で は 工 述 の 子 備 実験 3 6 
同じ く 5 日 以後 正常 感染 を 示し た (第 1 表 参 総 手 及 び 考 拉 
: 党 府 ) 7 ァ y の 2 の so727 gZ72 の ese の 抗原 型 変異 に 関す る 研究 に 
発 P. 0.4cc で は 6 日 日 の screen で 感染 し , 対照 と ほ ゞ お いて 猪木 等 は 種々 の 方 法 に ょ り 再 発 変異 株 の 発生 機 序 
・ 程度 の 原 昌 増 殖 を 見 た 。 従 つて P. の 残存 効果 は 6 日 を 遺伝 学 的 な 方 向 か ら 解析 を 進め て 来 た 。 と と で 取 援 つ 
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ルキ 
V ユ 


た 所 調 screening method は 猪 
木 が 1953 年 に 考案 報告 し , 以後 原 
虫 の 抗原 型 同定 や 抗原 構成 の 観察 
に 有力 な る 武器 と し て 利用 され て 
来 た も の で ある が , 未だ その 実施 
上 二 , 三 の 検 討 す べき 問題 が 残さ 
れ て いた 。 即ち , screening me- 
thod と は 既知 の 抗原 型 原虫 を マ 
に 接種 感染 せ し め て か ら 之 れ 
人 り 治療 し , 原虫 消失 
を 待つ て 未知 の 抗原 型 原虫 を 再 接 
時 感染 が 起 る か 否 か を 見 る と 
より 抗原 型 お 』 の 構成 を 
ee 治療 に 用 
いた 人 血清 の 量 の 如何 に ょ つ Ce 
判定 すべ き 原 虫 の 感染 を 阻止 す 


ぅ よ が びそ 
"て 
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第 6 図 プラ スマ 0.4cc 注射 後 の 感 染 成 績 (上 





段 ) 及び 治療 後 の 再発 曲線 (下段 ) 





























可能 性 が あり 。 ま た 治療 され た 最 
初 の 感染 に 由来 する 再発 を 否定 し  o4] 史 全 治 疹 時 
ほる 時 期 に 判定 すべ き 原 虫 の 接種 
49 く て は , 再 接種 され た 了 
と 再発 原 Ren な 
0 か る か る 諸点 を 考慮 し レッ 
的 な screening method の 術 基 Oo2 
作 りあ げ よ う en | 本 
ソフ ol 昌 2 座 寺 。 まま ーーー ・ オ | 還 旧 最低 有 人 日 
em ラ o 再発 予想 日 
一 定 せ る 人 血 茜 を 用 いそ の 残存 効 
果 と 原虫 再発 を 否定 し 得る scree- - テー 
E ント 1 ら 3 4 5 6 7 6 
MI ディ テイ の 層 庄 Ge 内 レ 
0 フラ スマ 注射 後 日 数 
を 決定 し ょ う と し た 。 実験 成績 が 第 7 図 Screening method の 適正 条件 
第 1 表 Screening method (プラ スマ 0.3cc) 
実験 29.9.9 29。 9。 4 は 。 治 療 後 日 数 
マウ ス 日 こ 。 日 備 考 
0 デラ ニス 
番 号 Ra 原 虫 原 下 数 こ 便 まま 素 あみ 瘍 すま 劇 問 
1 ーー 圭 0.3cc の 5 om en > テー ODN CR 
2 ー 填 0.3/ 0 ce ke Par 
対 過 ! 革 by !O 原 下 接 種 
3 ーー 十 0.3 ヶ 1 に 2 議 の 和 
4 ーー + キ 0.3/ ) 一 填 原 了 虫 接種 量 
対 明 SE 3 0.037cc 
5 2 0.3 ル ん \ レー 十 と ーー ミー H マ ー 
6 Ne 二 0'3 ヶ oo (720 倍 拡大 1 視野 1 匹 
対 照 0 
7 ー 圭 0.3/ ) ー 填 
8 ーー 圭 0.3/ ) 一 填 
対照 ) 一 填 
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第 2 表 Screening method (プラ スマ 0.4cc) 





実 験 29.9.9 206r 衝 人 治 療 後 日 数 
スズ ス 

















マウ ee BE ーー ーー 備 考 
5 プラ ぇ ス 日 日 
侍 性 、 和 
1 ー と > 十 0.4cc 0 ESPNEEID に SS 1 ーー X 2 26 
ー>R。 原 中 接種 
ク 2 3 填 0.4/ 1 っ 2 っ 3 原虫 接種 
十 ! O 原 虫 接種 
対 由 ) 一 ー- 
W 0.4 
3 に 十 0.4/ ) ーー 圭二 掛 < 発 亡 
4 = 0.4/ +) 一 寺村 所 
対 照 1 一 填 時 x 
S ー 十 0.4/ } 革 培 
6 ャ テ 填 0.4/ 1 半 所 
対 照 + 革 志 
7 ー 十 0.4/ ) 一 革 て 
8 sae 填 0.4/ }) 一 尾 
対 照 }) 一 将 
示す 如く , 治療 に 用 いた 人 血 凌 の 量 が 多けれ ば 多い ほど 0.1cc は 最小 治癒 量 。 0.1cc~0.3 cc は 不 完全 治癒 量 
と の 残存 効果 も 長く 続き , 再発 が 起 る 時 期 が 遅延 し ( 非 再発 阻止 量 ), 0.4cc は 完全 治癒 量 (再発 阻止 量 ) と 
Screening 施行 の 適正 期間 と は 人 血 難 の っ 残存 効果 の 消失 考 えら れ た 。 
日 と 再発 日 と の 間 で ご ある が , その 期間 が 相当 の 長 さ を も 2。 治療 剤 に と し て マウ ス に 注射 され た 人 血 絵 が 或 る 期 
つて いな けれ ば screening の 施行 は 実際 上 不可 能 と な 間 ee し 本 原虫 の 感染 を 阻害 する 。 面 か も 
る 。 更に 各 マ ウス に 注射 する 人 血 直 の 量 は 0.5cc 以 上 は 人 血 綿 量 が 多い 程 そ の 阻害 期間 は 長い 。 
過量 ご ある 。 以 上 の 諸 条 件 を 検討 し て 最初 の 感染 を 治療 3。 治療 『 剤 人 起 薄 の 最 を 】 増加 すれ ば する 程 , 第 1 回 目 
する 人 血 壌 の 量 は 0.3cc 妃 至 0.4cc が 最も 好適 で あり, 最低 再発 日 は 遅れ る ・ 
screening は 0.3cc 治 療 例 で は 治療 後 5 日 日 より 9 日 ま 4. screening method の 適正 期間 は 治療 に 用 いた 人 
で 。 0.4cc 治 療 例 で は 6 日 目 以後 に 行う べき で ある と の 血 暴 の 残存 効果 消失 日 より 第 1 回 目 最低 再発 子 想 日 , 即 
結論 を 得 た 。 ち 。 第 1 回 目 最低 再発 日 の 2 日 前 まで で ある 。 と の 条件 
この 新しく 確立 され た screening method の 術 式 に 従 に 沿 ふ 治療 量 は 0.3cc て 0.4 cc で , 適正 期間 は 0.3cc で 
い 若 干 の 変異 株 を 用 し いて 実験 を 返 し , その 合理 性 を 知 治療 後 5 日 目 よ り 9 日 目 ま で , 0.4cc で は 治療 和俊 6 日 目 
る と 共に , 原虫 の 抗原 構成 と 変異 の 関 看 性 に 就 い て 可 成 以後 ご ある 。 


興味 ある 成績 を 得る こと が 出来 た 。 
橋 を 終る に 当り 御 懇 人 篤 な る 御 校 闘 を 賜 わ つ た 森下 薫 教 
結 論 授 並び に 御 指導 , 御 校 関 を 戴 い た 獲 木 正三 教授 に 深 計 し 


7y み が gzosoyzZ gg の ezse ( 工 G 1 株 ) の 抗原 型 変異 に また 種々 の 有 低 な 御 助言 を うけ た 中 林 助 教授 に 感謝 し ま 


関す る 研究 に お いて 抗原 型 同定 の 一 有力 手段 で ある す 。 
screening method の 諸 条 件 を 検討 し その 施行 適正 期間 本 計 文 須 は 集 10 問 上 本条 呈 邊 学会 関本 部 拓 3 
を 決定 する と と が 出来 た 25 回 日 本 遺伝 学会 及び 廊 部 省 科学 研究 費 に ょ る 総合 

1. 本 原虫 感染 マウ ス に 人 血 直 (プラ スマ ) を 有 』 有 有 究 「 適 応 の 生理 生態 学 的 研究 ] の 班 会 議 (1955) に お いて 


射 し 治療 を 行 つ た 結果 , 0.05cc で は 治癒 が 不 確 実 で あり 発表 し た 。 


( 非 治癒 量 ), 0.1cc よ り 0.8cc ま で の 量 で は 極 期 の 感染 文 王 

マウ ス で も 一 旦 治 癒す る 。 但 し 再発 を 阻止 する 量 で は な 1) Ehriich。 P. (1909) : Uber Partialfanktionen 

い 。 0.4cc で は 完全 に 治癒 し 再発 が 見 られ な い 。 即ち der Zelle. Miinch. Med. Woch. 56, 217-222. 一 
(135 ) 
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ー2) Ehrlich, P., W.、 Roehl und R. Gulbausen. 
(1909) : Uber serumfeste TrypanosomenStarmrme. 
Bemerkungen zu der Arbeit von Levaditi und 
Mutermilch. Ztschr. f. Immnitatf., 3, 296-299. 
ー3) Franke, E. (1905) : Uber Trypanosomenthe- 
rapie. Miichen. Med. Woch., 52, 2059-2060. 一 
4) Browning, C. 古 . (1908) : Chemotherapie in 
7 ァ y カ 2 の Ss の 42 infection and experimental study. 
Jour. Path. Bact., 12, 166. 一 5) 猪木 正三 ・ 北 
浦 敏 行 ・ 中 林 敏 夫 ・ 黒河 内 寛 (1949) : 7 ァ y カ go- 
So72Z 2 の 622S6 の 人 旬 油 学 的 変異 に 関す る 研究 , 第 一 
報 . マウ ス を 以 て の 新しい 研究 方 法 と 一 新 変異 系 
に 就 て , 大 阪 大 学 医学 雑誌 。 1 (3), 29-38. 一 6) 
Inoki,。 S., Kitaura, T., Nakabayasi, 下 . and 
Kurogochi, 廿 . (1952 Studies on the immunO- 
logical variationS in 7 ァ y カ ZOSO727 77 の eS6, 1。 入 
new Variation sysStem and new 
method. Med. ]. Osaka Univ., 3 (2-3) , 357-371. 
ー7) Inoki, S. (1952) : A new experimental me- 
thod and genetical interpretation on the anti- 
genic Variation in 7 ァ y カ 2 の SO227 572 の 622Se. Med. 
J。 Osaka Univ., 3 (1), 81-86. 一 8) Inoki, S., 
Kitaura, 十 ., Kurogochi. H, Osaki. H. 層 Naka- 
bayasi, 丁 . (1952) : Genetical studies on the anti- 
genic VariatiOon im 7 ァ y ツ カ 270SO72Z 7 の 72S6。 TaD。 
Jour。 Genet。 (遺伝 学 雑誌 )。 27 (3-4), 85-92. 一 
9) 猪木 正三 (1952) : 原虫 の 細胞 質 遺 伝 (1 ) 抗 原 性 
変異 の 問題 を 中 心 に , 生物 科学 , 4, 9-15. 一 10) 猪 
木 正三 (1952) : 原虫 の 細胞 質 遺 伝 (IT) 抗原 性 変異 の 
問題 を 中 心 に , 生物 科学 , 4, 63-67. 一 11) 猪木 正 
三 953) : 原虫 7 ァ y カ Zso222 gZ72 の eSe, の 免疫 学 
的 変異 。 生物 の 変異 性 , 岩波 。 60-74. 一 12) 猪木 正 
三 d953) : 原虫 の 変異 性 , 細胞 化学 レン ポジ ウム , 
I. 丸善 , 133-148. 一 13), 中 林 敏 夫 (1955) : 7Zyg- 





experimental 
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の sO74Z g27 の eS の 6 の マウ ス 体内 に お ける 抗原 変異 機 


作 に つい て , 寄生 虫 学 雑 誌 , 4 (4 ), 62-69. 一 14) 
Fulton, 本 D. 迷 Lourie, E. M. (1946) : The 


immunity of mice cured of 7zy カ ZZ の so227 Infec- 
tions. Ann. Trop. Med. Parasit., 40, 1-9. 一 15) 
Lourie, E. M. 層 O'connor, R. J. (1937) : A study 
Of 7 ァ y カ ZS の 7 7720esZe22Se relaDSe StrainS 2 77 の. 
Ann. Trop. Med. Parasit., 31, 319-340. 一 16) 
Neuman, R. (1911) : Zur Kentnis der Immuni- 
tat bei experimenteller Trypanosomeninfektion. 
Ztschr. Hiyg. Infektionskr., 69, 109-134. 


SumnrmarY 


The screening methd (Inski 1953) has usefully 
been employed for studies on the antigenic varia- 
tion in 7 ァ 705022Z 7 の 72Se6, however this 
method still has a few points to be discussed. 
In this report, two problems were pointed out 
and fully examined. 1) How many days the human 
plasma injected into mice could keep its inhibiting 
action against the second screening inoculation ? 
Because, the parasites to be screened should be 
inoculated after disappearance of such an action. 2) 
How the parasites apDpearing after the screening 
inoculation could be discriminated from the relapse 
ones derived from the first attack ? ConsequentIY, 
it was concluded that if 0.3cc human plasma 
is used for the treatment, the parasites to be 
screened should be injected between the 5th and 
9th day after plasma treatment, while 下 0.4cc 
was employed instead of 0.3cc, any time after 
the 6 th day iS all right to conduct the screening、 
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7?y カ 405022 の g274 の 2622S@ の 免疫 学 的 変異 に 関す る 研究 
(2) 変異 株 の 挑 原 構成 と その 原 株 復帰 と の 関係 


大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
(部 長 森下 薫 教 授 指導 猪木 正三 教授 ) 
(昭和 33 年 10 月 25 日 受領 ) 


特 別 


Franke (1905) は 7 ァ y2zoso22Z 6 の eZ 感染 動 
物 に 訟 いて 流体 が 証明 され る 時 期 に 展 々 再発 が 見 られ る 
の 上 不 Mo ea 誕 目 し , と れ は 免疫 学 的 変異 株 
思 る も の で あら うと の 推論 を 下 し た 。 それ 以来 
Browning (1908), Ehrlich (1909), Neuman (1911), 
Fulton 層 Lourie (1946) 等 の 研究 で この Franke 説 
が 実証 され る と 共に か ゝ る 変異 現象 は マウ ス に 注射 直前 

( 虫 と 対応 する 抗体 と を 接触 せしめ る 事 に よ 
つて ま * も 基 ほ 起 され る と と が 知ら れ た 。 と れ 等 の 事実 を 確 
証する 手段 と し て 今日 まで 応用 され て きた 方 法 術 式 と し 
て は , agglomeration ( 疑 塊 反 応 ), agglutination, try- 
panolysis, Rieckenberg 反応 等 の 免疫 反応 の 他 に 変 騙 感 
染 防 竹 試 験 及び Ehrlich 法 が あり , と れ 等 の 諸 術 式 の 何 
れ か に ょ つて 原虫 の 各 抗 原型 の 異同 鑑別 が 行なわ れ た 。 
然し 征 ら , 以上 の 様 な 原虫 集団 を た 用 いた 簡単 な 実験 か ら 
果して 本 原虫 が 対応 する 抗体 の 直 接 作用 に よ つ て 抗原 の 
変異 を 来 す も の か 否 か の 間 題 に 対す る 解答 は 得 ら れ な い 
事 は 申す まで も な い 。 か ゝ る 点 と 着目 し て 猪木 ら (1948 
^1956) は 遺伝 学 的 な 見 地 か ら と の 変異 現象 を 仔細 に 解 
析 し , 本 原虫 の 抗原 型 が マウ ス 累 代 接 租 に ょ つて 不変 に 
礁 持 さ れる 事 , 感染 マウ ス の 人 血清 治癒 後に 見 られ る 再 
発 が 抗原 変異 株 で あり , 又 こ れ 等 変異 株 が 再び 元 の 抗原 
型 株 に 再発 内 を に す 価 向 を 有する 事 , 即ち 変異 方 向 に 

SHIGEMITSU FUKUKITA: Studies on the im- 

munological variation in 7 ァ ツ の カ ZOSO22Z g の の の 745@ 

(2) Relationship between antigenic constitution 

of the relapse type and its reversibility to the 


original (Department of Parasitology, Institute 
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ラテ 


娘 77 の て 原虫 








型 同定 に きら 名 し 


"誘導 され る 事 を 強調 


掲 載 。 


る 事 等 を 明か に し た 。 と の 研究 で は 抗原 
* 鋭 象 且 つ 型 特異 性 を 示 
す ゃ も の と し て 採用 され 。 距 に 婦 227zo method 等 を 応 
用 する 事 に ょ り , と の 抗原 変異 が 対応 する 抗体 に つて 
し た 。 と れ に 関連 し て 中 林 (1955) 
は , 感染 マウ ス の 治療 後 か ら 再 発 ま で の 原 下 潜 伏 期間 中 
の 変異 の 様相 を 観察 し て いる 。 以 上 の 諸 成 績 か ら 本 原 上 
の 抗原 型 変 異 は 所 主 mutation and serection 説 の み に 
ト つ て は 説明 し 尽 し え ず ,。 お むしろ 対応 する 抗体 ( か 
原 皮 の 適 実 論 換 が 推進 され た 。 従 つ 
本 変異 に 関す る 研究 は 単に 免疫 学 的 の 久 な ら ず , 遺伝 
的 考慮 を 踏ま ず し て は 進展 し えな い の が 現状 で ある 。 一 
方 , 本 記 に 昌 の 抗原 本 成 に 関し て は , その 変異 機 作 を 考慮 
する 上 に 極め て 重要 な 役割 を 果す 0 る に も 拘 
。 本 原虫 の 実験 操作 上 の 陰 路 も あつ て 未だ 知見 を 得 
本 工 ら で ki か ゝ る 触 点 か ら 。 変異 株 に つい て ・ 
各種 の 抗原 型 同 定 手 段 を 応用 し , 抗原 型 の 詳細 な 分 析 を 
試み , その 抗原 構成 に 若干 の 知見 を 得る 事 が 出来 , 更に 
変異 機 作 の 解明 に 関係 ある 変異 方 向 性 の 統一 に 新知 見 
和 を 加え る 事 が 出来 た 。 と ゝ に その 実験 並 に 成績 を 総括 レ 
報告 する 事 と し た 。 
実験 材料 及び 実験 方 法 
供 試 原虫 7yAgxosoyag gg の egse (767 株 ) は 当 教 
室 に お いて マウ ス 黒 代 接種 に より 保存 中 で も の で あり , 
著者 が 実験 に 供し た 1953 年 2 月 3 日 に お ける 感染 マウ ス 
を 初代 と し た も の で ある 。 マ ウス 累代 接種 , 血清 採取 法 
抗体 保存 法 , 凝 塊 反 応 術 式 , 抗体 型 判定 法 , 再 感 染 防 仙 
試験 等 は すべ て 猪木 らち (1948 一 1956) に 準 換 し た も の で 
あり , と ゝ で は 省略 又は 略記 する に 止め た い 。1989 年 猪 
木 は 再 感 染 防 催 試 験 か ら 出発 し て 純 な 抗原 型 原 虫 を 得る 


規則 性 が 認め 但 


と 考え る べ 衣 


バ 
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法 と し て screening method な る も の を 提案 し 。 こ と これ 
ぼ す る 重要 な 手段 と し て 用 いら れ 


* 原 虫 の 抗原 構成 を 判定 

る る を 男 か に た 。 即ち , 本 原虫 感染 マウ ス を 人 血清 
( 信 は プラ スマ ) に ょ つて 治療 し た 後に は 多数 の 同 抗原 
型 原虫 を 接種 し て も 再 感染 は 来 さ な い が , 異 抗原 型 原 虫 
で あれ ば 唯一 個 ど で あつ て も マウ ス は 常に 致死 的 感染 を 来 
し , し か も 抗原 型 特異 性 が と の 操作 に ょ つ enc 
実 か ら 同 方 法 は 有力 な る 抗原 型 同定 方 法 と し て 用 いら れ 
る cie ず 。 原虫 集団 の 抗原 入 ー 性 及 及び Ao 抗原 

構成 を も 知る こと が 可能 で ある と 述べ て いる 。 従 つて 
て 観察 し , 原虫 の 抗原 型 同 
レ み し , と の screening method も 人 


SO に 本 法 を 加え 
定 の 手段 と し た 。 
血清 (又は プラ スマ ) に よる 感染 マウ ス の 治療 後 の 一 定 
期間 中 に 行 つ て 始め て 適正 な る 結果 を 得る る の で ある 事 
は 既報 福 喜多 の 成績 に よ ょ つて 明か で ある 。 
抗原 型 同定 法 と し て の 上 記 賞 用 きれ て 来 た agglome- 

ration は 原虫 の 示す 形質 を 原虫 の 集団 (population ) と 
し て 把握 する も の で ある 。 故に 本 実験 を 施行 する に 当 
り 常 に 留意 すべ き 事 は 使用 原虫 の 集団 中 に 異 抗原 型 原 
虫 の 混在 を 如何 に し て 否定 する か で あ 
method で も と の 混在 の 有無 判定 は 可能 ご ある が , より 
確実 な る 手段 と し て 単 個 原 虫 接種 法 を 本 実験 過程 中 に 随 
時 採用 する 事 と し た 。 こ れ に より 原虫 の 一 集団 中 の 異 抗 
原型 原虫 の 混在 を 知る 事 は 勿論 , 単 個 原虫 か ら 出発 し た 
子孫 集団 は それ が 示す 抗原 型 に 対し 均一 系 と し て 採決 す 
る 事 が 出来 た 。 


つた 。 screening 


単 個 原虫 接種 法 

別名 一 匹 づ り (single fshing) と し て 
ler 氏 法 及び 時 法 が ある が 。 
達 の 実験 に は 不適 で で は 専ら 操作 の 角 
案 し た 方 法 を 用 いた 。 即ち 。 予 め か citrate Sal- 
ine solution (glucose 0.5 劣 , citrate 0.522, NaC1 0.3 
多 ) と 家 兎 血清 の 等 量 混合 液 を 凹み 載 物 硝子 内 に 0.5 一 
1.0cc づ ゝ 分 注 し , 感染 マウ ス の 尾 端 血 液 の 一 滴 を 混和 
順次 稀釈 し , て の 稀釈 液 を 極め て 細い 先端 の 毛細 管 ピ ペ 
ツ ッ ト に 吸込 み , と の 小 滴 を カバ ー グ ラス 上 に 置く , 続 いて 
凹み 載 物 硝子 内 に 少量 の 水 を 入れ を た も の の 上 に , 小 滴 面 
を 下 に レ し て カバ ー グ ラス を ふせ ,。 周囲 を ワセリン で 封じ 
水分 の 乾 操 を 防ぎ つ ゝ 栓 観 す る 。 小 滴 内 に 一 匹 の 原虫 の 
み の 存 在 す る も の を 検出 すれ ば と の 小 滴 を 了 予め 家 系 血清 
加 glucose citrate saline solution の 少量 を 吸入 し た 
。 以上 の 


語 射 器 内 に 吸収 し 直ちに 健常 マウ ス に 接種 す 


ょ 既報 の Oeh- 
何れ も 私 


単 な 猪 木 の 考 
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術 式 で は 小 滴 中 の 原虫 は 極め て 活発 に 運動 し つづ け , 手 
早く 操作 すれ ば 確実 に 単 個 原虫 接種 が 可能 で ある 。 家 束 
押 清 及び glucose の 使用 は 2 の 7 の で の 原 息 生存 期間 
の 延長 に 有効 で ある 。 使 用 マウ ス は 体重 15 グ ラム 前 後 の 
も の を 任意 選択 し た 。 商 実験 成績 中 の 0, R の 待 号 は 原 

皮 の 抗原 弄 の 示 標 て あ り , O は 原 株 , R は 変異 株 (再発 
株 ) を 示し R に 附け られ た 数 字 は 夫々 R 株 の 抗原 型 を 分 
類する も の で ある が , 本 実験 開始 に 当 つ て の 之 等 の 抗原 
型 同定 は 専ら agglomeration に より 行 つ た も の で ある 。 


実験 成績 


1 . 単 一 及び 複合 抗原 系 の 同定 並 に その 分 離 

1。 均一 集団 を 得る 方 法 

誠二 0 か ら の 半 (変異 株 ) R は マウ ス 昌 代 接種 に 

り ee 型 が 不変 に 維持 され る 事 は 既に 証明 され た 
所 で ある 。 し か し 長期 間 の マウ ス 昌 代 接種 に 際 し て 原 委 
集団 の 一 部 の 抗原 型 に 変化 を 来 す 可能 性 が 若 し 存 在 す る 
な ら ば 以後 の 実験 に 重要 な る 才 障 を 来 す 事 と な る 。 双 再 
発 に 際 し て 2 種 以 上 の 抗原 型 の 混在 する 可能 性 に 対し て 
も 同時 な 考 劇 用 要 と な る 。: 款 に 寺 者 は 本 庄 油 に 8 
* 異 株 を すべ て 初期 の 代 及 び 累 代 の 途 次 に 度々 一 匹 づ 
を 行 ふ 事 と し た 。 新 くす る と と に ょ り 抗 原型 に 関す る 限 
り 均 一 な る 集団 と し て 取扱 う 事 が 出来 た 。 

当 個 原虫 接種 は screening method と 
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第 1 図 各種 変異 株 の マウ ス 継 代 接種 
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実 な 結果 を 与え る が , その 数 例 を 表示 する と 第 1 表 と な 

R,, Rs Rz。 は O 型 より の 第 1 回 目 再発 株 で Ri。 は 第 
2 回 目 再発 株 で ある 。 

2. 相互 screening method 

既 法 の 如く agglomeration 及び screening method 

は 共に 本 原虫 の 抗原 型 同定 の 手段 と し て 極め て 特異 的 且 
つ 鋭 敏 な る の と し て 縮 用 され て 来 た 。 本 実験 で は 単 個 原 
系 接種 法 と 随時 併用 し 正確 に 原虫 の 抗 太 型 を 決定 し 変異 
株 Ri (Ri。 27 代 より の 再発 株 ), R。 ( 原 株 O 8 代 よ り の 
再発 株 ), R。 ( 原 株 O 153 代 及 び 85 代 よ り の 再発 株 ), 
R。 (Ri 株 38 代 より の 再発 株 )。R。(Ri。 株 42 代 ょ り の 再発 
株 ), Ri。 ( 原 株 O よ り 再 発せ る Rz。29 代 よ り の 再発 株 ), 
R,。 ( 原 株 095 代 より の 再発 株 ), R。』 (R。 株 36 代 より の 再 
発 株 ) が 夫々 原 株 と 独立 且つ 不変 に その 抗原 型 が 維持 さ 
れる や 否や を 検討 し た 。 

特に 2 method で は 所 調 相 互 Ccross) scre- 


'ening method (こよ り 互 に 異な る 抗原 型 を 保持 する や 否 
や を 判定 する 事 が 出来 1 croSSs screening ロ 能 な 場合 , 


初め て 互 に 他 の 抗原 型 の 存在 を 否定 し 得る 事 と な る 。 
cross Screening method に つい て は 以下 実験 成績 例 
に よ ょ つて 示す 事 と する 。 


マ 
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第 1 表 相互 (cross) Screening method 
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(O+R が ーー  O" 2 際 旬 
No.12 No.41 生 せ 
(O 士 R。" 一 (O 十 R。: 
No. 2 


No. 12 


及び O に お けり ける 成 第 1 
治癒 マウ ス に は screening method の 
同 抗原 型 原虫 接種 の 場 
ス と 夫々 0 21 代 , 
% 染 不成立 で あつ た が 。 


単 個 原 昌 よ り 出発 し た R 
表 の 如く で ある 。 
適正 条件 下 の も の を 選 決 し た 。 
合 , 即ち , O 4 代 , R。 3 代 の 治癒 マウ 
R。 10 代 の 原虫 を 接種 し た 場合 は ) 


第 2 表 変異 株 Rz。 に お ける 抗原 系 統 の 推移 
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ス を だ R 15 代 , O Ge を 夫々 接 


10 代 の 治癒 マウ ス に O 型 原虫 と 
aa た 場合 に は O 原 虫 の み 出現 








混合 原虫 の 接種 ご は 感 立 で 
立 の 場合 に は 原虫 接種 俊 約 3 週間 2 


下 ! み =- ご 、 の ーー 、 
ここ や メン に の め る や 


以上 の 結果 か ら 0 型 原虫 に よる 


Ra 型 原虫 の 場合 を 
軸 に な 江原 的 共通 作 が 存 在 
ち 変 異 株 Rz は O に 対し 独 











同様 の 混合 原虫 を 接種 し た 場合 に ! 


現 な みた 。 欠 O, Rii 間 染 の 治癒 マウ ス に 対し 同型 の 








に は O 下 原虫 を wo し て も 感染 が ま 
2 


異 抗原 型 原 昌 の 場合 , 即ち , O 21 代 , R。5 代 の 治癒 マウ 
し た 場合 は 接種 後 3 日 
に し て 感染 成立 し , と の 出現 原 東 の 抗原 型 は 接種 原 虫 の 
と それ と 全く 同型 で ある 事 が 淫 塊 反 ! 


ぶ で 確認 され た 。 な ほ 


だ さだ に, 


R。 型 原虫 の 混合 を 


し ま O 19 代 治 癌 マ ウス 


こ は R。 原虫 の み の 出 


た 。 み 等 感染 不 成 
観察 を 続け て 判定 を 


奉 を 治療 し た マウ ス 
3 ちず 。 と の 関係 は 
こ O 及 び R, 相互 


いも の と 考え られ る 。 即 


「 大 


r 別 個 な 抗原 型 を 保持 


する も の と 解釈 され た 。 と C の 凌 玩 に あ け O 一 R。 (R, 
aw ウス に O 原 上 に 接種 ), R っ O (OO 治癒 マウ ス に 
R。 原虫 を 接種 ) の 両 screening method を 同時 に 施行 
する 法 を 相互 (cross screening method) と 呼称 す 
事 と し た 。 双 第 1 表 agglomeration の 項 に 記載 の O, 
Ri, R。, R。, Rs。 の 衝 抗 血清 以外 の 


し た 事 は 勿論 で ある が 凡 て 陰性 で あ 


R 型 抗 血 清 を も 使用 
, 本 表 に は 省略 し 


第 3 表 変異 株 Ri 


以下 の 実験 に お ける 
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screening method Ma る 


や 総 て 同じ 経過 を ふん で 得 ら れ た も の で ある 。 


3。 相互 screenig method に よる 単 一 


ソ の 謀 認知 
単 個 原虫 接種 法 


間 の 抗原 的 独立 性 を 
所 で ある 


者 者 は 各種 R 型 に つ ! 


検索 を を 行 つ た 
レノ ゴ ペ 2/ こ て 。 


agglomeration, 相互 screening 
method 和 を 俳 用 する 事 に ょ り 各 種 の ER 型 ) 
ば 完全 こ 検 討 し 


1 所 


その 多 


り 


如く 若干 種類 の R 型 原 


ッッ 


ening method で O 一 民 , 


* 上 中 ノブ 2 あー 


/ 錠 ロー 光 
に 抗 O 血 清 に 対し 
実 を 認め た 。 例 え に 


だ に 品 選 


( 二 * R。。4 一 O 


感 党 





字 は 夫々 ャ ウス の 代数 を 


示す 。 以下 同じ 


相互 screening method は R。。5 


成 7 で 
て 介 和 上 こ 旗 塊 た 


と の マウ ス 昌 代 接種 の 間 に こ と 
の 場合 で は は 信人 
肖 に 常に 相互 screening method で 独立 別個 の 抗原 型 
ちる 事 が 確か め ら れ , agglomeration で も 各 民 型 4 々 
の 示す 民 型 抗 血 。 消 に 特 異 的 に 凝 塊 し , 
て 凝 塊 た 示す 事 は : 二 7 


ト 弟 2 表 に 見 られ る 如く 
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如 ちら づ 
と 拘ら 


に お ける 琉 原 系 統 の 推移 


1 
も 4 に 


), Rz5 一 O 102 ( 十 ), 
( 十 ) (一 ) は 感染 の 成否 を 
*。 O 107ーR。。 2 
ーRz。4 (一 ), O 0 ( 填 ) と な ! 
代 で 初め 





県 


うる 事 は 既に 述べ た 


O 型 抗 血清 に ょ つ 
所 が 以下 に 示す 実験 成績 の 

が マッ ウス 昧 代 中 に 。 
も の 給 中 隊 半 B 
穴 amooamton Ke 


来 す 時 期 カ 
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1 ー Ri。* 
Ne ー Rio7 
GR 
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プン ー Ri 
R 


O 十 Ri。) Rn 
Aira ー R」。" 


記 
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第 1 号 


る 成績 


合 抗原 


ning 
型 原虫 
述べ た 


間 に と 
型 と の 
県 型 で 
さ 夫 々 
区 よ 。- 
炎 績 の 

SCre- 
J り っ R 
「 で 特 
ちる 事 
ヶ >094 





*。 以後 Rz。 14 代 まで は 相互 screening method が 成 
科 し た が , Rz。 15 代 より 54 代 まで は 再び 0 一 R,。 (一 ), 
Ro っ O ( 十 ) の 成績 と な つた 。 その 詳細 を 第 2 表 に 示 


ルリ アデ ヒ し 


し た が , screen 成立 の 場合 agglomeration に ょ る 感 注 
販 昌 の 抗原 型 は すべ て 接種 原虫 の 抗原 型 と 一 致し た の は 
沢 で ある 。 と の Ri の 初代 より 4 代 の 期間 の 原 昌 は 抗 
R。 血清 に agglomeration 陽性 , 抗 O 血 清 に 陰性 と な 
り , 少く と も agglomeration の み で は R。。 型 単 一 の 表 
靖 刑 作 と 判断 され る も の で あつ た 。 相互 screen 成立 し 
た R。,。 5 代 か ら 14 代 の 間 の 原虫 は 0 型 * こ 対し 独立 し 且つ 
区 か も 互 に 他 の 抗原 形質 を 淀 びる 事 な く 存在 し た も の と 
寺 え られ る 。 か ゝ る 時 期 の R。。 型 を 単 一 抗原 系 と 呼ぶ 事 
し か る に Rz。 1 代 か ら 4 代 及 び 15 代 か ら 54 代 の 


間 て は , agglomeration で R。。 型 と 判定 され る に る ゃ 拘ら 


*,。 相互 screening method で は O 一 R。。 (一 ),。R。。 一 
0 ( 十 ) の 一 見 不可 解 な 成績 を 示す と と は , と の 期間 の 
昌 は 少な く と や agglomeration で は 判定 不可 能 な 存 


共 欄 式 で , O 弄 抗原 を 有 し 感染 の 治癒 後に は マウ ス 体 内 
に 0 型 抗体 の 産生 を の の と 考え る べき 根拠 を 与え 
抗体 産生 は 証明 きれ る …・ 後 記 )。 か ゝ る 時 期 の 


県 過 Wo 県 系 と 呼ぶ と し レ た この R。。 型 ( は 55 代 以 








後 相互 screening method で OR,。 (一 ), R。。 一 O 
(-) と 全く 相互 の 間 ! - 感 成 さ r せ ず 。 他方 agglome- 
tion で や 抗 Rz。 血清 の みな ら ず 抗 O 血清 で も 強く 凝 
毅 を 示し , その 抗原 型 は Rz。 及び O と 判定 され る に 至 つ 
この 場合 の 抗原 型 を Rz,O 型 と あえ し ば agglo- 
meration に お ける ? 成 績 は 勿論 相互 screening method 
C も 0 型 流 原 が 相方 共に 存在 する 夏 に 感染 が 何れ る 不 成 
人 Y を 来 し た も の と し て 受理 し うる 。 故に 前 者 の OR。。 
(-), R ぁ 。 一 O ( 十 ), agglomeration 抗 R。。 血清 に R。 
務 竹 , 抗 O 血 清 に 陰性 の 時 期 の R,。 原虫 に は Rz。 型 と 共 
K 型 抗原 が 存在 する 事 は , agglomerotion で は 判定 し え 
は い が , screening method で は マウ ス 体 内 の O 抗 体 が 
、 和 CseWs 阻止 す と 事 よ り 感 染 が 不成立 と な る 様 
- 人 存在 し て いる と 一 応 解 収 し ,。 この 場合 の 複合 抗原 
潜在 抗原 系 と 呼ぶ 事 と し た 。 Rzo 55 代 以後 の 原虫 
と 】 れれ 対し て 覆 * 抗 原 系 中 の 主 副 抗原 系 と 呼称 し た 。 
, 主 抗原 は Rz。 型 , 潜在 叉 は 副 抗原 は O 型 を 指す も 
る 。 同様 の 成績 例 は R」。, R。 及び R。 に 於 て も 
ほし 得 た 
Ri」。 初代 か ら 28 代 の 間 で は 相互 screening method は 
0 っ Ri。 ( 士 ), R。 一 O ( 十 ), agglomeration は 抗 Ri 
箇 清 の み 陽 性 で 単 一 抗原 系 と 考え られ た が , Ri。24 代 か 
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ら 33 代 の 間 は 複合 抗原 系 中 の 主 潜在 抗原 系 , 即ち 相互 
gcreening method で O 人 訪 R」。( 一 ), Ri 一 0( 十 ), agglo-- 
meration で は 抗 Ri。 血清 の み 陽 性 の 結果 と な つた 。 中 
に Ri。 34 代 以 後 は 主 副 抗 原 系 を 示し , 原虫 は Ri。 と 共 
に 0 型 抗原 を 表現 し た (第 3 表 )。 

第 4 表 変異 株 Rz に お ける 六 原 系 統 の 推移 





抗原 系 統 単 一 挑 原 系 主 潮 在 挑 原 系 単 一 抗原 系 


Rg 一 R。" R “一 R。“ R 2 サー R。57 











の 人 を OF つま ot. 9 作り 
R“ っ O 十 R22 っ OO R,8 っ O 十 








塊 誕 清 。 + * lv 

反応 抗 O っ っ aa 
血 清 

挑 体型 。 R: R。 O R 











第 5 表 変異 株 Rs に お ける 挑 原 系 統 の 椎 移 





ai 単 一 抗原 系 詩 潜 在 抗原 系 主 副 抗原 系 





Rs ir Rm 2 Re Ra 一 Ri 








ーー OR の キキ O ピ ビーR ュ デー 0 の ー 表 パー 


method 9 0 人 
p) ーO RmーOW+ Re っ 0 








人 * 6 
反応 O 5 7 ま 1 
血 清 
挑 体型 R。 Ri O Rs O_ 
。 で は 初代 か ら 17 代 まで は 単 一 抗原 系 を 示し , 18 代 


ょ り 42 代 まで ( 潜在 抗原 系 。 43 代 より 67 代 まで は 単 一 
革 を 示し た (第 4 表 )。 

で は 初代 より 21 代 ま で は 単 一 抗原 系 を 示し , 22 代 
小 の で は 主 潜在 原 系 42 代 より 60 代 まで は 主 重 
抗原 系 を 示し た (第 5 表 )。 

な ほ , 第 4 及び 5 表 中 の 相互 screening method の 
項 は その 1 半生 略記 する に 止め た が 実験 は 詳細 に 行 つ た 
事 は 勿論 で ある 。 

以上 の 成績 と ょ り 再 発 株 (変異 株 ) R は マウ ス 累 代 接 
種 の 間 に 単 一 抗原 系 か ら 複 合 抗原 系 に , 又 そ の 逆 に , 或 
は 半 副 抗原 系 よ り 主 潜在 抗原 系 , 又 そ の 逆 の 方 向 に 移行 

し うる 事 が 判明 し た が , 強調 すべ き 事 は と の 様 な 移行 の 
に も その 変異 株 が 当初 に 示し た 抗原 型 は 変動 する 事 な . 
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昭和 
て 便 常 的 に 主 抗原 の 形 カ "保持 され 続け る > 事 で あつ た 。 OR (一 ) の 場合 , 即ち , 複合 抗原 系 中 の 主 潜在 抗 碑 
2 
4. 抗体 型 の 同定 の 場合 , 当 株 中 に 附 随 的 に 0 弄 抗 原 が 存在 する 事 上 者 と 
上 述 の 如く 相互 screening method で RーO ( 十 ), 推定 し た が , その 実証 の 日 的 で 感染 マウ ス の プラ スマ ・ 
RopriNo ee Me 治療 後 の 血 清 を 連日 縮 取 し , と の 抗体 を 既知 の 抗原 な が 
。 守 型 原 束 を 以 つて 検討 し た (第 2, 3 図 )。 発 2 
叶 ーー 第 2 図 に Ri。 29 代 の 2 例 を , 叉 第 3 図 に は R, 50 代 上 』 僚 骨 
る ーー 55 代 に 例 和 を 示し た 。 血清 は 必 液 を 毛 和 て 採 民 』 がけ 
』 15 日 。 
NR 治療 後 の 昌 数 b) 供 腺 虫 し 直ちに glucose citrate saline solution (glucose 0.5 Rio 
ee , citrate 0.5 多 , NaC1 0.5%) で 5 倍 稀 邊 と し て 合 は 単 
い 3 = に 呈 に 机 = る 
更 せ 人 Ro に 調 用 し た 。 こ と の 両者 で R。。 55 代 は 主 副 抗原 系 , 他 の ! 他 ! 後 は 
5 
訟 十 道 在 状 体 O 主 潜在 抗 層 維 4 ある 。 図 ( こ 示 さ され る 様 に 主 抗体 Ri thod 4 
1 5 10 3 R。。 は 共に 治療 後 早期 に 且つ 強く 産生 され た が , a 和 た ゞ FR 
義 人 療 彼 の 日 加 原 株 O 
* 潜在 抗体 と し て の 0O 型 抗体 は より 遅く 且つ 弱く 出現 する 目 * 
第 2 図 治療 マウ ス 血 清 に お ける 抗体 価 の が 常 で あつ た 。 妃 副 抗体 は 潜在 抗体 に 対し 強く 反 記す 目 は ド 
る 位 な 結果 を 得 た が , 両者 の 境界 を 明示 する 事 は 勿論 目 メド 
5) 全 有 済 E な っ 三 ) り 7/4 を 鐘 て 
2 可能 と 思わ れ 且 づつ 抗原 量 の 定量 を 正確 に 行い 難い 本 原 雇 
主 港 在 系 RG5O "104 内 に 族 
の ) 生 マウ ス う 人 (に あつ て 単に 原 の 量 E り 寺 異 の 及 に よ ょ つて と # れ ら 凡 は 4 
5 NM 洪 在 抗体 O 駅 清 bt s 0 ee の 量 的 疾 2 に ょ つて と これ ら 副 XX は 人 
り 人 用 潜在 抗原 の vm Re : 解 生 す る 事 も 難し く , 従 つて 較 
1 5 10 15 本 f : 方 、 肖 ルー と の 結果 の Z f 器 伴 する 事 は 弄 原 下 
ed 治療 後 の 晶 数 共に 原 呈 数 は 潜在 抗 1 本 量 計 ソ ょ 時 (に て 結 森 みか ら 強 調 す ? R 型 と 
Ra No 14 ー の 使用 人 済 。 出来 な いと 考え ら Le る 。 双 両者 が 主 抗体 に 比 し 常に 到 《 時 
江 世 の ます 割 系 Rb55 114 ! R,. R。 
塊 9 ン 入 六 人 の 治療 マウ ス 5 人 反応 する 事 は 首 衣 し 得る が , その 事実 も 強く 主張 する 諸 y 
大 積 血 済 テス Ao と us て ある 
度 十 b) 1 用 原虫 拠 は 少な い 。 む し ろ 複 合 抗原 系 に お いて 副 又 は 洪 在 抗 人 紅 、 
29 59 No.122 Se aa ェ で か 内 か 
oe 3 こ 5 oiegwsne が 常に 証明 され る 事実 の み を 注目 すべ き で あー た 。 に 
1 こ ム Ya る = 内 み ン 
GE no 5. 実験 成績 の 総括 0 
7 ee ce 3 
第 3 図 治療 マウ ス 血 清 に 8 ける 体 価 agglomeration, screening method, 抗体 型 同定 の # 
第 6 表 変異 株 に お ける 再発 方 向 と 挑 原 系 
朱 原 系 乏 主 閉 在 換 原 素 単 一 抗原 系 主 潜 在 抗原 系 単 一 抗原 系 主 副 抗原 系 
代 数 Rs。 "の Rzo' 一 Rzo“ Ra 一 Rs Ro 一 .R (7 
R 20 EE 1 の 誠 の: の ー 宙 と 
二 - 店 コー Re0ーO Re 一 Ri っ O Rs パーRj" っ 0 
再発 方 向 再発 な し - Ro“ っ O Re や 一 Ri どっ O Re っ Ri っ 0 
代 表 Ro 一 Ro ーーR Ri と 一 R (7 
Rio 8 枯 8 1 27 5 35 5 8 
Ri っ O RG KRK」 ーー と の Ri っ Ri っ 0 
再発 方 向 RieーO Ri の っ Re っ O Rio2Rs っ 0 
代 数 Rs 本 Ro ーー っ 計 2 RaーR 
R。 8 ec OTN 31 > 20 生 3 - に 
コミ と R2 一 O 1 bg の っ O R。* ー 
再発 方 向 Rs っ O Rs 一 Rs っ つ O R 4 一 O 
代 数 R ーー R 』2* ーー RI で 間 が 
6 再発 方 向 Rs" ーO Ri っ Re っ O Ri っ Rie っ 0 
Rj:: っ O Pe Rg* っ O Rs ER デ っ 0 
抗 体型 ( 巡 補 6 R R, O R R, O 
凝 塊 抗 R 正 清 + + + sa * 
反応 抗 O 碧 清 や の さ が が Ma 
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昭和 34 年 2 月 (1959) 〕 


者 を 変異 株 の 各 株 に つい て 併行 施行 し , 抗原 系 統 の 推 
多 に 注目 し つ ょ マウ ス 昧 代 接種 を 行 つ た 以上 の 成績 を 夫 
総括 表記 する と 次 の 様 で ある (第 6 表 )。 但し 表 中 の 
表 発 方 向 の 項 は と れ ら 累代 マウ ス の プラ ス で 治療 後 の 自 
再 発 を 観察 し , 得 た 再発 原虫 の 抗原 型 を 同定 し た 結果 
を 示す も の で あ る (順に 較 ) 

Ri。 型 に つい て は 既に 述べ た 如く Ri。1 代 か ら 28 代 まで 
は 単 一 抗原 系 , 24 代 か ら 33 代 まで は 主 潜在 抗原 系 , 34 代 
以後 は 主 副 抗原 系 と な り , と の 間 の 相互 screening me- 
thod 及び agglomeration の 成績 も 既 述 の 通り で ある 。 

生か eommae oo 
隊 0 に 復帰 し た に 。 Ri。 27 代 の 第 1 回 目 再発 原虫 
は Ri 型 と な り 。 その Ri 5 代 の 再発 か O 型 と な つた 。 
タ Ri。 835 代 及 び 42 代 の 再発 も る O 型 に 復 せ ず 夫 Ris, Rs 
を 経て O 型 再発 を 来 し た 。 ae Ri 治癒 マウ ス 体 
内 に 産生 され る べき 抗体 の 影 医 に 基 い て 解釈 され , O 抗 
人 産生 を 来 す 複 合 抗原 て は た と え ぇ 再発 を 来 し て も , O 
型 原虫 と し で 増殖 する : 得 ず , 常に 0 及び Ri。 以外 の 
R 型 と し て 再発 する も の と 解釈 され た 。 同様 の 事実 は 
R, R。, R。。 型 に つい て も 認め る 事 が 出来 , 単 一 抗原 系 
て ある Rz。 5 代 か ら 14 代 又は R, 型 で は 初代 か ら 17 代 , 
43 代 か ら 67 代 , R。 型 で は 初代 か ら 21 代 の 間 に お いて の 
み 0 型 再発 を 観察 し , 他 の 夫々 の 代数 で は 他 の R を 経て 
0 型 再発 を みた 。 
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I. 抗原 系 統 と 原 株 復帰 

婚 木 らち (1949~1956) は 原 株 O か ら の 自然 再発 株 は 各 - 
種 の R 型 を 示し 得る 事 , 及び 各種 民 型 は その 感染 マウ ズ 
の 治療 後 の 最 初 の 再発 (第 1 回 目 再 発 ) が 原 株 O に な る 
事実 ( に 着目 し 下記 の 如き 0 一 只 0 の 変 叶 模 式 を 想定 し 
た 。 

ーーーーーーー 一 ・ 和 再 発 株 

特に R か ら O え の 定 方 向 性 の 変異 た 用 いて 称 木 等 の 変異 。 
誘導 の 研究 が 進展 し た の で ある 。 しかしながら, その 後 - 
と の 変異 模式 の か ら O へ の 方 向 の 変異 は 常に 観察 され 
る も の で な く , 展 々 R か ら 他 型 の 選 へ の 再発 を 見 る 事 が : 
尾崎 (1952) に よ つ て 着目 され た が その 説明 の 根拠 は 乏 し 
いも の で あつ た 。 な ほ 民 か ら の 第 1 回 目 再発 の 異な る 民 
型 と な つた 原虫 も その マウ ス 継 代 中 に は 治療 後に O 型 と 

し て 再発 を 来 す 場 合 が 多く , 上 記 変 異 模式 の 原 株 復帰 の 


方 向 性 が 失 な われ た も の と は 考え られ な いと 尾崎 は 館 べ 
て いる 。 








第 7 表 7 ァ y2gzosozZ 2 の eye の 抗原 系 と その 原 株 復帰 





単 一 挑 原 系 


複 合 挑 原 系 





主 潜在 抗原 系 主 副 抗原 系 





"Rz ( 1 代 一 17 代 ) 9 例 
Rs (43 一 67 ) 7 
4 交 失 株 の 。 (1 一 66 )80 
R。 (160 一 166 ) 5 
再発 例 数 Rz( 5 一 14 ) 4 


Ra( 1 一 21 ) 4 


R。 (18 代 一 42 代 ) 5 例 
R。(67 一 159 ) 20 


Rz。(15 一 54 ) 9 R。。 (55 代 一 66 代 ) 5 例 
R。(22 一 41 ) 4 R。 (41 一 60 ) 7 























了 x6 は ーー 和 ) 計 義和 - 半 F) Ri 34 一 50 ) 5 
再発 総数 73 例 41 例 17 例 
衝 放 数 70 例 な し 生 - 和 
株 3 例 41 例 17 困 
Pr ' 95.8 0 0 





* R。(1 代 一 17 代 ) 9 例 : 変異 株 R。 の 1 代 一 17 代 間 に 9 例 の 再発 が 存在 し た と と を 示す . 


( 143 ) 





144 [寄生 下 学 雑誌 ・ 第 8 湊 ・ 第 1 上 昭和 


R2, R。。 Ri R。。 に つい て の マウ ス 継 代 中 の 再発 例 を 矛盾 き す 所 が な し た に 
1 段階 CR の 第 1 回 目 再発 株 0O 型 の 場合 ) 及び 2 段階 折 札 入る 
( 異 民 型 を 経て O 型 再発 を 来 し た 場合 ) 又は それ 以上 の 以上 の 実験 成績 を 7 ァ み gzosowzZ gg72 の eSe の 抗原 僧 サテ え 


段 了 を 経て の 原 株 復帰 の 両者 に 区 別 す る と , 著者 の 観察 JA ら 総合 する と 第 4 図 と な る 。 抗 県 

で 第 1 回 目 再 祭 総 数 6 1 段階 原 株 優 紹 数 Y0 例 抗原 系 で は agglomeration で 抗 R 血清 の み に 

に 対し て 2 段階 以 上 の 経路 を 経る 場合 が 61 例 と な つた 。 0 了 玉 体 型 は R の み , 相互 screening method は R っ な 修 

この 再 人 例 を 上 述 の 抗原 系 0 従 つ て 分 類 し 括 す る と 0, OR 共に 成立 し , 且つ 原 株 復 局 は 1 段階 で ある 。 

複合 六 原 系 で は 抗体 型 RR 及 び O, 原 株 復 常 が 2 段階 し ? 

県 系 か ら の 再発 数 Y3 例 は 3 例え 除 上 で ある 外 , Pr 及び 相互 screening me- 
< きす べ て 1 段階 で 不 株 に 復 褒 を 来 し た の に 反し , 複 合 抗 thod で 中 に 主 潜在 抗原 系 及び 主 副 抗原 系 た 区 別 き 





様 (に 単 一 所 記 


了 示 ご は 主 潜在 抗原 系 41 例 , 主 副 抗原 系 17 例 の 3 すべて が 前 者 で は 相互 screening method で OR (一 ), っ 3 
2 段階 以上 の 原 株 復帰 ご で あつ た (第 7 表 )。 O ( 十 ), 北 塊 反応 は R の み 陽 性 ご ある に 反し 。 後者 で 上 』 秘史 


本 内 に 産生 され る 抗体 中 に は 相互 screening method は 相互 共に 陰性 。 agglome. 7 


この 事実 は 治癒 後 の マ ウス 体 さ 
O 抗 体 を 含む か 否 か に ょ り 原 株 復 言 の 6 され ration は 選 及 び O に 陽性 で ある ぶん 
され 。 0 半 人 を 保存 せ 抗 娠 系 の 治癒 強調 すべ き は こと れ ら 抗原 系 統 AR 株 と し て マウ ス 昧 作 22 
マウ ス に 95.8 926 の T 胡 上 1 R 型 抗原 が 常に 不変 に 推 持 され る 間 に , 単 一 抗 属 目玉 県 
人 合 抗 系 の それ は O て * る 事 に より 正当 性 を 与え ら , 複合 抗原 系 の 相互 問 を , 又 主 一 抗原 系 , 主 潜在 抗原 上 中 隊 
れ て いる 。 即ち 抗体 の 存在 は O 型 原虫 と し て の 再発 を 間 を 移行 し , 本 原虫 の 抗 販 構成 に 複雑 な 往 釈 と 弾 カ 條 目 ^ 対 
岩 に 阻止 する も の に 他 な ら ぬ と 言及 し える 。 た ゞ さ 単 一 抗 り , 且つ と れ が 本 原虫 の 刈 目 革 
原 系 中 3 例 の 2 段階 以 上の原 株 仙 i 例 数 は この 解釈 に 従 原 株 人 復 放 方 向 な 関連 す 目 か 


















わ ず ,。 な お 再発 方 向 に 関与 す べき 他 要 因 の 存在 を 示す も ろ る 事 で ある 和え 
の と 思わ れ た が その 推定 こつ いて は 実験 的 根拠 を 得 て い 在 す 
か た し し ヽ 考 案 や 3 / 
7 日 は トッ ー う を 2 トル > つ 、 全 セ 弄 関 1 
- % 佐 オ く 式 に 対し ,。 新しく 次 の 往 釈 訓 く Ehrlich (1909) 及び Levaditi (1909) 等 に 始ま 2 
7 者 > 中 ユ 7 ン 日 月 1 に に cs 2 と を 
事 が 出 即ち 。』 に 関し つた 77y カ 272oso7 感 動物 体内 に 
- は 政 ち に , 複合 抗原 系 の R み 異 俊 作 に 関す る 諸 問 題 は Browning (1908), Neuman 
人 切 め て 0 型 に 復 放 する 。 但 し 出現 (1911)。 Ritz (1914, 1916 )。 Mutermilch et Salaman 
ろ 限り 還 再 納 は 聞 呈 さ 5 5 3 ト て 
ゥ 限り , O 型 再発 は 阻 正 き (1928 )、 Fulton (1940 )。 Lourie et O'connor (1937) 呈 
う 後 単 一 抗原 系 に な り 初 め て 0O 型 と \ の 興味 3 究 に ょ つて 様々 た 新知 見 が 加え られ た Eee 
ペー 了 ム ビ と ホフ ヘッ テン IE Oo Sr Sn / ゝ 7 
可能 とこ な る も の で ある 。 従 つて と の 実験 成 が , 現在 な お と の 変異 際 序 に : 人 ! 域 の 中 改 作 」 
くま )ー > ッ ア ーー クル ー 中 7 5 Ei メン に ロロ 3 か めい > ぃ ネム ブフ > > E / 
亡 ( こ > て や 猪木 等 の 提唱 し た 0OーRーO 変異 説 に 何等 問題 の 一 つ で ある に か ゝ わら 3 本 解析 が 試み られ て 


いな い 。 従 つて 猪木 等 に よる Ne g7772 の 76725@ 






























































杭 原 系 | | 換 合 . 抗 原 * 系 OO ス 融 1 
栓 聞 澤 二 抗原 系 | 主 : 替 在 抗原 素 3 廊 抗原 系 > バボ の 研究 は 木 62 ay ン > 異 ( 訂 し 絹 豆 
明か ら 1 た 解析 {本 問題 解決 へ 
| ま .R ま .R > 首 侯 N 問 由衣 決 
ォ ー 二ノ 、 | soA 澄 . (O) wN 制 .O 2 と 。 ユル )。 三 テ > y あー 生 即 と に 習 し 4 衝 」 
杭 原 模 形 N N た も の と 言う べき で あろ う 。 即ち 本 族 
下 ける 抗原 変 黒 が 宿主 体内 に 
江 塊 了 R 血 済 | 十 | 十 十 SE つた 
反応 | 了 0 人 済 ー ーー こ ー より 誘導 され ろ 事 等 を 多く の 実験 か ら 証 B 2 
抗 体型 R 放 。 人 3 1 主 .8 し 当 変 異 が 抗体 に 対す る 適応 変異 と し て 証明 し える も の 8 
1 D ょ した 。 そ と の 静 移 の 一 つと し て - 邊 人 2 が 強調 レ した 事実 に 変 SCTeG 
5 の ZZ の 10 一 R +|0 一 Re 一 10 一 Re 一 人 な 。 っ て 
ZZ R0 士 |ReE0 上 Reh0 一 斑 向 の 規則 性 が ある 。 即ち 前 述 の 如く O 一 Ri_-n っ 0 
店 式 だ 較 示 し える も の で ある 。 と の 変異 僅 式 図 中 の 後 の 
原 株 復 呈 | | 段階 |2 段 階 以 上 | 2 段階 以上 2 を akgecr kp 原 四 】 
部 。 即ち 。 ほ ー0 方 向 ( 原 株 復帰 ) へ の 変異 は すべ て フー 
第 4 図 77y カ gzoso22Z g7 の /e2se の 抗原 系 統 、 の 変異 型 R,-n に 関し 等 し く 原 株 O へ の 復 常 変異 と し 新 AA 
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昭和 34 年 2 月 (1959)〕 

た に 報告 さき され た も の で ある 。 併 し な が ら 少 数 頻度 に 見 らち 
と 人 人 へ の に し て は 明確 な 説明 が 
与え られ な か つた 。 本 研究 成績 で 新しく 推定 され た 複合 
抗原 系 の 存 在 は , 徒 来 の この 陰 路 を 完全 に 補足 し える も 
の と 考え c し 。 副 多 は 潜在 抗原 形質 の Ns 3 
な 本 原虫 の 原 株 傷 帰 に 重要 な 役割 を 果す と 
2 段階 以 上の原 株 復 jp と し て we 約 され 
か も か > ゝ る 統一 の 結果 は 上 苦 か 
明 に 抵触 する 事 な く , より 一 層 この 半 を 潮 め る も の に 
他 な ら な か つた 。 

S よ そ 抗 原型 の 抗 血 清 に ょ る 誘導 変異 に 関係 し , その 
抗原 形質 の 分 析 を 試み た 研究 と し て は Sonneborn 等 の 
ae ー 連 の 研究 が 最も 詳細 と 
と 比較 し 興味 ある 事 は 7zZ2- 
6 の 76777 Ne る 抗 血清 と の 接触 の 結果 , 異 
抗原 型 原虫 に 変異 する 事 は Age g の 7 の 22Se と 


】 5 


O* 


て 一 





277726CZ272 の 777Z 


よ の 中 で ks 本 研 


イヒ 





= る 区 


ノ ) 盟 弄 | 
れ /) とこ 党 つか の 暴 : 型 原虫 は 夫 





位 ご ある が 。 か くし て 但 ち 
々 店 する 抗 血清 と 強く 反応 Gimmobilization) す る 他 に 
旧型 抗 血 消 と る 弱く 反応 する 事 ご ある 。 即ち 類 属 反 臣 を 
"ある 。 又 原 昌 抽出 液 中 に は 元 来 その 原虫 が 表示 
ル 外 の 抗原 型 物質 が 所 調 ハ プ テ ン の 形 で 存 


百 








所 ホ ニー}) 了 の 


員 や 沢 ご 4 し て いる 。 


変異 の 方 向 付 け や , 増殖 経過 





と の Pecz22 (に お ける 差異 や 
を 考慮 すれ ば 直ちに 同一 軌 上 に 比較 対称 し うる ぁゃ の 


に 関す る 今回 の 知見 





- や 7 ァ y カ の SC ( 


了 作 と 直接 連繋 を 






有する 点 に 於 て , 





7 ァ y カ 2 の SO727 go72 の 4e2S6 は 培養 て の 他 の 点 で 実験 党 





遇 を y 
y ワ スズ ス は 和 多く の 利 


ス 素 代 接種 に 』 











事 , 人 大 餅 に ょ つて も 容易 奉 を 来 す 事 , 

人 /\ 各 清 惑 ( Z マ (に | 目 ら レ の 3 事 征 
これ 等 中 で 特に 本 研究 に 有意 義 て 

8 接種 あつ た 





Screening method 等 は 





ー ト 品 生葉 を ロー ゴー 4 
14 別 認 穫 

ぬ リ イッ 田 弄 昨 折 由 の 当 左 : た 、 得 EE そ ュ う よ か りみ と 、 ア - カー) あー 中 任 

ハ て 異型 原虫 6 混在 を 靖 疑 + ね ば な ら な か つた 。 単 個 


- お ける 随時 施行 は と の 疑 点 を 消 減 


し 常に 原虫 集団 を 少く と も 抗原 形質 に 関す る 限り 均 一 系 
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て 認識 する 事 が で きた 。 こ と の 事 は 抗原 変異 に 対す る 
ex 的 解析 に 寄与 する 事 が 大 で あつ た 。 

本 研究 に お いて 抗原 型 同定 法 と し て agglomeration 
の 他 に screening method 及び 治癒 マウ ス 林 清 の 抗体 判 
定 の 2 手段 を 併用 し た が , 
猪木 (1953) が Ehrlich の reinfection test を 基礎 と 
し て 考案 きれ た も の で あつ た 。 主 潜在 抗原 系 の 証明 は 


ご が 


ー こ の 中 screening method は 


ょ 不 石 台 


agglomeration の みみ で は 不可 能 り , SCreening Ime- 


thod に より 初め て 認知 きれ た る の で ある 。 し か も , O 
ーR (一 ), RーO ( 十 ) の 一 見 不可 能 な 現象 の 結果 と 
し て 推測 し レ え た も の で あり , か つて の 推測 の 正 し さ は 
体 の 同定 法 の 実施 に より 明瞭 に 理 付 けら れる も の と な つ 


『 


半 (m 


主 潜在 系 の 存在 に 単 一 系 及び 複合 系 特に その 主 副 


1 
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トー マコ 


は 前 
う も の と な り 得 た 失い 
ミ 果 し て 1 細胞 (個体 
の 増 確 過程 に あり て we と ろ べ き 形 質 は と も か く 副 次 
的 に 共存 し える 抗原 形質 が 少く と も 外観 上 増減 政 は 出没 
し える 可能 性 の 問題 ご で ある 。 お と らく は 原 株 より 再発 レ 
た 変異 株 は 少く て は 元 の 原 株 抗原 形質 
を 全く 表示 し え 1 する の が と の 変異 現象 の 
本 態 で あら う が , 反応 に 関係 すべ き 各 種 要因 , 即ち , 抗体 
内 在 す る 変異 能力 , と の 方 向 


維 と の 電 筐 が 完全 ど 半 中 レ し える も の と な り ,。 ひ いび" 
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られ る 。 他方 潜在 抗原 形質 に つい て は , Se Tm@- 
thod, 抗体 産生 より 始 ぷ が 認知 【 が 
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差 と し て 納得 し える 。 し か し な が ら , か ゝ る 原虫 個体 に 
WI 量 的 差異 の 上 に 立つ て の み 論 じ 
べき か 否 か に つい て は 更に 貸 重 に 検討 すべ き は 勿論 で 
る 。 当 然 の 考慮 と 滞る べき 抗原 形質 の 原 
虫 細胞 内 に お ける 分 布 様式 或 は その 信 置 的 考察 を 行 は ね 
ば な ら な い の は 言 を また な いし 。 又 と れ ら の 様式 で 存在 
する 抗原 形質 の 物質 的 裏 付 を も 求め ね ば な ら ぬ と 考え ら 
ーー で だ SOC 

は 元 より 求め 得 べ くも な く , 新しい 観点 に 立つ べき 将来 
の 研究 に また ね ば な ら な い 。 

騙 抗 原型 が 原虫 細胞 の 示す 遺伝 学 上 の 一 形質 と 考え る 
な ら ら ば 近 原 形質 発 現に する 核 及 び 細 胞 質 問 の 関連 を 無 
視 し 得る る の で は な い 。 ア zzZzzecZ み 2 の 727 (に こ お け る 
抗原 性 遺伝 に 関し て 証明 され た 遺伝 子 の 役割 は zzgyze- 
cz の 示す 特殊 な 機能 , 即ち , conjugation や auto- 
gamy 或 は 細胞 質 交換 現象 を 応用 し , 始め て 明らか に さ 
れ た も の で ある 。 その 点 7 ァ y カ gzosoZ2Z gZ7 の eS6 ( こ お 
いて は 単に 娘 zo に お ける 増殖 を も 観察 し えな い の み 
な ら ず 分 像 以外 に 増殖 法 の な い 故 を も つて 。 ア zze- 
cz の 227Z と 同様 の 立場 か ら 遺 伝 子 の 役割 を 分 析 す る 
事 は 全く 不可 能 と 言わ ね ば な ら な か つた 。 し か し 今回 の 
成績 に 対 し て も 当然 核 , 細胞 質問 の 連繋 を 考慮 し つ ゝ 説 
明 を 求め ね ば な ら ぬ の は 論 を また な い 。 

睡眠 病 病原 体 で ある 7 ァ 7 ツ カ 2zoso7Z g27 の 56 が 容易 
に 抗原 型 変 異 を 来 し , AIR 式 で 副 次 的 に 他 抗 
原型 を も 表現 し える と すれ ば , 疫学 や 免疫 学 上 種々 の 同 

定 に 問題 を 提出 する の お な ら な い 。 古 く Kro6 
PRWOTWRPR に る ツ エ ツェ 虹 体 内 通過 に 
ょ つて すべ て 同一 抗原 型 に 変遷 し 得る る の か も 知れ な い 
が , それ に し て も と の 抗原 的 多様 性 及び 易 変 異性 を 特徴 
と する 本 原虫 の 免疫 学 的 研究 の 重要 性 が 減 史 する も の と 
は 考え られ な い 。 

Zzzzecz2 (に お ける 他 , 細菌 学 領域 に お いて も 大 腸 
苗 。 百日咳 菌 , サル モネ ラ 属 , 肺炎 双 球 菌 等 に 観察 され 
た 各 様 の 抗原 変異 の 現象 は , 新しい 遺伝 学 上 の 中 心 課題 


と な つて いる ろ る 。 Z ァ yzoso2Z gZ72 の eS@ の 免疫 学 的 変 
異 も , 疫学 , 免疫 学 上 の みな ら ず 細胞 質 遺 伝 学 上 か ら 


も 。 より 深く 考 究 さ れる べき で あり , 今回 の 抗原 構成 の 
統一 並 に それ が 抗原 変異 に え た 意味 付け も 遺伝 学 と 免 
商学 と の 関係 に お いて 極め て 有意 義 な も の と 言え よう 。 

最後 に , 木 研究 は 変異 株 中 に 共存 する 原 株 抗原 型 に つ 
いて 行 つ た 分 析 で ある が , 同じ 現象 が 原 株 に 共存 する 変 
異型 又は 変異 株 原虫 に 存在 する 異変 異型 の 立場 か ら も 認 
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め う る も の で あら う が , と れ ら の 場合 は 実験 操作 上 の 複 
雑 さ と それ に 伴 ふ べき 諸 隆 中 の 故 も あり 研究 外 と せ ざ る 
を 得 な みか つ つた っ 


1. 77y カ gzoso22Z g の 2 の ezse の 各種 抗原 性 変異 株 の ゃ 
ウス 累代 接種 の 間 に agglomeration, screening method 
及び 抗体 型 判定 等 の 抗原 型 同定 を 行い , 且つ それ ら の 再 
発 に ょ る 変異 方 向 を 観察 し , 原虫 の 抗原 構成 を 研究 し 佐 
せ て 抗原 変異 に 対す る 遺伝 学 的 考察 を 行 つ た 。 

2. 変異 株 は それ が 示す 抗原 形質 に 応じ て 単 一 抗原 系 
及び 複合 抗原 系 に 分 ち 得 , 更に 後者 は 主 副 抗原 系 並 と 主 
潜在 抗原 系 の 各 系 統 た 区別 す る 事 が 出来 る 。 

3.。 単 一 抗原 系 で は 採用 し た すべ て の 抗原 型 同 定 法 に 
ょ つて 唯一 の 抗原 型 の み を 表現 する , と れ に 反し 複合 抗 
原 系 で は 主 抗原 系 R の 他 に 副 又 は 潜在 抗原 と し て 0O 弄 を 
表示 する 。 副 抗原 は 主 抗原 と 同様 。 即ち , agglomeratiom 
陽 人 screening method で ミーO (ー),OーBR (一 ) 
抗体 型 判定 で 陽性 の 形 と し て 表現 され る が , 潜在 抗原 は 
agglomeration 陰性 , screening method で RーO( 十 ) 
OR (一 ), 抗体 型 判定 で 陽性 の 形 と し て 表現 され る 。 

4. マウ ス 果 代 接種 の 間 に 原 虫 の 示す 抗原 型 が 単 一 系 
系 叉 主 副 系 と 主 潜 系 の 各 間 を 移行 し える 事 を 認め 

還 EPR 
能 で ある 。 複 合 系 か ら は 他 変 異型 に 再発 変異 を 来 す が , 

の が サー 系 に な ら ざ る 限り 原 株 作 帰 を 招来 


6 上 方 向 導 に 康 衝 方 向 の 規則 性 に 関 レ , 抗原 
系 統 の 分 類 は 新しい 統一 と 具体 性 を 与え る 事 が 可能 と な 
次 。 

7。 以上 の 実験 は 凡 て 単 個 原虫 接種 法 に ょ る 抗原 型 に 
関し て の 均一 系 原虫 を 採用 し , 騙 伝 学 的 考察 の 拠 所 と し 
た 。 


稿 を 終る に 当り 御 懇 篤 な 御 校 闘 を 場 わ つ た 森下 薫 教 授 
並び に 御 指導 , 御 校 関 を 戴 い た 猪木 正三 教授 に 深 席 し , 
また 種々 の 有益 な る 御 助言 を うけ た 中 林 助 教授 に 感謝 し 
ます 。 

本 論文 要旨 は 第 26 回 日 本 遺伝 学会 総会 第 7 回 細菌 学 
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Summmary 


Different methods, such as agglomeration rea- 
ction, screening method and others, were employed 
at the same time for analysis of the antigenic 
constitutions of the relapse variants. ConsequentIY, 
it was known that the relapse variantS Were ClaS- 
sified into two groups according to their antigenic 
constitutions. One was named aS Compound an- 
tigenic sytem', which means the group containing 
more or less original antigen (O) besides the own 
one (R)。 The other was named as Ssimple an- 
tigenic system', which has no original antigen. 
Furthermore, it was found that the compound 
antigenic SyStem parasites were classified into two 
subgroups first by introducing the screening 
method. This di 括 erence of the antigenic Con- 
stitution in the relapse variants was found to 
have an important relation to the O-R-O yariation. 
That is, the parasites of the simple antigenic 
SyStem can regularly revert to the original, 
whereas these of the compound antigeniCc SySterm 
can not. However, 下 the latter changes to the 
formes on the course of the mouse Dassage, 
becomes to be able to revert to the original. 


w 
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7 ァ y カ 2 の 5 の 72 の g222 の 7622S6 の 変異 と その 遺伝 性 
抗体 に よる 読 導 変 異 の ょ 9 詳細 な 追究 
猪木 正三 福 穴 多 重光 松代 愛 三 
大 阪 大 学 微生物 病 研究 所 寄生 虫 原虫 学 肖 
(昭和 33 年 10 月 25 日 受領 ) 
特 別 掲 載 
細か い 実 験 操作 は 夫々 人 る と を を . 記 
較 言 こ ゝ で は 使用 し た 所 の immune serum に つい て の べ て 
従来 か ら 猪木 等 は 7 ァ y カ gzoso72Z gg72 の eSe の 変異 と お と う 。 


その 遺伝 性 の 諸 問題 に つい て 研究 を 重ね て 来 た が , 現在 
迄 に その 抗 ww 変異 ( Pewwonoee anti-serum (こよ ょ つ 
て 誘導 され , 司 に OーRーO と いう 定 方 向 性 変異 で ある 
点 で る と と が た 。 過去 に 於 て 猪木 等 は 再 
発 型 が 23 型 存在 する と と を 報告 し た けれ ど ぁ , それ ら の 
何れ も (any one type) 単 一 抗原 型 を 有する も ゃ の と 相 
定 し て いた 為 に 。 当時 は R」 と か Rs と か ー つ の 型 で 特 
徴 づ け て いた 。 

今回 報告 する 現象 は 適度 に 稀 息 し た 抗体 の 作用 の 下 で 
出現 し た 所 の 複合 抗原 型 の 原虫 , つま り 二 つ 以 上 の 異な 
る 抗 血清 に ょ つて 凝 塊 され る 原虫 了 それ ら 単 一 の 抗 箇 
て 如何 な る 変異 を 栓 る か と いう 実験 で ある 。 
普 に た 婦 222o の 実験 結果 み 

つて も ゃ 原虫 は 原 株 (O) 


マ ” 素 


ゞ y 才 ル デ + つっ 
7 月 W- よ ブ 
以下 述べ る 所 の 2 の o 


キル ー 


ちら 。 ど ( ルン "つの 拠 血清 だ け Wー 


+ 
定 方 向 性 に 帰る と と , 従 つて 猪木 等 が 最初 に 操 て た Oー 
RーO の 変異 の 方 向 性 が いつ で も 当て 崩 る と と が た し か 
め ら れ た わけ で ある 。 
実験 材料 及び 方 法 
本 実験 に は マウ ス に ょ つて 累代 保存 され た 7 ァ み go- 


so22Z gZ2 の eS6 ( T G 1 株) を 用 いた 。 

原虫 の 継 代 接種 , 人 血清 に ょ る 治癒 , 抗 血 清 の 衣 取 , 
凝 塊 反 応 , 再発 と Ehrlich 法 , screening method 等 の 
方 法 術 式 6 は 既報 の 通り で ある 。 


SHozo TNOKL SHGEMITsU FUKUKITA 錠 AiZo 
MATSUSHIRO : Studies on the immunological 
Variation in 7 ァ 》 の 2 の SO22Z gg の ese. Detailed 
observation on the antigenic variation inducible 
by antibody (Department of Parasitology, Re- 
search Institute for Microbial Diseases, Osaka 
University) 


a) anti-O-serum 

原 株 0- 847 代 , No. 795 を 家 兎 に て , 血清 を 繰 
取 し 非 動 化 ユ ず に 用 いた 。 凝 塊 価 は 第 1 表 の 通り で あ 

D) anti-R。-serum 

原 株 O 493 代 ょ り の 再発 R。 き 
ウス に 継 代 し た 。 抗 R。 血清 は R。 31 代 の 
ウス ょ り 採 取 し た 。 こ の R。 は 0O と の 間 に 相 互 ス クリ ー 
ン は 可能 ご ある 。 つ まり R。29 代 の 治癒 マウ ス に 054 作 
を 接種 すれ ば , 見 られ 0 型 原 昌 が 出現 し 。 と 
BRCCPCRY EN 
同じ く R。 原虫 が 出現 し た 。 従 つて R。 抗体 中 に も 全く 


商 し 


+ R。 1 代 と し , 以後 マ 
28 匹 の 治癒 て 


甘 辻 』 


0 抗体 の 混在 は な いも の と 考え られ る 。 和尚 凝 塊 価 は 第 1 
表 に 示し た 。 

C) anti-R」。-serum 

原 株 O 562 代 , No. 1262, より の 再発 Ri。 を Ri。1 代 
と し , 以後 マウ ス た 継 代 し た 。 抗 Ri。 血清 は Ri。 治癒 
マウ ス 15 匹 ょ り 採取 し た 。 と の Rij。 も O と の 間 に 相 互 


スク リー ン が 成立 つた 。 つま り R,。 16 代 治 癒 マ ウス に 
O 585 代 原 虫 を 接種 し O 原 虫 が 出現 し , O 561 代 及 び 
678 代 治 穴 マウ ス に Ri。 1 代 及 び 21 代 原虫 を 接 往 し Ra 
原虫 が 出現 し た 。 従 つて と の Ri。 抗体 中 に も 全く 抗 O 血 
清 の 混在 は な いも の と 考え られ る 。 和尚 凝 塊 価 は 第 1 表 に 
ud あッ 

更に R。 と Ri。 は 別個 な 抗原 型 ご ある と と は , 治癒 
ウス Re 64 代 に R,。 3 代 の 原虫 を 接種 し Ri。 原 躍 出現 
を みた 事 に ょ り 証 明 し た 。 和尚 凝 塊 反応 の 程度 及び 原 貝 数 
の 表し 方 は 既報 (猪木 : 1948) の 方 法 に 従 つ た , 即ち , 

原虫 数 の 表し 方 

ー 50 視 野 に 1 匹 も な し 





本 研究 は 文部 省 科 学研 究 費 に ょ つて 行わ しれ た, 附 記し て 感謝 の 意 を 表す る (猪木 正三 ) 
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昭和 34 年 2 月 (1959)] 
第 1 表 各 抗 面 清 の 対応 (homologous) 原虫 に 対す る 凝 塊 価 
稀 釈 倍 数 
抗 血 清 
2 56 4 ※ 8 ※ 16 X 32 メ 64※X 128X 256X 512 メ 1024X 2048X 
抗 O 血 清 慌 慌 工 革 廿 十 十 ーー 十 十 一 
抗 R。 血清 必 局 填 時 十 填 十 トー 十 十 一 
抗 R」。 血 清 時 掛 填 填 填 十 十 識 呈 一 一 
話 , O と R。 の 抗体 価 は ほ ゞ 同様 の 張 き で , Ri。 は 少し 弱い . 

十 数 視野 に 1 匹 刀 至 2 匹 程 度 み と め る も の の が な か つた 。 と と ろ が と の 変異 は mutant の 抗体 に よ 

廿 1 視野 に 1 匹 乃 至 10 匹 る 選択 に よる も の で は な く て , 抗体 に よる 適応 的 な 誘導 

世 時 eye 変異 で ある と と が 猪木 等 の 実験 を 通じ て 益々 明 ら か に た 

冊 . 1 視野 に 50 匹 以上 つた 。 し か し , 抗体 に 出 遇 つた 原虫 を 一 匹 釣り し て , そ 
ee ャ ウス の 尾 血 液 薄 層 塗 湊 ギ ー ム ザ 染 色 擦 本 を の 原 束 の 抗原 型 が 変 つ て 居れ ば , 最も 決定 的 な と と が 云 


720 倍 Ma ) の 拡 大 を 誠 て て 検 鏡 計 算 し た 。 
凝 塊 反 応 の 程 ぼ は 


陰性 (一) が 集 つ て いな いも の 。 ユ エー 個 集 つ 
て いる 時 は むし ろ 陰 性 と し た 。 
弱 陽 性 ( 十 ) 数 匹 の 原虫 が 集 り , その 一 つ ー つ が 明 


ら か に 識別 され る も の 。 


中 等 度 陽性 .( 廿 ) 多数 の 原虫 が 重なり 合 つ て 集合 
し , 全体 が 円 形 を 呈し て いる も の ぁ 』 
強 陽性 ( 志 ) ( 症 ) の 如き 凝 塊 2 個 以上 集 り , 更に 


大 な る 不正 形 の 塊 も を なす も の 。 
冊 ( 提 ) 以上 の も 


anti-O-serum の 濃度 の 影響 
つて 直接 抗原 


1。 Ehrlich 法 に 於 ける 
Ehrlich 以来 本 原虫 が 対応 する 抗体 に ょ 


っ 


える 箸 で ある 。 我々 は と の 実験 の 前 段階 と し て , Ehrlich 
法 を 行う 際 の 抗 面 清 の 濃度 に つい て 調べ る 必要 に 人 迫 ら れ 


前 後 ( 第 2, 
実 が 判明 し た 。 
i ) 第 2 表 に お いて は 0 型 原虫 を 抗 O 血 清 2 <, 4 X。 
8 X それ ぞ れ に 接触 せしめ た と と ろ 同 じ 抗 原型 Ri。 え , 
16 <, 32X で は Rx に 変異 し , 64 メ ー1024X で は 抗原 型 
に 変異 が み ら れ ず , 元 の 0 型 原 昌 が 血 中 に 出現 し た 。 


3 表 ) 2 回 の 実験 の 結果 か ら 次 の 様 な 事 


第 3 表 に お いて も 2 X, 4 <, 8X が 同一 抗原 型 Rs 
に , 16X で は Rei, 82 メー1024X で は 抗原 型 に 変異 が み 


られ ず 。 元 の 0 型 が 出現 し た 。 2 回 の 実験 で は 不 十分 

あろ う が , 次 の 様 に まとめ る と と が 出来 る と 考え る 。 即 
ち Ehrlich 法 ビ よ つて 講 注 され る 挑 原型 所 体 の 到 き と 
ょ つて 異 り , 或 る 濃度 の 範囲 で は 同型 の 変異 株 に な る が 
一定 簡 囲 を 超え る と 双 別 の 型 の 変異 株 が 出現 する 

















性 変異 を 誘導 され る の で あろ うと ゆう 考え を いだい て い 
た 学者 も あつ た が , それ を 遺伝 学 的 に 詳 し く 追 し た も 1) 第 9 天 の Rx 株 は 導 現 反応 ご 判定 し た 限り では, 税 
第 2 表 Ehrlich 法 に 於 ける 0O 体 の 濃度 の 影響 
0 挑 体 和 釈 倍数 2 x 4 メ 8 x 16 メ 32x 64X 128x 256x 512x 1024X 
接種 マウ > 番 。。 1 2 3 4 5 6 7 - 二 こら 
生ま 電電 
- 宮 - 妊 時 T 0 2 で ES 
同 人 等 1 修二 

その 他 抗 R 血清 。 一 挑 R 血 清 その 他 抗 R 血 清 一 
判 定 R,。 Rx O 
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150 [寄生 虫 学 雑誌 ・ 第 8 巻 ・ 第 1 号 
第 3 表 Ehrlich 法 に 於 ける O 挑 体 の 濃度 の 影響 
ひ O 挑 体 稀釈 倍数 y 委 .3 故 XX 8 16 X 32 メ 64 128 256 ※ 512※ 1024 x 
接種 マウ ス 番 号 の 人 as) な ) 9, 10 3 は 。 1 13 14 15 (人 
近 光 反 せ 持 提 持 寺 李 
接種 後 5 日 目 の の PP CE 5 
き 坦 林 織 k。。-。 凌 隊 し .。、 介 、、05 、。。7 ま 00 間 し の 。 
挑 O 血 清 一 挑 Re 抗 O 重 清 十 
司 定 撤 R。 想 清 の 撤 Ri。 撤 R」。 相 清 9 
抗 Ri。 血 清 十 。 血清 十 抗 R。 箇 清 一 
その 他 R 拓 血清 一 抗 O 血 清 一 その 他 抗 RR 血 清 一 
判 定 R,。 O 


々 の 既知 の 23 変 異 株 以外 の も の で あり , 時 体 な りら 案 
帰し て し まつ た 。 従 つて Rx は と の 点 ょ 5 
常に 不安 定 で O に 復帰 し ie も つた も ゃ 6 
れる 。 双 Rai。 株 に つい て も , 後述 する MA ip の スク リ 
ー ン 法 の 結果 か ら , これ も ゃ 不安 定 で O 変 り 易い 性 提 の 
や も の で ある と と が 判明 し た 。 従 つて 抗体 に よ つ て , は つ 
きり 変異 を 誘導 され る 濃度 と , 全く 変異 を 腎 ら な い 淡 い 
濃度 の 間 に は , 変異 を 誘導 し は する が , それ は 非常 に 不 
安定 で O と 復帰 する 傾向 が 非常 に 強い 抗原 型 の 変異 株 を 
出現 さす も の と 考え られ る 。 

2。 Re 変異 株 の 性 状 


前 順 の 第 2 表 て 得 られ た 不安 定 な Rx 株 は 継 代 中 に O 


た 人 復帰 し ke まつ た の で , とれ の よ ょ り 詳 細 な 追究 は 行う 
と と が 出来 な か つた 。 し か し し 第 8 表 の Re,io 株 は R。,。 1 


代 よ り 現 在 64 80 代 迄 の 間 で は , 凝 塊 反 応 で 抗 O 血 清 
た 陰性 , 抗 R。 血清 及び 抗 Ri 血清 に 陽性 で , と の 他 の 
抗 R 血 清 に は 凡 て 陰性 , 継 代 中 に 抗原 型 の 変異 は 認め ら 
れず 不変 に 維持 され た 。 従 つて Ri。 の 性 状 を 検討 する 
と と が 出来 た 。 


先ず 第 一 に 変異 株 は 0 原虫 よ り 変異 誘導 の 際 , 一 
部 は Ri。 2 ター 部 は R。 原虫 に 変異 し て 共に マウ 


ス 体 内 で 混合 し て 増殖 し , 凝 塊 反 応 で みる と , 
状 も Ri。 の それ も 併せ も つも の で ある の か , 


R。 の 性 
と れ と も 抗 


O 血清 の 作用 に ょ つて , 全 O 原 虫 が 同 方 向 に 変異 し , 各 
ズ の 原虫 が Ri。 及び Rs。 抗原 を 併せ も つ に 到 つ た も の 


みみ , 何れ で ある か を 確か め る 必要 が ある 。 そ れ で 一 匹 釣 
放り - よ ちの 
釣り で 得 た も の に つい て は 1 例 中 1 例 ,。 R。,。 8 代 (No. 
183) より の それ で は 5 例 中 5 例 の 確率 で すべ て 抗 R。 血 
清 及 び 抗 R。 血清 に 陽性 。 抗 0 面 清 が 陰性 な る と と き を 確 
か め 得 た 。 つ まり 一 匹 釣 試験 に よ つて 各々 の 原 虫 に 二 つ 
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の 抗原 即ち Ri。 と R。 を 併せ も つと と が わか つた 。 

次 に 現 釣 し た 原 下 を NN これ を O 治 癒 
マウ ス に スク リー ン し た 。 2 日 後に 血 中 に 原 東 の 出現 を 
見 , 以下 に 述べ る 様 に 何れ も 抗 R。 及び 抗 Ri。 血清 に 陽 
性 , 抗 0 血清 に 陰性 の 結果 を 示し た 。 

Ro 王 O 原虫 出現 

9 代 


No. 27 一 587 代 抗 R 及 び 抗 Ri 血清 に 陽 
No. 24 一 590 代 性 抗 O 血清 に 陰性 
No. 25 一 595 代 の その 他 抗 血清 に 陰性 


即ち 一 匹 釣 し た Re 9 代 の No. 24。 No. 25, No. 
27 の 原虫 を 夫々 O 治 癒 マ ウス 587 代 , 590 代 , 5985 代 に 
接種 し 。 スク リー ン が 成立 し た の で ある 。 な は ほ 出 現 原 昌 
は 上 述 の 如く 一 原虫 内 に Ri。 と R。 の 2 つの 抗原 を 有 す 
る 変異 株 で ある と 思わ れ た が , 逆 に Ri の 16 代 及び 
17 代 治癒 マウ ス に 0 原虫 を 接種 し て 逆 方 向 の スク リー ン 
了 つ た 結果 
O 一 Ri 出現 原 息 
611 代 16 代 ーー 
611 代 。 17 代 ャ ー 
ご 3 週間 以上 観察 を 続け た が 原虫 が 血 中 に 増殖 し て 来 

な か つた 。 従 つ て と の Ro は 潜在 抗原 と し て の 0O き を 含 
と いえ る 。 

以上 の 成績 か ら 一 匹 釣 し た Ro は R。 と Ri。 の 二 
つの 抗原 を 主 及び 副 抗原 と し (R。 詩 Ri。 の 何れ か は 明 ら 
みか でない, 従 つ て 何れ が 主 と か 列 と か は 云え な いか る ゃ 知 
れ な い ), そ の 上 に 0 抗原 を 潜在 的 に 含む 所 の 複合 抗原 系 
(compound antigenic system) と 考え と 

所 ) 次 に と の Rei。 原虫 の 析 清 学 的 性 状 を 調べ る 為 と 
と の 原虫 を R。 及び Ri,。 治癒 マウ ス に スク リー ン し て み 
た 。 その 結果 一 見 不可 解 な 現象 を 見 出し た 。 


られ る 。 
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5 1 必 昭和 34 年 2 月 (1959)〕 151 
第 4 表 screening 途上 に お ける R。.i。* の 挑 原 変異 
1024 x Rn。 一 Ri Ren。 一 Ri Reuno 一 Rs 
スネ スク リー ン 法 すま 。 和 柏 29 代 2 “ 16 代 ご: 全 87 代 
16 No. 1 No.79 No. 3 No.52 No. 3 88 代 
- 幸 血 中 原虫 一 用 水 盾 箇 中 原 東 拓 , 抗 O, Rs, Ri。 
接種 後 7 日 目 抗 O 血 清 十 , 抗 R」。 析 清 一 その 他 抗 血清 に 一 , 抗 R。 
E 抗 R。 血 清 一 , その 他 拓 R 一 血清 に 十 R, に 判定 継 代 3 代 
O 型 に 判定 目 O 型 と な る 
近 R。 R。 及び その 他 R 
5 6, Rio その 他 抗 
EL 血清 一 
O 型 に 判定 
ET 
2 > その に ーー。 上 L 民 。 
接種 後 10 日 目 。 証 済 二 R。 に 判定 , 継 代 4 
代目 に ひ O と な る 。. 
) 治癒 * 
i 現 を 即ち 元 来 スタ リー ン 法 に 訟 いて ,。 あ る 抗体 が 出来 て い 昌 さ れ て 死ぬ の で は な くし て , むし ろ 抗 R。 抗体 の 作用 
た 陽 る 所 主治 癒 マ ウス に と 。 異 抗原 型 の 原虫 を 接種 し た 場合 に の 下 に O え の 復 帰 変異 を 誘導 され , か くし て 変異 し た 原 
は , た と い 一 匹 の 原虫 で も 感染 が 成立 する が , 同型 の 抗 虫 が 永い 潜伏 期 の 後 出現 する も の と 推定 せ ざ る を 得 な 
原型 を 有する 原虫 の 場合 は 感染 は 厳 に 阻止 され る 。 所 が い 。 
本 成績 に 於 いて この 様 な 現象 を 得 た こと は 人為 的 に そ と て と の と こ を 明確 に する た めじ に 如 9y の て Re 
Ehrlich 法 に よ つ て 得 られ た 非常 に 不安 定 な 変異 抗原 原虫 を 抗 Ri。 及 び 抗 R。 血清 に 夫々 単独 に 遇 わせ る 所 
R。,io の 性 状 の 特殊 性 に 依る も の と 考え られ る 。 つま もり の Ehrlich 法 の 実験 を 計 「 画 を 。 競 。 
と の 場合 の スク リー ン 仁 於 て は 通常 の スク リー ン に は 見 結果 は 第 5 表 の 通り で , か ょ うな 3 
No. られ な い 程 長い な むしろ 再発 に み られ る 潜伏 期間 の 後に 感 抗 血清 で 単独 に hit し て も O に 復帰 こと が わか 
代 に 染 が 成立 し て いる けれ ども , 血 中 に 現われ た 原虫 は 元 の た 。 と の 事実 は 猪木 等 の OーRー0 変 異 : rc の 
氷 過 所 と は 明らか に 抗原 型 が 変異 し て 居り , O に 復帰 抗原 系 に 就 い て の みな ら ず 復 合 抗原 系 に も 妥当 する と 
有 す し た 原虫 で ある 。 と の 変異 し て 出現 し : に 原 了 が 拉 種 し た を 示す も の で ある 。 
及び Rai Ce て 居り 治 着 前 の R。 或いは Ri。 に 由来 し 時 > の 2 の の の 変 民 , つ まり スク リー ン の 過程 で 簡単 に 
ー ン て いな いと と と は 福 大 多 の 成績 か ら も 明らか て * ある 。 従 つ に 変異 し 得 ず , 表 る 場 昌 合 に ! Wnt ょ つて O に 変 つて 
て Ri。 株 は な る 程 例え ば 抗 R。 血清 に ょ つ て 凝 塊 さ れ まう R。 と か R。 を そ C の 次 中 に 於 て 経過 する 意味 は 明 
る けれ 共 。R。 治癒 マウ ス に 接種 され た 場合 , R。 抗体 に ら か で な いけ れ ど ぁゃ , 変異 の 道程 の 何等 か の 反映 で あろ 
第 5 表 Ehrlich 法 に よる R。.。 原虫 の 抗原 変異 
- 来 抗体 稀釈 倍数 及び 種類 人 沈 台 。 4 < 衝 8 XX R。 2 X Re 
仁 拉 粒 マ み ぇ 午 す 1 2 . 3 本 10 。 11 12 
2 接種 後 5 日 目 の 淫 塊 反応 +。 土 局 。 土 填補 提 死 玩 
同 定 R。, Ri。 その 他 R 左 に 同 じ 左 に 同 じ 
知 の 拓 血 清 に 一 
系 接種 後 6 日 目 の 凝 塊 反 応 廿 世 死 サ 十 死 掛 時 死 死 
抗 O 血 清 に 十 , 挑 
/ 同 定 R。, Ri,。 の 他 R 志 区 に 問 、. ま 左 に 同 じ 
ス の 挑 血清 一 
判 定 O 下 O 現 O 下 O 下 
( 151 ) 











152 


うと 考え られ る 。 
8. 再発 株 R。,。 の 性 状 

前 項 で は Ehrlich 法 ヒ に よ つ て 得 ら れ た R。」。 株 の 性 状 
\ て 述べ た が , と の 項 で は 同じ R。,。 株 だ が 。 原 株 
0 感染 マウ ス の 治療 後 現われ た 再発 株 。 即ち , R。。 株 
の 性 状 に つい て 述べ , 併せ さて その 類似 性 に ふれ た いと 相 
う 。 

i ) 再発 (由来) 

発 Rupw は 0 508 代 。 No.1897 より 得 られ 
第 一 回 目 再発 株 で , 凝 塊 反 応 で 抗 O 血清 に 陰性 , 4 
清 及 び 抗 Ri。 血清 に 陽性 , その 他 の 抗 R 血 清 に 陰性 を 示 
し , 継 代 に ょ り 抗 原 性 の 変化 を 認め な か つた 

ii) 単 個 原 虫 接種 

Ehrlich 法 で 得 た R。,。 株 の 場合 と 同様 の 理由 に ょ つ 
て と の 場合 に も 先ず ー 匹 釣 を 行 つ た 。 Rei-4 代 マウ ス 
No. 8 より 3 匹 の 原虫 を 釣り , 全 例 感 潜 が 成立 し , う ち 92 
例 を 接種 後 6 日 目 に , 1 例 を 7 日 目 に 凝 塊 反 応 で 調べ た 
処 , や は り 一 匹 の 原虫 が か 二 つの 抗原 R。 と R」。 を 併せ も つ 
と と が 判 つ た 。 一 匹 釣り し た も の を 以後 継 代 し , Re・- 
N と 記 坊 。 

表 ) Reip-N と O と の 相互 スク リー ン 

一 匹 釣 り し て 出現 し た 原虫 を Rip-s 1 代 と し 。 と 
れ を 0 治癒 マウ ス に スク リー ン し た 。 3 日 後に 原虫 の 出 
現 を 認め , 抗体 に 凝 塊 反応 の 結果 は 下 の 如 く で あつ た 。 

Reap-n つ OO 圭 

1 代 8 代 

No. 2 No. 9 


ルー 
(こつ し 


抗 R。 血 清 陽性 
抗 Ri。 画 清 陽性 
抗 O 血 清 陰性 
と の 他 R 血 清 陰性 
送 に OーRejp-w の スク ザー ン を 行い , 通過 する 
39 代 YY 代 
No.30 No.15 
と とこ を め た 。 
面 し て 上 述 の ) や ) 所 ) に 得 た 成績 より し て , R 
N は 前 項 の Ehrlich 法 に ょ つて 得 た R。,。 株 と 抗原 的 
に 潜在 抗原 (O) の 有無 以外 に は 殆ど 区 別 し が た い 複 合 
抗原 系 と 考え られ る 。 ま た それ 故に と の 原虫 が 抗体 に 適 
刀 し た 際 に 呈す る 態度 も 恐らく R。,i。 株 の 場合 と 同様 な 
も の と 推 窒 され る 。 以 下 に 述べ る 様 に 実験 の 結果 は と の 
事 を 裏付け た 。 
iv) 2z 2 の の 変異 (Ehrlich 法 ) 
第 6 表 に 示す 如く , Ro-s の 場合 も Ri。 の 場合 と 
同様 に 抗 R。 血清 で 単独 に Ehrlich 法 を 行 ふ と O に 復帰 


し 
ここ oO 
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第 6 表 Ehrlich 法 に よる Ri-N の 挑 原 変異 


抗体 稀釈 倍数 


ーー 1 2 入 


接種 後 5 日 目 





2 XR。 4 XR。 














の 漢 塊 反応  . 菩 re:。。 
抗 ひ 血清 に , 
同 ee 
人 時 
判 定 O 弄 O 移 





短 , 使用 原虫 R 6. -N- 7 和 。 No。. 15 


te R,。 血清 が よく な か つた た めか 抗 Ri。 
血清 で hit する 方 は 技術 的 に うま く な みつ た 。 し か し 抗 
血清 で の hit に よ つ て O に 復帰 し た と 
で も Re と 同様 な 態度 で ある 事 が 想起 され 

vY) ,2 2 の の の 変異 (スク リー ン 法 ) 

Ro-N も Rsi。 の 場合 の 如く 2 つの R 抗 原 を 併せ も 
つ 複 合 抗 原 ご あり, さき の zo の Ehrlich 法 で 修 
えば 抗 R。 相 清 に 英 遇 する と O に 復帰 し た こと な どか らち 
し て , と の 原虫 * と の 抗原 弄 不安 定 で , 普通 の スク ! 
ー ン は 出来 ず , 接種 原虫 は 変異 し た 後に 出現 する の で は 
な いか と 推 穴 され る 。 

下 に 示す 様 に 想定 通り の 結果 を 得 た 。 つ まり Ri。 の 浴 
癒 マ ウス に 接種 する と, 非常 に お くれ て 6 日 目 に 原虫 が 
出現 し た が , 抗原 型 が 変異 し て 居り 0 に 人 復帰 し て いた 。 

26/IV 接種 2/V (6 日 目 ) 





R (so)-N = Ri。 世 抗 O 血 清 陽性 
20 代 Ri。15 代 抗 Ri, 抗 Ri。,。 その 他 
No. 60 No. 89 抗 R 血 清 陰 性 


が 2277 の の 変 異 の 実験 は と の 1 例 の み で , Rs。 治癒 て 
ウス で の スク リー ン 法 等 は 行わ な か つた けれ ども , と の 
R」。 治癒 マウ ス を 通過 し 得 て , 耐 も 変異 【 レ 
て 出現 する と と か ら , 推察 通り Rip-s 不安 定 で 
演 机 め て 変り 易い 性 状 を も つと と が 明らか で あり , と の 
点 に も Ehrlich 法 で 得 ら れ た 類似 性 が うか ゞ える わけ で 

以上 の 1 -Y) に 述べ た 実験 事実 を 総合 する な ら ぱ , 
Rio-w は Ru と 比べ て 将来 異 つた 性 状 を も つ 面 が 明 
ら か に な る か も ゃ も 知れ な いけ れ ど も ゃ 。, 今 迄 に 得 た 限り の 実 
験 事実 は 二 三 の 革 細 な 点 で の 相 違 は ある に し て も Rs 

ur と 殆ど 同様 な 性 状 を も つつ 原虫 で ある と 云い う 


み 





る ぐ で 


の = 慰 過 


S 枯 


SC 衣 SS3 


ェ エー 
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ド 異 さ の 抗体 に 一 定時 間 露 すこ と に よ ょ つて 型 変 換 を 誘導 する 
ーー 総 手 考 案 の に 比 し て 再発 の 場合 は 全く 挑 体 の な い 状態 か ら 灯 次 朱 
p 二 既に 実験 の 項 の は じ め に と 記述 し た 様 な 事情 か ら , 我々 体 価 が 上 昇 する 飛 境 下 に 於 いて 変異 が 誘導 され る の で 
4 は Ehrjich 法 に 用 0 \ る 抗 血清 の 濾 度 の 効果 を 検討 する 必 る か ら 不 安定 な 抗原 型 を ぁ る つた も の が 誘導 され て くる 可 
拉 要 に 迫 られ て いた 。 実験 の 結果 , 変異 を 誘発 し 得る 抗体 能 性 が 考え られ る 。 そ の 間 に CO り 次 第 
ーー 度 と , 誘発 し 本 い 淡 い 抗 体 濃度 の 中 間 に は , 変異 を に 安定 し た 抗原 型 が 再発 する 条件 を える の か や も 知れ な 
同 ド 放 発 し は する が か くし て 由来 し た 株 は 非常 に 不安 定 で , い 。 か く 再 発 は より 動 的 に し て 且 の 的 な + 復 雑 な 過程 
0 に 復帰 する 傾向 2 強い 独 得 な 抗原 型 の も る の で ある と と で ある と と は 間違い な いる の と 根 われ る 。 と し て Ri の 


旬 。。 | が 判明 し た 。 如き 不安 定性 抗原 系 は と の 変異 の 過程 の 中 間 ) に 於 て 

一 還 この 報告 で は と うし て 得 ら れ た 不安 定 な 抗原 型 の 中 "あら われ 抗体 の 攻撃 か ら 脱が れ て 生き の び 再 発 原虫 と し 
g 特に Rsi。 を 選ん で 若干 の 知見 を 得 た 。 Ri。 は マ て て 再現 する も の で あろ う 。 

L Ra ス 継 代 中 に 0 に 復帰 する Rx な ど と は 異な り , マウ ス 

か し 抗 Mt で = した いち 人 を な 人 に だ みえ た 。 し か し 結 論 

て 計 と れ が や は り 不 安定 で あり , 抗体 に 遇 うと O に 人 復 帰す る 1) Ehrlich 法 に お いて 変異 を 誘発 し うる 濃い 抗体 濃度 
傾向 を 強く も つた 株 で ある と と は 婦 po の 実験 (スク C2 メー8 X) と 誘 著 し えな い 淡い 抗体 濃度 (64X 以 上 ) 
リー ン あま) に ょ つて は じ め て 明らか に な つた 。 つま り ょ が あり 。 と の 中 間 の 16 <82 ぶ の 濃度 に お いて は 変 朱 は 

『 せ る Re 原虫 は 例え ば 抗 Re 血清 に 強く 凝 塊 を 示 す に も か 誘発 する が 不安 定 な 変異 株 で O に 復帰 する 傾向 が 強い 。 

で > わら ず Re の 治癒 マウ ス に スク リー ン す る と 0 型 に 変 2) 16 XEhrlich 法 に お ける Rei。 は 一 見 安定 し た 株 の 

異 し つ ゝ 通過 する と いう 現象 で ある 。 マ ウス 体内 て 北 塊 如く 見 える が screening method で R。 及び Ri,。 治 # 

の を 起 し た 原虫 に 対し て は 直ちに 白血球 の 喰 作 用 が 働く ・ こ ウス に 一 定期 間 の 後 感染 し , 出現 原虫 は O に 変異 し て 

で は と 考え られ る の で ある が , Ri の 場合 元 来 : 6 人 EN いる 。 と の 現象 は 友 yo 実験 で も 確 め られ た 。 
ek 8 ずる 損 向 が 強い た め に , 速 か に 0 に 変 嘩 す 3) OR 一 O の 変異 方 向 性 は た と え 不安 定 な 複合 抗 

の 浴 る と と に ょ つて 巧 に 生き 残り 原 昌 の 出現 を みる も の と 解 原型 の 株 ご も 変 ち な い 。 

取 が か 釈 さ れる 。 ス クリ ー ン の 結果 出現 し た の は 元 の 抗原 型 の 

た 。 原 昌 で は な く て O に 変異 し た も の で ある 。 従 つて 我々 が 本 論文 要旨 は 第 13 回 日 本 寄生 虫 学 会 西日本 支部 大 会 
人 か らい だ いて きた スク リー ン 法 に つい て の 考え 方 (1957) 及び 次 部 省 科学 研究 費 に ょ る 総合 研究 「 微 生物 

同型 抗原 の 治癒 マウ ス は 通ら な い 」 と 云う 知見 は 少し の 変異 と 疫学 ] の 班 会 議 (1957) に 於 いて 報告 し た 。 


も Mn 募 つけ られ た も の で は な い 。 た ゞ と の 事 に 更 


ご 今 回 我々 が 得 た data が 示す 様 に 不安 定 な 複合 抗原 型 文 柚 


て 合 の 如き は , た と え 同 型 抗原 の 様 に 見 えて も そう で 1) 猪木 正三 ・ 北 浦 敏行 ・ 中 林 倫 夫 ・ 黒河 内 寛 (1948) 
この な く 変 異 し て 通る 場合 が か ある と 云う 例外 が 補足 され 得る 77 ツ カ gz0so が 4 g が 2 の eSe の 免疫 学 的 変異 に 就 て , 
と し > 過ぎ な い 。 今 の 場合 た また ま 不 安定 な 株 が R。 と Ri,。 日 本 細菌 学会 関西 支部 総会 学術 集 談 会 抄録 , 25-26, 
っ ( ー2) Inoki, S., (1952) : A new experirmental me- 
に 0 2 を 併せ も つて いた の で ある が , 逆 に DA 
: の 抗原 を 併せ 内 Me 1 の 本 所 thod and genetical interpretation on the antige- 
この * 総 て 不安 定 な る の で ある と 云い うる か どう か に 就 い nic varigtion in 7 ァ y カ 2 の SO の 74Z 7 の Se6。 Med. J. 
ナ で Ne 処 , 何と も 云え な い 。 Osaka Univ. 3 (1), 81-86. 一 3) Inoki S., Ki- 
次 に 多少 観点 を 変え , 再発 と Ehrlich 法 に よる 型 変換 taura, 本 ., Nakabayashi, 丁 . and Kurogochi, 是 ., 
ば 。 2 間 2 人 信 の 上 吉 を , Rei。 の 如き 不安 定性 複合 抗 0 ・ Studies on the immunological Ye 
明 6 Pe in 7 ァ y カ 2 の SO 27 が の eS の 1. A new variation 
2 提 系 に 求め て 若干 の 論議 を 述べ る 。 マ ウス に お ける 治癒 system and a new experimental method。 Med. 
実 の 村 we で 再現 し ょ うと し た Ehrlich 法 ! は 遺 了 . Osaka Univ. 3 (2-3), 357-371. 一 4) Inoki,S., 
1 の て 伝 学 的 な 立場 か ら 見 る と 多少 の 議論 の 余地 も ある が 原 息 Kitaura, ., KKurogochi, 本. Osaiki, 本. 科 Naka- 
ヽ ろ が 対応 する 抗体 こ = 過 つ て 型 変換 を と げ る と いう 現象 の 本 bayashi (195 グ の : Genetical studies on the anti- 
この 2 も 記 0 genic Variation in 7 ァ の の ZOSO22Z の 7 の 2S@。 JaD. 
を % の か に 再現 し よう と し た 点 に が て 注目 すべ き Jour. Genet. 27 (3-4), 85-92. 一 5) 猪木 正三 (1953) : 
業績 ご ある 。 た ゞ 後者 即ち Ehrlich 9 原虫 を 一 定 の 強 原虫 7 ァ ッ の Zzoso742.g74 の 4Se の 免疫 学 的 変異 , 生物 の 


(153 ) 
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変異 性 , 60-74. 一 6) 猪木 正三 (1953) : 原 の 変異 Summary 
性 。 細胞 化学 レン ポジ ウム (1), 133-148. 一 7) Inoki, 
S., Osaki, H. & 征 . Nakabayashi, (1956) : Stu- On Ehrlich's method, the high titer of antise 


36 io 7 か (X2-X8) could induce antigenic transformatio 可 
g but diluted one (X64 or more) could not. he 


SO g の 22P4ezse. IT Verifnication of the new Varia- intermediate concentration of antiserum (X16-X3 
tion system by Ehrlich's and 2 227Zo methods could induce antigenic variation but these varia 琴 
Med. J. Osaka Univ. 7 (1-2), 165-173. 一 8) is unstable, and is intend to revert to type O. 
Inoki,。 S., Nakabayashi, T., Osaki,。H. 層 S. An antigenic type R。.i。 strain induced by X16 
Fukukita (1957) : Studies on the immunoiogical antiserum seems to be stable even through mo 
Variation in 7 ァ y カ ZOSO72Z g27 の zese LIL. Process passage. However, this strain do infect the 


of the antigenic variation in mice. Med. ]. Osaka ーー 本 either R。 or Re type. These MT 本 
な ES 3 に 2 parasites have already been suffered antigeni 

Univ. 7 (4) : 731-743. 一 9) 尾崎 六 雄 ・ 中 本 敏夫 ・ variation to the type O. This phenomenon ha 思 

獲 木 正三 (1952) : 77 の gzoso が 4Z gg7 め zese の 免 投 学 also been clarified by 娘 92Zo experiment. 

的 変異 に 関す る 研究 (第 7 報 ) 再発 株 に 於 ける 型 質 Our variation system (Orignal type O-- Relapsi 

抗 元 型 の 規則 性 に つい て 。 日 本 寄生 虫 学会 記事 , 100 type Rー Orignal type ひ ) was successfully followe 

-101. in the unstable compound antigenic tyDeS。 
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